




国際ロータリー第2660地区

1995～1996年度

地区大会記録

To all Rotarians and Guests attending the 2660

District Conference.
Diane ancl I send warltt greetings to everyone attendirlg the 1995/

96 District Couferetrce. We wish to express oLlr great
appreciation for the dedication and corrrrr.tituent of your Cistrict
(]overnor Tadami. He, along u'ith the c<iuference cotrrrittee,
have put together a comprehensive pro!{rat-ll of Rotary
inforr-nation, furr and fellou'ship. Yclu will tlake neu- frierlds and

expand y'our Ilotary horizotrs through shared experiences as )'otl
meet together. Yor-r rvill want to take full ad"'antage of all these

opportunities.
Rotary has alu'ays beeu a place for visiotlaries, those u'ho see

hou' things could be and defir-re a path tou'ard r-rlakirlg their
drear-ps a reality. Iu ottr clubs atld our colllllllllrities. \\'e trausforn.t
our dreants into reality for r.nen and lvouetr frou everl' culture,
race and creed throughor-rt our globe.
Being a Rotariau nteaus extending oneself it.r sen'ice to cithers.

Our actions catr utake the difference betrveerl atl uttnlet rleed alld

a hope fr-rlfillecl. I3y ACTING WITH INTEGRITY,
SERVING WITH LOVE, and WORKING FOR
PEACE, we exhibit a bountiful heart r,vhich underscores our

conrnitntent to makitrg our world a better place.

Unfortunately, it is not possible for Diane and me to visit all the

colferelces. aud so I have ilvited an outstandir.rg Rotariar-i tcr

represent lrre at yoltr couferellce. Please welcome, Mr. Steve

Yoshida, Past District Governor, and his spouse Noko, as our

personal represerrtatives. Steve is an extren-iely knowledgeable

Rotarian. an enthr.rsiastic leader, and a warlll friendly persoll-

Please make every effort to t-ueet them and to enjoy their

compally.
Diane and I hope that yor-r nlay be ir-rspired to dream dreams and

ntake the collrageous choices to u,'ork boldly toward making

those dreanls iuto pronlises ftlr a better futr-rre for 1'our fan-rily'

],our club, your local cOrnlltunity and for the world in 
"r'hich 

r've

live.
Yours in Rotary,

Herbert G. Browri
President

RI会 長

Herbert G.Brown
ハーバートG.ブラウン
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RI会長代理

スティーブ Kヨ シダ

I

第1日  受付風景(ロイヤルホテル) 第1日  受付風景(ロ イヤルホテル)



5月 10日 /回イヤルホテル

ガバナー
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地区大会第1日 会場全景



地区大会 (大会第 1日 )

地区大会第1日 会場全景

スティーブ Kヨ シダ RI会 長代理ご夫妻を迎えて

開会宣言する西原大会副委員長

ロータリーソング斉唱 中島警子ソングリーダー



5月 10日 /ロイヤルホテル

来賓の紹介風景

ようこそ、スティーブ KヨシダRI会長代理

司会進行は吉川憲男大会副SAA 閉会のことば /仲井光夫大会副委員長



5月 10日 /ロイヤルホテル
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シンポジウム「アジアと大平洋地域における大阪の役割について」

ロアンさん(ベ トナム)
アグン プリマントムルダノトさん(インドネシア) レオニー ボクステルさん(オーストラリア)

張 紹吉吉さん(中 国)

海の彼方からのメッセージ

ヴイセンティ

スパーラット シリラタナパンさん(タイ)

司会の道上洋三さん
コーディネーターは谷沢永―さん



5月 10日 /ロイヤルホテル

一一　　　」一一

「曲独楽」を演じる桂米八さん

なごやかな雰囲気の中にも厳粛に、

演奏された「祝典筆協奏曲」

盛大に催された国際ロータリー会長代理ご夫妻歓迎晩餐会

入場されるRl会長代理ご夫妻

乾杯の音頭をとる横尾定美大会委員長 司会 /岡村晃明大会副SAA
アシスタント円城寺美希



本会議 (大会第 2日 )

未[賓   /曲 澱携大 府知事 来  拶/磯村隆文大阪市長は 理 ) 開会宣言する横尾定美大会委員長

地区大会第2日 目のステーシ

GS巨 からも多数参加



5月 11日 /フェステイバルホール

SAA
/

司会/平井秀興大会SAA

哀調万感、トランペット吹奏

ー海外から参加のバコロドRC.代表プリモ氏の挨拶

元フィリピン、オイスカ事業団員水野文雄さんと

再会を喜ぶパストガバナー、ホクソン氏(バ コロドRC)

物故者の霊に対して、深く捧げる黙疇

一
一
一
一
■



「:難
‐・ =・ =‐

菫ヽ■

畿ヽ
  オ

信任状委員会報告する菅生信任状委員長 選挙委員会報告する大森選挙委員長登録委員会報告する高士登録委員長

大会決議案を上程する中野大会決議委員長
彙

大会決議を採択する熊沢ガバナー

熊沢ガバナーからRI会長代理へ記念品の贈呈 RI会長代理から熊沢ガバナーヘお返しのプレゼント

一
一
一
一
一
一
】

ブラジル「GS巨」のサカイ・セイイチ団長にWCSの 寄付金を寄託 中野董夫直前ガバナーヘ記念品贈呈



5月 11日 /フエステイバルホール

記念講演する橋本高知県知事

八    

｀

挨拶する中川章三1996～ 97年度ガバナーノミニー

凸
閉会挨拶する井上幾之進ホストクラブ会長

凸ヽ
嘔√

挨拶する次年度地区大会ホストクラブ

大阪城南R.C.の石浜雪大会長

リードする佐治ソングリーダー

元気よく「手に手つないで」を全員で合唱



ロータリー財団功労表彰 意義ある業績賞

国際ロータリー会長賞 ロータリー財団地区奉仕賞

ロータリー財団寄付優秀クラブ I ロータリー財団寄付優秀クラブ H

米山奨学会寄付5′ 000万 円達成クラブ 米山奨学会寄付 3′ 000万 円達成クラブ



5月 11日 /フェステイバルホール
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青年会員顕彰状

米山奨学会寄付2′ 000万 円達成クラブ 米山奨学会寄付 1′ 000万 円達成クラブ

J

会員増強最優秀クラブ賞 会員増強優秀クラブ賞

年長会員表敬状

広報活動賞 里親クラブ賞



家族のつどい

家族のつとい

受 付

5月 10日 /ロイヤルホテルダイヤモンドルーム

lυ

奪

一褐一一」
いつもいつも流暢そのもの

浜村 淳さん

評ず爾あセ

「人

街

夢
」

コ
”
浜

措

藤

＾

こちらは「家族のつとい」“人・イ圭テ。夢
¬
を一杯語つています

笑顔がたえないご夫人方

7

■覧ください 会場はリラックスして、明るさ100° 。



5月 11日 /フエステイバルホール

特別バンド:「オオサカ・イイジイ・ジヤズバンド」の演奏に         ...
ヴォーカル、ダンスを交えて大いに盛り上がったエンターテイメント。全出演者がいい爺です。

おなじみ 古谷 充

オールドファンを魅了する滝 えり子

熱のこもった「オオサカ。イイジイ。ジヤズバンド」の演奏 ロータリアンも参加してリズミカルにセッション



5月 11日 /フェスティバルホール

クラフ会報

登録風景

「クラブ会報」の展示コーナー

ロータリーグッズの販売コーナー

/
■      ――

食事0喫茶コーナーとなつた「ジオ」

すつかりお馴染みになった「ベリーグッドマンズ」のジャズ演奏

お食事コーナー「喜八」
(フェスティパルホール地下)
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プログラム

5月 10日 (金 )

〈ソング リーダー〉

〈ピアノ伴奏〉

く大会副委員長〉

〈ガバナー) 熊 澤 忠 婦

中 島 警 子

浅 井 か づ み

西 原 房 三

熊 澤 忠 蝸

スティ‐プ K,ヨ シダ

来賓紹介・ガバナー挨拶 〈ガバナー)

(RI会長代理〉

道 上 洋 ニ

谷 沢 永 ―

ヴィセンティ。ロアン

アグン,メリマントムルダノト

レオニ。ボクステル

引員 ぶ召 吉吉

アプドラ・ラフマン

スーパラット・シリラタシンヾ

伏 会副委員長〉 仲 井 光 夫

〈ガバナ 〉熊 澤 忠 婿

R.I。会長代理挨拶

13:30

(光琳の間)

ウム開会

:『アジア と太平洋地域 における大阪の役割について』
― 海の彼方からのメッセ…ジー

〈ABCアナウンサー〉

コー デ ィネ ー ター  … …… …… …… …… … …… …… ………… 〈関西大学名誉教授・評論家〉

パ ネ ラ …  … … … … … … … … … … … … … … … …・―・… … … … …  〈ヴェトナム〉

〈インドネシア〉

くオース トラリア〉

〈中国〉

くマレーシア〉

くタイ〉

閉会のことば15:30

15:32

15:33

大会第 1日 (ロ イヤルホテル )

(光琳の間 )

12:00登録・受付

13:00開会

開会点鐘

13:03国歌「君が代」 斉唱

ロータリーソング「我等の生業」 斉唱

13:06

13:00

13:16

開会宣言

ンポジ

テーマ

司会

閉会点鐘

閉会



15:30登録・受付

16:00開 会

会長・幹事・会員増強部門懇談会 (山楽の間)

職業奉仕部門懇談会 (桂の間)

社会奉仕部門懇談会鰤の間)

国際奉仕部門懇談会 (桐の間)

17:30閉会

(ダイヤモン ドルーム)

15:30登録・ 受付

16:00開会

テーマ :「人・ 街・ 夢」

17:30閉会

(光琳の間)

17:30登録・受付

10:30開会

歓迎演奏

0モーツアル ト「アイネ・ クライネ・ ナハ トムジーク」6名

・ 祝典峯協奏曲16名 (桐絃社)

・古典芸能 桂 米八「曲独楽」

20:30閉会

〈リーダー〉

大会第1日  プログラム

育ヨ  消曇

中 野

廣 瀬 勘

大 森

古 田

山 中

邦

夫

郎

祥

三

和

忠

菫

一

慈

敬

文

講師
“
村



大会第1日 :ロ イヤルホテル 光琳の間

シンポジウム

テーマ:『アジアと太平洋地域における大阪の役割について』
海の彼方からのメッセージ

20世紀 も残 り僅か とな り、現在 は21世紀への胎動期であ ります。 そしてアジアが

その変化の大 きな中心であることは世界の一致 した見方 となつてお ります。
アジアの国々には長い年月にわた り培われ成熟 した独 自の歴史 と文化があ りま

す。 また、気候風土に根 ざした風俗習慣、 そして宗教があ ります。我々はその地域
の一員 として今後如何 に考 え、 どう行動す るべ きかを学ぶ為 に本 日のシンポジウム

を計画致 しました。

それは
｀
海の彼方か らのメッセージ

″
として各国の実務上の方々か らご参加願い、

純粋の熱い思いをた くさん話 して頂 きました。

① ① O 微称囀
パネ リス ト

ベ トナム ブィセンティ。ロアン
インドネシア  アグン・プリマント・ムノンダノト
オーストラリア レオニー・ボクステノン

チョウ  ショウ  テツ

中  国   張 紹 品
マレーシア  アブ ドラ・ラフマン
タ  イ     スパーラット・シリラタナパン

コーディネーター

関西大学名誉教授・評論家
谷沢 永一

司 会
ABCアナウンサー

2′世紀への幕明け|よアジアから
～ 6ヶ 口の実務者、本質を語る～

副SAA(吉り||)ただいまよリシンポジウムを開会させ

ていただきます。本日は「アジアと太平洋地域における

大阪の役割について一一 海の彼方からのメッセージ

ー 」のテーマで、ご出席の皆さま方から有意義なご意

見を項戴したいと思います。

シンポジウムの進行は、皆さま方もお馴染みの朝日放

送の道 卜洋三さんにお願いをいたしております。

司会(道上)朝 日放送ラジオで朝早 くに「おはようパー

ソナリティ」という番組をやらせていただいております

道上洋三と申します。

道 上



なさってから、

力留学時代 と、

大会第1日 シンポジウム

日本というわけですね。 ドイツ、アメリ

日本とでは随分、ちがいますか。

きょうのコーディネーターは皆さんご存じの関西大学

の名誉教授、谷沢永一先生でございます。どうぞよろし

くお願いします。(拍手)い ま、本屋には谷沢先生のベス

トセラーの本が山積みになっておりまして、初版 1万部

なのに30万部を超えたというお話を伺いました。おめで

とうございます。

谷沢(コ ーディネーター)あ りがとうございます。

アジアからのメッセージ
司会(道上)き ょうは、ご案内のとおリアジアからの私

たち日本へのメッセージがテーマなんぞすが、いきなり

皆さん方にそんなお話をいただ くと肩が凝 りますので、

まずは日本に来られていちばん困ること、びつくりなさ

ったこと等から伺いたいと思うんですが、まずベ トナム

のヴィセンティ・ロアンさんをご紹介します。いまはベ

トナムは南北統一されましたが、北ベ トナムのニンリン

でお生まれで、ベ トナム戦争さなかに青春時代を過ごし、

ピョンヤンの外国語大学の日本語学科を卒業、1985～ 87

年の 2年間、日本の文部省の研究生として来日、大阪外

国語大学でベ トナム語の講師もお務めになっています。

現在は、日本人の旦那さんがいらっしゃいまして、 3人

のお母さんでもあるというロアンさんです。

ロアン(ベ トナム)ベ トナムのロアンでございます。現

在、大阪に住んでいます。日本に来てから8年ぐらいに

なります。現在、日本人にベ トナム語を教えています。

大阪外大をはじめとするあちらこちらでベ トナム語を勉

強したい人に教えています。

司会 (道上)日本人にベ トナム語を教えていらつしゃつ

ていちばん困るのは何ですか。

ロアン(ベ トナム)発音です。ベ トナムの発音は難しい

です。声調が6つ ありますから初めて勉強する方々はな

かなかできない、 tヽ ちばん困つてる問題だと思います。

司会 (道上)ま た後ほどお願いします。インドネシアの

アグンさんはジョクジャカルタ生まれの32歳、ボゴール

農科大学を卒業後大学の先生になり、1990年の 4月 に日

本に留学なさって、京都大学で制御醸酵の研究をなさつ

ていると。市J御酉費酵って何ですか。

アグン(イ ンドネシア)う 一ん、難しいですね、醸酵を

制御するもの。たとえば薬 とかで食品の醸酵を制御する。

遺伝子とかもやつております。

司会(道上)アグンさんはドイツにもアメリカにも留学

ヴィセンティ ロアン

(ベ トナム)

1950年生まれ。平壌外国
語大学日本語学科卒業。
85年 、文部省研究生とし
て来日。88年、再来日。大
阪外国語大学でベトナム
語講師を勤める。日本人と
結婚、3児をもうける。

アグン(イ ンドネシア)私、いま京都大学に留学してお

りまして、いつも上下関係、先輩・後輩の関係ですが、

簡単にいうと昼ごはんとか夕方に一緒に食事をするんで

すが、先輩が食事代を出すわけです。食事が終わって、

先輩が「終わり」と言わないとみんな帰らないんです。

勝手にやったらいいんじゃないですかと思うんですが不

思議です。

司会(道上)お隣はオーストラリアのレオニー 。ボクス

テ/L/さ んです。レオニーさんはメ/L/ミ)Vンでお生まれに

なって、高校生のときにバレーボール選手として来日、

1986年にモナッシュ大学を卒業して、経済 と日本語を専

攻なさっています。88年に大阪市の国際交流員として 2

年間勤務。その後、三井船舶にお勤めになった。95年 (去

年)メ ルボ/L/ン 大学院にお進みになり、現在は大阪大学

の大学院で企業の公益活動について研究をなさっている

ということです。結婚なさっていて、旦那さんはオース

トラリアにいらっしゃるんですね。

レオニー(オ ーストラリア)そ うなんです。

司会(道上)ご本人はいま日本にいらっしゃつて、どこ

にお住まいですか。

レオニー(オ ーストラリア)吹田市におります。

日本流へのとまどい

司会(道 卜)離れ離れですね。さて、日本でびっくりな

さったことって一=。

レオニー(オ ーストラリア)力 11に到着 したときに、日

本の道路工事の場面を見ていたんですカミ カ)つ ぱう着を

着た女の人カミ エ事をやっていたんです。日本は先進国

だと思つていたにもかかわらず、女の人が石を一杯積ん

で運んでいる姿を見たものですから、自分の思つていた

印象と日本の現在の印象がだいぶん違っていたんです。

また最近の経験からいいますと、大阪市の仕事をした

ときに、公務員は一緒に勤めていると堅いんですね。し
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かし、夜、飲む場所に行きますと、日本人が精神分裂症病

になつたと思うぐらい性格がごろっと変わって(笑)―。

司会(道上)日 本人の中にもびっくりする人はいるんで

す力ヽ みんな了解の上なんですよ。「あれは酒の上の席の

こと」と言ってすんでしまうところがあるんです。お花

見にも行かれたそうで。

レオニー(オーストラリア)花見も面白いですよ。それ

こそ普段のまともなサラリーマンが本の下であのような

大騒ぎをして、よく周りの人が不思議に思わないのかと

いうところがあるんです。オーストラリアですると、警

察がやってきて大変なことになるかも知れない。

司会(道 卜)お花を見ながらお酒を飲んで唄を歌うのは

変ですか。

レオニー ボクステル
(オ ーストラリア)

1964年生まれ。初来日は
高校生の頃。86年モナッ
シュ大学を卒業。日系企
業への就職後、大阪市国
際交流員、三井船舶勤務、
メルボルン大学院 を経
て、現在は大阪大学大学
院に在籍。

レオニー(オース トラリア)家族でピクニックするよ

うな様子でもないんです。どうしても違う雰囲気なんで

す。

司会(道上)中国からは張 紹詰さんです。中国の黒竜

江省、ハルビンのお生まれで44歳。北京対外貿易学院の

分校で日本語を教えていらっしゃって、86年に京都大学

の経済学部に留学、翌年、国際証券の調査部にお勤めに

なり、去年京都大学大学院を修了なさって、松下電器に

入社、中国本部に勤務。現在は松下電器の中国有限公司

人材育成センターの副所長をなさっております。先程の

話から中国では、お酒の席で人柄は変わりますか。

張(中国)変わります。ただ、日本では ｀
駆けつけ三櫂

と言いますが、中国では随意と無理に飲まされるのと両

方あるんです。乾杯 という言葉は、本来は杯をあけると

いう意味なんですが、最近ではそうでもないんです。

司会(道 卜)日 本は酒がないとコミュニケーションがな

かなかはかれないといわれていますね。

張(中国)酒は日本に来て初めて先生に教えられて、そ

れからついつい癖になつてしまった。 (笑)い い蒲 ごと思

います。

張 紹 詰 (中 国)

1951年生まれ。79年から北
京対外貿易学院で日本語。

貿易論を専攻。中国人民
大学を経て、京都大学へ留
学、日本経済史を研究する。
95年、松下電器産業榊に
入社、現在、中国有限公司
人材育成センター副所長。

司会(道上)随意ではなくなったわけで「乾杯」になっ

てしまったわけですね。

そしてタイ王国のスパーラット・シリラタナパンさん

でございます。去年、タイからお米を輸入しまして、随

分、残つてしまったという現実があったんですけれども、

スパーラットさんはどんなふうに思われましたか。

スパーラット(タ イ)タ イ米が急に大量に入ってきたこ

とは、日本の方も戸惑ったと思うんですが、日本と違っ

た長粒種であることをぜひわかっていただきたい。一つ

はメディアの責任 もあると思うんですが、「すごくまず

い」と言っていたことは悲しいなと思います。

司会(道上)スパーラットさんはバンコックのお生まれ

で、1977年に日本に留学、日本の高校を卒業、横浜国立

大学を卒業後、大学院に進み、タイに一度お帰りになっ

て大蔵省にお勤めになって、現在はタイ王国総領事館の

商務部の副領事 としてご活躍でございます。日本とタイ

の貿易振興のために本国と日本を往復するという忙しい

独身エリー トです。

さて、マレーシアのアブドラ・ラフマンさんです。ラ

フマンさんは、インドオ、シアのジョホール市にお生まれ

になって43歳です。1973年にジョホール市の自動車整備

①中華人民共和国 ベキン

②ベトナム   ハノイ

③タ イ    llン ]ク

④マレーシア  クアラルンプール

Эインドネシア ジャカルタ

Эオーストラリアキャンベラ
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専門学校を卒業、翌年に住友造船所の研修生として来日、

一年半の研膠久 日本 。マレーシアの合弁造船会社にお

勤めになりました。1981年にエンジンの研修生として再

び来日、 トヨタ自動車に2年間勤務、そのイム 自動車関

係の貿易、修理丁場を経営。日産自動車の非常勤として

もお勤めになっているという車の専門家でございます。

奥さんは日本人でいらつしゃつて、大変な日本びいきと

伺っています。

ラフマンさんは、日本で一番びっくりしたことは何で

すか。

ラフマン(マ レーシア)日 本人の歩き方は速くて、マレ

ーシアのほうは、みんなゆっくり、のんびりしているか

ら、それは日本に来てすごくびっくりしました。

それにみんなも言ったとおりで、日本人の昼 と夜は違

うこと、仕事の立場にしてもいろいろ面白いこともある

し、いい面も悪い面もある。いいことは勉強をして、悪

い面は忘れたほうがいいかなと思っています。

司会(道上)あ りがとうございました。谷沢先生、皆さ

んがこれだけ日本語をお話になつてびつくりしているん

ですが。

谷沢(コ ーデイネーター)そ うなんですよ。日本人の外

国語習得能力がにヽかにあ力)んか(笑)と いうこと力政口実に

証明されております。どうして外国の方は日本語習得が

早いんだろうかと、かねてから不思議に思っております。

私は大阪生まれですが、大阪では「 しんどがり」とい

う言葉がございまして、私は66歳になるんですが、いま

だかつて外国ヘー歩も足を踏み出したことがない。です

から、きようのように外国の方々がご一緒するというこ

とは生まれて初めてのことです。

仕事ω 苦労
司会(道上)谷沢先生の意外な一面を拝見させていただ

きました。今度は仕事を通しての成功 。失敗のお話です

が、アグンさんなどは仕事を一緒にやるのに日本人とつ

きあいにくい、あるいはつきあいやすい。こんなことがあつ

て成功したというようなお話をしていただけませんか。

アグン(イ ンドネシア)結株 いくつかありますが、や

はり;れしヽなところですね。先ほどの酒の話を聞きますと、

いつ、こういうふうにしないといけない、いつ、こうい

うふうにしてもいいとか、割 り切ることができるという

ことがコ晴らしいと思うんです。それも時々、勝手に変

大会第1日  シンポジウム

わるんですね(笑)

司会(道上)お隣のベ トナムのロアンさんもうなづいて

いらっしゃいますが、 そうにヽうところ力
'あ

りますか。

ロアン(ベ トナム)あ ると思います。私の印象も同じで

す。日本人はすごく社交的で、表面と裏はちがいます。

(笑 )

司会(道上)どんどん言ってください。たとえば―一 ?

ロアン(ベ トナム)片言の日本語ができる人に対しては

すごく親切に長い間、話をするのに、私たちのように上

手ではないですが日本語ができる人だったら、ちょつと

話したら何か恐縮してごまかすか、他の話題になって逃

げるような態度で、あまり親切にしてくれないという例

があります。

司会(道上)張さん、中国の方も本音と建前はわかって

いただけると思、うんですが。

張(中 国)中 国人も本音 と建前の両方があると思いま

す。でも、やはり日本に来てときには本音か建前かわか

らない場合が結構あります。

司会(道上)何かお願いして「 それはちよつと検討させ

ていただきます」というのは、わかります ?

張(中 国)わ かります。中国人も「考えさせてくださ

い」と言うんです。それが実は断り半分です。しかし半

ダ すよ。

司会(道上)日 本の場合は「検討させていただきます」

というのはほとんど検討しないんですよね(笑)も う90%

「 ノー」なんですよ。ねえ、先生。

谷沢(コ ーデイネーター)大阪では「 また明日、来とく

なはれ」と言うんですね。これは絶対的「 ノー」です。

司会(道上)ラ フマンさんは仕事で困ったこともあるで

しょうが、こんなんがうまくいつたということはありま

せんか。

アブ ドラ ラフマン

(マ レー シ ア )

1953年生まれ。73年 ジョホ
ール市自動車整備専門学
校を卒業。翌年、住友造船
所の研修生として初来日。
現在は日産自動車非常勤
としてマレーシア 。日本
間を忙しく往復する日々。

ラフマン(マ レーシア)4■■の場合は日本のやり方で、

いいところもいっぱいあるけれども、私のアイデアは通

らない。自分の意見は全然 とってくれない。うちの会社

の社長の話だけをみんな聞くね。

χ
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司会 (道上)ラ フマンさんはそう思つていますが、自分

のカラーを出して、これはうよくいったぞという例はあ

りませんか。

レオニー(オ ーストラリア)しばらく も言わない時

間があってから出せ|よ また真貪1に聞いてくれると思い

ます。反対に典型的なアメリカ人で、どんどん「マイウ

ェイ」で進む人が来ると、その人がどんなにいい考えを

出しても絶対聞かないんです。たとえ|よ 私 と同じこと

を言つてもね。(,0

司会(道上)そ れはあります。日本人は、いきなりやっ

てきて「俺が正しいんだ」と言わにると、「黙つとけ.ノ 」

というところがありますね。それ、先生、ありませんか。

曰本企業の特徴と勘どころ
谷沢 (コ ーディネーター)こ れは日本人に限らないと思

うんですが、先輩あるいはリーダー、社長が言 う意見、

言葉、ボキャブラリー、語法を利用 しながら、自分の新

しい意見を言わなければいけないわけです。そうすると、

社長の顔が立つわけです。つまり、ほんのささやかな小

さな補足意見を出しているのでございますよという格好

をしながら、決定的に革新的な意見を出す と。それをオ

ブラー トに包んで、社長の言葉 としてソッと持ち出す と

いう勘 どころを習得するのに5年はかかるわけですね

(笑)私の場合は、普通の平几な一般型のサラリーマンの

ことを申したわけです。松下は昔から新参者にやさしい

会社なんです。これは松下幸之助の根本精神で したから。

司会 (道上)そ うなんですか。

谷沢(コ ーディネーター)松下幸之助 というのは面白い

人で、90何歳まで生きた間、全く読書をしなかつた人な

んです。本なんて一切、読まない。ただ、ひたすら考え

ているんです。そしていろんな若い人を周りに集めてそ

こから知恵を吸収するわけです。噸 するスポンジのよ

うな人だったんです。あの社風全体に新参者に対して、

そこからでも上の者が吸収しようという雰囲気がござい

ますね。

サントリーを創設した初代社長の鳥井信次郎さんの日

癖は「やってみなはれ」と。若い社員が新しいプランを

出しますと「やってみなはれ」と、やらせるんです。失

敗するとわかっていることをやらせるんです。で、周り

の人が気を使って「社長、あんなんやらしたら失敗しま

つしゃないか」「あれが失敗したら損失はなんぼや」と、

金額が頭に入っているわけです。「 それはあの社員の教

育費になっている」と。そういう方針だったですね。

司会(道上)で も、大阪というところはそういう創業者

とか、いろんな新 しい企業を興した方がたくさんいらっ

しゃって、日本の中では本音と建前と言いますけれども、

まだ本音が言葉にしろ、気持ちにしろ、体にしろ、通り

やすいところだと思うんです。レオニーさん、東京とか

他の日本の都市で仕事をなさったことはありますか。

レオニー(オーストラリア)あ ります。

司会(道上)そ れは感じられませんか。

人′隋味あ′ζ、れる人阪
レオニー(オ ーストラリア)大阪の人たちのほうが人間

的な面があると思うんです。要するに、相手の人に対す

る反応は大阪のほうが早いような気はします。東京の場

合は、 もう少し探らないとな力)な力〕わからないんです。

司会(道上)ラ フマンさん。

ラフマン(マ レーシア)言葉の違いもあって、東京は丁

寧な言葉で、大阪の人がしゃべると怒って、るヽような感

じだけれども、あとはないです。

司会(道上)スパーラットさんはどうですか。

スパーラット(タ イ)東京と大阪はかなり違いがあると

思います。東京は何 となく政府、官僚の町というか、建

前のほうが強く見えると思うんです。逆に関西、特に大

阪は商人の町なので、みんな正直に突っ込んで話をして

商売をもっと早めにもっていく。東京だと官僚的なやり

方でステップバィステップで、段取 りが長くて、形式的

なことを重視する点があります。

司会(道上)スパーラットさんは、 どちらがおつきあい

しやすいですか。

スパーラット(タ イ)大阪の人のほうがタイ人の性格に

似ているんです。す〈゙冗談が言えて仲良くなれるのは大

阪の人です。ただ、私は東京が長いですから、規則を守

る点では東京のほうが好きかなと思います。最初、大阪

に来てびっくりしたのは、赤信号でもどんどん渡ってし

″



ようんです。車を運転するときでも、ちょっと遅いと後

ろからタクシーにホーンを鳴らされてちよっとびっくり

することもあります。

司会(道上)スパーラットさんに言われたくないわ、そ

れは。(笑)

ス′く―ラットシリラタナパン

(タ イ)

1960年生まれ。77年、日本
に留学。横浜国立大学、同
大学院に学び、帰国後同
国大蔵省に勤務。現在は
日本のタイ総領事館商務
部副領事として日タイ間
の貿易振興につとめる。

スパーラット(タ イ)だから、タイに似ている点もこの

点なんです。

司会(道上)で も、タイに「マイペンライ」という言葉

があるじゃないですか。自分に者『合の悪いことは全部

「マイペンライ」なんですよ。会社に遅れても「マイペ

ンライ(別 に問題はない)」 と言っているんです。

スパーラット(タ イ)タイは農業国から工業国になるよ

う開発している最中ですから、自動車産業とか機械産業

もタイでもブームになってきて、タイの政府 も部品関係

の企業がタイに直接投資してくださることをとても歓迎

しています。特に関西は機械関係 とか、鉄鋼産業がとて

も盛んですから、ぜひ来てください。

司会(道上)こ んなことはしてほしくないということは

ありますか。

スパーラット(タ イ)前 に、日本のJICAの人に「日本

人にメ寸するタイ人の目はどうなっているか」と聞かれた

んですが、タイのある人が言うには、日本が海外に行 く

と自分の組織をつくって、たとえば日本のガ′ヾ―卜をつ

くったり、レストランをつくったり、アパートでも日本

人同士が一緒に固まって、日本人町みたいなものをつく

ってしまいます。だから、海外にいらつしゃるときは、

できたら海外の人たちに溶け込んで生活してほしいと思

います。

曰本人の結集力とり予属意識
司会 (道上)ラ フマンさん、マレーシアはいまマハティ

ール (首相)さ んのもとですごい経済発展をなさつていて

「東アジアの中心である」と。ル`ックイース ト
″
と言わ

れていまして、大変な発展なんですが、マレーシアから

ご覧になって、日本 とうまくいっている部分、うまくい

※J CA:〔」apan nternationa Corporat on Agency〕
日本の国際協力事業団
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っていない部分はどういうことをお感じになりますか。

ラフマン(マ レーシア)た とえば日本 との合弁会社をつ

くって一緒にやって、マレーシアの人はみんな日本に来

て実習を受けて、機械 とexperience(体恥 をもらって、

何とかうまくいきました。マレー人は昔からあまり働か

ない人間なんです。ゆっくりのんびりして、昔からある

ゴムの本 とか農業かフィッシュマンの仕事しかない。 tヽ

まは、 日本と合弁会社があって、立派な機械の仕事があ

ってこれからは経済がもつとよくなると思います。

昔、戦争があって、マレー人が少なかったからビジネ

スのときに中国人もインド人も入れて一緒に仕事をやっ

てきたが、今後はチャイニーズかインドかを考えないく

らい、みんな一緒に仲間で頑張ってほしい。これがマハ

ティールさんのいまのアイデアです。

司会 (道上)こ の間ニュージーランドに行つたんです

が、ニュージーランドは規制緩和が進んで外国の人たち

がどんどん入っていっているところなんです。で、中国

の人が10万人、韓国の人が 5万人です。日本は駐在を合

めて 1万人にもならない。

日本人は来るけれどすぐり景る。定住しないと。中国の

人はそこで商売をし出したらそこに住み着いてしよう。

韓国の人は半々だろうと。こういうのはニュージーラン

ドだけじゃなくて、 どこへ行ってもよく聞かれることな

んです力
'、

やはり、そうなんですか。ラフマンさん、そ

う思いますか。

ラフマン(マ レーシア)そ うですね_
司会(道上)タイでもそうですか。

スパーラット(タ イ)自分がいい例だと思うんぞすが、

私の両親は中国人なんです。タイに生まれたからタイの

国籍がもらえて、 もし自分が中国人ですか、タイ人です

かと聞かれたら、中国の血をひいたタイ人と思つていま

す。こんな、副領事にまでなれたのも、タイの国の寛大

さであると思って、 とても感謝しています。

司会(道上)な るほどね。谷沢先生、このへんは日本は

政府も民間も遅れているのかなと思うんです力
'、
 どうで

しょフか。

谷沢(コ ーディネーター)ま ず、非常に顕者な日本民族

の特色は、いまだかつて政治的亡命をした人がいないと

いうことです。あらゆる国においては、必ず外国へ亡命

するという現象が起こるわけです。日本でどれだけ袋叩

きに遇っても、日本じゅうからつるし上げをくらつた大

万
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政治家であっても、また十分な資財を持っている人であ

っても、絶対にアルゼンチンヘ逃亡しようとはしなかつ

た。

もう1つ、広島県とか和歌山県とかには、昔、アメリ

カヘ移民に行つた方々がいます。この移民に行った方々

が一生懸命、働いて経済的に余裕ができたら何をしたか

というと、生まれ故郷にいずれ晩年に帰るべきはずの豪

壮な家を建てました。

つまり、日本人はどうしてもぐるっと一回りして帰つ

てきたいんですな(笑)こ れは何でかわかりません。つま

り、それがあるために日本民族の民族的結集力がプラス

に働いているという面もありますね。

司会(道上)に まヽ日本人的結集力という話が出たんです

が、レオニーさんは日本に暮らしていらっしゃってそん

なことをお感 じになりますか

レオニー(オ ーストラリア)オーストラリアにいるイギ

リス人の特徴も全く同じような傾向があると言えると思

うんです。

つまり、どんなに長くオーストラリアに住み着いてい

ても、自分の′じヽは母国のイギリスにあると。自分はどう

してもスコットランド、アイルランド、イギリスなり、

死ぬときは自分の灰をどうしてもそこに投セガてほしいと

いう希望を持っている人ぶヽ 人もいます。何人にも会っ

たことがあるし、私のお祖父さんに当たる人もオースト

ラリアで亡くなったんですが、絶対的にスコットランド

で自分の灰を撒いてほしいという希望がありました。そ

こまで自分の生まれ故郷 とのつながりが強いということ

は、日本人に限らないと思うんです。

ボランティアlよ今…
司会 (道 卜)オーストラリアのレオニーさんは、公益活

動、ボランティアについて随分、勉強もしてらっしゃる

し、実際にやっていらつしゃるし、阪大の本間先生のも

とでNPOの 活動 も勉強なさつているようですけれど

も、オーストラリアのボランティアの活動 と日本のボラ

ンティアの活動をご覧になって、その違いとかを感じら

れますか。

レオニー(オ ーストラリア)去年の10月 から今回、来た

んですけれども、大阪大学の本間先生にいろいろお世話

になりまして、授業に参加した結果 としては、日本のボ

ランティア活動はある意味ではオーストラリアのボラン

ティアi舌動と同じ拠点にいるような感じはします。何故

かと言いますと、背景はもちろん全然、違うんですが、

オーストラリアの場合はボランティア活動は主に教会を

通じて行っているので慈善活動が多かったわけです。主

に病気になった方、お年寄りの方のお手伝いとか、不幸

に道っている人たちのお手伝いが主なボランティア活動

だったんです。けれども、80年代に入ってからは、オー

ストラリアは環境に対する意識カリト常に高いものですか

ら環境問題に関するボランティア活動だけが非常に活発

になってきたわけです。

日本でのボランティア活動も、この 4～ 5年の間は特

に注目を集めていると思うんですが、たとえばアメリカ

みたいな非常に活発な国と同じでない理由を考えます

と、 1つ は、 もともとオーストラリアも日本も昔からボ

ランティアi舌動のグループ自体をつくることが、難 しか

ったわけです。いま、国会でNPO法案が出されています

力ヽ オーストラリアでも任意団体の立場からちゃんとし

た法人にするためには決して簡単なものではないわけで

すから、まとまった,舌動をするためにはいろんな課題が

あるんです。

お金とか国民の意識 。理解とか…。

司会 (道上)NGOと かNPOと か非政府組織の民間団

体でというのが世界じゅうのネットワークでできようと

しているんですけれども、NGOと NPOも ちょっと'陛格

が違うということもあって、このへんの難しさはあると

思うんです力
'、

張さんのところは害1合、ボランティアも

なさっている会社だと思うんですが、企業のボランティ

ア活動というのはどうなんでしょうか。

張(中国)松下電器自身は最近は会長が中国に行きまし

て、中国の教育がとってもしんどい状況ですから100万

ド/L/の 寄付をしました。中国の場合は、ご存じのように、

いま一党独裁イは あるいは共産党支配とか、NGOと いう

※I NPO:〔 non prOft organ zation〕

非営利民間組織
※2 NGO:〔 nongOVemmenta organization〕

非政府組織 発展途上国へ経済援助活動を行っている民間団体を指す



ものがなかなかできにくいです。中国にはロータリーク

ラブとか民間組織はまずない。ただ、こういうボランティ

ア活動は盛んにやっているんです。これは全国的規模で

やっています。しかし、民間組織じゃなくて政府の外郭

団体みたいなものをつくって始めています。

司会(道上)アグンさん、 どうぞ。

理 解 あ る法 の 対 応 と柔 軟・l■を

アグン(イ ンドネシア)私の経験ですが、 3年前に日本

の方々とボランティアをやっていたんです。どういう形

かというと、いま不用品がいつぱいあるんです。留学生

は要るものが多いから、要らない服とか要らない家具を

集めてやろうかという話になって、留学生 と日本のおか

あさんたちと、毎月うよくやつていました。

ところが突然、京都府警から「古物商売の免許をもつ

ていますか」と言われたんです。僕らは別に営業でもな

くて、留学生とか学生を助けようと思つてやっていただ

けなのです。

それでも京都府警が理解してくれなくて、結局、一人

の議員さんが京都府会までもっていつてくださつて、何

とか解決したんですがいまでも何故か不思議に思ってい

るんです。

アグンプリマントムルダノト
(イ ンドネシア)

964年 生まれ。ポゴール農
科大学卒業後、同大学の

講師を勤める。90年 日本
に留学し、京都大学で制御
発酵を研究。全国在日イン
ドネシア留学生協会会長
など幅広い活動を行う。

司会(道上)そ れは残念なことでしたね。

他にボランティアのことで、自分の国はこうだよとい

うことは、ありませんか。

スパーラット(タ イ)タ イの場合はボランティア活動を

かなりやっていると思うんです。主体になっているのは、

大きく分けて3つ あると思います。 1つは、タイは王国

の国ですから王様ご自身力'財団を設置して、そちらのほ

うに皆さんが寄付して、王様がご自由にいろんなプロジ

ェクトに使っていただくわけです。

もう1つは、タイは仏教国ですからお寺自体が寄付を

集めて、お寺によって宗教の普及のためにやっているお

寺が多いですが、たとえば職業訓練 とか、教育をするお

寺もたくさんあります。
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もう1つは、全くの民間団体でNGOの組織で、それぞ

れの孤児たちに関係するお手伝いの財団とか、婦人財団、

身体障害者たちに関する福祉活動をやる財団がありま

す。

去年、タイはかなり水害に遭いまして、そういう天災

のときは銀行とかテレビ番組とかで募金を集めて災害に

遭った人たちのお手伝いをやっているんです。

司会(道上)さ て、ラフマンさんのところ、マレーシア

はイスラムのお国ですね。宗教的な側面のボランティア

活動が盛んでしょうか。

ラフマン(マ レーシア)イ スラム教の場合はボランティ

アが大きいけれども、みんな一日5回、モスクでお祈 り

をやっているから、朝 と昼は仕事をやっているから集ま

らないけれども、夜は一緒にお祈 りをしてお祈 りが終わ

ってから、声をかけて、お金、力の面で相談してみんな

にまわっていきます。

司会(道上)日 本の場合は宗教的な側面がやや薄いのか

なとは思、います力
'、

谷沢先生、ボランティアカ'だんだん

会社単位から社会のコミュニティ単位、あるいは非政府

組織とかNPOと いう、国や政府に頼らないでやる組織を

考え始めたと思うのですが。

公助、共助の基盤 1事

自助の確主から
谷沢 (コ ーデイネーター)現在、ボランティア活動 とか

いろんなことを言われてお りますので一つ危
′
県している

ことは、近代社会の根本理合は自己責任 ということ、独

立 。自尊 ということであつて、みだ りに故なく他からの

援助を受けないというのが近代人の根本精神で、これが

失われると近代社会そのものの健康な運営に阻害を来す

と思います。

ですか ら、 そのボランティア活動 というものは、一

人々々の人物があまりに外からの援助に頼 り過ぎること

のないような限度を守るという非常に微妙なラインが必

要 じゃないか と思いますね。

司会 (道上)な るほどね。福祉の場合には、長 らく「公

助 」「共助 」 と言われて、いま先生がおっしゃった、自

分で自分を助ける「 自助 」の部分だ と思 うんですけれど

も、私たちは戦後50年「公助 」には随分あずかつてきた

部分が大きい。「共助 」は向こう三軒両隣で随分、崩れて

きた部分が多かったんではないか。これが皆さん方の活

27
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動を通じて見直されている部分が当然あると思うんです

けれども、次は「 自助」をもう少し確立 していかないと、

「公助」も「共助」も生きなくなるんじゃないかと思

うんです。

曰木 |よアジアの一員か?
さて、次に質問ですが、皆さん方は日本はアジアの一

員だとお考えでしょうか。まずロアンさんから。

ロアン(ベ トナム)多分、生活レベルはアジアと離れて

いますけれども、基本的にアジアだと思います。

司会(道 卜)あ りがとうございました。さて、アグンさん。

アグン(イ ンドネシア)ア ジアの考え方よリアメリカと

かヨーロッパじゃないかなと思います。

司会(道上)要するにアメリカに向き過ぎとるぞと。日

米安保も、この間クリントンさんと手を結んでちゃんと

やつたじゃないかという思い力
'あ

るんですね。

アグン(イ ンドネシア)そ うですね。

司会(道上)そ れはわかりました。オーストラリアのレ

オニーさん。

レオニー(オーストラリア)ア ジアのそれぞれの国を想

像しますと、私はどうしてもその国の衣装と、その国の

典型的な物を思い出しますけれども、 日本の場合は着物

の姿よりもスーツなんですよ(笑)。 残念ながら日本は独

特な日本の伝統的なイメージが薄められていると絶対言

えると思うんです。

いい悪いは別として、他のインド′、シア、マレーシア、

タイ、中国の場合は非常に固まって、守っているイメー

ジがあると思うんですが、 日本の場合はそれほど守って

いないようなイメージがあります。一言で言うと、必ず

しもアジアの同じ立場の一員ではないと、私個人として

思います。

司会(道上)同 じ立場の一員じゃない最大の理由は何な

んですか。

レオニー(オ ーストラリア)た とえば貿易、経済のこれ

からの進展とか、これからの政策に関しても、APECの場

合も、決定する前にまずアメリカを向いてから「 こうで

す」というイメージは、無視できないんです。やはり去

年のAPECを見たときも、私はすごく感じたんです。

司会(道上)な るほど。アグンさんと同じ。アジアと言

いながらアメリカを向いているじゃないのと。わかりま

した。中国の張 糸召詰さんは、日本はアジアの一員だと

お思いですか。

「40魂漢九 からF4。魂洋九 ヘ

張 (中 国)かつて、日本は100年以上前には「和魂漢才」

から「和魂洋才」に転向しつつ、それから有名な福沢諭

吉さんは「脱亜入欧 」と言いまして、 日本は100年以上

も近代社会に向かって頑張ってきたんです。

ずばり言いますと、 日本は ｀
脱亜入欧

`し
ようとした

が、脱しきれなかったアジアの国だと思います。

司会(道上)な るほど.′ 3虫烈な指摘でございました。

スパーラット(タ イ)全世界は大きく分けて発展途上国

と先進国です。その面から見たら日本は全く先進国の仲

間に入っています。たとえば貿易交渉 とか首脳会議でも

アジアの中のただ 1つの参加国は日本だけ。だから、経

済とか貿易の面から見ますと日本はアジアではないんじ

ゃないかと思います。

でも地理的、文イ帥勺な面、生活習慣の面から見ますと、

文化 とか伝統的な面から見ると、茶道、幸道、書道があ

りまして、東洋的な考え方が含まれていると思います。

自分の意見は西洋人みたいにすごく個人主張をしていな

い点が東洋的な考え方じゃないかと思います。家族的な

側面から見ると、だんだん西洋化されているんじゃない

かと思います。

で、私の個人的な結論から言いますと、日本はアジア

かどうかは男りにこだわらなくてもいい。それぞれの国の

やり方がありますからそれほど強調する必要はないと思

います。

司会(道上)い まの「 日本はアジアの一員か」というの

で、皆さん方のおっしゃりたいことがいちばん出てきた

のではないかと思つたのですカミ谷沢先生いかがでしょ

う。

谷沢(コ ーディネーター)皆 さま方にはちょっと逆らう

ようですが、日本はアジアであるか、ないか、私の答え

は簡単であります。「 日本はアジアであってアジアでな

い」(拍手)両方とも事実です。



一方においては明らかにアジアのいちばん端に立地

しております。しかし、社会構成においては、いくら少

なく見積もっても百年近い差があります。いま、全アジ

アの諸国はすべて日本がかつてたどつた道を、 もっと効

率的に、 もつと有効に、そしてフルスピードでもって進

みつつあります。その意味で全部が共通点をもつ日はも

う日前に迫つております。その意味では一緒であると。

私は友好親善という言葉は嫌いでございまして、 もつ

と具体的に、極端に言うたら要するに全アジア、地域 と

してのアジアは「あんじょう商売しまひような。あんじ

ょう物づくりに励みましょうな。お互いに経済成長して

より豊かになりまひょうな。そのためには助け合いしま

ひょうな。はい、やりましょう」というのが結論に近い

のではないかと考えるわけでございます。け自手)

日本人へのアドバイス

司会 (道上)私 がまとめることは何にもございません。

最後に「あんじょう商売やって、うまいこといって、み

なで助け合いましょうね」というための提言を最後に一

言ずつ皆さんからお願いします。あんじょう商売をやる

ための、皆さん方からの日本への提言 という意味合いで

す。まずタイのスパーラットさんから。

スパーラット(タ イ)も っと黒字貿易角準消をするために

日本のできることは、海外の製品開発、技術移転が とて

も重要な仕事 じゃないかと思います。

司会 (道上)マ レーシアのラフマンさん。

ラフマン(マ レーシア)さ っき言った とお り、貿易の面

でいろんな国、た とえばマレーシアに行っても、中国に

行っても、仕事だけじゃなくてその国のこともわかって

いれば、 もっとうまく仕事 もやれると思います。

司会 (道上)中 国の張 紹詰さん。

張 (中国)さ っき先生は「友好親善 」という言葉は嫌い

だ と。実は「中日友好 」という言葉、あるいは「一衣帯

水 」 という言葉が外交辞令 として使われているんです

が、あれはあんまり好きじゃない。 というのも中国 も日

本のことをあんまり知 らない。 しかも日本は中国のこと

についてもあんまり知 らない。商売をする上では、その

文化を理解しないと商売はなかなか成功できないと思い

※ドイモイ :べ トナム語で刷新を意味する。自国の現実を直視、新たな経済・

社会建設に取り組むべトナムの意欲を表わしている。
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ます。だから経済一本筋ではだめやなと思つて、相互理

解が必要なんです。

司会 (道上)オ ーストラリアのレオニーさん。

レオニー(オ ース トラリア)企業の公益活動にも関連す

るんですが、皆さまのご活動 も2つの役割があると思い

ます。なるべ くこの 2つ を同時に果たすように続けてい

ただきたいと思つています。一つは、ロータリー もなさ

っているように、日本の理解を,果めることだ と思います。

これは最近、日本は非常に活発で有意義なプログラムと

か、いろいろ活動 していると思います。

現 地 へ の理 解 と誇 りと愛

もう一つは、そういつた活動を通じて現地に対する知

識 と理解 とプライドを高めることです。「 自分を愛しな

ければ相手を愛することはできない」ということはリト常

に意味深い表現だと思つておりますけれども、そういう

親善活動をするときには、現地の人の文化を守りながら、

その文化を理解するための活動も行いながら、日本の理

解な果めることも大切だと思つています。

司会(道上)イ ンドネシアのアグンさん。

アグン(イ ンドネシア)お互いに人間として付き合って

ほしいですね。それと相手がだれというのじゃなくて、

相手の立場を考えていただきたいんです。相手はこうい

う人ですから愛される前に相手を愛するというように考

えていただきたいと思います。

相 互 競 争 から相 互 理 解 が生 まれる

司会(道 卜)最後にベトナムのロアンさん。

ロアン(ベ トナム)このロータソーの奉仕、ボランティ

ア活動のことについて、すごく感激します。私はベ トナ

ムの教育についてすごく関心をもっています。いま、 ド

イモイという政策のお蔭でベ トナムの約斉はちょっと発

展しています。しかし、反対にその結果、貧しい人とお

金持ちの人の差がだんだん大きくなつています。結局は、

以前と比べて教育の状態は悪 くなったと言えます。

谷沢(コ ーデイネーター)「相互理解」という言葉は、単

に理解 してもらいたいという受け身の姿勢ではなくて

「理解させ合う努力の相互競争」というふうに解釈し

て、そう受け取 りながら、未来を展望 したいと考えてお

ります。

司会(道 卜)皆さん長時間本当にありがとうございました。



大会第1日 シンポジウム・閉会のことば

日会のことば

相互理解で「世界はひとつ」

大会副委員長 引「 引むた ぅた

シンポジウムがたいへん成功裏に終わりました。私は大会副委員長で門真ロ

ータソーの会長をしております仲井でございます。

本日は、国際ロータリーの会長代理のスティーブ・K・ ヨシダさま、並びに

令夫人の脩子さま、わざわざ遠 くアメリカからご出席を賜 りまして心から厚 く

御礼を申し上げます。また、各地から多くの来賓の皆さん方tご出席を賜 りま

して、本当にありがとうございました。

開会式に続きましての、ただいまのシンポジウムを聞いておりまして、思い

おこしますのは、私 も昨年までは関空の開港に向けて携わってきた一人でござ

います。その結果 といたしまして、特にベ トナムが日本からの初めてのライン

として、昨年から就航させていただいたということであります。今では本日の

参加国全部にラインが引かれております。そして成田以外の世界の各地へ関空

から非常に多く飛バようになってまいりまして、現在では中国の上海までが 1

時間半で行ける距離になっております。

本日のシンポジウムで若い人たちのご意見を聞き、たいへん感銘いたしまし

た。相互理解というよりもお互いの国の民族、歴史を知らないといけないと、

最近つくづ く感じているところです。道 卜洋三さんの司会、そして谷沢永一さ

まのコーディオ、―ターが簡略にして明解に伝わり、加えてパネラーの皆さん方

の日本語が非常に堪能であったことです。私は常々日本人のいちばんの問題は

英語力だと思っている一人ですが、日本の英語教育の早い時期の改革を痛感致

しました。

とりわけロータリーに入りまして、いま、何をすべきかを模索中でありますが

これからは日本オンソーということではなしに「世界はひとつ」という認識を思

い新たにお互いに交流しながら高めてまいりたいと思っている次第であります。

このあと各部門別懇談会 と並行して「家族のつどい」をダイヤモンド7L/―ム

で、そして夕刻には一同に会 して晩餐会を行います。

明日は場所を変えましてフェスティ′シンホー/L/で第 2日 目を行います。それ

ぞれの会場に多数のご出席を賜 りますようお願いを申し上げて閉会のご挨拶に

代えます。ありがとうございました。(拍手)



●プロフィール●

コーディネイター

谷沢 永―

評論家 関西大学名誉教授

昭和 4年、大阪府生まれ 27年関西大学国文学科卒数

同大学大学院、助手を経て43年教授に就任。文学研究の

他、政治 。社会全般にわたる鋭い批評には定評がある。

平成 3年、関西大学より名誉教授号を授与される。昭和

55年サントリー学芸賞、平成元年大阪市民表彰文4LTa労

を受ける。近著『人間通』 (新潮社)。

司会

道上 洋三

ABCア ナウンサー

朝 日放送アナウンス部所属

昭和18年、山口県生まオ篤 日本大学法学部卒業後、昭和

40年朝日放送入社。翌年から、アナウンサーとして、同

社ラジオの深夜放送「ABCヤ ングリクエスト」を10年

間担当。52年からは「おはようパーソナリティ」を担当、

同社ラジオの朝の顔になるとともに、プロ野球の実況で

も多くの聴取者に親しまれている。

″



部門EIJ懇議会

会長・幹事・会員増強部門
本年度第2660地区では特 におお きな目標 として増強が謳われている。

｀
増強な くし

て奉仕なし
″

の精神の もとにR.I.本部、地区 ともに積極的に増強が推進 された。
その結果、本年度 (1996.5.2現在)の純増員数は、国際 口……タリーで60,000人超、

第2660地区では330名 を超 えている。まさに記録的増強 となった背景には地区内全会
員の結束力であると考 えられ る。

また、冒頭R.I.会長代理スティーブ・ K・ 吉田氏は拡大に触れ られ『ロシア、シ
ベ リア地域の拡大には日米両ロータリアンの協力が是非 とも必要』 と期待感を強調
された。

サブリーダー

S.A.A.

記 録

熊澤 忠嬬 (ガバナー)

中野 菫夫 (パストガバナー)

中川 章三 (ガバナーノミニー)

土井 正裕

田中 研一

小山 隆三

深田 清一

藤原 明弘

伊藤 宜史

司会(深田)会長・幹事 。会員増強部門懇談会を始めさ

せていただきます。私は、本日の司会役を務めさせてい

ただきますS.A.Aの 、守ロロータソークラブ。深田清一

でございます。同じくS.A.Aの 藤原明弘と記録担当の伊

藤宜史でございます。よろしくお願いいたします。それ

では、まず初めにリーダーのご紹介をさせていただきま

す。本年度地区ガバナー、守ロロータリークラブ・熊澤

忠期さんでございます。パストガバナー、大阪阪南ロー

タリークラブ 。中野菫夫さんでございます。

中野ソーダーは、昨日からR.I.会長代理のエイドとし

てお務めいただき、たいへんご苦労を願っております。

後ほどまたエイドとして中座されますので、お合みおき



をいただきたいと思います。

次にサブソーダーの方々のご紹介をさせていただきま

す。1996年度より1997年度ガバナーノミニー、大阪城南

ロータリークラブ 。中川章三さんでございます。地区規

定情報委員長、大阪北ロータリークラブ・土井正裕さん

でございます。地区会員増強委員長は、大阪平野ロータ

リークラブ・山山奇啓一さんになつておりましたが、急な

所用によりお越 しいただけません。代行といたしまして

田中研一さんでございます。前地区代表幹事、大阪阪南

ロータリークラブ。小山隆三さんでございます。

それでは、進行させていただきます。ご挨拶を熊澤リ

ーダー、よろしくお願いいたします。

熊澤 (リ ーダー)ご挨拶申し上げます。皆様、たいへん

ご多忙、そしてタイトなスケジュールのなかでお集まり

いただきましてありがとうございます。

ただいまから部門別懇談会で、「会長」「幹事」、そし

て特に私、お願いしまして「会員増強部門」を入れてい

ただきまして、この懇言姶 を始めさせていただきます。

この会議は、R.I.会長代理・スティーブ。K・ ヨシダさ

まをお迎えしまして、決議 (案 )、 会員選挙の方法、国際

会議に参加したノミニーの話などをまじえての会議でご

ざいます。

まずこの 1年間、非常に誠じヽ誠意、奉仕の行動に努め

られ、見事な成果を挙げていただきましたことをいより

お礼申し上げます。その報告を皆さんにしていただきま

して、そして来年に向かってどのように進めるかという

一つの基礎的な参考資料を提出することになります。こ

れもアンケー トでもっていろいろとお伺いしてあるかと

思いますので、その報告もございます。

以上をもちまして、私のご挨拶 といたします。よろし

く運営させていただきますようにお願いいたします。

(拍手)

司会(深田)あ りがとうございました。

次に、R.I.会長代理・スティーブ・K・ ヨシダさんか

らお言葉を項戴いたしたいと思、います。

ョシダ(RI.会長代理)真自澤ガバナー、ロータリアンの

皆さま、私は今回、大阪に来ることができて非常にうれ

しく思っています。ブラウン会長の代理として私がまい

りましたのは、いま私がやっている仕事の関係でのこと

だと思、っています。われわれの5010地区にはカナダ、ア

ラスカ、そして3分の2の ロシアが入っています。昨年、

L 部門別懇談会 会長・幹事。会員増強部門

私はガバナー として、シベ リアに、クラブ訪間するのに

2日 間もかかるようなところまでまいりました。 ときに

は水 もないところや非常に貧 しいところもありました。

しかし、このごろのロシアはリト常にスピリットがあ りま

す。このようなロシアのロータリアンたちと会いまして、

これから平和を保っていくためにロータリー として非常

に大事な仕事があるのではないかと思っています。

ロータリーカ
'こ

のシベ リアに初めてのクラブをもつて

3年たちますが、どんどん伸びてお ります。日本のロー

タリアンの方々にもそれを理解していただきいろいろお

手伝いをしていただければ平和のために非常にいいので

はないか と思 うのです。現在 (ロ シアでは)ア メリカやカ

ナダの人々が一緒になつて新 しいクラブをどんどんつ く

っておりますが、日本のクラブはこれからだ ということ

ですので、そのこともいろいろと報告 していきますが、

ご理解 とご協力をいただければと思つています。

ブラウンさんのテーマは York for peace″ です。平

和のための運動をすることが一つの大 きな目的 (テーマ)

として入っています。これほど重要なことはこのロータ

リーの世界ではありません。実際に私は、cold war(冷

戦)力 '終
わ り、 ロシアがアメリカ となん とかうまくいく

ようになっていくのをこの日で見てきました。これに日

本 も参加 して、ロータリーの力でその平和が続 くように、

そのような願いをもつて皆さんのご協力をお願いしたい

と思います。 どうぞよろしくお願いいたします。 (オ自手)

司会 (深田)ど うもありが とうございました。R.I.会長

代理が退席されますので、皆さま方、盛大な拍手でお送

りいただきたいと思います。

(R.|.会長代 理  退席 )(キ自手)

ありが とうございました。

次に、大会決議 (案)を、大会決議委員長の中野リーダ

ーよりお願いいたします。

大会決議案報告
中野 (リ ーダー)明 日の大会で決議をお願いするのです

が、会長・幹事の方々に決議 (案)の 内容をご紹介 してご

了解願いたいと思います。

では、決議 (案 )を読ませていただきます。



部門別懇談会 会長。幹事。会員増強部門

決議第 1号

国際ロータリー会長代理 スティーブ・ K・ ヨシダ氏

に対する感謝の件

「国際ロータリー元役員、スティーブ。K・ ヨシダ氏

は、国際ロータリー会長、ハーバード・グラハム・

ブラウン氏の代理として、公私にご多用のなか、令

夫人とともに遠路はるばる本大会へご臨席賜 り、国

際ロータリーのテーマ『真心の行動、慈愛の奉仕、

平和に挺身』を推進するために極めて格調の高いメ

ッセージと豊富なロータリー情報により参加者全員

に深い感銘を与えてくださいました。よって、本大

会は国際ロータリー会長代理、スティーブ・K・ ヨ

シダ氏に対し、深甚な謝意を表することを決議 しま

す。」

ただいまの文章の内容は、明日いただく内容のお話を

先取 りしてつくった文章でございますが(笑)ち ょっとご

了解願いたいと思います。

続きまして、決議第 2号でございますが、これは私に

関することでございますので、私の代わりにガバナーに

読んでいただきます。 (笑)。

熊澤(リ ーダー)そ れでは、代わりまして決議第 2号を

報告いたします。

決議第 2号

国際ロータリー第2660地区直前ガバナー、中野菫夫

氏に対する感謝の件

「直前ガバナー、中野菫夫氏は、真摯な学究の徒 とし

て地区内外の信望を得られまして、1994年度～1995

年度の国際ロータリーのテーマ ｀
be a frielld″ を身

をもって垂範されました。特に1月 17日 の阪神大震

災直後にアド・ホック援助プロジェクトをっくりま

して、地区全員を指導してすばらしい奉仕活動を行

われました。卓越 したご見識 と優れた指導力による

これらの幾多のご業績は、地区ロータリアンー同の

深 く感銘するところであります。よって、本大会は

直前ガバナー 。中野菫夫氏に対し、その功績を讃え

るとともに、深甚な感謝の念を捧げることを決議い

たします。」

以上でございます。

中野(リ ーダー)あ りがとうございました。たいへん面

映ゆい文章を聞かせていただきまして恐縮いたしており

ます。

では、続きまして決議第 3号です。

決議第 3号

研究グループ交換実施の件

「本大会は国際ロータリー第9980地区 (ニ ュージーラ

ンド)と 当地区 との間に合意されている1996～ 97年

度の研究グループ交換プログラムに賛同 し、地区内

全クラブがその実施に積極的に協力して、国際理解

増進の成果を挙げることを決議 します。」

決議第 4号

1994～ 95年度収支決算表(監査報告付)を承認する件

「本大会は、国際ロータリー第2660地区、1994～ 95年

度収支決算表 (監杏報告付)を承認することを決議 し

ます。」

決議第 5号

1995～ 96年度カルガリー国際大会の推進に協力する

件

「1996年 6月 23日 から26日 まで 4日 間、カナダのカル

ガ リーにて開催される国際大会に国際ロータリー会

長、ハーバー ド・グラハム・ブラウン氏は多数のロ

ータリアンとその家族が参加することを要請されて

お ります。よって本大会は、これを受けて多数の会

員および家族の参加推進を決議 します。」

決議第 6号

1996年アジア地域大会の推進に協力する件

「 1996年 10月 25日 から27日 までの 3日 間、タイのバン

コクにおいて開催される地区大会に、国際ロータリ

ー会長エレクトのルイス・V。 ジァイ氏は、多数の

ロータリアンとその家族が参加することを要請され

てお ります。よって本大会は、これを受けて多数の

会員および家族の参加推進を決議 します。」

決議第 7号

地区大会のホス トクラブ、コ・ホス トクラブおよび

協力諸団体に対する感謝の件

「今回開催されました1995～ 96年度国際ロータリー第

2660地区の地区大会が、地区内外のロータリアン多

数のご参加を得て輝かしい成果のうちに終了で きま

すことは、ひとえにホストクラブである守ロロータ

ソークラブ、コ・ホストクラブである門真ロータリ

ークラブの会員、ご家族、および関係の皆様の長期

間にわたる周到なご準備 と献身的など奉仕、ならび

に関係協力諸団体の絶大なご協力の賜であります。



よって、本大会は、ホストクラブである守ロロータ

リークラブ、コ・ホストクラブである門真ロータリ

ークラブの会員、ご家族、および関係の皆様方なら

びに関係協力諸団体の各位に対 し、深甚の謝意を表

することを決議 します。」

決議第 8号

次年度地区大会開催に関する件

「本大会は国際ロータリー第2660地区1996～ 97年度の

地区大会を、大阪城南ロータソークラブをホストク

ラブ、および大阪東南ロータリークラブをコ・ホス

トクラブ として、1997年 4月 18日 および19日 の両日、

大阪市において開催することを決議 します。」

以上ぞございます。これを明日の決議 (案)と して上程

いたしますので、ご了承願いたいと思います。

司会 (深田)ど うもありが とうございました。

次に、会員増強につきまして、サブリーダーの田中さ

んから、よろしくお願いいたします。

会員増強の成果
田中(サ ブリーダー)会員増強委員会の田中です。

皆さんご存じのように、本年度は国際ロータリーにと

って会員増強の部分に特に記念すべき年 となるようでご

ざいます。全世界で 1年間に6万人を超 える新たなロー

タリアンのメンバーをお迎えしてお ります。現在 もなお

増えております。長いロータリーの歴史のなかでこのよ

うな記録的な数字は過去にはございませんで した。

わが国25地区の、 3月 末ですでに4千名を超 える新た

なロータリアンをお迎えしてお ります。当2660地区につ

いて申し上げるならば、ご存 じのように有:澤ガバナーカ
'

年当初から今年度の最大活動目標 として会員増強を掲げ

ておられました。多くのクラブで も会員増強のプロジェ

クトチームを編成 して、その努力をしていただいたわけ

でございます。

その成果につきましては5月 2日 現在でクラブ数が大

東中央さんが増えまして81ク ラブ、総会員数力も678名、

332名 の糸屯増新メンバーをお迎えすることがで きてお り

ます。

カルガリーキャンペーンについて少 し触れさせていた

だきたいと思います。カルガ ソーキヤンペーンは全世界

のすべてのゾーンで会員の純増率の 1位を競っていただ

き、その最高数字を記録 したクラブを優勝地区 とするも

部門別懇談会 会長・幹事。会員増強部門

ので現在 もやつております。当2660地区はご存じのよう

に第3ゾーンに属 しております。たいへん幸せなことに、

きょう現在、第3ゾーンで当2660地区は1位でございま

して、その純増率は6.449%と なっております。

順位のことを申し上げるのは少し変かもしれません

が、第 2位力2630地区(岐阜。二重地区)でございまして、

その増加率は6.342%と 、極めて僅少差で両地区が競っ

ているのでございます。

ご案内のとおり、カルガリーキャンペーンは5月 17日

で締切でございます。きようは5月 10日 ですからちょう

どあと1週間でございます。ここまで皆さんにご努力い

ただきまして再度のお願いをするのはたいへん恐縮でご

ざいますが、さほどに非常に競っていることをご理解い

ただきまして、残 り1週間、いま一度のご協力をお願い

できればなと′目、つております。2660地区が第3ゾーンで

の優勝地区という栄誉を受けることができればたいへん

喜ばしいことではないかなと私ども一同考えておりま

す。ぜひよろしくご協力をお願いしたいと思います。

会員増強|よロータリー活動の源泉
もちろん、 5月 17日 、カルガ リーのキャンペーンの締

切日力
'イ

コー/L/、 ロータリーの増強の日の締切 となるわ

けで もございません。ロータリーの活動 とは、その源泉

は常に会員の増強でございます。これはガ″ミナーが常々

おっしゃっておられることでございます。ロータリーの

理念 といいますか組繊晨 こういうものはすべて永遠に続

けられなければいけないもので、本年度はこの増強に関

する機運、ムー ドが地区内で非常に高まってお ります。

ガバナーノミニーがお見えでございますが、ぜひ次年度

もこの機運、ムー ドを引き続きお持ちいただきますよう

に。また、あわせまして次年度の会長、幹事さん、各委

員長にご伝達、バ トンタッチをいただければ地区増強委

員会 としてはたいへんあリカ
'た

いなと思つております。

それから、 もう1つだけご報告させていただきます。

このプログラムで28ページ、特別ガバナー賞を定めさせ

ていただいております。これは1995年 7月 1日 から本年

3月 1日 までの期間に会員増強に特別ご協力いただいた

クラブをガ,ミナー賞 として表彰させていただこうという

お話で、当2660地区では吹田ロータリークラブさんを最

優秀クラブ として、明日また表彰させていただきたいと

思っております。吹田ロータリークラブさんは、13名 の



部門別懇談会 会長・幹事・会員増強部門

純増新会員を増やす という成果を挙げていただきまし

た。

同じく優秀クラブは、上位 7ク ラブをここに挙げさせ

ていただいております。大阪イブニングロータリークラ

ブ、大阪御堂筋ロータリークラブ、この2ク ラブは12名

の増員を果たしていただいております。大阪北ロータソ

ークラブt大阪大淀ロータリークラブは10名の増員を、

大阪ロータソークラブt大阪城南ロータリークラブ、大

阪中央ロータリークラブ、この3ク ラブにつきましては

9名の増員を果たしていただいております。(拍手)

熊澤 (リ ーダー)あ りがとうございました。それにちょ

っと付加して申し上げますと、明日の第 2日 目の大会に

おきまして、現況報告で私もスライドをもって報告いた

します力ヽ 私の資料は3月 22日 で統計をとっております

のでちょっと少なくて、 もちろんゾーンの中では当地区

はトップだろうと思うのですが、6.31%の増でございま

した。それから後に増えたことをつけ加えておきます。

また、このゾーンは恐らく日本一だろうと思います。

この第3ゾーンは非常に活発なゾーンでございまして、

日本のゾーンのなかでは1番だろうと思いますから、 と

いうことは、日本では 1番であるということになるかと

思います。あと5名だそうでございますが、(笑)ち ょっ

とご認識のほど、お願いいたします。

それから、世界中で調べますと、ゾーンが12万名でご

ざいます。ディストリクトは世界中に515地区がござい

ます力ヽ このなかでいきますと32番目でございまして、

1番は韓国のソウ/L/、 2番目がエジプトです。韓国のソ

ウルの場合は1300名 を超えて増強しているのでございま

す。

司会(深田)順序力
'変

わりまして、 6番目の会員選挙の

方法に関するクラブ細則の規定について、土井サブリー

ダーからお願いします。

会員選挙に関する御即|について
～ R。 たで′995椎奨クラブ細卯|が改正～

土井(サ ブリーダー)会員選挙の方法に関しまして、推

奨クラブ細則が昨年 7月 にR.I.の理事会で改正されま

した。多くのクラブではこれを受けて細則を改正されて

いると思いまして、アンケー ト調査を致しました。

全クラブに質問票をお送 りしたのですが、実施したと

いうことで改正の具体的な条文をお送りいただいたクラ

ブは23ク ラブにとどまりました。その他「 まだこれから

実施する」「 こういうスケジュー/L/で実施しようとして

いる」とのお答えをいただいたクラブもかなりございま

した。

そういったことで、今後のクラブのご参考にもなろう

かと考え、23ク ラブの回答をとりまとめた資料をお配り

しました。これにつきまして簡単にコメントを加えさせ

ていただきます。

ご案内のとおり、会員選挙の方法に関する規定がいく

つかの点で変わっております。まず第 1点は、従来は幹

事に提出されました会員候補者の推薦、これは理事会に

提出されますとすぐに職業分類委員会あるいは会員選考

委員会に対してそれぞれ調査あるいは審査をして、その

結論を次の理事会に提出するようにと理事会から諮問さ

れておりました。新しい規定では、その「職業分類委員

会 と会員選考委員会に対する調査または諮問」という言

葉が消えており、その右イ員1の表の中に書いてございます

よう|こ「理事会が確認すること」となっております。こ

のことから、実はR.I.に対して世界各地のクラブからい

ろいろな質問が出されております。「 もう職業分類委員

会あるいは会員選考委員会によったく諮問しなくてよく

なったのか」という質問がその大半でございます。

これにつきまして、その表の下の「 クラブからの質問

に対するR.I.の 回答要旨」のところに書かれております

ように、R.I.の回答は、「新 しい推薦手続きでは会員選考

委員会 と職業分類委員会の調査は不要になったというこ

とではありません」と。



スレす化される会員椎薦の処理
～最終 13理事会確設 責任～

ぞは、本条項の改正の意図はどこにあったのかと申し

ますと、その「要旨」の 1と 2にありますように、新た

に規定された「30日 以内に会員の推薦を関係委員会を通

じて迅速に処理するのはクラブの理事会の役割である

」、このことに焦点を当てたかったのだということでござ

います。ですから、つまり
｀
迅速に処理をしてほしい″

ということです。また 2番目にございますように、「提出

されたすべての案件に対する承認・不承認の最終責任は

理事会にある」ということです。委員会で審査していた

だ くのですが、最後に決定するのは理事会ですから、最

終責任は理事会にあると。そのことを明確に規定したか

ったので「委員会 」の文言を削つたというのが R.I.の 考

え方でございます。

これに関して、今回、アンケートで23ク ラブから回答

をいただきましたが、改正後の推奨クラブ細則の通りに

決められたところが17ク ラブでございます。残 り6ク ラ

ブは、ただいま申しましたような趣旨をご理解されまし

て、それなら従来どおりおいておいたらいいじゃないか

ということで従来の規定をそのまま残しておられるクラ

ブでございます。

なお、釈迦に説法でございますが、推奨クラブ細則 と

いいますものの性格は、標準クラブ定款 と違いまして、

単に推奨されているにすぎない、R.I.理事会がクラブの

指針としてその採用を勧めているに過ぎないものでござ

いまして強要はしておりません。

次のページに、理事会の審査期間は30日 という期間が

設けられたことが書いてございます。これにつきまして

は、23ク ラブ中19ク ラブと、ほとんどのクラブは推奨ク

ラブ細則の規定どおり「30日 以内に決定して通知する」

とされておりましたが、やはり例外的にそうはいかない

ことも当然予見されます。

私はイ国人的には上から2つ 目の「やむを得ない事情が

ある場合を除き30日 以内」、このへんが妥当であろうと

思つていたわけです。

次に、ロータリー情報提供の件についてでございます。

これも改正前に比べますと、「 ロータリー情報委員会が

推薦者 と一緒に提供する」という、その「 ロータソー情

報委員会」という委員会の名称が今回は削られておりま

す。しかし、これも先ほどの選考委員会 と同じでござい
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まして、委員会の任務を決めております推奨細則の規定

には、ロータリー情報委員会の任務 として、会員候補者

にメ寸してロータリーの目的やロータリアンの権利 。義務

等を説明することが任務 として決められておりまして、

当然これはロータリー情報委員会がやるべき仕事でござ

います。

そういつたこともございまして、その表の下にござい

ますように、16ク ラブは推奨クラブ細則の規定どおり情

報委員会の名称は削られましたが、 7ク ラブは従来どお

リロータリー情報委員会 という委員会名をそのまま残し

ていらつしゃいます。

次に3ページによいります。被推薦者については会員

に名称その他を公表しまして異議の申し立てを受けるの

でございますが、その期間が従来の「10日 」から「 7日

以内」へ 3日 間短縮されました。これにつきましてはほ

とんどのクラブが「 7日 間」と短縮されましたが、1ク

ラブだけ従来どおりの規定を残していらっしゃいます。

また、 もし異議申し立てがあった場合、理事会で再審

査するのでございますが、そのときの採決の仕方につき

まして、 5の表の中にございますように、従来はそれぞ

れのクラブが細則のなかで妥当な票数を記入いたしまし

た。例えば推奨細則はそこは自紙になっておりまして、

出席メンバーの反対投票が、多くのクラブは「 1票を超

えなかつた場合 」 (つ まり2人以上反対がなかつた場

合)、 あるいは一部のクラブでは「 2票を超えなかつた場

合」と規定されておられましたのが今回は推奨細則では

単|こ「票決を行う」と決めまして、19ク ラブはそれをそ

のまま細則に規定されました。
｀
票決

″
といいますと

｀
過

半数
″と解釈するのが常識的な解釈だろうと思、うのです

が、表の下にありますように、「 3分の2以上であれば入

会の承認 」 と書かれたクラブが 1ク ラブ、従来どおり

「 1票を超える反対意見があれば入会は承認しない」

としているのが3ク ラブでございます。大阪北ロータリ

ークラブでは従来どおりの規定をそのまま残させていた

だいております。

インフォメーションと
オ|リエンテーションの実施を

最後に、「オリエンテーション」 という言葉が入会手

続きのなかに用語 として入ってきてお ります。 4ページ

でございます。従来は「 クラブの例会において新会員 と

θ7
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して正式に紹介されなければならない」という記述だけ

であったのですが、改正後は「入会式とオリエンテーシ

ョンを行う」という具合に変わっております。情報委員

会によるいわゆるインフォメーションの提供がすでに行

われて、そして入会式 とオリエンテーションを行うこと

となります。「オリエンテーション」をそのまま訳しま

すといわゆる ク`ラブ案内
″でございますので、これは

私なりの解釈でありますが、インフォメーションの提供

とはどちらかといえばロータリーの基本的なことを話を

しておいて、オリエンテーションではそのクラブの具体

的な現実のi舌動とか、あるいはその方が配属される委員

会の活動などを説明するものではないかと思っておりま

す。

R.Iが発行しております「会員増強と退会防止の手引

書」というものがございまして、多くのクラブが既にお

持ちかと思いますが、そのなかに「オリエンテーショ

ン」についてかなり詳しく説明されて・‐‐ります。それは

新たに入会された会員 1人 について必ず顧間ロータリア

ンを 1人つけて、その方にロータリアンとしての必要な

知識をしばらくの間、例会で同席 してお話しするとかあ

るいは質問に答えるとか、初めてのメーキャップには一

緒についていってあげるとか、そのように懇切丁寧にオ旨

導するようにと、それがオリエンテーションであるとい

う角午説がイ予われております。そういったことを並行して

いくのも適当な方法であろうかと思います。以上が皆様

方から頂戴いたしましたアンケー ト調査の回答でござい

ます。

国際協議会に参カロして
～中川ガバナーノミニー～

司会 (深田)あ りが とうどざいました。 それでは次に

「国際協議会に参加 して」に移 らせていただきます。中

川ガ′ミナーノミニー、よろしくお願いいたします。

中川 (サ ブリーダー)日 本から34人のガ′ミナーノミニー

がアメリカのアナハイムで、この 2月 18日 から、 1週間

の研修を受けてまいりましたのでそのお話をさせていた

だきたいと思います。

かねがね「 1週間の研修はつらいですぞ」とパストガ

バナーの方々からお話を伺っていたのですが、本当に朝

早 くから夜遅 くまでまるよる1週間、研修がございまし

た。

次の月曜日がいよいよ本会議でありまして、そのとき

にはただいまのR.I。会長のブラウン氏が主となって、次

年度会長エレクトのルイス・ヴィセンテ。ジアイ氏を紹

介されました。アルゼンチン出身の方でございます。

本会議のときには、例年発表になりますようにR.Iの

テーマがございますが、その方のテーマは「築け未来を

行動力と先見の眼で」でございます。その発表に引き続

いてジアイ会長エレクトのお話がありました。それはメ

ッセージといいますか、ジアイさんの目標 といいますか、

それが6つ ほどございました。

最初に大きなものを申し上げますと、やはり会員の増

強でございます。皆さん方も、「会員増強はまだ終わって

いないのでしっかりやってほしい」というブラウン会長

からの書簡が皆さん方の会長さん宛に届いたことはご存

じかと思います。

新世代の育成をはかろう

そういうことで、会員増強については、今年度にも増

して増強していただきたいということでございます。

ほかにもテーマにしたがっていろいろあるのです力
'、

その 1つ に新世代を育てるために「新世代の育成をはか

ろう」というのがあります。勿論、未来を築くための目

標ですけれども、やはり次代を育成する、未来を築いて

いくのはやはり新世代、若い人たちですから、30歳 くら゙

いまでの若い人たちに各クラブで新世代のためのロータ

リー会議を地区ではなしに、各クラブの皆さんでそれぞ

れ青少年月間のときにしてくださいという大きなメッセ

ージがございました。

また、その次に、ロータリーの先達に対して敬意を払

いましょうというお話がありました。といいますのは、

来年 1月 27日 でございましたか、ロータリー倉1始者のポ

ール・ハリスの没後ちょうど50年にあたります。そこで、

来年 1月 にはポール・ハリスを偲んで各クラブでいろい

ろなことをやっていただきたいという大きなメッセージ

でございました。

また、 もちろん、財団に貢献していただきたいと。や

はりこのロータリーを発展させていくためには財団へも

いろいろな寄付をしていただきたいと。そういったお話

がございました。

そういう本会議が毎朝 8時半ごろからございまして、

ずっと会員増強の話や財団の話とか、ポリオプラスの話



とか、それぞれ担当のR.I.の理事さんからお話を伺い、

それがすみます とお昼力ヽ斉んで、直ちにグ/L/― プセッシ

ョンがございます。われわれ日本のノミニーは 2つ に分

かれて、グループセッションリーダーのもとにノミニー

としての会の運営の方法などいろいろなことを教えこま

れました。

2004年 R.l.世 界大会に向けて

また私たちノミニーのパーティーの藤上̂ でラージ事務

総長が『2004年にはこの大阪で世界大会を開 く予定であ

る』と、挨拶されました。今井理事 もわれわれ近畿の 4

人のノミニーを呼んで、「 そういうことだからよろしく

頼む」とおつしゃっていまして、現在では着々とやって

おられると思います。

次年度、私の ときのテーマは「築け未来を、行動力 と

先見の眼で 」でございます。やはり先見の眼で もって

「 ただ闇雲に行動 しただけでは骨折 り損の くたびれも

うけになりますよ」とジアイ会長 もおっしゃっておられ

まして、いろいろなロータリーの各クラブのプロジェク

トを開始するにあたっても、やはり先見の眼で もって行

動 していただきたいということでございました。 0白手)

司会 (深田)ど うもありが とうございました。最後にガ

バナーから閉会のご挨拶をお願いいたします。

大阪のイそ来を建設しよう
～熊澤ガバナー～

熊澤 (リ ーダー) 私、アナハイムから会長さんに「 カ

ルガ リーに挑戦 しましょう」というお手紙をさし上げま

した力
'、

中川さんの ときもグラスゴーにリヒ戦 ということ

だそうです。 もうこれで種が尽 きた とおっしゃらずに、

これで会員増強の一つの弾みがついた というお気持 ち

で、なお増強をお願いいたします。私 も会長部門のカウ

ンセラーでグラスゴーに挑戦 ということだそうです。私

も会長部門のカウンセラーでございますので、またいろ

いろと皆様にお願いにあがると思います。

先ほどおつしゃいました2004年の話はもう着々と進ん

でお りまして、実を申します と、この15日 に視察団がエ

バンス トンから2人見えます。そしてパーティーをや り

まして、16日 に大阪シティー ドームを見学によいります。

その結果、このお 2人がエバンストンで報告 しまして

一
もう日本でやることは決まっています。まだ韓国 も
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香港も手を挙げているのだそうですが、なぜ日本でやる

かといいますと、日本がいちばん、特に大阪がいちばん、

いろいろな面ぞロータソーのi舌動をしているということ

と、大阪ドームという5万人ドームがあることからなの

ですね。そしてこれが 8年先なのです。 8年先というこ

とになりますと、 どうも私ども、あまり/1~き ている自信

がございませんので、(笑)古田さんともども相談いたし

まして、なるべく若いガ,ミナーをつくろうと。少なくと

も2004年の5年前の1999年までに75歳以下のガバナーを

つくろうということで非常に頭を悩ませております。そ

ういう意味で、近々、私力■旨名委員長になったときには

お若い方のなかで活力のあふれた、そして語学の堪能な

方をマークしましてアプローチにかかりますので、その

節は断らずによろしくお願いいたします。

これから先、ますます皆さんのお力添えをいただ くこ

とになると思いますが、まあ何と申しましても国際大会

を日本でやる、大阪でやる、「大阪の国際大会は」という

ことは必ず世界中で話題 になるのでございますから、

「将来はいまからである」というのが今度のターゲッ

トでございますので、「未来を建設しよう」という意味

で、大阪にとっては非常にうってつけのテーマであろう

と思いますので皆様、またご協力をお願いいたします。

(拍手)

司会(深田)長時間にわたりまして秦vじ なヽるご討議kあ

りがとうございました。これで会長・幹事・増強部門を

終わらせていただきます。

ガバナーノミニー中川章三略歴

ノ
|:イ|,J]日     1922イF6 1J16日 4L

学  肝  1945年 3月  大阪高等医学専「司学校  卒業

1960年 12月  医学博士学位記授 ケ(大 阪市立医不1大学 )

職  肝  1952年 5ナ l 市大lllx病院小児科長

1959年 7月  大阪市立城 JL市民病院 小児科医長

1964年 7月      同     小児科科 長

1976年 4月  大阪市立十三市民病院  小児科科 長

1982年 4月      同      第 2診療部長

1983年 6り 」 大lllx I停 年退職

7月  協和会加納・北大阪病院小児科部長

1985年 10月  F■l西 女 r短大 講師

1994年 12月  協月会病院、関西 女 f短 大 退職

ロータリー歴 1969年 5月  大阪城 i術 ロー タ リー クラブ チャー ター

メンバー として人会

1971～ 72年度 理事 (国 際奉仕委員長 )

1976～ 77年度 幹 lt

1981～ 8211度  会長

1987-88年 度 理 i卜
(ネ L会本仕委li長 )

1995～ 96年度 理事 (ロ ー タ リー情報委 員長 )

職業分類  シニア・ ア クチブ (小 児科 )

そ の イL ポール・ ハ リス・ フェロー

米山功労 者



部門EIJ懇談会

職業奉仕部門
私たちの入会の直接のポイン トとなつている職業奉仕委員会 は、ロータリーにお

ける最 も現実的奉仕路線 といえる。

この委員会の 目標 は職業 その ものが奉仕の一環であ り、職業奉仕の精神 を通 じて
｀
内

と外 に企業倫理を高めること
″

ただ 1点 としている。ロータ リーの語 る金看板 とい

われる所以で もある。 その職業奉仕委員会が、力を尽 くして研究 し、今後世界のロ

ータリーの動 きにまで視野を広げて、R.I.へ も地区 として提言を行 つていこうとい

うのである。

リーダー

サブリーダー

S.A.A.

記 録

廣瀬勘一郎 (パストガバナー)

久我 三郎

岡本克持郎

楠神  壽

佐谷戸安好

司会(楠神)一―S.A.Aを担当いたします、守ロロータ

リークラブの楠神でございます。ただいまから職業奉仕

部門の懇言姶 を始めさせていただきます。最初にリーダ

ー、サブリーダー、そして関係者をご紹介申し上げます。

本日のリーダーはパストガ′ミナーの廣瀬勘一郎さまで

ございます。サブリーダー、大阪南ロータリークラブの

久我二郎さま。同じく大阪城南ロータリークラブの岡本

克持郎さまでございます。そして後ほどアンケー トをご

報告いただきます、大阪南ロータリークラブの近藤浩司

さま。地区委員の門真ロータリークラブの土田進彦さま。

大阪西南ロータリークラブの丹羽健二さまの方々です。

本日の記録を担当いたします、佐谷戸安好さま。 (拍手)



それでは廣瀬パストガバナー、よろしくお願いいたし

ます。

地域貢南ズの手|よ職業奉仕
度瀬 (|リ ーダー)職業奉仕に関しましては、先ほどのシ

ンポジウムでもお聞きのとおり、コーディネーターの谷

沢先生の「あんじょう商売しまひょ」「仲ようやってい

きまひょ」に尽きると思います。

ところで、R.I.の奉仕の道は、ご承知のとおり、多種

多様で多彩にわたって展開されております。もう国際的

には世界社会奉仕、そして、地域社会に対しては社会奉

仕 と、いろいろと奉仕の道が開かれて、そしてそれが

年々歳々、世界中いたるところで一日も休まず、地球の

どこかでロータリーの奉仕がロータリアンの力で実施さ

れているのでございます。 しかし、そういったいろいろ

な奉仕のなかで、この職業奉仕が、このロータリーの起

源とそれに基づ く歴史のうえから言いましてもいちばん

基本になるものでございます。「職業は奉仕の機会であ

る」と言われておりますように、職業そのものが奉仕そ

のものであると言われているのです。もちろん、職業奉

仕も事業をするうえにおいても、あるいは専門的な仕事

をしていただ くうえにおきましても、いろいろと時代の

変遷 とともに、ポール・ハリスが始めたころの職業奉仕

にとどまらず、世界的な、あるいは地域的な、環境的な、

いろいろな問題を抱えて、そしてそれを事業家も専門職

務の方々も対応しながら、今日、いろいろと展開してい

ただ くことは、言うまでもないことでございます。

職業本社本来の道ヘ

そのためには、やはり事業、職務が安定して健全に運

営されていくことが下敷きになつているのです。ひとこ

ろ、「フィランソロピイ」という言葉が、特 tン ブヾルの幸

やかなころにはいろいろな面でマスコミ等にも取 り上げ

られ、また、企業のなかでもそれを非常に強 く叫ばれた

ことがございます。それは、ただ事業を経営しているだ

けではなくて、そこから得た収益のなかから、税引き前

の不1益の 1%は社会のために、教育とか、1親とか、にヽ

ろいろな慈善のために寄付し協力するということが言わ

れたのでございますが、最近はその声をあまり強く聞か

なくなつてしまいました。大きな時代の変イL特 にこの

不景気というメガ兄のなかで、やはり企業がなかなかそれ

※フィランソロヒイ(Phi anthropy):民 間人や企業が公益のために行う社会貢

献活動
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を実現することが難しくなつてきたせいでもあると思う

のです。

特に本年度は昨年度と違いまして、こうした職業奉仕

本来の道について久我委員長に非常に力を入れていただ

いて、皆さん方にいろいろとそういう面においてご指導

いただきました。日乍年度はどちらかというと、こういつ

たことを軽視したわけではございませんが、ご承知のよ

うに、不法駐車違反の問題が職業奉仕で非常に大きく取

り上げられて、ほとんどその面に力を注がれてきており

ました。そこで、本年度はいま申し上げたような、職業

奉仕という本来の精神、姿に基づいた活動をしていただ

いたのでございます。

ApECでのボランシ ア活動
そして、あわせてボランティア委員会 も岡本委員長に

は非常に力を注いでいただきました。これも前年度は一

応、何10名 と登録はされておりましたけれども、地震の

場合には何ら機能しませんでした。非常に残念なことで、

肝じヽのときに機能しないということは、やはりこの委員

会 としても、あるいはクラブにおいても何かそこに欠陥

があったのではないかと思う次第であります。しかしな

がら、本年度はご承知のようにAPECで非常に活躍して

いただいて、 もちろん登録 もたくさんしていただきまし

た。ああいう世界の要人が来られたときに、「 しゃべるこ

とさえできたら誰でもええ」というわけにはまいりませ

ん。やはり身元の信頼のおける人たちを特に要請された

わけで、それに応えてロータリーからは各国の語学に通

じた方々に大いに奉仕していただいて、ロータソーの存

在の認識な果めていただ くことができました。

悲じむべき交通事故死数の増カロ

それから、私、一つだけ皆さん方に大いに声を大にし

て訴えておきたいことがございます。われわれが携わっ

たこの年度の間に、 1年集計 したら恐らくそうなると思

うのですが、交通事故で年間 1万 2千人という大勢の死

亡者が発生しているというこの現実であります。これは

本年度だけではありません。昨年度もその前も、ずつと

ここ何年も続いて 1万人台を記録しているのです。

年間 1万 2千人という数は日清戦争の戦死者の数に匹

敵します。10年たったら12万人です。障害者を入れたら

もう100万人を越すというような大きな被害が出ている

，
■

′
“



のです。

われわれの足元でこういう問題がいつどこで、あの地

震のようにいきなり起こるかもしれない。こういう危険

にさらされた状態にあるだけに、 どうかひとつこれを今

後の次なる職業奉仕の活動のなかに、地区を挙げて、大

きな運動に展開していただけたら有り難いと思うのであ

ります。最近、その事故は自転車の事故にも広がってお

ります。そしてその犠牲 となっている人には老人が非常

に増えております。どうかこの点もこの機会にあわせて

お願いしたいところでございます。よろしくお願いいた

します。

あと、両委員長からまたお話しいただきますので、私

はこのへんで終わらせていただきます。

司会(楠神)そ れでは、岡本委員長さん、よろしくお願

いいたします。

ボランシ ア活動の夜明け
岡本(サ ブリーダー)資料の内訳は、 1つ は本年度の地

区委員会の1995年度から1996年度の活動報告書のコピー

でございます。2つ 目は、『ガバナーマンスソー』の 3月

号に掲載されました、山中パストガバナーの「APEC大

阪会議開催に際しての地区各クラブの対応について」の

コピーでございます。 3つ 目は、本日、補足 としてボラ

ンティア委員会ロータリーボランティア登録者 ソストの

追加分を配付させていただきました。

いま廣瀬パストガバナーから綾々お話がございました

のですが、私、10日 ほど前ですか、ある新聞記事を見て

非常に心が痛 くなった、胸が痛 くなった記事がございま

す。新聞ですから皆さんもご存じのことですが、東京だ

と思うのですが、ある77歳の老いた母親が44歳の′自、子と

一緒に餓死していたという記事。その方は老人年金で家

賃を払って、 1万数千円しか、生活費がなかったと。

(R.|.会長代理・スティーブ・ K・ ヨシダ氏入場 )

司会(楠神)そ れでは、会長代理がお見えになりました

ので、岡本委員長の報告をちょっと一時中断していただ

きまして、会長代理のご挨拶をいただきたいと思います。

ヨシグ(R.|.会長代理)皆 さま、こんにちは。私はアラス

カから来まして、いまアラスカはリト常に暖かくなってき

ていて釣 りには非常にいい時期ですから、早 くアラスカ

に釣 りをしに帰りたいと思つていますけれども(笑)

これから職業奉仕についてのお話を引き続きされ、具

体的なお話 もあるもの と思 いますが、 このvocational

serviceに ついてもロシアの方々に教 える必要があると

思、っています。この大会を通 じてこれから皆さんにお願

いしたいと思っています。あ りが とうございます。 (拍

手)

司会 (楠神)あ りが とうございました。

それでは、中断いたしましたが、引き続きましてよろ

しくお願いいたします。

ボランティア団体としてのR.6.

岡本 (サ ブリーダー)先 ほど、老母 と身体障害者の子供

さんが飢死をした、′しヽ力湘音くなるお話をしておりました。

私、これで非常に痛切 に思いましたのは、このお母さま、

この親子が人に物乞いを一切せず、そしてまた、人様の

ものを盗まず、人間 としての誇 りと尊厳に満ちながら、

すでにもう食べ物がまった くなくなった、これから死ぬ

んだ と従容 として死に就いたと。このようなことを考え

ます と本当に胸に迫るものがございました。

こういった人たちを手助けするのが私 どもロータリー

ではないか と思います。ロータリーの ｀
奉仕

″
という言

葉、日本語でございますが、これはまさに ボ`ランティ

ア
ク

というように、ロータリー というものはすべて大 き

なボランティア団体でございます。

そこで、私 もボランティアについてすべて理解 したわ

けではございませんが、ロータリーボランティアについ

てのお話をさせていただきたいと思います。

クラブレベル、地区レベルでロータリーボランティア

委員会の設置が義務づけられましてからもうおよそ5年

ほどになります。 しかし、この委員会の実質内容につき

ましては、まるで想像上の動物である夜島(ぬ え)と 同じよ

うに、なにかさっぱ りよくわか りません。

しかし、いろいろと考えてまいりましたのです力
'、

そ

のなかで私 どもがよく言われますことは、 ロータソー と

は大 きなボランティア団体であって、その国際奉仕なり

社会奉仕なり青少年奉仕、インターアクト、ローターア

クト、いろいろ各部門がございます。すべてがボランテ

ィア活動をやっているのに、その屋根の上に屋根をかぶ

せるようなそういった委員会の設置が必要なのか と。こ

れについてもアンケー トの結果を集約 します と、ボラン

ティア委員会 として独自につ くっていただいているとこ

ろはこの地区のなかで も半数を書1っ てお ります。だいた

※鶴 (ぬえ):ト ラツグミの別名で正体のつかめない人や、あいまいな態度の
たとえ



いは職業奉仕委員長さんの兼任か、あるいは委員の方を

担当者 として地区に対応するために置いておかれるとい

うのが実相ではないか と思います。

ボランシア委員会が
'一

脅た―ターに
しかし、ロータリーボランティアプロジエクトと申し

ますのは、公式的な言い方をします と、クラブのテリト

リーの内外でのボランティアニーズ  例 えば、いま申

し上げたような親子がいるとか、障害児の施設がいろん

なことで贈儀しているとか、 そういったクラブのテリト

リー内のニーズを汲み上げ、そのニーズに対 して、クラ

ブの中や外、あるいは地区の外などへ広 く目を向け、他

地域のロータリークラブ、あるいは地区内のロータリー

クラブやボランティア登録をしておられるローターアク

トの方々のなかで、自分の ところのロータリーボランテ

ィアのニーズにマッチするような方がおられましたら、

その相手方のクラブに申し入れてその方を派遣 していた

だ く。また、自分の ところのクラブにつきましては、ボ

ランティア委員会あるいはボランティア委員がコーディ

ネーター となつて、自分のクラブの中でのいろいろな調

整をする。例えばニーズの掘 り起 こしにつきましては社

会奉仕委員会などと提携をする、あるいは依頼をする。

そしてプロジェクトを実施する時点では、その他のイン

ターアクトやローターアクトの人たち、あるいは青少年

奉仕の方やクラブの財務委員会の方々との調整を密接に

やっていただ く。そのようなことがボランティア委員会

の仕事ではないかと思います。

阪沖淡路人震災を機に変わった

ボランシ アの認識
それで、本年度にあたっての私 と地区ボランティア委

員会のもう一つの反省点を申します と、前期、 1月 17日

に阪神大震災が発生、以降、よく ボ`ランティア元年
″

と言われるほど社会的にボランティアに対する認識が根

本的に高まってまいりました。われわれの委員会で もい

ままでに百数十名のボランティア登録を過去 3年ほどの

間に頂戴 しています。 しかし、それをもう更新せぎるを

得ない。特に 1月 17日 以前においてボランティア登録 し

ていただいた方ご自身が被災者であるというようなこと

もかなり考えられますので、昨年度は新 しい新規のボラ

ンティア登録をお願いいたしました。一応、本日の追加

部門別懇談会 職業奉仕部門

分を合めて30名の新 しい新規の登録者を得は した。これ

は大東クラブさんほか数クラブでございますが、これも

次年度ぞはもっと拡充させていただきたいと思います。

当年度において地区のロータソーボランティア委員会

はいままで何をしていたのかについて、かいつまんでご

説明をさせていただきたいと思います。

まず、前年度から継続 してお りますボランティア委員

会 としての阪神大震災対策委員会への参加でございま

す。

木年度のボランシア委員会13…
～里親クラブヤ1度を発足～

これにつきましては、皆さん方にもいろいろ地区や対

策委員会から連絡があったと思うのですが、昨年 6月 、

まず、熊澤ガバナー と大橋社会奉仕委員長 と一緒に、

2680地区へ表敬訪問も兼ねて被災地の視察によいりまし

た。その結果、隣接の2680地区に対する救援そのものは

さほどの緊急事ではなくなったので、むしろ2660地区内

の被災者に目を向けるべきではないかと熊澤ガバナーが

判断をされまして、それに私どもも協力させていただい

たわけです。

もう一つは、震災遺児・孤児の里親クラブ制度でござ

います。これは7ク ラブでそれぞれ一人ずつ震災孤児を

面伊Jみてくださるというもので、月ヽさいお子さんは確か

4歳か5歳で、これが20歳になるまでですから、10数年

にわたってそのクラブが 1人の子供のお世話をするとい

う、非常な多年度にわたるボランティアでございます。

これは、幸か不幸か当地区内には震災の遺児も孤児もご

ざいませんでした。そこで、阪神地区のそういうところ

へ、私、熊澤ガバナーと大橋委員長と一緒に子供のとこ

ろを訪ねて、いろいろ面接 して決定いたしました。来年



部門別懇談会 職業奉仕部門

にはその 7ク ラブの方の表彰 もございますが、 これから

長期にわたってその7つのクラブの方は大変ご苦労が多

いことと思いますけれども、 どうぞよろしくお願いした

いと思います。

Ap[6に′θθ名超の
通訳ボランシ ア集結

また、ボランティア委員会では、これも先ほど廣瀬パ

ストガバナーからのお話もございましたのですが、ボラ

ンティア委員会が窓日になりまして、APECに 夕寸しまし

て、何万 という方が大阪へ来られます。その方々に対す

る医療救護班の編成についてのボランティア登録をお願

いしましたところ、44名の医療ボランティアのドクター

の方あるいはナースの方の登録がございました。そして

また各国語の通訳では、実に104名 の登録者がございま

して、クリントン大統領こそ来られませんでしたが、各

国首脳あるいはその他の随員のいろいろな通訳にあたり

まして、ロータリーのボランティア通訳の方々カツト常に

めざましい活躍をしてくださいました。

職業奉仕を考える
司会 (楠神)そ れでは、引き続きまして久我委員長さん、

よろしくお願いいたします。

久我(サ ブリーダー)実は、ちょうど1年前、皆さん方

に職業奉仕につきまして、「 どんなものでしょうか」「み

なさんとご一緒に研究しましょう」というようなお話を

させていただきました。その当時を振 り返つてみますと、

要は、職業奉仕 とは、われわれが企業経営をしていくに

ついて基本的に企業倫理の向上をはかることなのだ、 と

いうことでした。

実は、私の前の委員長さんが、ご承知のように浅沼清

太郎さんで、とにかくたいへん立派な方でございました。

またその前の方は芦屋の市長のご主人で弁護士の1財寸さ

んで、こういうことにたいへん精通された方でございま

した。

前委員長は警察庁長官 (あ るいは警視総監でしたか)で

ございまして、大阪府交通対策協議会の理事長を、 2年

間か3年間やられたと思いますが、 どうしてもロータリ

ーのなかに交通安全対策を徹底 してやろうという強い意

気込みがございました。

職業奉仕で取 り上げる交通安全問題 と、社会奉仕、青

少年とでは若干違います。私は、交通問題に対しては、

災害対策特別委員会ができましたように、一職業奉仕委

員会がするものではない、むしろ全ロータリアンが,緒

になって特別の委員会をつくって活動するというような

もっと大きな問題ではないかとパストガバナーといろい

ろ言論合してまいりました。

そういう意味で、本年は、職業奉仕のなかでも交通安

全については、継承事業といたしまして、この 4月 に大

阪府交通安全協議会が主催した春の交通安全運動初日行

事に参加(職業奉仕の委員の方 3々8ク ラブの43名 )。 約 1

時間ばかり、交通安全のお話を聞いたり交通安全のプラ

カードを持つて町を歩いたりしたのでございます。

油

"卜

に目を向けて
それからまた、従来の職業奉仕 とは考え方をちょっと

変えて外に目を向けてみようと思いまして、R.I.の 目指

す職業奉仕の研究を皆さんにご提案いたしました。実は、

皆さん方のファイ/L/の なかに、これは『ガバナー月信 』

のなかの一つ として入れた と思いますが、
｀
職業奉仕の静

かな動 き
″
―

テーマは男りといたしまして、要するに、

バブ/L/崩壊後の日本の経済 もちょっとおかしくなってき

た。経済だけではなく政治 も社会 もみんなおかしくなっ

てきた。そこで日本の国も他の国 と同じように、他の国

が抱える問題を抱えてくるようになってきたので、それ

では世界のロータリーが何をしているのかを見て、われ

われもそういうことについて関′じを深めなければならな

にヽと。

昨年 9月 、皆さん方にご出席 していただきましたクラ

ブ職業奉仕委員会の際にいくつかの事例を近藤委員から

ご報告 していただきましたが、それを読んでいただき、

世界の職業奉仕はどんなことをしているかがおわかりい



ただいたかと思います。特に日本と諸外国と違いました

のは、職業奉仕委員会のなかには職業相談、職業紹介、

あるいは優秀な職業人の紹介とか、にヽろいろな項目があ

りますが、なかでも雇用の問題、失業の問題、あるいは

高齢者の雇用の問題などについて、諸外国のロータリア

ンはたいへん熱心に取 り入れておられることです。その

資料がありましたらいま一度読んで狙、い出していただき

たいと思います。

雇用問題を積極的に取組む
～ クラブ奉仕委員会 の活動 日標～

われわれの国も、いま青少年の、あるいは学卒の就職、

特に女子の就職について非常に大きな問題がございま

す。同様に高齢者の雇用問題 もたいへん大きな問題にな

ってきております。われわれロータリーはそういうこと

を知らない顔をして通っていつていいのだろうか。どの

ような形でやつていけばいいのか私もよくわかりません

が、せめてそういう話題を提供いたしたいと思い、従来

ゃってまいりました地区職業奉仕委員会とは少し方向を

変えて皆さん方に研究をしていただきたいと訴えた次第

でございます。

何しろこうして皆さんとお会いできるのは年間3回で

ございます。ちようど1年前の地区協議会、部門別協議

会でお話をしたとき、それから9月 3日 だったと思いま

す力
'、

クラブ職業奉仕委員会、そしてきようの総まとめ

でございまして、私たちも、委員の人たちが例えば卓話

の講師となつていくようなことも考えたのでございます

が、やはり皆さん方でこういうことを研究してもらって、

それぞれのクラブで講師になつてやつていただくほうが

なお一層理解の度合い力ヽ架いと考えましてお願いした次

第でございます。

ともあれ、繰 り返すようでございますが、本年度の地

区職業奉仕委員会は、従来 と違って、国が変わってきた

からちよつと外に向いて、R.I.の ことについてもう少し

研究しようという訴えをしたつもりでございます。その

成果は決 してよくはなかつたと思いますが、10月 の職業

奉仕月間後に「職業奉仕月間にどのようなことをしてい

ただきましたか、あるいは、できなかった場合にはその

後どういうことをされましたか」とアンケートを取らせ

ていただきまして、全員から回答をいただきました。お

手元にそういつたことをまとめて書いてございますが、

部門別懇談会 職業奉仕部門

なかなか言売んで もらえないと思いますので、これをまと

めていただきました近藤浩司地区委員からできるだけ簡

単にご説明いただきたいと思います。 (拍手)

アンケート結果にみる
活発7R.6.活助

近藤 (地区委員)久我委員長のもとでまとめさせていた

だきましたので、時間も押 しておりますので簡単にご報

告させていただきます。

設間はA、 Bと 2つ に分かれてお りまして、まず「職

業奉仕月間にちなんで特別の催 しをしたかどうか 」でご

ざいます。「 はい」 と答えられたクラブの方力お0ク ラブ

のうち74ク ラブ。ほとんどのクラブの方が何 らかの催 し

をされてお ります。

「 はい」と答えた方に対 しまして 7つの質問が用意さ

れています。1番、「例会に講師を招いて職業奉仕に関す

る卓話をもつたかどうか」、これは約半分の方が「 イエ

ス」 と答えておられます。

その「 イエス」 と答えられた方のうち、「 その ときの

講師のお名前、肩書、卓話の題名を答えてください」と

いう質問では、講師はだいたい3つ に分けられまして、

「 自分のクラブのロータリアン」、ほとんど、職業奉仕

委員長の方がされてお ります。「地区内のロータリアン

」、これはパストガバナーの方やボランティアの岡本委員

長などがされてお ります。「 ロータリアン以外の方 」で

は、福祉協議会の主事や大阪大学の教授、郵便局長など

の方が卓話をされております。

2番の質問で、「職場、工場等、事業所の見学をしたか

どうか 」、 これも約半分のクラブの方が実施されていま

す。その訪間先は、第二阪奈の地下道の工事現場やセキ

スイハウスの研究所、ダイハツエ業、村野浄水場などで、

変わったところでは、震災で破壊されました本山アーバ

ンライフを見に行った というクラブもございました。

3番目の「職業奉仕の事業のなかで、優秀な職業人の

表彰をしたかどうか 」という質問に対 しましては、これ

は少なかったのですが14ク ラブの方が行っておられま

す。その表彰者の内容の主なところで、看護婦さんが非

常に多かつたようでございます。あ とは警察の方だ とか

一般の会社の技術部の課長さん、サニーストンホテルの
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方―― これは事務局で使っておられる、あるいは夕1会場

で使っておられる方のようでございました。

4番 目、「職業フォーラムを開催 したかどうか 」、これ

は約 3分の 2のクラブの方から「 イエス」という答えが

ありました。そのときのテーマは、だいたいがここに列

記 してありますテーマにほぼ近いようなテーマでござい

ました。「 クラブ内における職業奉仕の実情 」「職業奉仕

活動について」、珍 しいところでは大阪大学の教授の方

が江戸時代にも職業奉仕があったことを話されたという

ものがあ りました。III師の方はほとんどがロータリアン

でございましたが、ロータリアン以外の講師を呼ばれた

クラブも約18ク ラブございました。

5番 目、「 ロータリーボランティア活動をしたかどう

か 」、これも思ったよりも少なかったのですが17ク ラブ

の方がボランティア活動をしておられまして、その内容

は、大淀警察の依頼でAPECのために路上駐車の取 り締

まりに協力したとか、東大阪福祉協議会チャリティーバ

ザーに参加 した、あるいは被災地の小学生を招待 して生

駒野外センターでバーベキューを催 した、中国人留学生

の身元保証 と入国手続きに協力した というようなことで

ございました。

6番目、「国際ロータリーのめざす職業奉仕活動、すな

わち職業相談、職業情報、職業指導に関する奉仕活動を

されたかどうか 」、これは、いま久我委員長がおっしゃら

れましたように、なかなか宣伝が効いていなかったとい

うか、あまり皆さんご存 じなかったようございまして、

わずか 7ク ラブの方がそれに類する奉仕活動をした とい

うことでお答えをいただきました。その事例 としまして

は、池田公共職業安定所所長による安定所の利用方法だ

とか、雇用条件の現況の講演、当地区優秀ボランティア

サーク/L/の表彰、あるいは被災者が移動先を決めるまで

の家財の保管の協力など、ずば り職業相談、職業情報 と

いうものは非常に少なかったようでございます。

7番目、「その他の職業奉仕活動をした場合、その活動

について説明 してください」 という質問に対 しまして、

アンケー トを実施 して社是、社訓、経営方針をまとめて

小冊子を作成 した、PECの 医療ボランティアに3名の

医師をツ民遣 した、『難 しくはないヴォケーショナルサー

ビス』を全員に配付 した、といったようなお答えをいた

だいてお ります。

フォーラムを開催 したいとか『難 しくはないヴォケー

ショナルサービス』を配付 したいとか、新設ロータソー

なので全員の職業の紹介から始めたいとか、あるいは職

業奉仕に関する卓話・表彰等を実施 したいなど、いずれ

にいたしましても全クラブの方が非常に関心をもってお

られたという結果力
'出ているのではないかと思います。

以上でございます。 0自手)

司会 (楠神)あ とわずかな時間でございまが、せっか く

の機会でございますので皆さん方からご意見なり、実績

のご幸長告なり、ございましたらお願いしたいと思います。

イ壬其月を2葺1に して|↓

Q:前田(寝屋川ロータリークラブ)先 ほど久我委員長

さんがチラッとおっしゃられたように、職業奉仕 という

のは、委員会のなかでは、通俗的な言葉なのですが専門

職的な委員会ではなかろうかと思 うのですね。 したがい

まして、任期を 2年にするというような制度にならない

ものかと、ご提言申し上げたいと思 うのです力ち

A:久我 (サ ブリーダー)同感いただきましてあ りが と

うございました。これは担当ガバナーのほうの権限でご

ざいますので、またそういうような議論をしていただけ

ましたらと思います。

3委員会 との共同活動 の是非

Q:大槻 (箕面ロータリークラブ)私、職業奉仕をやら

せていただきまして感じることは、当クラブにはボラン

ティア委員会 というのが別にございますが、仕事のなか

から、奉仕をしていくうえにおいて、社会奉仕、ボラン

ティア、職業奉仕の3つ は切 り離せない関連 1生があり、

非常に重複するような問題力
'ご

ざいます。そしてまたボ

ランティア活動をするにはお金が要ります。そういうこ

とで、予算の編成の面でもトータルしますと活動もしや

すいのですが、 3つ に害1り ますと非常に金額力Ⅵ さヽくな

ってきます。

私、来年はボランティア委員長を仰せつかっておりま

して社会奉仕 。ボランティア・職業奉仕の委員会 とは手

を組んでいかねば到底達成できないのではないかと感じ

ておりますが。

ボランティア活動 |よ 共同 して

A:岡本 (サ ブリーダー)私個人としては、先ほども申

イθ



しましたように、特にボランティア委員会 というものは

そのようなものであろうと。ですから、ロータリーボラン

ティアプロジェクトというものは、 1つのポジションで

できるものもありますが、できないものもあります。そ

ういった場合には、クラブ全員の総意といいますか了解

を得て、共同で実施すると。 しかし、それは何も垣根を

なくして解消させるということではなく、青少年と社会

奉仕、あるいはインターアクトなどが協力してもいいの

ではないかと思うのです。ですから、全部クラブ内での

協力、合意によって一つのプロジェクトを達成するとい

う、そういった考え方もあってもいいのではないかと思

います。

企業の根幹に奉仕あり
～職 業奉仕 1吝 ロータリーの飼領 と目的の核～

久我(サ ブリーダー)ロ ータリーの綱領というのは日本

語に訳すとロータリーの目的になるそうでございまし

て、その目的は、要は企業運営についての根底には奉仕

を下に持って来なければいけないと。それが職業奉仕で

すと。職業奉仕はそういう意味で非常に広い意味を持つ

ものです。つまり、「職業奉仕=ロ ータリーの奉仕」なの

です。 しかし、あまりにも大きすぎるのでそれをいくつ

かに分けていると。例えばクラブ奉仕は職業奉仕を達成

する、つまり職業倫理の向上のためにみんなが仲良くな

って情幸風の交換をする。そして、これをわれわれは国内

だけでとめておくのはもったいない。もっといt¶青報が

ある、 もつと情報を流さなければならない。それが国際

奉仕。そしてまた、 もう一つは社会奉イ士。これもわれわ

れがいわゆる社会奉仕をどんどんすることによって企業

倫理を上げていく。そういう意味で、われわれのやって

いるその4つのうち、職業奉仕だけは特別に一つ入れて

ダブって狭義の職業奉仕というのを入れているような気

力
'い

たします。

これは『難 しくはないヴォケーショナルサービス』を

読んでみると、そのようにとられますので、やはり大前

提は「ロータリー=職業奉仕」で、そしてロータリーの

やっていることはすべて職業奉仕だと解釈するのが一番

いいのではないかというような安い
'い

たしました。

久我(サ ブリーダー)最後に実は、私、ことし1年間、

廣瀬さんとお付き合いをさせていただきまして、職業奉

仕、あるいはボランティア活動をやっていくについて、

部門別懇談会 職業奉仕部門

30～40回 く
゛
らいお目にかか りました。やはり、力バ゙ナー

経験者でございます。いろいろな巾菖の広い知識を提供 し

ていただきまして、私 もロータリー というものにたいへ

ん、勉強をさせていただ くことができました。 (拍手)

司会 (楠神)あ りが とうございました。まだまだご意見

なりあろうか と思いますが、時間も迫ってまいりました

ので、最後に廣瀬パストガバナーから講評 といいますな

締めくくりを頂戴いたしたいと思います。

奉仕ll論より実行を
廣瀬 (リ ーダー)き ょうは本当に長時間、ご熱心にご参

加いただきまして、貴重など意見を承 り、ほんとうにあ

りがとうございました。いまご質問がございました件に

ついても、やはり奉仕は口で唱えているだけが能ではな

くて、それを実行する、効果をあげることが目標でござ

いますので、規則やら規定やら、そういうようなものに

こだわって何もしないというのではこれは意味がないわ

けでございます。そういった意味で、 垣`根を越えて″と

いう岡本委員長の話どおり、また、いまの久我委員長の

話のとおり、仕分けをされているのは便宜的なものであ

るわけでして、やはリーつの力でできない場合は二つ、

三つと合わせてやる、そして実現するということが目的

でございますので、私はそういう組織ということは伸縮

自在に、弾力的にとらえてご実行いただければ結構だと

思います。そういった意味で、クラブ1つでできない場

合はクラブ2つ、 3つ と一緒になってやるということも

いいわけでございます。

そういうことで、弾力的にやって大いに、あと残され

た50日 ほどでございますが、ひとつ皆さん方、有終の美

をもって本年度を飾っていただきたいと思います。

司会(楠神)こ れにて職業奉仕部門の懇談会を終らせて

いただきます。長時間にわたりたいへんありがとうござ

いました。
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社会奉仕部門
社会奉仕の実践基準 としては、人間尊重、地域発展、環境保全、協同奉仕の 4ツ

の柱に沿って行動 している。

地域社会のニーズを分析 しなが ら、各クラブ、ロータ リアンが地域の主体 となっ

て奉仕す ることは、 この委員会の責務で もある。

本年度社会奉仕委員会は、ア ドホ ック形式 (一定期間に限定 された特別委員会 )と

して「阪神大震災復興対策特別委員会」 を設置、被災者支援への運動 を積極的に展
開、 その成果を充分に収め られた。

また、他の活動分野において も密度の濃い内容が数多 く実践 されている。

薇災地の復興を訴った′年

リーダー

サプリーダー

S.A.A.

記 録

慈祥 (パストガバナー)

融

正謹

茂雄

憲敏

大森

大橋

藤江

疋田

秋山

司会(疋田)ただいまから部門別懇談会を始めさせてい

ただきます。開始に先だち本日のソーダー大森慈オン スヾ

トガバナー、サブリーダー大橋融様、藤江正謹様をご紹

介します。進行を努めさせていただきますのは、秋山憲

敏と私、疋田でございます。

それでは大森パストガバナー、よろしくお願いします。

大森 (lリ ーダー)も う皆さんど存じですが、この懇談会

は社会奉仕の今年度の締めくくりでございます。

社会奉仕部門は、今年はやはり阪神大震災の速やかな

復興を祈 りながら、気にかかる社会奉仕の 1年であった

と思います。

昨年 8月 7日 に地区委員長会議を開いた際に「阪神大

震災の課題 と今後の対策」という題で講演をいただいた



のを覚えております。また、海遊館の見学時には、ロー

タリアンと招待者を含めて324名 、いいお天気に恵まれ

てにぎやかに開催することができました。また、これは

計画中なのですが、この 5月 16日 に環境保全委員会が茨

木のゴミ処理場の見学を行うことになっております。

それから、この社会奉仕の担当でやらなければならな

いものに、「阪神大震災対策委員会 」というのがござい

ます。これは役目がすんだらさつと角卒散するというア

ド・ホック委員会なのですが、これが地区にできており

まして大橋社会奉仕委員長に委員長をやっていただいて

おります。これは皆さんご存じのフェスティバルホール

でチャリティーコンサートを行いまして、大盛況のうち

に終わり、800万円ほどの義援金が残ったと伺っており

ます。また、ごく最近のことですが、この地区で被災さ

れた65歳以上の方々をお招きしまして、箕面スパーガー

デンで慰安会を行い、 これもにぎやかにすばらしい会 と

なることができました。あとぜまた委員長から詳しくご

報告があろうかと思います。

それでは、大橋サブリーダーから社会奉仕委員会の今

年度の地区の活動についてご報告をしていただきます。

今年度の活動実績
大橋 (サ ブリーダー)今年度、地区の社会奉仕委員長、

兼、阪神大震災対策委員長を仰せつかりました大橋でご

ざいます。

この 1年間、皆様方におかれましては、地区の社会奉

仕活動、阪神大震災対策活動、並びに協同奉仕、そして

また、所属クラブでの奉仕活動と、たいへんご多忙にも

かかわりませず、献身的にご尽力賜りましたこと、`し かヽ

ら厚くお礼を申し上げる次第でございます。

それでは、早速、その活動の実践について報告をさせ

ていただきたいと思、います。

海遊館への招待では、11月 6日 に、被災されたお年寄

り多数を合め、60歳以上のお年寄り223名 をご招待し、大

好評でございました。これには近鉄百貨店阿倍野店より

300冊ご寄贈いただいた豪華写真集「海遊館の世界」を

お配りし、こちらもたいへん喜ばれました。これには阿

倍野ロータリークラブさんにたいへんお世話になりまし

た。ありがとうございました。

そしてまた、この海遊館におきましては、感想文が来

ております。ちよつと読ませていただきます。〔一部略〕

部門別懇談会 社会奉仕部門

くバスの乗り降り、不安角薇肖>

「左麻痺の私は外出は車椅子を利用しております。ラ

ッコ、ジンベイザメ、イワシの群れ等々と再会できる。

嬉 しくてたよりません。しかし、観光バスの乗り降りに

チラッと不安がよぎります。乗降日から唯一の取っ手を

握って第一歩。ズボンの後ろを持ち上げてもらってどう

やら一段上がれました。それからが大変。副館長さんの

介添えぜ次々と上がりこなしました。到着後の降車 も前

後を守っていただき、一時の緊張のみで無事に着地成功

いたしました。ありがとうございました。観光バスの乗

り降りを初体験させていただいた機会に、近辺の観光に

出かけるのを楽しみにいたしております。 」

それともう1つ、俳句が来ておりますので、その一部

を読ませていただきます。

「銀色に 輝きまわる 群れイワシ」

「コウペンギン 雪ふれふれと 手をひろげ」

「悠然と ジンベイの 王者ぶ り」

「サンタマリア 航海気分に 湾の秋」

「鼻づらを出し 気を探る サンゴウオ」

「小春日や 海遊館に 人かず多き」

「冬ぬくし ラッコゆうゆう 浮き寝せり」

「智青れに マストすつくと わ粒 す」

「水面下 忙 しげなる カモノハシ」

「冬うらら 招待受けて 足軽 く」

このようにたいへん喜びの感想文をにヽただいて、海遊館

も皆様方のご協力で大成功に終わらせていただきました。

続きまして、阪神大震災対策委員の活動について申し

上げます。

まず、阪神地震の救援にあたっては実地見間をしなけ

ればいけないと思い、 7月 半ば、熊澤ガバナーと岡本ボ

ランティア委員長と私力i‐

4申戸市の社会福祉部長の案内の

もと、神戸の被災地を実地見聞したあと、被災地2680地

区の松岡ガバナーをお見舞い訪間し、その際、神戸の被

災状況や、2680地区の奉仕活動計画についてお話を聞い

てまいりました。

先方では、 1つ 目は、被災された留学生に対する会館

「 ロータリーフレンドシップハウス」の建設をされて

おります。 2つ 目はやはり何か2660地区の奉仕活動をし

たほう力
'い

いのではない力)と いうことに言舌がきまりまし

て、2660地区の被災孤児に対する里親クラブがいいので

はないかと。いろいろ意見を交わした木kそ ういう話に

Ｆ

Ｉ
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決まりました。

話はちょっと飛ぶのですが、それと前後しまして、「元

気が出る山のキャンプ」に50万円の寄付をお願いに来ら

れました。これは大阪府内の被災地の小学校 1年生から

6年生の子供たちが対象で、 8月 23日 から8月 25日 の 2

泊 3日 、主催は大阪府青少年活動財団、後援が大阪府教

育委員会、協賛が国際ロータリー2660地区ということで、

ガバナー事務所へ来ていただきましていろいろお話を聞

き、ガバナーと私が応対しました。そして50万円の寄付

をさせていただ くことにいたしました。

′じのケアにも
次に、日本家族療法学会による阪神・淡路大震災支援

委員会委員長、松田孝治先生 (松田クソニックをしてお

られる精神科のお医者さまです)が、震災に遭った方々

への′じヽのケアに取 り組んでおられます。そこで、こちら

もひとつ寄付をお願いできないかということでガバナー

事務所に来ていただきましてお話をいろいろ聞き、50万

円寄付させていただくことになりました。

司会(疋田)ただいまR.I.会長代理がいらっしゃいま

したので、ちょっと中断をしていただいて、R.I.会長

代理にお話を伺おうと思います。

(R。 |.会長代理・スティープ・K・ ヨシダ氏入場)

ヨシグ(R.|.会長代理)こんにちは。私、ロス生まれの2

世で、下手な日本語ですが、ちょっとご挨拶 したいと思

います。

私が大阪に最初に来たのは26年前、万博の関係でアラ

スカ館の館長としてでした。そこで妻 と出会い京都の平

安神宮で結婚しましたから、大阪は非常に深にヽ思い出の

あるところで、ふるさとに帰ってきたような感じ力
'し

て

おります。

さて、私は5010地区の昨年のガバナーで、その地区は

アラスカ、ユーコン・カナダ と東ロシア、すなわちロシ

アの3分の2が含まれております。一番遠いクラブに行

くためにジェット機で 2日 間もかかるのです。週 1回 し

かない便でときどき行かなければいけませんでした。そ

のときには必ずホストファミリーのところへ泊まりまし

たが、お湯がないこと力
'多 く、 ときには水もないことが

ありました。 しかし、皆さんにはとても親切にしていた

だきました。ロシアのロータリアンは非常にスピソット

があリー生懸命頑張つている方々なのです。ですから、

日本に来てその話を報告したいと思いました。

ロシアに最初のロータリークラブができたのは3年前

のことです。いまではわれわれの地区にロシアのクラブは

12ク ラブあります。おそらく来年は10ク ラブが増えます。

どんどん増えてきています。これはアメリカとカナダのロ

ータリアンたちが一生懸命頑張って、その訓練やお金な

どの面でいろいろ支援 してどんどん増えているのです。

きょうのシンポジウムではアジアなどの話がいろいろ

ありました力S、 私はシベリアはアジアの中に入るのでは

ないかと考えています。アメリカではないし、ヨーロッ

パにも入らないし、アジアではないかと思うのです。そ

のアジアの一番近い国は日本です。この日本のロータリ

アンの方々の協力と理解とサポー トがないとなかなか拡

大ができないのではないかと思うわけです。

その意味で、この地区大会で皆様 とお会いしていろい

ろな質問やお答えをして、これから日本も参加してくれ

ないかとお願いしたいと思っています。よろしくお願い

します。どうもありがとうございます。 (1自手)

司会(疋田)ど うもありがとうございました。盛大な拍

手をもってお見送りいただきたいと思います。

(R.|.会長代理退席 )(オ白手)

魚事終えたチャリシーイベント
大森 (リ ーダー)では大橋さん、続きを。中断しまして

失ネLtヽ たしました。

大橋 (サ ブリーダー)被災者支援にはお金が必要でござ

います。そこで、ガバナー自身のお考えとしては、 2年
にまたがリクラブに寄付をお願いするのはたいへん心も

とないからと、被災者支援のチャリティーコンサートを

開催し、収益金をあげようじゃないかということで話が

決まりました。関西フィルハーモニーの演奏で、力 |1進

一郎親睦委員に実行委員長になっていただき、10月 19日 、

地区を挙げてご協力をお願いし、これも大成功裡に無事

終えることができました。それによって800万円の収益

金をあlガることができました。

収益金で里親クラブ助戌
そこで、その800万円のお金をどのように使おうかと

考えまして、阪神大震災の孤児に対する長期援助として、

その収益金を被災孤児・児童のために使用すると。そこ

で里親クラブをすることになり、各クラブの募集を行い

"



ました。地区 としましては、芦屋や東灘、豊岡に点在 し

ている身元の確かな、両親を亡 くした 7人の孤児を捜 し

出し、賛同いただいた 7ク ラブにチャリティーの収益金

より100万円ずつを助成 しました。お引き受けいただい

たクラブは大阪中央 ロータリークラフヽ 大阪大手前ロー

タリークラブ、八尾東ロータリークラブ、大阪JL淀ロー

タリークラブ、吹田西ロータリークラブ、守ロロータリ

ークラブ、中之島ロータリークラブ、この 7ク ラブにご

協力いただきました。

なお、本事業は地区を挙げての記念碑的事業ですので、

今後 とも地区、クラブ、全クラブ員が支援、ご協力刻昔

しむものではないことを確認 しておきたいと思います。

演核会・ハイキング等で

薇災者を激励
次に、平成 8年 4月 7日 、大阪府下の被災者に対して

被災地区クラブ、中本寸実行委員長を初めとして、豊中市、

箕面市、池田市、吹田市、大阪淀川など15の被災クラブ

の皆様方が実行委員となられて ふ`れあいとぬくもり
″

をテーマとした、箕面スパーガーデンでの温泉と演芸会、

ハイキングなど支援活動が展開されまして、65歳以上の

被災された方を招いていろいろ演芸をさせていただいた

のでございます。被災者211名 を招待し、ロータリアン、

ローターアクト、110名力談 を交えて語らい、大盛i兄でご

ざいました。

ここで招待者から寄せられた短歌、川柳をご紹介させ

ていただきたいと思います。

「悪夢さめ ふれあいロータリー招かれて 友と語り

し」

「卯月の午後に 避難所に 地震を知らぬ花が咲き

明日もまた強く生きよとロータリー」

このようなおうたをいただいております。

また淀川ロータリークラブさまには150万円のご寄付

をいただきました。あリカ'と うございます。また、各ク

ラブからのご寄付もいただいております。ご協力をいた

だきまして、本当にありがとうございました。

以上、私からはおおまかに今年度の地区の社会奉仕活

動につきましてご報告を申し上げました。

これから報告いたしますのは各地域に生き、そして地

域に奉仕する各クラブでのすばらしい実践活動の数々を

ご糸召介します。

部門別懇談会 社会奉仕部門

まず、大阪梅田ロータソークラブの社会奉仕委員長さ

ん、田村様をご紹介いたします。大阪梅田ロータリーク

ラブでは、阪和ロータリークラブ と共同で こ`の町・花

の街作戦 (花いっぱい運動)″ をされています。よろしく

お願いいたします。

「この町花の街」作戦
田村 (大阪梅田ロータリークラつ  この運動の特徴 と申

しますのは、お金を集めてお花を買つて被災者に届ける

という活動ではございません。全国のボランティアに種

を送つてくれという要望をいたしました。それはマスコ

ミの協力を得てやったのですが、この配信しました新聞

の記事がこんどこの地区大会でうちの広報委員長が広報

の方で表彰されるという原因になつておりますが。

それで、 そういうことをやりましたら、続々と全国か

らと言いましても主に四国、月 11ですが。種が送られて

まいりました。

それで、われわれと被災者 とが一緒になって育苗から

始めました。あまり目立たない運動なのですが、この 2

月の中頃に芦屋の仮設住宅のなかに育苗地をつくりまし

て、田中社会奉仕委員長のクラブの方とわれわれとボラ

ンティアと、そこの仮設住宅の住民の方との全部で種蒔

きをやりました。

ここの仮設住宅に住む方々はほとんどが65歳以上のお

年寄りの方なのですが、この種蒔きのときにはわれわれ

は本当に お`ばあちゃんパワークを見せつけられました。

20kgく ら゙いある土を育苗地に埋めるのですが、それを70

歳以上の人が一人で抱えるのですね。そうやつてどんど

ん
｀
自立

″していつてもらわなければならないのではな

いかと思つて、 このi舌動を行っています。

"



―

∃部門別懇談会 社会奉仕部門

実は、これは副次的な効果がございます。野田正彰さ

んという京都造形芸術大学の精ネ軒斗の教授からエールを

送つていただきましたので、一部を読ませていただいて、

終わりたいと思います。

「中略―― このような園芸療法は、生きがいを追求す

る精神療法の一つである。人は病気になり回復しがたい

障害を持ったとき、自分は無用で生きていても仕方がな

いと絶望する。そんなとき、
｀
あなたが世話をしてときど

き水をかけてくれないと私は枯れてしまう。あなたが生

きているから私 も生きているのよ。私が生きているから

あなたも生きてね
″

と、小さい命が語りかけてきて、そ

の人が生きている意味をひそかに伝えてくる一一」

大橋 (サ ブリーダー)すばらしい奉仕活動をしていただ

いております。

続きまして、吹田西ロータリークラブでは江坂ロータ

リークラブと共同で江坂周辺のクリーン運動とリサイク

ノン運動を実践されています。また、吹田西ロータリーク

ラブにおきましては、被災遺児の孤児の里親クラブにも

なっていただいております。吹田西ロータリークラブの

河邊様、よろしくお願いいたします。

クリーン&リサイクノレ活動
河邊 (吹田西ロータリークラブ)私 どもはこの隣におら

れます吹田江坂 ロータソークラブさん と、ちょうど5年

あまりになりますが、クリーン&リ サイク/L/活動を始め

ました。

その内容は、吹田のクラブは地下鉄の吹田の江坂の駅

前でございまして、非常に人の多い田丁でございます。場

所 といたしましては、 4本の道路、つまり新御堂の側道

と、さらに東側 と西側、延べ2000mぐ らいの距離を毎月 1

回、 1日 に朝 7時半に集合いたしまして 1時間をかけて

掃除するのでございます。

われわれとしても、ずっと最後 までこれをやるという

よりも皆様にその認識をしていただ くのが目的でござい

ましたので、昨年からは私 どもも当番市1に いたしまして、

月に 1回、江坂さん と私 どもと、そして周辺の江坂企業

協議会 と、 lヵ 月おきに当番にしまして、そしてもちろ

ん参加できる人はより多 くするという格好にいたしまし

た。企業協議会の皆さんはもちろんメンバー も多うござ

います し、何 しろ若い社員の方が来 られますから、最近

はだんだんそっちにちょっとおんぶされているような格

好でございます。本来の私どもの狙いは地域の人たちだ

けでやっていただくのが目的でございますので、やはり

皆さんにはご理解していただいて、それと同時に ｀
汚さ

ない″
ということが定着したのではないかと思います。

それと、クリーン&ソ サイクルの ｀
リサイクル″

もち

ようど同じころに始めました。 5年ほど続けて、 リサイ

クルのほうはちょっと形態が変わってきたようです。

われわれの ク`リーン&リ サイクル運動
夕

は、すなわ

ち町を汚さず、資源になるものは資源にしようじゃない

かという活動でございましたので、これも社会の変革と

申しますか、環境の変化で、非常にいい方向に進んだの

ではないかと思っております。それと、先ほどの青少年

の問題に関連 しまして、例の里親クラブでございますカミ

私ども、慎重な審議を経てお引き受けさせていただきま

した。

ただヽ私どもも今後、彼らが成人に達するまで善良な

る社会人となるよう育成していく上で地区として相談に

乗っていただけるようお願い致します。勿論、長期にわ

たる基盤づ くりをご準備していただける、と社会奉仕委

員長から以前お聞きしておりますので、ご期待申し上げ

て終わりたいと思います。

大橋 (サ ブリーダー)あ りがとうございます。里親クラ

ブもお引き受けいただきまして、まことにありがとうご

ざいました。

続きまして、東大阪ロータリークラブでは、高齢者 と

ともにクリーン&グ リーン作戦をされておられます。塚

田さん、よろしくお願いいたします。

クリーン&グリーン作戦
～イクラブで共|ヨ 事業～

塚田(東大阪クラブ)東 大阪には4ク ラブございまし

て、東大阪東クラブヽ 中クラフヽ 西クラブヽ そして私ど

も東大阪と、この4ク ラブで何かまとまった息の長い仕

事をやろうじゃないかと、例年同じようなことをやって

いるのですが、昨年ぐらいからクリーン&グリーン作戦

というテーマを掲げまして、やっております。

今年度の事業としましては2つ ございまして、去る4

月23日 、東大阪の方で歴史的にかなり有名な長瀬州に4

クラブ合同で植樹をいたしました。そこで魚をなにがし

か放流 していこうと。これが第1点でございます。

それからもう1つ。あさっての 5月 12日 (日 曜日)は東

″



大阪こぞつての市民しヽ、れあい祭りがございまして30万人

くら゙いの人出がございます。そこで一角をお借 りしまし

てチャリティーバザーをロータリークラフ
゛
でやつて恵ま

れない方たちやお年寄りたちに寄付をしてまいりたいと

思、っております。

1つだけ申し上げておきたいのは、これは私ども4ク

ラブの私見でございますが、「地球」とか「国土」とか

「地域 」を人の体にたとえることができるのではない

かと。する
｀
と、「海」「りll」「湖」は 血`管

″に相当する

もので、そこに流れる水は 血`液
″であろうと思います。

生えている植物や海の珊瑚などは ′`しヽの状態
″そのもの

であるととらえております。ですから、その国上の水や

緑の状態を見れ|よ そこに住む国民の′じヽ身の状態がはっ

きり見えてくる。したがいまして、国土や地域 というも

のは、そこに住む住民を映す
｀
鏡

″
であると思つても過

言ではないだろうと思つております。それが 1点です。

それから、私 どもの地域では子供やお年寄 りを使う

一
｀
使う

″というとおかしいですが、一緒になってや

っていただいて健康管理に生きがいを見出していただい

ております。今後もそういつた方針で無理をしないでや

っていきたいなと思っております。

大橋 (サ ブリーダー)あ りがとうございます。

続きまして、大阪天商橋ロータリークラブでは養護施

設の児童を招待して八尾空港で「おおぞら夢教室」を開

催されております。天満橋ロータリークラブの方、よろ

しくお願いいたします。

おおぞら夢教室
～養護施設園児 の体験飛行～

高松 (大阪天満橋ロータリークラブ)現在、我々のクラ

ブに113名のメンバーがおりますカミ年度当初、私の社会

奉仕の委員長に、うちの会長から「 100名 なら100名のク

ラブなりの事業計画や活動をしてもらわなければいけな

い」と釘を刺されまして、私も非常にプレッシャーを感

じました。さあ何をどのようにしたらいいもの力)と 非常

に迷いまして考えたのでございます。で、養護施設の坊

ちゃんかお嬢ちゃん方を招待するとか何 とかの方法はな

いものかと考えまして、昨年10月 29日 (日 1程 日)に八尾空

港で、主催は大阪天満橋ロータリークラブ社会奉仕委員

会、後援がロータリアンもたくさんいらっしゃいます八

尾の自家用航空機操縦士クラブ、協賛を、運輸省大阪航
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空局八尾空港事務所と、第 5管区海上保安本部八尾航空

基地、それから民間の会社で第一航空株式会社さまにご

協力をお願いいたしまして、 日曜日の朝10時から、おお

ぞら夢教室を開きました。

問題は、私のロータリーでもちよつと問題があったの

ですが、体験飛行を坊ちゃん、お嬢ちゃんにやっていた

だこうということです。長老のメンバーさま方から、や

はリリスクが伴うからと若干の反対がございましたが、

理事会でGOサインが出まして、養護施設さんなどとご

相談いたしました結果、より健常な方々がお越 しくださ

いまして全員の方に体験飛行をしていただきました。そ

のあと記念写真と、おおぞら夢教室の修了証書を各自の

坊ちゃん、お嬢ちゃん方にさしあげました。最後に坊ち

ゃん、お嬢ちゃん方から「本当に一生忘れない」という

嬉しいお言葉をいただきまして、疲れも吹っ飛んだ次第

でございます。

大橋(サブリーダー)たいへんありがとうございました。

続きまして、大阪浪速ロータリークラブでは、葛城山

のブナ林の環境調査 と清掃をされております。牧野様

よろしくお願いいたします。

葛城Lbブナ林の調査之清掃
牧野(大阪なにわロータリークラブ)和泉葛城山のブナ

林の保全につきまして、過去 7年、いろいろな募金をい

たしておりますが、今年は一度、現地を会員家族で見て

みようじゃないかということに相なりました。行きはケ

ーブルカーで上がりまして、帰りはできるだけ歩いて降

りようということでまいったわけでございます。

このブナ林、皆さんご存じの方ばかりかと存じますが、

大正12年に天然記念物に指定された、白神山地に次く日゙

本の 3箇所にしかない(小 さい規模のものはあるようで

すが )と ころでございます。現在700本程度の大木 と、そ

こに400本 ぐらいの苗木がございます。苗本については

大阪 トラスト協会を通じて毎年植樹を繰 り返 しているの

ですが、だいたい3害1ぐ らい力淋古れていくようでござい

ます。平均気温が摂氏 6度から15度の間が生虚、条件のよ

うでございます。そこに集まります野鳥類や動恒物類は

非常に貴重な資料 ともなっており、自然の保護地でもご

ざいます。現在、この協会では岸和田市や貝塚市の協力

も得て現在の保護地区を60haぐ らいに広げておられる

のでございますが、間隔をあけて植樹しなければならな

"
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いとか、また、それを保護するのにかなりの費用がかか

るということでなかなか大変なようぜございます。

われわれ、家族、会員が、まいりまして、そういうと

ころですからあまリゴミはないだろうと思ったのです

が、一応清掃も兼ねて袋を持って行きましたところが、

やはりかなリハイカーが中に入っておりまして、空き缶

だとかいろいろなゴミが落ちておりました。以上です。

大橋 (サ ブリーダー)ど うもありがとうございます。

続きまして、豊中南ロータリークラブでは、大震災被

災高齢者への巡回健康相談を市内の仮設住宅で実施中で

ございます。恐れ入ります。上田様、よろしくお願いい

たします。

高齢薇災 への巡口健康相談
上田(豊中南ロータリークラブ)こ の事業をやってみよ

うと思い出したのはちょうど去年のいまごろでしたでし

ょうか。各新聞で兵庫県内の仮設での孤独死の問題が取

り上げられまして、私も内科医という職業柄、こういう

ことはやはり起こり得るのだなと感じました。それと、

私たちの卓話の時間で、豊中市政の面で予算の話の中か

ら豊中市内の被害の実態を知らされました。それで現実

に仮設が豊中で900戸、一般の市営住宅、公営住宅に預か

ったの力つ60戸 という形で、1800戸 以上の被災者の方が

おられることを聞きました。まして、地区としても阪神

大震災の援助が言われておりましたので、やってみよう

力)と 。

実際に行ってみますと、 もとの主治医の先生のところ

に通っている方々力
'多

いのですが、やはり遠 くに離れた

ので最近は治療に行っていないという方々もおられまし

た。目的は、顔を見て様子を見て、あるいは血圧をはか

るなりして状態を見て、受診勧奨でね、これはどこの病

院でもいいから行きなさい、あるいは、この近 くにこう

いう先生がおられますから行きなさいという形の方法で

しかできなかったわけです。

4月 7日 のあの箕面スパーガーデンで行いました ふ`

れあいとぬくもり
″の募集に行ったときにもう一度、表

を叩かさせていただきまして、会場に来られた方々のな

かに何人か私の顔を覚えていただいておりましたので、

それだけでも救いだったなと思っております。以上でご

ざいます。

大橋 (サ ブリーダー)あ りがとうございます。

もうお一方、枚方くずはロータリークラブでは「障害

者施設わらしべ学園を育てる会 」を結成し、以来17年間

の長きにわたって支援活動を続けておられるそうです。

泉谷様、よろしくお願いします。

「わらしべ学園」を育てる会
泉谷(枚方くずはロータリー)「 わらしべ学園を育てる

会 」という形で、過去17年間にわたりまして活動を続け

ておりまして、過去の委員長からいろいろその都度、お

話しになつたので重複するとは思いますが、改めて説明

させていただきます。

わらしべ学園と申しますのは、脳性麻痺の子供さんの

ための「 わらしべ学園」と、成人の、重度の身体障害者

の厚生設備である「わらしべ園」とになっております。

これは、昭和53年に村井正直という医学博士の先生が枚

方市の長尾に自費で設立されたもので、その趣旨に基づ

きまして、枚方 くずはロータリークラブの有志が中心に

なりまして、この援助を進めて行こうという形で「わら

しべ学園を育てる会 」というのを結成しました。

現在では、当クラブ員は60名でございますが、会員の

数はぐんぐん多くなりまして2800名 という数になってお

りますので、枚方くずはロータリーの会ではなく、地域

に密着した大きな組織になっているという形です。目的

は、やはり資金的な援助が主という形でございまして、

個人一日千円、法人は1万円という形で、現在、平成 6

年度の決算書を見ますと350万円ほどのお金を出資して

いる形でございます。

夢をもたせる
｀
わらしべ

″
の話

言い遅れましたが、「わらしべ学園」の「わらしべ」

とはどういうことかといいますと、今昔物語にあります

「贅が長者」の話で、貧乏で希望の持てない人が大和の

国の長谷観音さんにお参 りして、その帰り道に拾つた一

本のわらしべがもとになって繁栄していくという話から

来ておりまして、まず、不自由な方々にとりあえずわら

しべを与えようと。そのわらしべを持って進んでいこう

じゃないかという形のものでございます。これにつきま

しては、先般、亡くなられました司馬遼太郎さんが非常

に感銘を受けられまして、次のような言葉を書いておら

れますので、その一部をご紹介したいと思います。

「村井さんは長い検討の結果、ハンガソーシステムが

ノ



最良のものという結論を得られ、私費で枚方の長尾にわ

らしべ学園を開かれました。この身体障害者教育の専門

家のことをコンダクターといいます。村井さんの熱意と

方式に共鳴した若いコンダクターたちがいま長尾の学園

で子供たちと、将来、健康な社会生活に参加するため懸

命に努めておられます。

子供にとってもいまこの段階は今昔物語の話でいうわ

らしべを一本持ったに過ぎません。本寸井ご夫妻もコンダ

クターたちも、子供の手から、子供たちの手に持ったわ

らしべを落 とさせないために看病を続けておられま

す。 」

毎年 1回、総会があるのですが、その総会の決議文を

言売み上げますと、

「17年間に及ぶ『育てる会』の継続は社会に大きなあ

力)り をともしてきました。 これからもしっ力〕り目標を見

続けながら学園をサポー トする役害Jを果たしていきた

い」

このような決議が行われました。

最後に、現在この会の会長は私 どものロータリークラ

ブの会長でありました松本会員、副会長には谷本会員、

理事には磯田会員、前田会員、駕田会員がそれぞれ就任

しておられてこういう活動が続いて・‐・ります。

大橋 (サブリーダー)ど うもあ りが とうございました。

ご発表いただきましたクラブの皆さん、たいへんあり

が とうございました。クラブでの社会奉仕活動、 どれを

とりましてもそのクラブの個性と愛情が感 じられ、地域

とともに歩んでおられるお姿が実感 として胸に響いてま

いりました。

また、「奉仕するものは行動 しなければならない」の

言葉どおり、私たちはさらに多 くの時間 と身体を使い、

奉仕する′しヽを大事にし、クラブ活動、地区活動を進めて

いく必要があると思います。

これで社会奉仕委員会からのご報告を終わります。

大森 (リ ーダー)あ と少 ししか時間がないのですが、環

境保全のほうを少 しまとめていただきたいと思います。

環境保全の委員長は大阪本町の桜井さんなのですが、

会長なので会長部門に行っておられますので、副委員長

の藤江さんからお話を伺いましょう。

環境保全への取り組み
藤江 (サブリーダー)先 ほどから事例幸風告を伺っており
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ますと、半分以上の事例につきましては環境保全と重な

っております。 もうボーダーラインがないんだなという

実感を抱きました。

環境保全委員会はいまから6年前に発足いたしまし

た。「われらの天体・地球の保全 」という、R.I.の テー

マを覚えておられる方もいらつしゃると思、いますが、パ

ウロ・コスタR.I.会長の言葉を受けまして、その当時の

廣瀬ガバナーが、それまでの緑化推進委員会を発展解消

されまして、組織外といいますか、いまの環境保全委員

会ができあがったわけでございます。

環境保全と|よ理解と啓蒙と教育
それ以来、1年目、啓蒙の年度、2年 目、廃棄物問題、

そして3年目にはロータリーとしてどう取 り組むべきか

を示すために『ロータリーと環境問題 』というガイドラ

インを冊子 として皆様方のクラブに提供させていただき

ました。その後、 リサイクル問題、また、水質汚濁防止

問題、水質保全問題 と取 り組んぞまいりました。

最後に近藤会員が提示されました言葉を引用させてい

ただいて、締めくくりにさせていただきたいと思います。

「環境問題を深 く理解し、その思想を広 く啓蒙し、ま

た、次代の人たちへの教育に協力することにより、健康

で豊かな未来の地球づ くりに貢献できるのだ」というこ

とでございます。まず、みんなが理解すること、次にそ

の考えを広めること、そして若い人たちにその教育をす

ること、 それに尽きるのではないかというご意見でござ

います。なるほどと思ってこれを締めの言葉とさせてい

ただきます。 (拍手)

大森 (リ ーダー) 「予算がないから、金がないから、社

会奉仕がぞきない」ことを言うのはウソだと私はいつも

思っているのですが、きょうの皆さん方のご発表を聞い

ておりまして、その思いを本当に強くいたしました。

社会奉仕は「本当は金ではなくて、心―一 つまり熱意

―― と身体を使ったらできるんだ」と。私は層、うのでご

ざいます。

各クラブの事例をお聞きいただきまして、これをひと

つお持ち帰 りいただきまして、次年度でまた活かしてい

ただ くようにお願い申し上げたいと思います。

司会(疋田)こ れで社会奉仕部門の懇談会を終 ります。

休憩時間もとれませんでしたが、長時間ありがとうござ

いました。



部門EIJ懇談会

国際奉仕部門

リーダー   古田

山中

サプリーダー 藤井

毛利

小山

S.A.A.倉 田

記 録   西村

1996年 10月 、国際ロータ リーアジア地域大会がタイのバンコクで開催、2004年 に

は大阪 を中心 とす る京阪神 を舞台にRI国際大会 を招致 しようとい う話が伝わって
いる。

国際奉仕は、それぞれのロータリアンが多 くの国の人々 との間に交流を深めるな
かから

｀
お互いに理解 し合い、善意を育み、そして世界の平和に貢訳すること

″
が

大 きな任務であるとされている。本 日の発表のなかからもその意欲が充分に伝わっ

て くるようだ。

(国際奉仕には多くの名称の委員会がありますので、この機にご理解下さい)

司会(倉田)ただいまから国際奉仕部門の懇談会を始め

させていただきます。私、S.A.A.を仰せつかりました守

日の倉田昭と記録の西村公夫でございます。どうぞよろ

しくお願いします。

それではリーダー、サブリーダーをご紹介申し上げま

す。まずリーダーの古田敬三パストガバナーでございま

す。同じくリーダーの山中文和パストガバナーでござい

ます。サブリーダーは、地区国際交流平和委員長の小山

雄三様、地区青少年交換委員長の毛利哲三様、地囲 lrc

S委員長の藤井宏一様でございます。それからもう一方、

交換留学生、大阪東南ロータリークラブでお世話してお

られますミス。キャラガンツさんでございます。それで

は古田リーダー、よろしくお願いいたします。

世界大会を大阪に招致しよう
古田(リ ーダー)国際ロータソー定款、第4条の綱領、

その第4を見ますと「奉仕の理想に結ばれた事業と専門

職に携わる人の世界的親交によって、国際間の理解と親

善と平和を推進すること」とあります。

そして国際奉仕は概念上、次のような3つの一般的な

敬三 (パストガバナー)

文和 (パストガバナー)

宏一

哲三

雄三

昭

公夫
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分野に分類できます。1つは、世界社会奉仕活動(World

Corlllmurllty&面 ce)WCSと 申しますが、いわゆる社会

奉仕の国際版でございます。

2つ 目は、国際レベルの教育および文化交流活動。国

際青少年交換等がその例でございます。

3つ日は、特男1月 間等の催し、そのうち国際奉仕に関

しますものは11月 のロータリー財団月間、 1月 の国際理

解推進月間、 2月 の世界理解月間であります。またロー

タリー倉1始の1905年 2月 23日 を祝う倉1立記念日。これは

世界理解と平和の日として定められております。各クラ

ブはこの日に国際理解、友好、平和へのロータリーの熱

意を特に讃えて強調されることが望まれているわけであ

ります。

さらに当地区の具体的な活動を申し上げますと、まず

国際青少年交換。これは後ほど毛不1委員長から具体的に

当地区の活動状況について説明をいただきますけれど

も、世界いたるところでこの国際理解と親善を推進する

意義のある活動 として、評価の高いものでございます。

次に、世界社会奉仕、これはロータリアンの活動を通じ

て人々の生活を改善し、人々のニーズに応えるプロジェ

クトを実施するものでありまして、物質的、技術的、専

門的な援助を通じまして、国際理解と親善を推進するも

のであります。

実は、去る1月 に当地区から派遣いたしました東南ア

ジア地区援助使節団に、藤井委員長他 4人のロータリア

ンに私 も加わりまして、フィリピン、タイ、インド、バ

ングラディッシュ、この4カ国を訪間してまいりました

が、フィリピンのピナツボ噴火、これは皆さん方もテレ

ビでご覧になつたと思いますけれども、あの噴火被災地

域での職業訓練所の援助。あるいはインド、カルカッタ

のスラム街にある「死にゆ〈人々の家」で、明日にも天

へ旅立つ人への幸せを祈っておられますマザーテレサ、

それを助けるボランティアの人々。あるいはバングラデ

ィッシュのダッカのスラ′、街にある栄養失調の子供を収

容している子供専門病院での、瀕死の幼児の姿、これな

どはあまりにも痛ましい現場で、私ども世界社会奉仕活

動の大切さを改めて認識させていただいたわけでござい

ます。これらにつきましては、後ほど藤井委員長からご

報告があると思、います。

最後に、国際交流ですけれども、今年度はカナダ、カ

ルガリーで国際大会がございます。また次年度に入りま

すが、今年10月 にタイのバンコクのアジア地域大会が控

えております。一人でも多くのロータリアンおよびご家

族のご参加をお願い申し上げたいと思います。

実はいまこれを申し上げるのは、いささか時期尚早で

ございますけれども、 8年先の2004年の国際大会を日本

で、 しかも大阪を中心とする京阪神を舞台に招致しよう

という運動がかなり具体化してきております。あれやこ

れや考えますと、今後、国際理解、国際親善、そして世

界平和への私どもロータリアンの責任はいよいよ重きを

加えつつあるわけであります。

それでは各委員長にバ トンタッチをさせていただきま

す。まず最初に国際青少年交換の毛利委員長、ひとつよ

ろしくお願いします。

今後の活動計画
一青少年交換委員会一

毛利(サ ブリーダー)ち ようど昨年のいまごろに地区協

議会がございました。いまここにお出での皆さま方は、

その地区協議会で新 しい年度に向けて、国際奉仕部門で

各クラブごとの衝に立たれるということで・‐・集まりいた

だきました。そして新しい年度に入りまして、1996年の

各クラブの国際奉仕部門の担当の理事さんがお出でにな

って、きょうは、それからほぼ 1年が経過しております。

この 1年、各クラブの皆さん方のいろいろなご苦労を、

まずこの席を借 りましてお礼を申し上げたいと思いま

す。

先ほど古田パストガバナーのほうからお話がございま

したように、この地区大会はわれわれのいままでやって

きた悼尾を飾る集大成をご報告かたがた、いろいろお話

するの力
'本筋でございましょう。当初、1996年度からの

活動計画につきましては、皆さまのお手元の新年度の活

動計画書にそれぞれ詳記しております。これに従って地

区の青少年交換委員会の活動を続けてまいりました。

項目につきましては、すでに私たちがやっていること、

それからスケジュール等はいまさら皆さまに再述するこ

ともなかろうと思いますが、私力
'こ

こでぜひお願いした

いのは、こういう青少年交換委員会がやる仕事でいちば

ん大切なことは継続でございます。昔の哲学者が「継続

は力なり」と言ったわけですが、まさにその通 りで、い

ま、それぞれのクラブをご担当になって、ここにおいで

になる方々が、次のご担当の要職につかれる方にぜひ継
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続 していただきたいということを、まずいちばん大切 な

こととして申し上げたいと思います。

ご存 じのように、次期のテーマは「 Build the future:

未来 をつ くろう」で ございます。 そういう意味では

「With action and宙 sion」 ですか、アクションを持っ

て、 しかも将来をつ くるということでは、この青少年交

換プログラムがいちばんぴった りするのではなかろうか

と自負 もし、自分で も信 じながらこういう役回 りをさせ

ていただいてお ります。

いままでの私の経験では、若い高校生を日本へ受け入

れて、 また日本から向こうへ出して、その間に異文化に

遭遇 して、異文化 と日本文化の間をいろいろと試行錯誤

を加えながら習って くることこそ、本当にわれわれロー

タリアンとしての国際的な視野に立った「 Build the

futllre」 が達成されるのではないかと思いながら、日常

の委員会の仕事をさせていただいてお ります。

そういうことで、個々につきましては、すでに地区の

青少年交換委員会のプログラム等は皆さんお持ちでござ

いましょうし、 こういうところで逐条自勺にいろいろお話

するよりも、青少年交換の学生 として日本にいる学生が、

この 1年間どういう生活をしてきたか。その経験を本人

の日から話することのほうが、むしろ説得力があると思

います。

いま現在私 どもの地区に来てお りまして、東南クラブ

さんにホストをしていただいてお りますキャラガンツと

いう学生がお りますので呼びまして、皆さんの前で自分

の経験をお話 したらどうかと、 2～ 3週間前に言いまし

た。 もちろん日本語でやるわけですが、この 8カ 月の間

にこれだけ日本語が上手になって、日本の文イLア メリ

カの文化等を紹介する
｀
大使

″
として来ているというこ

とを、直にお聞きになっていただ くことが、いちばん説

得力のあるお話ではなかろうか と思つてお ります。

それではご紹介 します。ミス。キャラガンツです。(拍

手)

0キャラガンツの日本体験

キャラガンツ(交換留学生)こ れらのスライドで、アイ

ダホの私の街 と私を紹介 します。

(slide o NQ l)こ れは冬のアイダホで、いっ|ざい雪があり

ます。

(slide o Na 2)私 の街では雪の祭 りをや ります。いつ も毎

日本での体験談をユーモラスに語る交換留学生
ミス。キャラガンツ

冬は私の街にはいっぱい人が来るので、ちよつと

'昆

乱 し

ます。

(slide o NQ 3)私 の街は山の近 くで、学生は学校が終わっ

てから、いつも山にスキーに行きます。私の街は田合で、

いっぱい本 と山があります。

(slide o NQ 4)こ れは私の街の夜で、もうすくグリスマス

です。

(slide o No 5)こ れは私の街のいちばんのホテルで湖の近

くで、本当にきれいです。

(slide o Nα  6)私の家は牧場です。牛がいっぱいいます。

(slide o NQ 7)こ れは私の街の湖ぞす。湖が2つあつて、

これはペークレイクです。

(slide・ NQ 8)こ れは私の家の近 くです。

(slide o NQ 9)毎 夏ロディオがあつて、カウボーイがいつ

ぱい来ます。

(slide・ NQ10)こ れは私の家です。

(slide・ NQll)こ の家は隣の家で、おじいさんが住んでい

ます。

(slide o NQ12)こ れは、ロータリーミーティングで、私 と、

ガバナーと、ガバナーの奥さんと、私の友だち、ブラジ

ルの留学生です。スライドを終わります。(拍手)

皆さん、こんにちは。私はアメリカのアイダホ州から

来ましたキャラガンツです。日本に来て8カ 月半たちよ

した。すごく早かったです。去年の10月 から12月 まで、

取
～
lCAで 日本語を勉強しました。クラブがありましたか

ら、毎日YA/1CAが終わつてから学校ヘイテきました。いま

は学校で、英語の山本先生から日本語を習っています。

日本語はとても難しいです。私はひらがなとカタカナは

できますが、漢字はたくさん意味がありますから、覚え

るのが難しいです。でも本当に面白いです。

きょうは日本での素晴 らしい経験を話してみます。私

の学校生活はすごく楽しいです。日本語が全然わかりま



せんでしたから、初めの 1週間は大変困りました。初め

の日、私はお母さんと先生について行きました。先生は

私に、ホームルームヘ案内しました。アイダホではホー

ムルームがありません。それで私は「ホーム/L/― ムとは

何ですか」と聞きました。女の子は初めて私に会っても

恥ずかしがりませんでした。でも、男の子はとても耳さず

かし力
'り

ました。全然しゃべりませんでした。でも、い

ま彼らは私に大変よくしゃべります。

語 学 修 得 に苦 労

学校では3年生の 1紙 2組、 3組に山本先生と英語

を教えに行きます。生徒は私に英語で質問をします。質

問が私にはよくわかりませんでした。それでも私の名前

を呼ぶときだけは「キャラ、キャラ」と大きな声で言い

ます。でも質問の英語は耳心ずかしいのか、自信がないの

で、いつも小さい声です。山本先生は私が日本文化を理

解するために、私の名前を漢字で「畢鹿員稚蔀」と書い

てくださいました。『日本見聞録 』というシリーズでエ

ッセイを書いています。800字 ぐらいの英語で書にヽて、こ

れを生徒が日本語に訳します。いままでにアメリカの卒

業式と日本の卒業式。クリスマスとお正月。茶道 とお琴

クラブ。これは学校の先生と生徒に大変人気があります。

日本の高校はアメリカの高校より厳しいです。金光八

尾高校は市1服 と規則がたくさんあります。びっくりしま

した。たとえば私はパーマとピアスをして学校へいきま

した。生徒は私に「キャラ、それはだめです」と言いま

す。制服は私にとって初めてでした。いちばんびっくり

したのは、朝レ'4足 いります。通学用、体育館、運動場、

教室用です。アメリカでは 1足だけです。

私が通らてぃる金光八尾高校の友だちは、面白くて、

明るくて楽しいです。友だちは私に大阪弁を教えてくれ

ます。いまはペラペラでんねん。大阪弁はほんまにおも

ろいでんなあ(笑)

司会 (倉田)た だいまヨシダR.I.会長代理がお見えに

なりましたので、皆さんオ自手でお迎えいただきますよう、

お願いします。

(ヨ シダR.l.会長代理入場 )

ヨシグ(R.|.会長代理)皆 さん、こんにちは。私はアラス

カから大阪に来ておりますけれども、大阪には非常に楽

しにヽ思い出がありまして、私の妻 と万博のときにデート

して、26年前、平安神宮で結婚式をしました。ですから

部門別懇談会 国際奉仕部門

非常に深い関係があります。15年ぶりに大阪に来て、大

変嬉しいです。

〔中略(社会奉仕部門懇談会参照)〕

いま、ロシアはどんどんロータリーが増えております。

しかし自然に増えるというのではなくて、アメリカから

も、カナダからも、シベリアからも、そのサポートが必

要です。きょうのシンポジウムは、アジアの話がありま

したけれども、例えばシベリアはアジアの一つではない

かと思っています。ヨーロッパではないし、アメリカか

らも遠いですし、周りの国はアジアの国です。これから、

その周りの国と仲良く続けないとどうにもならないと思

っています。ですから、よろしくお願いします。(拍手)

(ヨ シダR.|.会長代理退場 )lln手 )

司会 (倉田)そ れでは続けてお話 しいただきます。

日本 での楽 しい土治

伝統支イヒの体験

キャラガンツ(交換留学生)10月 に修学旅行でlL海道ヘ

行きました。アイダホでは修学旅行がありませんから、

この旅行は大変面白かったです。旅行の 1日 目に日本の

ホテ/L/で温泉に入りました。温泉は広くて、みなで入り

ました。たくさんの人とお風呂に入ったのは生まれて初

めてでした。 とでも耳心ずかしかつたです。

またバスの中でカラオケをして、大変にぎやかでした。

びっくりしました。アイダホではバスの中では静かにし

ていないと先生に叱られます。ここのほうが面白いです

ね。修学旅行でいつもみなカメラを持って私について来

ました。いっぱい写真を撮 りました。

いまはお琴とお茶のクラブに入っています。そこで日

本の文化を習っています。お琴の楽譜は漢字で書いてあ

りますから、難しいです。でもお琴の先生は、 とてもて

いねいに、熱 じヽに私に教えてくださいました。だからと

ても早 く弾けるようになりました。学校の文化祭で「さ

くらさくら」を弾きました。11月 にプリズムホールで、

「エリーゼのために」を弾きました。私はお琴の音色が

大好きです。この楽器の音色は日本独特のものです。ク

ラブでお茶を初めて飲んだときは、ちょつと苦かったで

す。でも、いまはお茶とお菓子がおいしいです。お茶 と

お琴クラブで、いつも私の足は痺れてビリビソします。

ロータスの友だちと一緒に京都 と淡路島へ行きまし

た。京都では金閣寺へ行きました。大変きれいでした。
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フェリーで淡路島に行きました。フェリーは私にとって

初めてぜした。先月に ｀
神峯山寺

″
で座禅をしました。

そこで着物を着て、たくさん写真を撮 りました。それは

忘れることができない楽しい思い出です。

12月 に金光八尾の 2人の英語の先生がアイダホヘ行き

ました。私の家で泊まりました。私はアイダホで先生に

過ごしていただいて、嬉しかったです。私はスキーも行

きました。東南ロータリーの人が私を招待してください

ました。その人の家族と一緒に3日 間の旅行で、自馬ヘ

行きました。でもすごく陽焼けしました。私の顔はリン

ゴのようになりました。

超 繁 忙 … 8ヶ 月 半

最初のホストファミソー、本村さんの家族は大変優し

いです。 くにひとお兄さんと大阪城 と海遊館へ行きまし

た。よしともお兄さんと、毎日夜中まで話しました。私

は日本語がわかりませんでしたし、お兄さんは英語がで

きませんから、大変面白かったです。日本に来て2週間

して、九

'11の

宮崎へ行きました。そこでオーシャンドー

ムに入りました。すごかった。プールが海みたい。

次のホストファミリー、仲川さんの家族も優しいです。

仲川さんの家族と新幹線で岡山と倉敷へ行きました。 3

月に仲川お父さんの店で相撲の小錦に会いました。大き

かった。小錦 と一緒に英語で話しました。仲川お母さん

とお姉さんと宝塚を見に行きました。あれは大好きです。

言葉はわかりませんでしたが、演技はわかりました。仲

川お姉さんと一緒に文楽を見に行きました。言葉は全然

わかりませんでした。でも人形の動作はとても面白かっ

たです。

三宅さんの家族は大変面白いです。お父さんと一緒に

奈良公園に行きました。お寺と神社をいっぱい見ました。

いちばん楽しかったのは、私 とお父さんで人力車に乗っ

たことです。面白かったのは大 戦ヽ です。とても大きい

ですね。 3月 に三宅お母さんと難波の漫才を見に行きま

した。 とても混んでいたので、 3時間、お母さんと私は

ずっと立って聞いていました。それにもかかわらず、 と

ても楽しかったです。私はだいたい全部わかりました。

私は笑いが止まりませんでした。

これが私の日本での8カ月半の生活でした。このよう

に楽しい、有意義な生活ができたのはロータリーの皆さ

んのお蔭です。たくさんの楽しい機会を与えていただき、

とても嬉 しく感謝しています。ありがとうございます。

司会(倉田)ミ ス。キャラ、ありがとうございました。

Enioy your life in Japan。

それでは次に、国際交流平和委員会の小山さんのほう

から、ひとつお願いします。

活発7国際交流
一国際交流平和委員会―

′
]ヽ山(サ ブリーダー)4月 1日 から帝国ホテルで例会を

やっておりますので、 どうぞお越しください。ビジター

フィーは4600円 でございます。

国際交流平和委員会は、いまの世界社会奉仕や青少年

交換委員会 と違いまして、お金を出していろいろな事業

をするという委員会ではございません。国際大会と姉妹

友好クラブのことや友情交換、あるいは職業別親睦活動、

2月 にある世界平和月間をPRす る会でございます。特に

本年はアジア大会が10月 25日 から3日 間、バンコクで開

かれることになっております。アジア大会は毎年開かれ

るものではなくて、 4～ 5年に1回開かれるものでござ

いまして、今回は千宗室さんが非常に乗 り気で、日本か

らは4000人ほど来てほしいとおっしゃっております。

昨年のフランスのニースの大会のときは、ちょうど1

月17日 に大震災がありましたので、最初アンケー トを取

りましたときには2660地区で約500名 の参加の予定でし

たが、実際には243名、そのうち会員が131名、家族が112

名に減 りました。全世界からは3万3444名 が参カロされま

して、フランスカリ815名、米国力も260名、日本からは4586

名でした。

今年はカナダのカルガリーで 6月 23日 から26日 まで開

催されますが、2660地区でアンケー トを取 りました結果

では、最初は234名 の参加でしたけれども、その後、多少

増えまして、285名 に参加していただける予定です。ポー

ル・ハリスの昼食会にも36名が出席される予定をしてお

ります。

来年は英国のスコットランドのグラスゴーでございま

す。それから98年はアメリカのインディアナ州のインデ

ィアナポリス、99年はシンガポールであります。先ほど

古田パストガバナーがおっしゃったように、2004年には

大阪であるかもわかりませんということです。

特に今回、皆さまにお願いしたいのは、アジア大会が

平成 8年10月 25日 ～27日 の 3日 間、タイのバンコクで開



催されることが決定しております。アジア大会は日本、

インド、スソランカ、パキスタン、バングラディッシュ、

マレーシア、ブルネイ、台湾、シンガポー/L/、 タイ、イ

ンドネシア、香港、マカオ、中国、韓国、フィリピンの

各国で地域は2500地区から3870地区ということになりま

す。先ほど、本会議で話がありました6名の方が来てい

ただいたところ(シ ンポジウムのパネラー参加国)は全部

入っております。

古田(リ ーダー)女市妹・友好について少し私から申し添

えます。私が非常に親 しくしていただいている、韓国の

ヘンリー 。オーさんというパストガタミナーの方から手紙

がまいりまして、1995年、昨年の11月 4日 に創立された

新 しいクラブで、名前は釜山金城ロータリークラブです

が、そのクラブから、大阪地区のどのクラブでも結構で

ございますが、あまり大きくない、新しい、自分たちと

同じようなクラブとの友好関係、姉妹関係を結ぶクラブ

を紹介していただけないかという話がございます。まだ

結んでいらっしゃらないクラブで、 もしご希望の方は、

私のほうにご連絡いただきましたら、あちらのクラブに

紹介したいと思いますので、 どうかご遠慮なくおっしゃ

ってください。

司会(倉田)あ りがとうございました。それでは世界社

会奉仕の藤井委員長、お願いします。

社会奉
―世界社会奉仕委員会―

藤井(サブリーダー)日乍年 8月 26日 に国際奉仕委員会に

おきまして、WCS(世界社会奉仕委員会)は こういうこと

をすると申し上げたと思います。

先ほど古田パストガバナーがちょつとおつしゃいまし

たように、われわれは毎年、地区で共同でやるというプ

ロジェクトについては、委員の誰かが必ずその国に行つ

て、どういうことをしたかということをチェックしてお

ります。今年は大勢で行きました。フィリピン、インド、

バングラディッシュ。非常に貧しい国でございましたの

で、 5人で行ったわけぞございますが、これを皆さんに

報告しないといけない。また、このように使いましたと

いうことも兼ねてやろうということで、今月の21日 に

WCS委員長だけにお集まり願いました。これは、われわ

れが苦労して撮った写真を修正して、ナンーションも入

れたスライドをつくっております。また、やったことを

部門別懇談会 国際奉仕部門

本にまとめまして、各委員長さんが次の方にかわられて

も、地区ではこういうことをしているということでご参

考になれば と考えてお ります。

たIざ一つ、なかなかお会いできなかつたのですが、先

般インドでたまたまマザーテレサにお会いする機会があ

りました。非常に体調を崩されていたのですが、ただ写

真やテレビで見るの とは違いまして、やはり崇高 という

か、ああいう方がこの世の中にいたのだなあと。しかも、

われわれ日本人 として、戦後経験 した貧 しさよりもさら

に貧 しい人たちが大勢います。その中で、 どのような病

気があるかもわからない人たちの面倒を見ておられる姿

に接 して、非常に感銘を受けた次第でございます。

古田(リ ーダー)最 後に私、いま藤井さんがお話 しにな

ったマザーテレサから名刺代わりにいただきましたこの

カー ドを読ませせていただきます。

「The fruit of silence is prayer. :

沈黙の果実は祈 りである。

The fn五 t of prayer is faith. :

祈 りの果実は信仰である。

The hit of faith is love.:

信仰の果実は愛である。

The fruit of love is service.:

愛の果実は奉仕である。

h fruit of semce is peace. :

奉仕の果実は平和である。

Mother Theresa マザーテレサ」

それではあと財団の山中さんのほうにバトンタッチい

たします。

財団からの報告
― ロータリー財団委員会―

山中(リ ーダー)こ の 1年間、 1人当たり140ドルの目

標 ということで、各クラブ、進んでいただきました。い

まのところはまだ10数 クラブそれに達 しておりません

が、それ以外のところは目標を突破していただいており

ます。本当にありがとうございます。

たな 恒久基金の一つでベネファクターの募金、募金

と言いますか、厳格には違うんですけれども、日本の場

合はほとんど1000ド ル出してベネファクターになられる

人が多いのですが、これはぜひとも今年も各クラブお 1

人ずつお出しいただければ大変有り難いと思います。

仕の実績

″
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それから、この 1年間に大分質問をいただきました。

まず「財団のお金は一体どれぐらいあるのか。それの

決算報告はあるのか」ということでございますが、毎年

必ずきっちりございます。それをちょっと申し上げたい

と思います。1994年～95年度の寄付総額は6170万 ドルで

ございました。その前の年に1ヒベて11%ほ ど増加してお

ります。恒久基金への寄付は760万 ドル。恒久基金という

のはベネファクターその他のものですが、合計で6930万

ド/t/と いうことです。

財団の総資産は、1995年 6月 30日 現在で 4億2310万 ド

ル。 しかし不動産その他を除きまして、いわゆる資金と

して運用できるものは3億8870万 ドルでございます。現

実には、 3年前に集めたお金を3年後使いますのが、年

間6400万 ドルく
゛
らいです。日本のお金にして64億～65億

が使われているということです。

ポ !リ オ撲減への取り組み

もう一つ、たくさんのご質問をいただきますのは「い

ま何故ここでポリオなのか。ポリオは終結宣言が出てい

るのにまだやるのか」ということです。まずその点につ

いて、ちょっとお時間を頂戴したいのですが、端的に言

うと、撲滅 しようとしているのに絶滅できていないとい

うことです。

ただ、ご存じのように身障者 として生きていかれるも

のですから、その間体内にポリオのウィルスは生慮、して

いるわけです。亡くなられますと、 それとともに無くな

るということぞす。ですから、ワクチンの投与によって、

もし全部そういう人が一人もいなくなったら、ほとんど

絶滅 ということだそうです。2000年までには何 とかした

いと。今年のR.I。会長、そして来年のR.I。 会長も、いま

ポリオのことは勲は にヽしようとなさっておられます。

まず残金の点から申し上げていきます と、ポリオプラ

スとしての財源は 2億4800万 ドル集まった。それで終結

宣言が出たんですね。何故、終結宣言を出したかという

と、決 して撲減できたという終結ではなくて、ポリオの

ほうばか りに寄付する人が多 くて、財団の一般寄付がど

んどん減少 したんです。人道目的、教育目的、いまは文

化交流目的力i‐

t口 わっていますが、内容が変わったわけで

はなくて、分類が変わっただけですが、この教育目的、

皆さんご存 じの奨学生、そして 3Hプ ログラムのような、

飢餓に苦 しんでいる人に同額補助金のような人道目的に

使 うお金がどんどん減ってしまったんです。これはいか

ん というので、ポリオもこのへんまで来たら、予定通 り、

最初 1億3000万 ドル集めようということでスター トした

のが、 2億4800万 ド/L/集 まったので、集める意味では大

変勝利だ ということで宣言を出したわけです。ただ し、

そのお金を使っていまどんどんまだ活躍 しているわけで

す。

ちょうど去年までのRI.の トラスティ、財団の管理委

員をされていた中島さんにお出でいただきましたので、

いまどれく
゛
らい残っていますか と聞きましたら、 1億

2000万 ドルぐらいが残高で残っているだろうということ

です。

何故 ここでポリオか ということの中に、1985年、 もう

一つ言うなら、1979年 に3Hプログラムで、フィリピンの

600万人の子供の命を守ろうということで、ロータリー

で 2年間なさってポリオを60%無 くしたという実例があ

るんです。それから後、1985年 に財団あげてやろうじゃ

ないか という提案が出まして、WHOと 協力して始めた

のが、このポリオの撲減運動です。

これもご存じかと思いますが、1960年、昭和35年には、

北海道で大流行 しました。刀 11、 東京にも飛び火をして

大変だったんですが、その後万年、ワクチンの投与で日

本ではまったくなくなったものですから、ポリオにヌ寸す

る関心が非常に薄かったというのが事実です力ヽ それに

もかかわらず、その時分の日本円で200億ほど集めよう

ということだったんです。

それは言十算力
'ち ゃん と立っているわけなんですが、そ

れは 1回分のワクチンが 4セ ン ト、それを年間 6回、そ

れを5年間ぐらい続けなければいけない。人数 としては

0～ 3歳 までの子の 1億人ぐらいに投与 しなければいけ

ないだろう。合計 します と1億2000万 ドル くらいになる

※3Hプログラム :〔 Hea th Hunger and Humantty〕

健康と飢餓救済と人間の社会的向上発展をはかるのが目的



ので、 1億3000万 ドルく
゛
らい集めようと。

ところが、昭和35年時代200億の 2割を日本が受けて

ほしいということで、40億 という話になったんですが、

お蔭さまで全世界で予定より大変多く集まりました。こ

れはもちろん、アメリカが多くされているんですが、 日

本も40億の予定が48億集まりました。これも、それこそ

皆さんのお蔭で、感謝いたしております。

今度いよいよ、いまやりかけているアジア地区の話で

す。西大平洋地区に移ってきたという感じですが、人口

を多く抱えている中国が大変だつたんです。

しかし、これは中島さんの旗振 りで、日本全部で相当

中国へ援助されました。お蔭で、 1カ所に集めて 1日 で

バッと飲ませる一斉投与が非常に効果があることがわか

って、それを何回なさったのか知 りませんが、全国一斉

になさって、昨年の中国の報告では、 1人 しか出なかっ

たということです。

効果をあげるポ |リ オ才
`Pお

|

山中(リ ーダー)ですから、大変な効果が生じておりま

す。今年は、インドでやろうということです。50万人の

人が撲滅運動に加わりまして、25万力所へ約9200万の 0

～3歳の子供たちを集めて、一斉にワクチンを与えよう

と。薬その他の重要なものは全部R.I.の ほうから行きま

すが、脇役的に日本も援助してくれないかということで

す。それは50万人に着せるお医者さんの自衣、これは紙

でこしらえたもので70セ ント、50万人で35万 ドル。その

うちの1割ほどが東京、大阪でもってくれということだ

ったんです。

京都地区、2650地区はいまモンゴルの撲滅にかかって

おります。2640地区はいまベ トナムでなさっておられま

す。われわれもベ トナムに大いに協力しましょうという

ことで、そのうちの一部を出させていただ く予定で、ポ

リオの委員会でいま相談いたしております。「子供たち

を集めるのにはお菓子がいいんですか」と言うと「いや

いや、ゴム風船がいちばんよく集まってくるんや」とい

うことです。それで「ゴム風船を何万個か何百万個か知

りません力ヽ お出ししましょう。それから薬を運ぶアイ

スボックスも何千箱か何万箱、 どれだけ要るのか知りま

せんが、それもどうぞ言って〈ださい」といま言ってお

ります。

きょう中島さんに新 しく聞いたのは、世界じゅうから

ポリオに関してこんなに要望があると。いろいろな国か

ら随分要望があります。その中で、いちばん新しく要望

を受けているのがネパールです。山の中に薬を持って行

くのがとても無理なので、 1台救急車みたいな車を寄付

していただけないかというのが、いちばん新しい要望だ

そうです。ベ トナムの協力で残 りましたら、このネパー

ルに車を寄付したらどうだろうと。これはまだ委員会で

諮っておりませんので、近々にポリオの委員会にお諮 り

してそう決めていきたいと思つております。

そんなことで、このまま残したら、ちょつと残ったた

めにまた蔓延していく可育レ1生があります。どうかここま

で来たことですから、絶滅 したい。2000年 ぐらいまでに

絶滅させて、2005年の100周年のときには、本当の意味で

の勝利宣言ができればということでございます。今度、

中島さんに代わられて、鎌倉の蔵並さんというパストガ

バナーに、やはりR.I.の財団のトラスティとして日本か

ら加わつていただいております。

古田(リ ーダー)あ りがとうございました。

最後に私から一言だけお願い申し上げておきます。昨

年 1月 の阪神大震災には、皆さん方から大変な援助をい

ただいております。また海外からも多額の援助金をいた

だいております。ご存じのとおり、大正12年の関東大震

災のときには、大変な金額の援助、物資を外国からいた

だいたわけであります。そういうことも考えまして、今

後ポリオも大変でございますが、同時に外国で天災地変

が起こりましたときには、できるだけのご援助をあらか

じめお願い申し上げておきたいと思います。

そして、さっき国際大会のことを少し申し上げました

が、これは京阪神が、2004年の大会の候補地の1つ にな

っているとご理解いただきたいと思います。

それから、マザーテレサの件でもう一つ。確かノーベ

ル平和賞をいただかれたと′思いますが、来年のカルガリ

ーの国際大会では、84歳 というご高齢でありますが、記

念講演をしていただくことになつております。それだけ

申し上げておきます。

司会(倉田)こ れをもちまして国際奉仕の部門別懇談会

を終わります。

部門別懇談会 国際奉仕部門
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古代の国際交流
浜村 (和歌山大学経済学部講師)私 の専門は、同志社大

学におきまして、川端康成さんの文学 と、源氏物語 と、

飛鳥時代の歴史でございました。従いまして、一昨年

『源氏物語・花は紫 』 という本を出版いたしましたら、

お蔭さまでこれがベストセラーになりまして、大変あり

がたいことた

'と

思ってお ります。

きょうは、その飛烏時代の歴史 と映画 とをない混ぜに

して、そんなに長いことおしゃべ りはいたしません。時

間にしましてほんの 8時間半ほどしゃべ りまして(笑)お

いとまを頂戴することにいたします。

先ほどのシンポジウムを拝見 して、つ くづ く感 じまし

たことは、東南アジアからお招 きしたお客様方が、まず

日本語がうまい。それと同時に、何 と日本をよく理解 し

『人・街・夢』 講師  浜 村  淳

家族のつどい

テレビで見た り聞いた りと一味違 う、 日本文学研究者 としての浜オサ 淳氏は、ま

た別の興趣がある。

映画史上で も国際親善 と相互理解には大いに役立 っているところであろう。 その

立役者チャップリンの 4つの人生哲学、平等 と慈愛 と平和を願い、パン トマイムで

世界中を笑い と感動の渦に巻 き込んだ喜劇王。 そこには人間チャップリンの 4つの

人生哲学があった。

これを浜村氏の名調子により語って頂 くとき、人の心を とらえて離さない ｀
愛の

真髄
″

に触れていただいた。

てくださっているか。感動すら覚えます。反対にわれわ

れ日本人も、お隣の国、お向かいの国、遠い北の国、南

の国、東の国、西の国、 もっともっと外国を理解する必

要がありますね。そこに初めて真の国隔 ヒ 国際交流が

生まれるわけです。

でも、日本の国隔 ヒは最近に始まったことではござい

ません。私の専門の分野の飛鳥の歴史を経けば、すでに

千数百年の昔、ただし乱鳥の都に限られておりましたが、

国際化しておりました。どんどん外国から人が、文化が

来ました。そういう人々は中国から来る、シルクロード

を通って西域 と呼ばれる国々から来る、果ては遠 くヨー

ロッパから来た。そういった人々、文明がすべて日本ヘ

やってくる玄関日は一つ、朝鮮半島だったわけです。ぞ

すから昔、九鳥時代の日本人はこういう外国から来る人
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を、飛んで渡ってくる鳥にたとえた。だから「飛バ鳥の

乱鳥の里を起きていなば、君があたりは見えずかもあら

ん」 と、万葉集に歌われた通 り、「飛ぶ鳥 」 と書いて

「あすか」と読むんです。それだけ外国から、飛バ鳥の

ごとく来たお客さまが多かった証拠です。

今日、飛鳥の都はなくなって、奈良県明日香村になつ

ておりますが、ここは「明日香」という字を当てており

ます。だから「乱鳥」は「明日香」の枕詞ぞあったわ

けです。ヨーロッパの人も、西域の人も、中国の人も、

所詮、日本へ渡ってくる最後の出発地は朝鮮半島であつ

た。だから、朝鮮半島から渡ってきた人々がいちばん多

かったんです。これらの人々が飛烏に着いた。日本の第

一印象を次のように語りました。

日本、大和、飛烏はどんなところだろうか。どんな変

わった顔の人間がいて、 どんな変わった景色があるのだ

ろうかと思つて来たら、何 と私たち朝鮮半島の故郷 と変

わらないではないか。水清らかに、風爽やかに、人情豊

か。私たちの国とちっとも変わりはない。あの丘、あの

山、あの松林。私たちの町、故郷 と一緒だというので、

人々は一斉に「ウリ・ナラ(こ こは私たちの故郷だ)」 と

言ったんです。だから大和を奈良県と言うようになつた

のです。

国際交流のメッカ、アンスク(明 日呑)

さらに外国から来た人々、特に朝鮮半島のお客さまは

言いました。ここなら私たちも遠い外国 とは思わずに、

安 らげるではないか。ここは安 らげる宿なんだ。ここに

生涯落ちつこう。「安宿 」 と書いて、朝鮮半島の言葉で

「 アンスク」 と発音いたします。これが今日の「 アス

カ」という言葉の起 こりでございます。そしてた くさん

の人々が飛ぶ鳥のごとくやつてまいりました。

実は、そのまま日本が今日に至れ|八 日本はもつとも

っと早 くに国際化 していたのです。 しかし、ご存 じの通

り、徳川時代300年の鎖国の歴史がありましたために、プ

ッツリと外国 とのお付き合いが途絶えた。このことが随

分長 く尾を引いたわけですね。今日に至って、やつと日

本は本格的な国際化を迎えた。

しかし皆さん、 もう一つ私の専門の分野から言います

と、日本人が外国 というものに目覚めた。東京だけじゃ

ない、大阪だけじゃない、日本 じゅうが外国 というもの

に目覚めたきっかけは映画です。
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魚声映画の時代
皆さん、昔は全国津々浦々、どんな小さな町でも映画

館はあったのです。そのことによって、やつと人々は、

ああ外国とはこういうところか、外国人とはこういう人

かということを知り始めたんです。

ロータリークラブは91年の歴史だそうですが、映画も

ほぼその歴史に近いんです。明治25年、アメリカにおり

ましたエジソンという発明王が今日の映画の原型を考え

た。これをキネマトスコープと呼びまして、一人々々が

小さな穴を覗いて、これくらいのこんな小さな動 く写真

を見た。これがキネマトスコープです。それから3年た

ちまして明治28年、フランスに住んでおりましたリュミ

エールという兄弟が、今日われわれが見る映画、大勢一

緒に大画面を見るあの映画を発明したのです。そのリュ

ミエール兄弟の発明をもって、去年ぜ100年です。そして

エジソンがつくつた、一つの穴を覗いて小さな動 く写真

を見るキネマトスコープが日本の神戸で初めて上映され

て、今年で100年を数えております。まさに、ロータリー

クラブも映画もほぼ同じ歴史を持って、国際化に大いに

貢献してきたわけです。

映画|よ 国際イヒに貢献
五七調で名調子～活弁～

さて、ここから大変 くだけた話になりますけれども、

笑い話 として聞いてください。映画 というものは、長い間

音を出さなかつたのです。では、 どうやつて人々は映画

のストーリーを知つたか。活動弁士、略 しまして活弁、ま

たの名前を映画説明者というおっさんがスクリーンの側に

立ちまして一人で何 もかも説明をしました。これに2～ 3

人か 5人の楽団が音を付けていったんです。

ところが日本語 というものは、五七調または七五調で

しゃべ りますと耳にたいへん快 く響きます。従って歌舞伎

の台詞が五七調です。和歌 タト句、川柳 も五七調です。で

すから映画の説明者、活動弁士 も全部五七調でやつたん

です。「空に紫紺の星の乱れ飛び、道には緑の池の花吹

雪。千秋万楽、春たけて春や春、春南方のローマンス」

と。こういう調子でやるんです。「泣 くなスザンナ、愛 し

のアオよ、馬車は西部ヘオンゴンヘ 」。

ところ力
'中

にはいいかげんなやつがおりまして、五七

調で しゃべればいいだろうというので、まるで意味のわ
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からんぞたらめをしゃべったやつがいるんです。「月は

泣いたかロンドンの、花のパ リーに雪が降る」何のこと

かわからんで しょう。それで も聞いている人はうまいな

あ と感`じを いたしました。

ところ力珀召和 6年、当時の人気大女優tマ レーネ・デ

ィー トリッヒと当時水 もしたたる美青年、後に世界一の

大スターになったゲーリー・クーパー、この 2人が主,寅

した「 モロッコ」という映画がやって来た。これが日本

人が初めて見た本格的に音を出す映画だったんです。ア

フリカのモロッコの迷路のごときガ巳罪の街カスノミ そこ

のキャバンーで歌を歌い、煙草 とリンゴを売っている女

がマレーネ・ディー トリッヒ。そこヘー晩外人部隊が泊

まります。その外人部隊の中で一際爽やかな美青年がゲ

ーリー・クーパー、この 2人が一夜の恋に燃 えた。明 く

る朝、マレーネ・ディー トリッヒがベッドで目覚めてみ

ると、ゲーソー・クーパーの外人部隊の兵士の姿がない。

鏡に日紅で「Hove you」 と書いてある。耳をすます と、

砂漠の果てを行進 していく外人部隊の大鼓の音が聞こえ

てくる。タタタン、タタタン、タタタンタンタン_D
これが実際に映画から聞こえてきたわけなんです。み

んな感動 したそうですよ。ディー トリッヒは後を追いか

ける。砂漠を走 る、走 る。初 のD莫ですからハイヒー

/L/力所『魔になる。裸足になって走 る、走る。外人部隊の

後を追いかけていく。「貴方 も私 も買われた命、燃えてみ

たって一夜の花、明日はチュニジァかモロッコか。泣い

て手を振 る後ろ影、外人部隊の白い服 」と。この映画が

無声ぜあったら活弁はこういう説明をつけたで しょう

が、これは音を出したんですね。

夢声登場 ～昭和初期～
活動弁士が五七調で しゃべっていた時代に、東京赤坂

の葵館の専属弁士であ りました福原駿雄 という男一人が

五七調で しゃべ らなかった。この男だけ普通にしゃべっ

たんです。「 いまや、かのプラーグの大学生は、胸に一物

を秘めて下宿を出たのであります。あの男の行 く先はど

こでありましょうか。おそらく金貸 しの老人の元だろう

と思われます 」と。この男一人が普通にしゃべったから、

客が腰を抜かすほど驚いた。何 という頼 りない男だろう

か。あんな頼 りない男の声は聞きた くもない。あいつの

声はまるで夢の中で聞いている声みたいに頼 りないとい

うので、「夢声」という芸名がついた。勤めていた映画館

が赤坂の葵館、葵は彼 |‖子軍家の紋章ぞあるところから、

福原駿雄改め「徳 II夢声」という芸名がついた。

何故この人は普通にしゃべっていたのかというと、先

を読んでいたんです。何ごとにおいても時代の先を読む

ことは大事です。福原駿雄 。作り|1夢声は考えた。映画は

いつまでも沈黙であるわけがない。遠からず音を出すで

あろう。そんなときに肩肘張って「風雲急なる京洛の桜

花を散らす血の雨が今宵も降るぞ三条河原」。こんなこ

とをやつている弁士は全部失業する。失業したら次に何

の41L3がありますか。だ力】ら自分はいまのうち力〕ら普通

にしゃべっておこうと考えたんです。だから夢声は映画

が音を出すようになってからも、朗読、司会、漫談、役

者、随筆家として、亡くなるまで第一線で活躍を続けた

んですね。

吉川英治作「宮本武蔵」を朗読する夢声のテープがた

だいまも残っております。話術の神様と呼ばれた徳川夢

声の語り、どこがうまいかというと間を置くのがうよい

んです。言葉と言葉の間にきっちり十分に間を取 り、 と

きには声を大きくし、 ときには声を小さ〈して、言葉に

'p場

をつけるの力
'う

まい。「螢圧、再びこのような敵に会

えるかどうか。それを考えると武蔵の背筋には冷たいも

のが走るのであった。え一っい/裂畠の気合が飛んだか

と思うと、小次郎が背中に差 した長尖1・ 物干し竿がキラ

ッ。陽に光ったかと思うと、武蔵が額に締めた柿色の鉢

巻きがプヮッ。真っ二つに切れて飛んだ」、こういうしゃ

べりですからね。 ぐいぐい引き込まれます。

チャップリンのメッセージ
かくして、映画というものは無声時代、沈黙の時代か

ら、昭和 6年『モロッコノ召和 7年、田中絹代さんが主寅

しました『マダムと女房』、外国映画も日米映画もオール

トーキーと言つて音を出すようになってから、たくさん

の活弁の人が失業した。そんな中に頑固に台詞をしゃベ

らなかった役者が一人いた。その人の名前をチャーリ

ー・チャップリンと言います。古今東西を通じてこれほ

どの名優はなかろうかと思われます。チャップリンとい

う人は考えたんぞす。台言司を英語で しゃべれば英語がわ

かる国でないと通用しない。フランス語をしゃべればフ

ランス語が通じる国の人しか喜んで くれない。私は世界

中の人に見てもらいたいと思うから、終生、 と言いまし



ても日召和16年についに台詞をしゃべりました力
'、

それま

でパントマイムで通しましたね。

パントマイムの天才的な名人チャップリン。指―本重カ

かしても、瞬き一つしても、いまチャップリンが何を言

いたいかが人々に手に取るようにわかる。笑わせて、笑

わせて、笑わせて、最後にドッと泣かせる涙 と笑いの天

才芸人。しかし、これだけならチャップリンは単にうま

い役者 として終わったでしょう。そうじゃない、チャッ

プリンの映画には必ずテーマがあります。そのテーマは

何か。ここにロータリークラブと共通するものがありま

す。「みんな揃って幸せになりましょう。少しでも自分に

余裕があれば、他の人々のために尽 くしてあげましょ

う」これがチャップリンの映画の最大のテーマです。そ

れを全然台詞でしゃべらない。全部名人芸のパントマイ

ムで語っていく。しかも笑い、笑い、笑い、最後に涙で

す。

チャップリン4つのコース
～ ヒトラーとの出会 い～

みんな一緒に幸せになるためには、 4つのことに生き

がいを見つけましょう。 1つ 「一生懸命働 くこと」2つ

「 ものをおいしく食べること」3つ「見知らぬ他人をも

愛すること」4つ 「明日はもっとよくなるという夢を持

つこと」だからチャップリンの映画は、どれを見てもこ

の4つの場面に力を込めて描かれております。

チャップリンは1889年 4月 16日 にイギリスのロンドン

で生まれました。それから4日 後の 4月 20日 にドイツと

オーストリアの国境にヒトラーという男が生まれており

ます。この 2人はもちろん初めは知らない者同士ですが、

後に、一人は世界的な笑いと涙の天才芸人になり、一人
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は狂気の独裁者 と言われてナチスドイツを率いて諸国を

侵略 していった。昭和16年、この二人は一本の映画をめ

ぐって火の噴 くような対決をすることになるんです。

チャップリンはお父さんは人気役者、お母さんは人気

女優。 とても恵まれた家に生まれてシドニーというお兄

ちゃんが一人います。ところが、チャーリー・チャップ

リンが幼いころ、お父さんが愛人をつくつて家を出た。

お母さんは女優です。人気があったけれどもショックの

あまりに声が出なくなって女優の仕事を失った。幼い男

の子二人を抱えて貧しいロンドンの下町の屋根裏部屋で

糸田々 と暮らしていかねばならないお母さんは、ついにノ

イローゼになりまして度々、市立の無料の病院へ運ばれ

ていった。このお母さんの名前をちょっと皆さん、言己憶

にとどめておいてください。ハンナ・チヤップリンと言

います。このハンナという名前を言]憶の隅にとどめてお

いていただきたいと思います。

やがてお兄ちゃんのシドニーが 8歳になった とき

「 ママ、僕ねアフリカ行きの船のボーイを募集 してい

るから、あれに応募 して、少しでもお金を稼ぐために家

を出ていくよ」と言った。8歳ですよ。お兄ちゃんシド

ニーが出て行つた後、屋根裏部屋には母親ハンナと5

つ 6つのチャーリーの 2人だけ。しかし、ママは機嫌の

いいとき気分のいいときは、幼いわが子チャーリーを

たった一人の客として踊ってくれた。歌ってくれた。芝

居をやつて見せてくれた。「ママはとても人気があった

の。こんな踊りを踊つたのよ。こんな歌を歌ったのよ。

こんなパントマイムをやったのよ」。これがすべてチヤ

ップリンの天才芸と言われたあの芸の原点となっていっ

たのです。

折しもきようは12月 25日 クリスマス。ロンドンの街に

真っ白な牡丹雪が吹雪いていた。ママはこんこんとベッ

ドに眠つており暖炉に燃やす薪もない。ベッドの足元で

幼いチャーソーはボロボロの半ズボンに判ヒもなく、燃や

す薪もないから寒さに震えて座っていました。表を救世

軍が叫んで通 ります。「皆さん、救世軍がスープをプレゼ

ントしますから、お鍋を持って街の広場に集まつていら

っしゃい」その声がふ と耳に入ったママが起 き上がつ

て、「チャーリー、救世軍がスープをプL/ゼ ントつて言っ

ているわ、お鍋を持って広場に走って行きなさい」

チャーリーが答えます。「ママ、窓の外を見てごらん。

あんなに雪が降っているんだ。僕ね、靴を持ってないん
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だよ」ママの目にポロッと涙が浮かぶ。「 ごめんね、チ

ャーリー。ママに働 きがないものだからお前に判との一足

も買ってやれない。で も戸棚の奥をかき探ってごらん。

ママのお古力
'あ

るかもよ」それを聞いてチャー リー坊や

は戸棚の奥をかき探ったらママのお古、こんな大 きなド

タ靴が出てきた。チャーソー・チャップリンはこんなに

小さな素足に、ママのお古の ドタ靴を足に引っかけ、お

鍋を持って雪の中を走って行ったのです。

チャップリンのイメージづくり完了
後年、チャップリンはアメリカに渡って映画の世界に

入った。監督が言います。「チャーリー、君は喜劇役者だ

からね。普通の月長を着て出てきても誰も笑わないよ。な

にか、お客が一日見ただけでヮッと笑 う1/1装で来たま

え」と言われて、撮影所の衣装部屋に入ったんです。山

高帽をチョンと乗せてみた、ちょび髭をつけてみた、小

さな上着を着て、ダブダブのズボンを履いた、竹のステ

ッキをひょいと腕にかけた。

まだ何かないかと、そのへんの箱をかき探ってみると、

底のほうからこんなに大きな古いドタ靴がゴロンと出て

きたんです。それを見たとき、チャップリンの目に涙が

浮かびました。「ああ、ママの靴だ」。ママの靴そのもの

じゃありませんが、幼い雪の日にママのお古の靴を履い

て、救世軍のスープをもらいに行った思い出がくっきり

と蘇ってきた。ママの靴だ、そう思ったチャップソンは

ためらわずその靴を履いて撮影に出かけたんです。チャ

ップリンのこの扮装は世界中に有名になった。チャップ

リンが人気者になりますと、世界中からファンンターが

届 く。チャップリンの住所を知っている人が少ない。そ

ういう人は封筒の表に、山高帽とちょび髭 と竹のステッ

キとドタ靴の絵を才苗いて、ポストに放り込んだら、 その

ファンレターは世界の隅々から、まちがいなくチャップ

リンの元に届いたと言われます。

チャップリンは日召和11年『モダンタイムス』とぃう映

画を撮 り上げた。この中で初めて声を出しておりますが、

台詞じゃない。「ティティナ」という歌を歌っています。

これは英語でも、フランス語で も、 ドイッ語で もない。

でたらめ言吾で歌っています。そして神戸へ新婚旅行にポ

ーレット・ゴダー ドとぃう女優さんを連れてやって来

た。そのときにインタビューをした淀り|1長治さんに言吾っ

ております。「私ね、もう映画は撮 りません。これからは

制作、監督、脚本、音楽だけに回 ります。そしてこの新

妻 。ポーレット・ゴダー ドを主役にして映画を撮 ります。

私はもう役者はや りません」と言ってアメリカに帰って

いった。

独裁者とスオ芸人
そのころから、自分より4日 遅れてドイッとォースト

リアの国境に生まれたヒトラーという男がナチスドイッ

をつくり上げまして、諸国を侵略していく。「世界をイ醐腱

するのに相応しいのはドイッ民族だ」と叫び続け、ポー

ランドヘ流れ込み、パソヘ進駐した。このやり方がチャ

ップリンには許せなかったんですね。「みんな揃って一

緒に幸せになりましょう」がチャップリンのテーマで

す。何故 ドイッ民族だけが世界をイ馴及しなければならな

いのか。たまりかねたチャップリンは、今後映画に出な

いと宣言したのをひるがえして、ゃっぱり俺は映画に出

るぞ。脚本も書 く、監督 もやる、プロデューサーもやる、

音楽もつける。そしてゃっぱり主演する。今度撮る映画

は『独裁者』というタイトル規

ヒトラーそっくり。「 ヒンケル」という名前ですが、ヒ

トラーなんです。そして一人三役、 もう一役は、ヒトラ

ーを初め、ナテスドイッによっていじめ抜かれるユダヤ

人の散髪屋さんの役をやるんです。この散髪屋さんとヒ

ンケル、つまリヒトラーが瓜二つというほど似ていると

いう設定です。そして「おぃ、ヒトラーよ。いま思い上

がつているけれども、お前の末路は哀れだぞ、 というこ

とを徹底的に笑いと涙で描いてやる」と世界に発表 し

た。

さあ、ヒトラーが怒 りました。「チャッフ
゜
リンにその映

画を撮ることをやめさせろ。そうでないと今後一切 ドイ

ツはアメリカ映画を買わない。そしてわれわれはチャッ

プリンの命を奪う」と宣言したんです。さあ、チャップ

リンのもとへ山のような手紙が来ました。「 そんな映画、

やめたほうがぃいよ」と。でもチャップリンはつくった

んです。あんな思い上がった、自分さえよければいぃと

いう人間の存在を許すことができない。みんな揃って幸

せになるのが世界の理想。あんな狂気の独裁者を許して

なるものかと、ついに『独裁者』という映画を撮ってし

まったんです。



映画「独裁者」を撮る
しかし、この映画で初めてチャップリンは、ラストシ

ーン6分間にわたる演説をやります。まず、この映画で

ユダヤ人の散髪屋さんの恋人役をやるユダヤの少女、女

優はポーレット・ゴダードという名前ですカミ 映画の中

で「ハンナ」という名前を付けた。すでに昭和 5年にロ

サンゼルスで亡くなったお母さん 。ハンナの名前を、こ

の『独裁者』という映画を撮るにあたって、自分が扮す

るユダヤ人の散髪屋さんの恋人の名前に付けたんです。

それはどうしてでしようか。山のような脅迫状を目の前

にしてチャップリンカ
'、

おそらくこの映画で自分は殺さ

れるだろう。すでに身辺危うく、殺 し屋が次から次へと

窺っている。 これで自分の命は終わるだろう。ならば自

分に歌を教え、芸を教え、そして踊りを教えてくれたマ

マの名前を、最後の映画に女の主人公の役名として付け

ておこう。

映画の中でいじめられて、いじめられて、ユダヤの

人々は諸国へ逃げていく。あるいは収容所べ送られる。

ハンナは無事に逃げまして国境を越えてオーストリアヘ

行った。一方、ユダヤ人の散髪屋さんは、いろんな事情

があって、 ドイツの軍月腱を着たらヒトラーと間違えられ

まして、「総統、大勢の軍勢が集まっておりますところ

で、一席演説をぶってください」と言われて、「いや、私

はヒンケル総統とは違うんぜす」とは言えない。おずお

ずと怯えながら壇上に上がると、日の前には何万人とい

うドイツの軍隊も そして数10本のマイクが机の上に並ん

でいて、これから始まるヒンケノン総統の演説は全世界に

生放送されるわけです。

そこでユダヤ人の散髪屋さんカミ おどおどしながらし

ゃべり始めるんですが、 しゃべっているうちにだんだん

熱がこもつてくる。最後の言葉は有名です。「たとえ目の

色、髪の色、肌の色は違つても、世界じゅう人間はすべ

て平等なのぞす。 ところがいま平等ではない。一部の狂

気の独裁者が世界じゅうを暗い雲で覆っているが、やが

て風によって雲は吹き払われ、バラ色の夜明けが来るの

です。皆さん、 そのことを信じましょう。ハンナ、聞こ

えるかい/」 と叫ぶんです。

「ハンナ、聞こえるかい」これは何なんです ? 実は

国境を越えてオーストリアヘ逃げていつた恋人ハンナに

向かって、全世界生放送ですから、おそらく彼女 も聞い

ているに違いない。「 いまは苦しい、辛いだろうカミ もう
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すぐ明るい未来がやって来るから、それを信じてもうひ

とつ頑張ろうじゃないか。ハンナ、聞こえるかい/」 と

映画の中で言うんです。 ところがチャップリンは、映画

の中では恋人ハンナに呼びかけた体にしておりますが、

何度も言いますが、このハンナというのは亡くなつたお

母さん、大好きな大好きなママの名前なんです。

あのときチヤップリンは心の中ではこう叫んだんで

す。「お母さん、聞こえますか。私、この『独裁者』と

いう映画をつくったことによって、絶えず命を狙われて

いるんです。だからもうすぐ殺されるでしょう。現に朝

晩、殺し屋が私の家の周りをうろついているんです。も

うすぐ殺されます。死んだらお母さんの待つ天国に行き

ます。そのときに私のことを褒めてやってください。 チ`

ャーリー、よくやつたね。お前があの映画を撮ったこと

は、 とてもすばらしいことなんだよ。しかも私がお前に

教えた歌 と踊 りと芝居のすべてをあの映画に叩き込ん

で、見事な作品をつくつてくれたね
″
。お母さん、そう言

つて私を褒めてくださいね。もうすぐあなたの側に行き

ます。天国へ行きます。ハンナ、聞こえるかい/」 と言

ったのは、′しヽの中で「お母さん、聞こえますか。私の魂

の叫びが聞こえますか」と、そういう意味で言つたんで

すね。

幸せなことに、チャップリンはヒトラーに殺されずに、

ドイツのほうが滅びてしまいました。そしてチャップソ

ンは命長らえて1977年12月 25日 、クリスマスの朝、天国

に召されて旅立って行きました。

『街の灯』～慈悲の明り～

チャップリンカ湘召和 5年に撮 りました『街の灯』とい

う名作があります。いかにこの人がすごい演技 と演出を

したか。ちょつと聞いていただきたいと思います。街角
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に一人の花売 り娘が立っていた。「お花を買ってくださ

い。お花はいかがですか」。通りかかったチャップリン

が、あまりにも花売 り娘が美しいのを見て感動して、ポ

ケットからコインー枚を出して花一輪を買つてやった。

「ありがとう」。花売 り娘が差し出す手と、受け取るチ

ャップリンの手と、手と手がぶつかって花が一輪ポトン

と地面に落ちた。チャップリンはじゃがんでサッと拾っ

たのに、花売り娘はいつまでたってもこうやっているん

です。これを見たときチャップリンも、われわれお客も

気がついた。この花売 り娘はこんなにつぶらな瞳を見開

いているのに実は見えていないんだ。

そこでチャップリンは可哀相に思いまして、 もう一度

ポケットヘ手をつっ込んで、ありったけのお金を手に握

らせてやって、お花を全部買ってやります。そのとき二

人の側を、一人の金持ちがコツコツと靴音を響かせ、そ

こに止めてあった車に乗って、バタンとドアを閉めて、

ブーッと走 り去った。花売 り娘は目が見えないから勘違

いをします。花を全部買つてくれた人は金持ちに違いな

い。金持ちは車に乗っている。するといま立ち去った人

が花を全部買ってくれた人に違いないと思うから、そっ

ちへ手を振るんですね。「ありがとうございます。お蔭様

でみんな売れました。でもお釣 りがありますのに」と、

手を振っている似1で、チャップリンが花束を抱えてボー

ッと立っているんです。

これ、本来ならどうしますか。「花売 り娘さん、勘違い

したらだめですよ。花を買ったのは僕です。触ればわか

るで しょう」 と手を引つ張ればすくに゙わかることです

が、チャッフ
゜
リンはそれをしない。チャップリンの映画

のもう一つのテーマは「無償の愛」です。親切にしてあ

げたからお返 しを求める、それは無償の愛じゃない。い

くら愛しても、親切にしても、一切お返しを期待しない

のが無償の愛です。チャップリンは黙っていた。立ち去

ろうとしたときに、花力
'全部売れたからバケツカ

'カ ラに

なった。花売 り娘がそのバケツを手に持って、中の水で

十分バケツをゆすいでバッとぶちまけた。その水がチャ

ップリンの頭にザ′ヾ―ッとかかるんです。それでもチャ

ップリンは黙って、足音を忍ばせてその場を立ち去って

もヽきます。

それからチャップリンは働いた、働いた。街のお掃除、

ボクシングの試合、あらゆることをやって働いて、少し

でもお金がたまると街角へ行って、花売り娘の手に握ら

せてやった。ある日花売 り娘のアパー トの下を通りかか

ると、窓から花売 り娘とおばあちゃんの声が聞こえる。

おばあちゃんが言うんです。「お前一人に働かせてすま

ないけれど、きょうまた家主さんがお見えになったんだ

よ。もう半年も家賃がたまって、今度払えなかったら出

ていけとおっしゃるんだよ」。花売 り娘が言います、「 ご

めんね、おばあちゃん。私に働き力
'な

いものだから、お

ばあちゃんにまで幸い思いをさせるわね。もう少し頑張

って花を売ってみせるわ」。それがチャップリンの耳に

入った。また、後で新聞を開いてみますと「世界一の眼

のお医者さんがこの町に来る」とも書いてある。

そこでチャップリンは、日ごろお酒の飲み友だち、大

金持ちのおっさんに「1000ドル貸してくれ」と頼むんで

す。このおっさんはいつでも酔っているんです。「loooド

ル貸してくれって、お前水臭いこと言うなよ。1000ドル

ぐらいやるから持っていけ」。これをチャップリンが受

け取った途端に、物陰から強盗が踊り出て、金持ちの親

父の頭をガーンとピストルで殴って逃げた。チャップリ

ンがすぐに警察へ電話をした。警官が走ってくるころ、

金持ちのおっさんは気がつくんぞす。「ああ、痛かった。

きつう殴 りよったわ」「失礼します。被害は何かありま

せんか」「被害 ?あ、ポケットに入れといた1000ドルが

ないですわ」と言いながら、ヒョイと見ると、その1000

ド/t/を チャップリンが持って立っているんです。「あ、お

巡 りさん、こいつです。こいつ力
'強盗です」。

実に勝手なものです。警察官カシ ッヾと飛び掛かるのを、

逃げて逃げて、走って走って、花売 り娘のアパー トに走

り込んで、「 これで目を治すんですよ。世界一のお医者さ

んが来ますからね」と言って、その手に1000ドルを握ら

せてやって、表へ出た。手錠がかかった。無実の罪で升1

務所につながれること6年。やっときょう出所してきま

した。服 もズボンもボロボロです。北風の吹く寒い町を

襟を立ててとぼとぼと歩 くチャップリン。

セリフ

感動の3枚の合詞
街角まで来てみて驚いた。そこに総ガラス張り、真っ

白な屋根を持ったお洒落な花屋の店がある。ショーウイ

ンドー越 しに中を覗いてみると、あの花売 り娘がいまは

日もすっかり治って、生き生きと花束をつくりながら、

おばあちゃんに話しかけている。「ねえ、おばあちゃん。

私が目が見えな〈て街角に立って お`花はいかがですか。

η



お花を買ってください″と哀れな声を出していたころ、

度々私の手にお金を握らせて花を買ってくれた人がいた

わね。最後に1000ドルという大金を握らせて、そのまま

来なくなった人がいたわね。会いたい。会ってお礼がい

いたいわ。さぞかし大金持ちなんでしょうね。でもいま

会つてもわからない。あのころ私、目が見えなかつたか

ら。でも会ってお礼が言いたいのよ」と言いながら、ひ

よっと顔を上げると、ショーウインドー越 しにチャップ

リンがじ一つと覗いている。

「よかったなあ。俺が渡してやつた1000ドノンで、あの

娘の目が見えるようになった。こんなに立派な花屋の店

も持てた。よかつた、よかった」。立ち去ろうとしたとき

に花売 り娘が、「おばあちゃん、汚い男が覗いているわ。

花ばっ力〕り見ているから花を一輪やりましょうか。 カー

ネーションの花一輪 と、あまりにも彼の姿が可哀相なの

で、銀貨を1枚添えて表へ出てくるんです。

「あんた、さつきからうちの店を覗いているわね。花

が好きなんでしょう。これをあげますから持って行きな

さいな」。カーネーションの花を差し出したのでチャッ

プリンはそれを受け取った。「お金もあげますから持っ

て行きなさいな」と銀貨を渡そうとする。これを受け取

ると、あまりにも自分が惨めです。チャップリンは「要

りません。それは結構です」というふうに後ろに下がっ

たのを、遠慮と勘違いした花売 り娘は「 このお金、持っ

て行きなさいな」と、チャップリンの手をくっ゙とこつち

へ引き寄せ、 その手の中に銀貨をギュッと握らせてやつ

たとき、花売 り娘の顔色が変わった。

「あ/ この人のこの手の温もりを私は覚えている。

誰だったかしら。この人と同じ手の温もりを持った人を

知っている。あ、そうだ。私がまだ盲目だつたころ、私

の手に度々お金を握 らせて花を買ってくれた人がいた。

最後には1000ド /L/と いう大金を私のこの手に握らせて、

それから後ぷっつりとやつてこなくなった。あの人の手

の温もりと、いま目の前にいるこの見すぼらしい手の温

もりが、ああ、同じなんだ」。

昭和 5年、無声映画ですから、台詞は全部字幕に出ま

す。映画史上、有名な3枚の台詞が字幕に出て、この映

画は終わるんです。花売 り娘が言います。「ああ、貴方で

したか」。チャップリンが言います。「 もう見えるように

なつたんですね」と言ったとき、カメラはチャップリン

の上半身を撮る。手に持ったカーネーションの花の花び

大会第1日  家族のつどい

らカシ ラヽハラと散る。花売 り娘が言います。「はい、お蔭

さまで」 終`わり″と出るんです。この映画は泣いてい

る暇がない。映画を見た人は帰りの電車の中で、思い出

して泣いたと言われております。

映画が教える夫婦の仲
きょうは、奥様方も多うございますので、一昨年上映

されました『幸福の条件』という映画を、まだテレビに

一回しか出ていませんので、短 く紹介しまして、夫婦の

あり方ということを、ちょつと一緒に考えてみましょう。

言っておきますが、 しようもない話ですよ。夫婦問題を

大上段に振 りかざした話じゃない。世界で一、二と言わ

れる出演料の高い女優、デミー・ムーア、高校時代の同

級生 と結婚した。夫は建築の会社に勤めておりましたが、

リストラに遇いましてクビになつた。あらかじめ二人の

一戸建ての家を建てようと、銀行から借金して土地を買

っておいたにもかかわらず、仕事を失ったからこの土地

は銀4子 に取られるかもしれない。 どうしたらいいだろう

かと本目談したとき、 この若き夫が実につまらないことを

考えた。

ロサンゼ/L/ス から飛行機に乗りまして 1時間。ラスベ

ガスという街があります。私もついこの間行ってまいり

ましたが、24日寺間、賭博の街です。ここへ行って金を増

やそうとする。元手がない。5000ド /L/人から借 りまして、

これを持って夫婦でラスベガスヘ行くんです。博打、ギ

ャンブルというものは余った金で遊ぶものです。切羽つ

まつた金でやるものじゃない。負けて負けてどうしよう

もない。

一方、嫁のデミー・ムーアは、女の人は割に神経が強

いものですから、あまり切羽つまらない。サイコロをや

ったり、/L/一 レットをやつたり、あるいはスロットマシ

ーンをやつたりして「ワーッ、勝ったわ。あ一、負けた」

と、いたって天真爛漫に振る舞っているのを、物陰から

じっと見ておりましたのが、大金持ちの役をやるロバー

ト・レッドフォード。いま、アメリカ映画界において最

高の美男 と言われ、また18日 から、彼が」寅した『アン

カー・ウーマン』という映画が上映されます。ロバート・

レッドフォード。若き日の私にそっくりだと言われてお

ります (笑)大金持ちです、チップ 1枚100万円でやつて

いるんです。この金持ちがデミー・ムーアに一日惚れし

た。そしてデミー・ムーアの大に言うんです。
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皆さん、これはお とぎ話 と思つて聞いてください。「私

は貴方の奥様に′
惚れました。あんな可愛い女1生に会った

ことがない。腹が立ったら殴って ください。私は貴方に

あえて失礼なことを願 う。貴方の奥様を一晩だけ私の と

ころへ寄越 してくださいませんか。 1億円のお礼を差 し

上げます 」と言 うんです。一晩で。夫は男ですから、嘘

で も見栄を張 ります。「馬鹿なことを言うな。どこの世界

に金に目が眩んで、自分の嫁さんを他人に貸す、そんな

奴がいるか」 と言 うんですが、博打ですってしまって、

今晩のホテル代 も払えないんです。

女の人は度胸が座っていますから、デ ミー・ムーアは

言 うんです。「私、行きます。で も条件があ ります。一晩

だけ。 しかも私が明日帰つてきても、このことは夫婦二

人が死ぬまで触れないという約束 してくれるなら、私は

行きます。そうでないとこのホテルから出られないで し

ょう。支払いもできない。行きます 」 と言うんです。

そして金持ちのロバー ト・ レッドフォー ドの音「屋へ0
Kの返事をすると「屋上へ上がってください」 と言う。

何のためにと思って、屋上へ上がると、遠 くの空からへ

ソコプターカシ タヾパタパタと飛んできて舞い降りる。

れに乗りますと、また舞い上がったヘリコプターは、

合はるかに浮かんでおります豪華客船の甲板へ下りた。

デミー・ムーアー人を下ろしてヘリコプターは飛び去つ

た。船の甲板に沿ってバーがあります。そこから甘い音

楽が聞こえてくる。デミー・ムーアが誘われるようにし

てそのバーヘ入りますと、あの世界一の美男俳優と言わ

れたロバー ト・レッドフォードがいる。いまはもう60歳

近 くなりましたが、相変わらず男前です。足をこういう

ふうに組んで、こういう感じでね。ちょっと私は短いん

ですが、こんな恰好で待っているんです(笑)何がおかし

いんです、そんなに一¬D

「 よく来てくれましたね」音楽に合わせて、どちらか

らともなく寄り添つてダンスを踊り始める。一晩が過ぎ

た。デミー・ムーアは夫のもとへ帰ってきた。夫のとこ

ろへ 1億円の小切手が送られてまいりますが、夫は後悔

の連続で、男はだめですね、ついに言つてはいけないこ

とを言ってしまうんですね。つまり、あの話に触れてし

まうんです。そしてデミー・ムーアは泣いて家を飛び出

して、金持ちのロバー ト・レッドフォードの屋敷に飛び

込んでしまうんです。夫は送られてきた 1億円を、 とて

も自分のものにする気にならないから、動物愛護協会に

寄付してしまいます。

思いがけなく屋敷へ飛び込んできたデミー・ムーアに

わざと聞こえるように、ロバート・レッドフォードは秘

書と話をします。「金持ちというのは結構なものだ。これ

と思って、金で手に入らないものはなかった。人妻でさ

え1億円でものになるんだから。金持ちというものは有

り難いなあ。俺は度々この手で、何人もの人妻をものに

してきたな」と。そんなことはないんですよ。そんなこ

とはないんですけれども、わざとデミー・ムーアに聞こ

えるように言う。それを聞いて、デミー・ムーアは泣い

て夫のもとへ帰っていくんですね。これが『幸福の条

件』です。

そういう話が本当にあるだろうか。「あったとすれ|よ

皆さんはどうお思いになりますか」と、私の番組で試写

会をやってアンケー ト調査をした。ほとんどは「けしか

らん。人の道に外れている。何 という馬鹿なことをやる

のか」と、この映画のテーマを非難するお答え力
'多

かっ

たが、中にお若い女 l■のお答えで目立ったのは「相手が

ロバー ト・レッドフォードならタダでもいいわ」ゃて

(笑)そ してまた、この映画の試写会にいらしたご主人の

お答えで目立ったものは「 うちの嫁さんが一晩で 1億。

そんなことなら一晩と言わず三年ほど預かってほしい」

(笑)

映ユ|よ生きる力の源
映画って面白いで しょう? 映画はいろんなことを考

えさせてくれるんです。さっき言いましたように、私は

昭和10年 1月 10日 の生まれですから、満61歳です。で も

多少若 く見えるのは、人によっては、私は38歳だ と言 う

と本気にする方がございますが、やはり映画でいろんな

知識を得た り、あるいはいろんな束」激を受けているから

こ

沖

η



なんです。日本力む00悧 ‖鎖国の時代を経て、やっと外

国というものに目覚めたのは、庶民の場合は映画、活動

写真だったわけです。

そして、それは未だに国際化に役に立っておりますの

で、折 りに触れて映画もご覧いただきたい。心によい刺

激を受けます。それが自然と老化防止、ボケ防止、ノイ

ローゼ防止につながつていくと思いますので、よいとい

う評判の映画を月に2本ご覧いただけれ|よ 大変結構か

と思います。そのことによって国際化の目を開いていた

だければ一層幸せでございます。

一応、私に与えられました時間が来たようでございま

すので、ここで終わらせていただきます。け自手)

尚、家族のつ どいの開会にあた り、仲井

大会副委員長より歓迎のご挨拶、 R.I.
会長代理夫人 脩子様か らご挨拶 を頂 き

ました事、並びに100名 を超 えるご参加を

頂 き盛会裡に行われましたことをご報告

申し上げます。

大会第1国  家族のつどい

講師プロフイール

浜村 淳

司会、DJ、 映画解説者。

京都生まれの京都育ち。同志社大学文学部卒業。

タレントとしては初めて国立和歌山大学の経済学

部講師として話題 となった。

その後平成 6年 には、追手門学院大学文学部講師

として再び教壇に立った。

【現在の出演番組】

MBS『ありがとう浜オ寸淳です』

月～金曜日8:00～ 10:00
土曜日8:00～ 11:30(ラ ジオ)

KTV『浜オ1淳の人・街・夢』

月日程日10:45～ 11:00
ABC『 ワイドABCDE～す』

月～木曜日16:00～ 18:00
TVO『健康手帖』金曜日16:45～ 17:00

TVO『関西元気のダシ』土曜日15:00～ 16:00

MBS『フライデーシネマナイト』金曜日 深夜

【著書】
『源氏物語 花はむらさき』
『しゃべり死にものぐるい』
『話上手で`し をヽつかめ』『星影の飛鳥』
『淳ちゃんの名作映画をありがとう』



R.I.会長代理ご夫妻歓迎晩餐会
大会第 1日 ロイヤノンホテノン(光琳の間)

和やかにオープニング
昼間の熱気さめやらぬ中、これから催されるR.l.会長代理

ご夫妻歓迎の宴を待つ周辺は静かであつた。

6:15入場、ロイヤルホテル最大の光琳の間に約400名が

整然と着席、満席 となった。モーツアル トの「 アイネ クラ

イネ ナハ トムジーク」を 6名が
｀
筆

″
で優雅に奏でる中、

スティーブ.K.ヨ シダR.|.会長代理ご夫妻のご入場を万雷の

拍手でお迎えした。

副S.A.A.、 岡村晃明、アシスタン ト円城寺美希さんの司会

進行は明るく軽やかで隅々まで響きわたる。先程までの静け

さを打ち破るかのように、声高らかに熊澤ガバナーの歓迎挨

拶でスター トした。

R.l.会長代理は満面笑みを浮かべ、挨拶されたが、特に今

回の目標でもある
｀
東ロシア地域の拡大に協力を

″
との要請

には心を打つものがあり力強さが感 じられた。またロマンス

の芽生えた大阪を心から懐かしむ喜びを語られ、体一杯に親

しさを表れていた。

横尾大会委員長の乾杯のご発声により、いよいよ宴の幕は

切つておとされた。

ロイヤルホテルの粋を極めたスペシャルディナーに舌づつ

み しながら、それぞれのテーブルで歓談の花が満開、和やか

ムー ドがいやが上にも盛 り上が りをみせていった。

邦楽に親しむ
エンターテイメントでは、やはり日本の伝統音楽、竿曲力ヽ寅

奏される。宮城道雄師の高弟である須山知行氏が中島警子氏

と共に主宰する「桐絃社 」社中が日頃の腕をいかんなく発揮

せん と揃いの衣装で大合奏を演 じた。

曲は「祝典竿協奏曲」(宮城道雄作曲)を胡弓、尺八、笙、

フルー ト、打ち物が用いられ、厚み と奥行きのある楽器編成

となっている。雅楽 とオーケストラの 2つの趣をもつ荘重な

る曲で神武の昔と昭和の時代を緩急の対比で表現されている。

私たちにとってまたとない格調の高い演奏をお聞かせいただ

いた。

私たちはとか く、このような本格邦楽を聞 く機会にめぐま

れることの少ない日常なので今後 も意識に留めておきたいも

のだ。

式 次 第

オープニング 歓迎演奏
モーツアノント「 アイネ・クライネ・

ハ トムジーク」 桐絃社

開宴告知挨拶       司会者 岡 村 晃 明
円城寺 美 希

歓迎挨拶        ガ′ヽナー i目 澤 忠 身〕

RI会長代理ご夫妻挨拶Rl会長代理 スティープ.Kヨ シダ様
令夫人 脩  子  様

乾  杯     地区大会大会委員長 横 尾 定 美

食事・歓談
エンターテイメント  祝典竿協奏曲

「 曲 独 楽 」

開 宴 挨 拶        晩餐会委員長

行

子
山
社
八

大

知
警
静
　
米

茂

絃

山
島

日
　

　

本

須
中
池
桐
桂

坂



米朝一門の桂 米八。落語も伝統だが落語から曲芸がでる

とは、 と思つたが、これも寄り道ではない本格的古典芸能を

する希少な価値がある。私たちは今後よリー層の修行 と

生半可でない芸道錬磨の達成に期待するところである。

舞台上では見事な集中力とサバキが披露され、明るく楽し

ませながらの至難の芸は、我々の心をとらえきる。

次々に繰 り広げられる芸は満場の拍手喝朱の連続であった。

時の経つのもわすれるうちに、 もう定亥Jがやってきた。いよ

いよ終宴である。

竿を宮城道雄に師事、演奏も師の面影を最

もよく伝えている。

1947年桐絃社設立、毎年「 宮城道雄をしの

ぶ筆のタベ 」に出演、海外での活動もめざ

ましい。現宮城会理事、大阪音楽大学名誉

教授、関西芸術文化協会理事、桐絃社主宰。

筆を宮城道雄・須山知行に師事、関西で宮

城道雄を広める重要な役割を担っている。

「 グラン ド筆コンサー ト」「 桐絃社シリ

ーズ演奏会 」他多数を開催、現宮城会評議

員、大阪音楽大学教授、大阪女子大学講師、

桐絃社主宰。

初代池田静山に都山流尺八を学 .ヽミ。都山流

屈指の演奏家、ウイーンでの国際民族楽器

コンクールで、管楽器部門第 1位金賞受賞。

レコー ド・ リサイタル等多数発表。都山流

尺八楽会相談役。

相撲甚旬であいきつ代行
坂本晩餐会委員長は盛 り上がった雰囲気の中で小西地区代

表幹事にあいさつの代行を要請、一瞬とまどいをみせていた

様子であつたが、そこは多芸の代表幹事ムードを大切にすベ

く快諾した。イザ壇上にてあいさつ、と思いきや「相撲甚句」

でもって、R.I.会長代理ご夫妻を初め、ご出席の皆様方へ即

興で、すばらしいあいさつを唄いあげていただいた。満場の

喝朱はいうまでもない。

予定時亥1も 若千過ぎてしまった。それぞれの顔には興奮の

あかしか、やや紅潮気味であつたのは誰の目からも伺えた。

このような最後まで興趣のつきない晩餐会を行うことがで

きたことに深 く感謝しております。R.I.会長代理ご夫妻もさ

ぞお楽しみいただけたのではないかと思います。

大きな余韻を残しながら、場内の灯は少しづつ消えていった。

(R江
。S 言己)

モ ー ツアル ト作 曲  アイネ・クライネ・ナ 八 トム ジーク

4楽章からなるセレナー ドの弦楽四重奏曲で最もポピュラーなモー

ツアル トの作品である。この度、邦楽楽器の代表
｀
竿
″

に関して造

詣の深い角田圭例吾の編曲で奪 |、 2、 3、 4パー ト、17弦 |、 2
パー トの編成で、全体としては力強さと、やさしさの対称kそ して

竿ならではの優美でリッチな感じがよく出ている。

宮城道雄作曲・祝典事協奏曲

新日本音楽の創始者宮城道雄の作品で、単なる祝儀由に留まらず優

れた芸術性を秘め、楽器編成は等、胡弓、十七絃k尺八、笙、フル

ー ト、オ丁楽器が用いられた大合奏曲である。筆独奏部のテクニック

も誠に至難なものがある。

曲独楽
日本の古典芸能の曲芸の一種で奈良時代に中国より伝来した。江戸

時代には曲毬、大神楽、皿廻し、居合抜き等他の曲芸と共に盛んに

行われていた。今日では特技としても稀少性が高い。

出演 者

□胡 弓
□筆独奏
□尺 八
□第一事

□第二事

□+七絃
ロフルート
□笙
□打 物

須山 知行
中島 警子
池田 静山
横田二三子  小牧万須美

森  祥子  片岡 ツサ

武田 邦子  山口たきこ

橋本 伸子  橋本 嘉子
久野 静子
村上 洋子
柴田孝治郎
林  絹代
北野  徹

須山 知行

中島 警子

池田 静山



プログラム

5月 11日 (土 )

大会第 2日 (フ ェスティバルホール )

12:00登録・受付

演奏

13:00開会

大会役員紹介

R.I。 会長代理ご夫妻紹介

開会点鐘

国歌「君が代」斉唱

ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱

13:05開会宣言

13:07来賓紹介

13:13来賓祝辞

ザ・ベリーグッドマンズ

く大会SAA〉

〈アシスタント〉

くガバナー〉

〈ガバナー〉

く大阪府知事〉

く大阪市市長〉

平 井 秀 興

円 城 寺 美 希

くソングリーダー〉

くピアノ伴奏〉

く大会委員長〉

熊 澤 忠 丹

中 島 警 子

浅 井 か づ み

横 尾 定 美

熊 澤 忠 妍

横山ノック(山田 勇)

磯 村 隆 文

佐々木   伸く代理 大阪市助役〉

13:19

13:27

13:32

13:37

13:57

14:27

14:40

15:05

参加クラブ紹介

参加姉妹クラブ代表挨拶

ガバナー挨拶及び地区現況報告

RoI。 会長代理挨拶及びR.I。 現況報告

休憩 (約10分 )

物故会員に黙藤

表彰

登録委員会報告

信任状委員会報告

選挙委員会報告

大会決議案上程

大会決議案採択

バコロ ドRoC。 (フ ィリピン)ィ代表

くガバナー〉 熊  澤: 忠  婦

〈ガバナー〉熊 澤 忠 婦

くRI会長代理〉スティープ K・ ヨシダ

鐙 録委員0 品  士

〈信任状委員長〉 菅  生

〈選挙委員長〉 大  森

く決議委員長〉中 野

くガバナー〉育ヨ 澤

修
　
一二
　
祥
　
夫
　
婦

浩

慈

董

忠



15:20R.I.会長代理講評

15:30記念品贈呈

R.I。 会長代理ご夫妻

15:32ガバナーノミニー紹介

1996～1997年度ガバナーノミニー挨拶

15:36次年度ホストクラブ発表

次年度ホス トクラブ会長挨拶

関西 トップクラスのプレイヤ■・OB(10名 )に よリロータリー地区大会のため

の夢のサミットビッグバンドを編成。副1染みの曲、楽 しい曲、大阪の曲、ロー

タリ…ソングを編曲して15曲。
他にダンス、ヴォーカル

17:55

17:57

閉会挨拶

ロータリーソング

『手に手つないで」斉唱

17:59閉 会点鐘

18:00閉会

大会第2日  プログラム

会長代理〉ステイープ K,ヨ シダ

〈ガバナー〉 熊  澤  忠  嬬

くガバナー〉熊 澤 忠 蝸

〈ガバナーノミニー〉中 川 章 三

〈ガバナー〉 熊  澤: 忠  蝸

伏阪城南〉石 浜 雪 大

講師  く高知県知事〉橋 本 大 二 郎

t*8rJffifr,i2 F t ttrrJ. 4 4 24 . y3{zr'7 F'

くホストクラブ会長〉井 上 幾 之 進

〈ソングリーダー〉

〈ピアノ伴奏)

佐 治

浅 井 か

熊 澤くガバナー〉

隆
　
み
　
郷

信
　
づ
　
忠

77



大会第 2日 ガバナー挨拶

に向けて

ハン汁 ―挨拶

「真心の行動、慈愛の奉仕、平和の挺身」

ガバナー

熊澤 忠弱

開会にあたりまして一言ご挨拶申し上げます。スティーブ・K・ ヨシダR.I.

会長代理ご夫妻をはじめ、多数のご来賓の方々、および地区内外から約2,500名 の

ロータリアンのご臨席をいただきまして、ここ大阪においてR.I.第 2660地区の

地区大会が本日開催されますことをたいへん嬉 しく存 じてお ります。約5,600名 の

会員一同、一層の感動を込めてR.I.会長代理を歓迎申し上げます。

今年のR.I.の テーマは、「真心の行動、慈愛の奉仕、平和の挺身」の 3つ はロ

ータリーの永遠の理想でございまして、この一年間、私 どもはこのテーマの実践

について地区の皆さん とともに考え、語 り合ってまいりました。81ク ラブの公式

訪間に際 しましては、会員の皆さまの理想に燃えた真剣な行動を目の前にして一

層に勇気づけられましたことを深 く御礼申し上げます。

地区大会の目的は、会員相互の交歓 と感銘深い講演 と、地区内クラブ、R.I.

全般に関する問題を討議することによりまして、ロータリーのプログラムを推進

することにあります。この大会におきましてその実が上が りますことを期待 して

やみません。

そしてこの大会の目的達成のために、日夜献身的な努力を尽 くしていただきま

して今 日をむかえました守ロロータリークラブ、コ・ ホスト門真ロータリークラ

ブの皆さまのご尽力に対 して心から感謝申し上げまして、私のご挨拶 といたしま

す。



R.I.会長代理挨拶

「ロシアにロータリークラブ」を

R.|。 会長代理

スティープ・K・ヨシダ

こんにちは。これから日本語で挨拶 したいと思います。下手な日本語ぞすが、

まず私の家内を忘れないように紹介 します。脩子です。 (笑 )

大阪の地区大会に会長代理 として来ることができ、非常に嬉 しく思つておりま

す。家内とは26年前に大阪の万博の仕事の関係で会いまして、15年ぶ りの大阪で

あります。 2回 目のハネムーンの感 じが してなりません。

さて、私はパスト会長じゃないし、パスト理事で もないのに、どうして大阪の

こんな立派な地区大会に来ることができたか と考えました。

そこで思いついたのは現在私は、ロシアのロータリーを中′しヽに活動 しているか

らではないかという点です。われわれの地区は5010地区で、アラスカ、カナダ、

東ロシアが入っているわけですが、大阪 とも近 く、互いに多 く影響 しあう立場に

あるからではないか ということです。このことはロータリーにとって非常に大事

なことです。特にロシアにロータリーを広めることは大切なことです。その機会を

この立派な地区大会の後でや りたいと思います。

われわれは大阪に来て、この大会に参加されている人の中にも知つている人が

た くさんいます。 もっといろんな友達をつ くれると思います し、非常に楽 しみに

したいとも思っています。今後 ともよろしくお願いします。

大会第 2日  R.|.会長代理挨拶



大会第 2日 :フ ェステイバルホール

来賢祝辞

大阪府知事 山 田   勇

(横山ノック)

国際ロータリー第2660地区の今年度地区大会のご盛会をお喜び申し上げます。ロータリ

ークラブの皆さまには「 真心の行動、慈愛の奉仕、平和に挺身」の精神をもって、日ごろ

から国際親善や明るい社会づ くりのため、幅広い奉仕活動を展開されますとともに、府政

に対 しましても温かいご理解とご協力をいただいております。

とりわけ、来年の「 なみはや国体 」の開催にあたりましては、なみはや国体募金推進委

員会の委員をガバナーの熊澤さんにお願いをしており、またこの基金につきましても地域

をあげて取 り組んでいただいているところでございます。こうした皆さまのコ舌躍に対 し、

この場をお借 りいたしまして深 く敬意を表 しますとともに、′しヽから厚 く御ネLを 申し上げま

す。

さて、大阪府では地域の助け合いや家族の支え合いを大切にしながら互いのことを思い

やられる心豊かな社会の実現に取 り組んでおります。こうした中、ロータソークラブの皆

さんが日ごろから地元に密着 した奉仕活動を通して、地域の助け合いを実践 していただい

ておりますことは、私どもにとりましてもまことに′しヽ強い限りでございます。どうか、皆

さまには今後 とも、だれもが住み慣れた地域で安心して暮らすことのできる明るい大阪づ

くりのため、一層のご尽力をいただきますとともに、関西国際空港の順調な成長、昨年の

APEC大 阪会議の開催などを、はずみとして世界都市として大きく飛躍 しようとする大

阪の発展のために温かいお力添えをお願い申し上げます。

最後に、国際ロータリー第2660地区の各クラブの限りないご発展 と、お集まりの皆さま

がど健勝で今後ますますご活躍されますことをお祈 りをいたしまして、お祝いの言葉 とい

たします。



―
―

―
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来賓祝辞

大阪市長

[代理 大阪市助役]

磯村 隆文

佐々木 伸

本日、この席に大阪市長・麟 tを お呼びいただいていたのでございますが、あいにく本

日まで外国出張中でございますので、私、曲 tの祝辞を代読させていただきたいと思、いま

す。

「 国際ロータリー第2660地区の1995～ 96年度地区大会 」力
'｀真心・慈愛 。平和"を テー

マに盛大に開催されましたことを心からお喜び申し上げますとともに、ロータリーの皆ま

方には常日ごろから大阪市政について格別のご協力をいただき厚 くお礼を申し上げます。

皆さま方には会員相互の交流 と親睦を深めるとともに、崇高なロータリアンの精神に基

づいて、地域社会の発展と福祉の増進のために様々な奉仕活動を展開され、大きな成果を

上げておられます。そのご熱意 とご尽力に深 く敬意を表する次第であります。

関西国際空港が開港いたしまして、昨年、秋に開催されましたAPEC大 阪会議 もお蔭

をもちまして成功のうちに終了いたしました。本格的な国際化時代を迎え、大きく飛躍を

遂げようとしているこの大阪において、来年には「 なみはや国体 」「 ふれ愛ぴっく大阪」

が開かれ、2001年 には東アジア競技大会の大阪市における開催が決定しております。さら

に、大阪市では平和の祭典・オリンピックの2008年おおさか招致に全力をあげて取 り組ん

でおります。

大阪市では、来たるべき21世紀の地球社会を展望いたし多くの人々が集まり、にぎわう

「 創造性 と活力にあふれ、世界にはばたく大阪 」、快適で豊かな生活を楽しめる「 だれも

があこがれ、住みたいと願う大阪」を目指すとともに、地方自治の原点に立って積極的に

市政を進め「 市民の皆さまが誇れる大阪」の実現に努めております。どうか皆さま方の一

層のお力添えを賜 りますようお願いを申し上げます。

国際ロータリー第2660地区のますますのご発展と、皆さま方のご健勝、ご多幸を心から

お祈 りを申し上げて、お祝いの言葉 といたします。

大阪市長・磯村隆文 (代読)

「



ガバナー挨拶及び地区現況報告

ガバナー 熊澤忠期

2500名以上のご来場の皆さま、よくおいでいただきま

した。ありがとうございます。

私は、この地区大会に際しまして2つのお願いをいた

しました。その1つ は、R.I.会長代理にスティーブ。K。

ヨシダさまご夫妻を迎えたいと願ったことであります。

今年度のR.I.の テーマは「真′じヽ、慈愛、平和」というロ

ータリー永遠の理想を全世界に広げようという広大な夢

を追ってこの一年間、地区の5600名 のロータリアンとと

もに考えまして、 そして語り合ってまいりました。

特に大阪におきましては、関西空港の開港、APEC
の主催などがありまして、各国から熱いまなざしを強く

感じております。この意味におきまして私の念願は、現

在、世界中で最も活躍なさっておられます日系のアメリ

カロータリアンであるスティーブ 。K・ ヨシダさまをお

1995～ 1996年度   第 2660地区
2 Weeks RepOrt

迎えいたしたく、再度にわたりましてブラウン会長に要

請しまして本日、実現されたわけでございます。非常な

幸運と喜んでおります。心からご歓迎申し上げます。

もう1つの念願は、潔癖な行政に真尖1に取 り組んでお

られます橋本大二郎高知県知事にぜひ記念講演をお願い

したいということでありました。われわれが当面してお

ります現在の政治 。経済 。宗教の乱れは、私たちを失望

に追いやっております。橋本知事の志の高さ、信念の強

さは灯台の光のように私どもの′じセ魅了してくれます。

ご多忙中のところ喜んで了解いただきましたこと、嬉 し

い限りであります。

この私の2つの念願をかなえてくださいますように、

日夜、献身的な努力を尽 くしてくださいましたホストの

守ロロータリークラブ、コ・ホストの問真ロータリーク

ラブの皆さまに深 く感謝の意を捧げまして、まずご挨拶

といたします。

続きまして地区現況報告をさせていただきます。

2クラカDカロ逢 員増強率|よ日朴
現在、われわれの地区は、81ク ラブで維持 しておりま

したが、昨年10月 11日 に、大阪咲洲ロータリークラブが、

大阪住之江ロータリークラブをスポンサー として、また、

今年 3月 14日 に大東中央 ロータリークラブが、大東ロー

タリークラブをスポンサー とされ、それぞれ創立されま

した。

また、改名が 1つ。大阪阪和ロータリークラブが大阪

イブニングロータリークラブと称されることになりまし

た。

3月 22日 現在の会員総数は、5675名でございます。予

算は 1億円ぞまかなってお ります。

1995～1994E  第2660地 区
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会員増強の状

'兄

をご説明しますと、期初にあたります

7月 1日 には5334名 でございました。それが 3月 22日 に

は、5675名。341名 の増 となり、6.31%の増強率となりま

した。これは恐らく日本一であるかと考えております。

女性の増強も顕著でありまして、期初におきましては

82名でしたが、統計日には119名。37名の増加であります

から45%の増加となります。

各クラブ別の増強状態といたしましては、大阪吹田が

13名 とトップでございます。あとのクラブもごく一部の

クラブが減少しているのみで、大多数のクラブは増強の

成果を上げてくださつております。

私はこの結果を見て、皆さま方のたいへんなど努力の

賜 と非常に誇らしい感じをもっております。

世界中にロータリークラブは5015地区がございまし

て、ゾーン分けでいきますと、われわれの第ニゾーンは

世界で12番 目となっております。

世界中のトップ群を見ますと、そのトップはソウルで、

1200～ 1300名の間となっており、われわれは32番目で と

ても及びませんが、いずれにせよ、すばらしい実績があ

げられたということがうかがえるわけでございます。

阪沖人震災救援活動、
里親クラブ7ど―ロータリー精沖を発揮

いまわしい阪神大震災の救援についても、わが地区の

ロータリアンは真尖1に取 り組んでいただきました。

大橋委員長をはじめ、皆さん方には非常なご努力をし

ていただきました。まず、救援活動に必要な資金を得る

ために、大川親睦委員長の指揮のもとに、チャリティコ

ンサー トをここフェステイバルホールで行いました。こ

脅クラプの輛増加数

大会第 2日 ガバナー挨拶及び地区現況報告

の会場は2700席ございますが、2200名 の来場者で、その

中には被災者の方もお招きし、ウノン・マイヤーさんの指

揮のもとで素晴らしい感動を与えていただきました。

お蔭さまで約800万円の浄財を集めることができまし

た。そしてこの浄財をどう使うかについていろいろ考え

ました。それは「里親クラブ」というものでした。それ

は、阪神大震災で孤児となった4歳から17歳 までのこど

もたちを7名探 してまいりました。

ご両親もなければ、親類の方もいない。そして財産も

ない孤児ばかりぞす。行政が何らかのお手伝いをしてい

るというものの、われわれが見ているだけづ戻が出るよ

うな感じの方ばかりに来ていただきました。

その一人ひとりに一つのクラブが里親になっていただ

こうというものでした。一人当たり100万円ずつを基金

として各クラブにお渡しいたしました。お引受けいただ

いた各クラブは、この孤児が成人に達するまで、長期間

ケアをしようという試みなのです。また、毎週「ニコニ

コボックス」に各クラブ会員に200円、300円 と入れてい

ただければ、65名おりますと一年で約60万円が集まるこ

とになります。これを最初の100万円と足しますと10年

間で500万円くら゙いの資金が集まりますから、それを孤

児のためにプレゼントすることができます。

20歳になったときにお渡しするというプロジェクトで

ございます。

また、その孤児の誕生日やクリスマスパーテイにはお

招きしたり、20歳になって進学や就職するとき、あるい
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は結婚なさるときにはクラブの方が、仲人になった り、

親代わりを努めるというものです。お金だけをあげると

いうのではなく、気が長いけれども先を見越 した、気持

ちを伝えるという、これこそブラウン会長力
'お

っしゃる

「 慈愛の奉仕 」を実現 してみようではあ りませんか、の

呼びかけに共鳴いただきました結果、実現 したプロジェ

クトでございます。

仮設住宅姓 活するお年寄りを
′ζ、れあし、ぬくもりの奉仕でお迎え

JL摂地区には今 も仮設住宅にお住まいのお年寄 りが、

ざつと 600名 はおられます。

私たちは「ふれあいとぬくもりの奉仕 」として、200名

のお年寄 りの方々を箕面スパーガーデンにお招きして、

まずお風呂に入っていただき、われわれと一緒に食事を

してカラオケ大会なども楽 しんでいただきました。

お招 きしたお年寄 りから、非常に喜んでいただき、わ

れわれといたしましても、お世話をさせていただぃて本

当によかった、 と′じヽから満足 してお ります。

大阪城のクリ=ンアンプにボランシア
大阪でAPECが 開催される直前のことでしたが、わ

が地区のロータリアンがこぞってボランティア活動を実

施しました。

大阪城のクリーンアップがそれで、山中パストガ′ミナ

ーや岡本ボランティア委員長、毛利青少年国際交換委員

長とご相談いたしまして行いました大阪城の清掃奉仕で

す。大阪府の山岳倶楽部と一緒に城壁をきれいにいたし

ました。どうぞ一度ご覧になってください。

医療ボランシアで1珈事から表彰
ボランティア活動のひとつとしては、ロータリー財団

の奨学生で英語の堪能な方、あるいは米山奨学生のOB
の方やロータリアンの中で語学の達者な方に来ていただ

いて、同時通訳をお願いしたり、また、ロータソーのド

クターにお願いして医療班をつくりまして、 もしもの病

気のときに診療、治療にあたっていただくことも実施い

たしました。

このボランティア行動に対しましては、大阪府知事か

ら表彰されたことをご幸艮告しておきたいと思います。

2。 1.財団の活動実績 lよ2位
続きましてR.I.財団の活動実績についてでございます

が、世界の5015地区の中でわれわれ2660地区は2番目で

ございます。 トップは第2650地区の京都で、 3番目は

2640地区となっております。5015地区の中で、この3つ

の地区が毎年のように 1、 2、 3位を争っておりますが、

その金額は75万 ドルに達しております。

奨学生は95～ 96年の間、派遣19名、受入れ7名の26名

でございます。

青少年交換は派遣17名 、受入れ13名 、計30名 となって

おり、GSEは今年サンパウロ4430地区と行いまして、

本日皆さんにご紹介申し上げます。

R.I財団の寄付額について一人当たりの金額はどう

かの点では現在すべて目標額を達成しております。

クラブ別の成績では、 トップは今回の大会でコ・ホス

トをなさっていただいている門真ロータリークラブが断

然、高額の貢献をなさっておられます。

米山奨学会の寄付について、当地区は9130万円でござ

いまして、大阪東ロータリークラブの622万円が トップ

でございます。米山奨学金におきましても、当地区とお

隣りの京都、そして2640地区 (堺、和歌山)力'国内では

トップ争いをしている状況です。

R.I.財団の活動 と同じように米山奨学金もすばら

しい貢献をなさっているということも、 R.I。 会長代

理にぜひお知らせしておきたいと存じます。

国際奉仕の活動でございますが、今年 2月 、古田パス

トガバナー、藤井宏一委員長をはじめ5名で、過去 4年

間で援助いたしましたWCSの場所を視察に行かれまし

た。

フィリピン、タイ、インド、バングラディッシュなど

がその視察先でございます。インドでは、粗末な家に住

んでおられる方々をたくさん眼のあたりにしますと、わ

れわれはこういう方に手を差 し延べたいと言う気持ち

を、そしていささかでもお役に立っていただければと願

つている次第でございます。

この他、社会奉仕、職業奉仕、青少年交換、そして新

設されました親睦委員会などのすべてが、まことにめざ

ましい活躍をなさっておられますカミ 時間の関係上割愛

させていただきますことをご容赦いただき、地区現況報

告とさせていただきます。



R.I.会長代理

スティーブ・K・ヨシダ

これから日本語でしゃべりたいと思います。私は日本

語が下手ですから妻は非常に心配しましたけれども、私

のメッセージは日本語がわかりやすいのではないかとお

もいまして、フィーリングでいきますことを失ネい たヽし

ます。

2カ 月前、ブラウンさんから「大阪地区大会に行つて

ください」という手紙をいただきました。それは熊澤ガ

バナーのお力であったと思いますが、非常に光栄に思っ

ています。去年の会長代理、ウィ/L/キ ンスさんからいつ

も大阪のことを、どんな立派な地区かと聞いています。

しかし、ガバナー・熊澤のリポートを見まして、聞いて

いたこと、思っていたこと以上の立派な地区だと思いま

した。世界で 1番から3番のファンデーション・ギビン

グとか、6.7%メ ンバーシップ、もちろんブラウン会長に

報告しますが、彼は非常に喜ぶと思います。特にブラウ

ンさんの奥さんは女`性のロータリアンに対して非常に頑

張らないといけないと思つていますから、日本ぞ2660地

区の女の人が 1番で、去年力■2人、今年は119人 に増加し

たということを非常に喜ぶと思います。立派なものだと

思います。

注目に値するロシアのロータリークラブ
実は、初めての日本の女性の会長 とナホ トカで会いま

した。皆さんご存 じの中西さんです。そこでナホ トカの

新 しいロシアのクラブをチャーター したところで、チャ

ーターナイ トに参加 しておられました。われわれのパス

トガバナー と130人の根室クラブの日本人が来て、オリ

ガ・ワシントンの会長、スポンサークラブの会長がたく

R.l.会長代理挨拶及びR.l.現況報告

さん来ておられました。その中に女 1生の会長もいまして、

日本で初めての会長と思つてみんな写真を撮ったりして

大歓迎でした。

しかし、私はロータリーの中で偉い者じゃないし、パ

スト会長じゃないし、パスト理事じゃないし、昔そんな

偉い方がこの地区に代理できておりますけれども、 どう

してブラウンさんが私を選んだのかと考えましたら、い

ままでやつている仕事じゃないかと思います。 というの

は、去年、5010地区のガバナーでありまして、 4つの新

しいクラブがロシアでできました。今年、 6つの新しい

クラブができました。おそらく来年は10のクラブができ

ると思います。それは、われわれの地区にあるシベリア、

アラスカの10倍の広いところに新しいロータリークラブ

をどんどんつくっております。アラスカは日本の 4イ音、

シベリアはアラスカの10倍ございます。訪間でも2日 、

ジェット機で行かないといけないところがあり、よく4予

きました。

ロシアのロータリーの拡大|よ

266θ地区の協力を
そのクラブがどんどん増えるということは、アメリカ

とカナダのロータリアンたちが一生懸命、頑張つている

という意味であります。 しかし、日本からもサポー トが

あります。たとえば、昔から新潟クラブカシ バヽロスクに

対してロシアに入る前でもロータリーのことをハバロス

クの連中を一生懸命、訓練していました。おそらく新潟

の方は最初のロータリアンじゃないかと思います。われ

われがシベリア・アラスカ地区に入ったのは3年前です

から、その5年、 6年前からになります。

いま、おっしゃったとおり、130名チャーターで出雲ク

ラブのメンバーカ
'ナ

ホトカからもスポンサーとして新し

いクラブをつくりました。その前はカムチャッカのクラ

ブをチャーターしまして、根室 と根室東クラブの二つが

カムチャッカのクラブのスポンサーでした。

一人の日本人は10日 間かかつてわざわざカムチャッカ

に来て、5日 間、通訳を探 して、ユジノサハリンスクに、

そのあと2日 間、天気が悪くて飛行機が飛ばなくて、そ

のあと5日 間かかってやつとカムチャッカに来てチャー

ターナイトに参加しました。その例を見て、日本人も非

常に熱 じヽだと思います。そのうえ、奨学を5つ も日本か

らロシアに対していただきました。2660地区からも奨学



日.|.会長代理挨拶及び日.|.現況報告

をいただきまして非常に有 り難いと思っています。

しかし、ロシアに対してリト常に誤解があると思います。

ロータリアンたちは上流階級の人間ですから、そんな人

はマフィアじゃないかと。アメリカのロータリアンも思

っています。シベリアを回つていますけれども、われわ

れの12ク ラブの中に本当にロータリーの考え方、 4つの

テスト、いろんなロータソーの基本ステータスを守って

います。言うだけでなく、 1つのロータリークラブを紹

介したいと思います。

ロシア・マがダンクラブ
〔■BIさ れたビデオ=ロ シア・マガダンクラブ制作=

のコメントを収録したものです〕

「皆さまに、われわれの地区の一部、ロシアのクラブ

をご紹介しましょう。これはマドダンという田丁で、1939

年に悪名高い収容所で始まった町で、現在、産業として

は金、地下資源、漁業があります。クラブメンバーの紹

介をいたしましょう。

大学の英語の先生です。マガダン市副市長で、彼女は

極東特別代表です。生物学者でクラブの幹事です。

地質学者でソサーチをしています。彼ら2人の子ども

は青少年交換学生になり、ロータリーのメンバーとなり

ました。

たいへん優秀な小学校の英語の先生です。彼女は、ま

たローターアクトを大学で始めた人です。技術学校でコ

ンピューターを教えてクラブの会計をしています。

市のソーシャルワーカーとして働いています。

タデノフシは彫刻家で、この地域で強制労働のため亡

くなった多くの人々のために巨大な記念碑を作成中で

す。

彼はマガダンの会長で調停委員です。

ミナさんはテレビの会社を経営していて、ロータリー

のプログラムを月一度テレビで流しています。

クラブ・プロジェクトとしては、コンピューターを国

際奉仕活動でロータリー財団とアラスカのロータリーク

ラブで高校に寄付しました。

クラブメンバーは政府より援助されない身体障害者の

ために、ロータリー財団より家を寄付したり、休日を一緒

に過ごしたり、子どもたちのためにパーティーをします。

身体障害者のためのリサーチをし、それに必要な器具

を寄付しています。

マガダンクラブは貧しい身体障害者のために衣類や毛

布を寄付したり、食事やパーティーを主催しています。

年金生活者である退役軍人を助けたり、インフレーシ

ョンが高いため恩給や貯金の価値が少なくなった人を助

けています。

貧しいお年寄りや子どもたちのために、クリスマスパ

ーティーをしています。

マガダンにはローターアクトがあり、25名の大学のメ

ンバーからなっています。

パップ夫人はロシアで初めてポール・ハソスフェロー

になりました。

マガダンロータリークラブのメンバーは、この歌を自

分たちで作詩 。作曲しました。

(マガダンロータリークラブの歌 。演奏)」

このマカ
゛
ダンロータソーの歌は「われわれのロータリ

ー」という音楽です。

いまご紹介 したマカ
゛
ダンロータリークラブだけでな

く、こんなロータリースピリッツをもっているクラブが

たくさんあります。

最近共産党が強くなってきていますので、いろいろ心

配があります。この 6月 に選挙がありまして、ロータリ

ーたちに「共産党が勝ったらどうしますか」と聞きます

と、われわれはこのロータリーで死ぬまで頑張りますと

いうことでした。すばらしいと思って、私は,戻が出まし

た。いま、思い出しただけでも涙が出ます。

いままで日本のクラブにいろいろ手伝ってもらって、

シベリアのクラブが感謝しております。これからもっと

ロシアに対してはたいへんな仕事があると思、います。ア

メリカとカナダのクラブは非常に勲叱 にヽやっています。

これから日本、アメリカ・カナダと一緒に頑張ろうと

いう気持ちがあります。ロシアにロータソーのインパク

トをつくるためにはおそらく1000ク ラブが必要じゃない

かと思っています。いまの12ク ラブから、その1000ク ラ

ブをつ くるためには15～20年 ぐらいかかると思います

カミ 世界の協力がないとだめだと思います。

しかし、 その力は主にアメリカ、 日本にあると思いま

す。ロータリアンたちが一生懸命協力して頑張りました

ら、ロシアも戦争とか共産主義には戻らないと思います。

このことが大事です。これからお願いするのではなく、

一緒に頑張りましょうという気持ちでおります。

ありがとうございました。



委員会報告

登録委員会報告

登録委員会 より

きます。

登録委員長  諄II±   1参

本大会登録状況を報告させていただ

ご来賓32名 、ご家族20名 、地区外会員および第2660地 区

会員、当日登録を合めまして3,266名 、 そのご家族85名 、

その他青少年交換、財団学友、米山奨学生、ライラ、研究

グループ交換、インターアク ト、ローターアク トを合めま

して50名 、登録者総数は3,453名 でございます。

このように多数の方々にご参加頂 きまして、誠にあ り

が とうございました。

tヽ か らお礼を申 し上 げてご報告 に代 えさせて頂 きま

す。

信任状委員会報告
信任状委員長  馨F`上  濯争二三

信任状委員会か らご報告申 し上げます。

当委員会は、大阪阪南クラブの松本 恵さん、枚方クラ

ブの宮田 久嘉さん、大阪堂島クラブの増山 博さん、大

阪城北クラブの西 正中さん、豊中クラブの末オ寸 斉さ

んと、委員長の私によって構成されております。

昨日午後ロイヤルホテ/t/に おいて委員会を開催 し、地

区内80ク ラブから提出された219名 の信任状の証明書を

審査いたしました。その結果、選挙人の全員が国際ロータ

リー細則第15条第 5節の想定に照らし、いずれも適格で

あることを確認にヽたしました。なお、このことは、昨日開

催されました選挙人会議で報告いたしました。

また、選挙人名簿は、大森慈祥選拳委員長にお渡 しいた

しております。

以上ご報告申し上げます。

選挙委員会報告
選挙委員長  メ1月栞 落:ネ羊

選挙委員会か らご報告いた します。

昨 日午後 3時40分か ら、ロイヤ 7L/ホ テルで、信任状委

員会 により適格であると証明されたクラブ選挙人が出席

して「選挙人会議」が開催され、「地区ガバナー指名委員

会規約」の改正案が審議 されたことを、ご報告申し上げ

ます。

大会第 2日 委員会報告

参加姉妹クラブ代表挨拶

バコロドロータリークラブ(フィリピン)

団 長 プリモ・エスリエール

R.I.第 2660地区地区大会にご招待いただき、ありがと

うございます。そして当地区の守ロロータリークラブが

バコロドで15年 もの間、途切れることなく毎年続けてこ

られた医療奉仕に対してもこの席をお借 りして厚 く御礼

申し上げます。また、この度ははからずも水野文雄さま

と再会できましたことをたいへん嬉 しく思、います。彼は、

フィリピンが共産ゲリラの暗躍で混乱していた時期にオ

イスカの一員として農業の技術指導にこられ、災難に遭

われました。彼の解放のため、活躍した人たちのなかに

二人のロータリアンがおりました。 ともにバコロドロー

タリークラブのメンバーで、その一人ビスラット・アン

トニオは現在、名誉会員となっておりますし、一方のバ

トリシオ・タンは地区ガ,ミナーを努めました。

この事件は、偶然にもふたつの国の真の友情を試す絶

好の機会を与えてくれました。そして、われわれは見事

にそれを実証しました。

守ロクラブとバコロドクラブは、15年にも及ぶ幾多の

試練を乗り越えて、いままさに真の友情で結ばれ、その

関係はますます強固なものとなりつつあります。そして、

この関係が今後も末永 く発展していくことを信じて疑い

ません。何故なら、二つのクラブの関係はロータリーの

モットーである「 Service above self」 に基づいて培わ

れているからです。



大会第 2日 大会決議案

パスレ ナヾー 中野 董夫

決議第 1号

国際ロータリー会長代理

スティーブ・K・ ヨシダ氏に対する感謝の件

国際ロータリー元役員スティーブ・K・ ヨシダ氏は、

国際ロータリー会長ハーバート・グラハム。ブラウン氏

の代理として、公私にご多用の中、令夫人とともに遠路

遥々本大会へご臨席賜 り、国際ロータソーのテーマ「真

′じヽの行動・慈愛の奉仕。平和に挺身」を推進するために、

極めて格調の高いメッセージと豊富なロータリー情報に

より、参加者全員に深い感銘を与えてくださいました。

よって本大会は、国際ロータリー会長代理スティー

ブ・K・ ヨシダ氏に対し、深甚な謝意を表することを決

議 します。

決議第 2号

国際ロータリー第2660地区直前ガ′ミナー

中野董夫氏に対する感謝の件

直前ガバナー中野董夫氏は、真摯な学究の徒 として地

区内外の信望を得られ、1994～ 95年度の国際ロータリー

のテーマ「 BE A FRIEND」 を身をもって垂範されまし

た。 とくに 1月 17日 の阪神大震災直後にアドホック援助

プロジ■クトをつくり、地区全員を指導して素晴らしい

奉仕活動を行われました。卓越 したご見識 と優れた指導

力によるこれら幾多のご業績は、地区ロータリアンー同

の深 く感銘するところであります。

よって、本大会は直前ガバナー中野童夫氏に対し、そ

のご功績を称えるとともに、深甚の念を捧げることを決

議 します。

決議第 3号

研究グループ交換実施の件

本大会は、国際ロータリー第9980地区(ニ ュージーラ

ンド)と 当地区との間に合意されている1996～ 97年度の

研究グ/L/―プ交換プログラムに賛同し、地区内全クラブ

がその実施に積極的に協力して、国際理解増進の成果を

挙げることを決議 します。

決議第 4号

1994～ 95年度収支決算表∈罷野風告付き)を承認する件

本大会は、国際ロータリー第2660地区1994～ 95年度収

支決算表 (監査報告付き)を承認することを決議 します。

決議第 5号

1995～ 96年度カルガ リー国際大会の推進に協力する件

1996年 6月 23日 から26日 まで 4日 間、カナダのカルガ

リーにて開催される国際大会に、国際ロータリー会長ハ

ーバー ト・グラハム・ブラウン氏は多数のロータリアン

とその家族が参加することを要請されています。

よって本大会は、これを受けて多数の会員および家族

の参加推進を決議 します。

決議第 6号

1996年アジア地域大会の推進に協力する件

1996年10月 25日 から27日 までの 3日 間、タイのバンコ

クにおいて開催される地域大会に、国際ロータリー会長

エレクトのルイスV。 ジアイ氏は、多数のロータリアン

とその家族が参加することを要請されてお ります。

よって本大会は、これを受けて多数の会員および家族

の参加推進を決議 します。

決議第 7号

地区大会のホス トクラス コ・ホス トクラブおよび

協力諸団体に対する感謝の件

今回開催 されました1995～ 96年度国際 ロータリー第

2660地区の地区大会が、地区内外のロータリアン多数の

輝かしい成果のうちに終了できます事は、ひとえにホス

トクラブである守ロロータリークラブ、コ・ホストクラ

ブである門真ロータリークラブの会員、ご家族および関

係の皆様の長期間にわたる周到なご準備 と献身的なご奉



仕ならびに関係諸団体の絶大なご協力の賜であります。

よって本大会はホストクラブである守ロロータリーク

ラス コ・ホストクラブである門真ロータリークラブの

会員、ご家族および関係の皆様ならびに関係協力団体の

各位に対し、深甚の謝意を表することを決議します。

決議第 8号

次年度地区大会開催に関する件

本大会は、国際ロータリー第2660地区1996～ 97年度の

地区大会を大阪城南ロータリークラブをホストクラブお

よび大阪東南ロータリークラブをコ・ホストクラブとし

て、1997年 4月 18日 および19日 の両日、大阪市において

開催することを決議します。

大会第 2日 大会決議案採択

″ナヾー 熊澤 忠期

ただいま中野董夫委員長から大会決議案が上程されま

した。

ただいまの大会決議案について採決をお願いしたいと

思います。ご承認いただきましたならば拍手をお願いい

たします。

(拍手)

それでは、大会決議案を採択することにいたします。

ありがとうございました。



大会第 2日 日.|.会長代理講評

R.|.会長代理 スティーブ・K・ヨシダ

このような立派な地区大会に来ることができまして非

常に感謝しております。

会長代理としての仕事はいろいろあるわけですが、会

長に対して、どんな地区大会であったかリポー トするの

も仕事であるわけです。

この地区大会につきましては簡単なソポー トができる

と思います。褒めるだけです。悪いところは全然ないも

のですから、すばらしいと思っています。

昨日のシンポジウムでは、初めてアジアの各国の人た

ちが集まって、 リハーサルも少しだけだったとお聞きし

ましたが、それでも2時間の立派なシンポジウムができ

たということはすばらしいことだと思います。

ホストクラブである守ロロータリークラブからの参加

が100%と いわれておりますけれど、非常に熱は なヽ方々

によって運営され、感謝 しておりますし、81ク ラブの温

かいエネルギーが見えて、非常にすばらしいことだと思

っております。

t9う べお招きいただいたンセプションでも、500人が

参加という私たちが生まれて初めての経験をさせていた

だきました。わたしたちの一生の思い出になります。さ

らに大阪に15年ぶ りに来ることができ、友達に会えたこ

と、新 しい友達をたくさんつくったことをたいへん嬉 し

く思っています。あリカ
'と

うございました。

私の妻が一言申し上げたいそうです。妻は正式な日本

語でしゃべります。

脩子夫人ご挨拶

ご来席の皆様、ロータリーの皆様、本日はこのような

たいへんすばらしい地区大会に出席できましたことを

たいへん喜んでおります。私、30年前に日本を去 りまし

てアラスカの方に嫁ざましたが、そのときにはフェステ

ィバノンホールにもたびたびまいりまして、皆様がお座 り

になっているところから、いろんなミュージックとかバ

レーを見たものでございます。

けれども、まさか自分がこの席から皆様にご挨拶でき

るとは夢にも思つていませんで した。

私どもは、世界のどこに旅行しましても、ロータリア

ンというだけで、昨日まで知らない方々がとても親切に

してくださいますし、信用してくださって、自分の家を

開けてくださいます。こうして皆様にお会いできたのも

何かのご縁 と思いますので、今後ともどうぞよろしくお

願いいたします。



1996～ 1997年度ガバナーノミニー

中川章三

私は大阪城南ロータリークラブに所属 してお ります。

こうして皆さんの前でご挨拶申し上げます ときに思い

出されますのは、昨年 5月 12日 、13日 の中氏,ミス トガバナ

ーの地区大会の日でございました。いまは亡 くなられま

した大山ガバナーノミニーが当時の中野ガバナーノミニ

ーのご紹介の ときに、先刻私が来賓の席から手を振って

挨拶 したように、大山ガバナーノミニーも挨拶されまし

た。それから、この席上でまた挨拶されたのを、私たち大

阪城南ロータリークラブ会員一同、手をたたきながら熱

い尊敬のまなざしをもって見上げたものでございました。

それから2週間たった 5月 30日 、あっという間に急逝

されまして、私たち大阪城南クラブ会員一同
｀
寝耳に水

″

で非常に驚 きました。大山ノミニーの亡きあとで、私た

ち大阪城南ロータリークラブはどうなるんだ、 どうする

んだ という喧々謂々のや りとりがあ りまして、幸か不幸

か、私にとりましては不幸かも知れませんが、次期 ノミ

ニーに指名されまして、昨年 7月 よリノミニー修行を始

めることになりました。幸いにして、現熊ざ ′ミナーを

はじめ、各担当パス トガバナーの方々、並びに各地区委

員長の皆さん方の温かいお励ましとご指導によりまして

今日まで無事に過ごしてまいりました。

この 2月 18日 から一週間、米国アナハイムにおきまし

て国際協議会にも無事出席できまして、 4月 6日 に次期

委員長会議および次期会長研修セ ミナー も済ませること

がで きました。これもひとえに皆さんのご指導、ご鞭撻

のお蔭 と厚 く感謝する次第でございます。この地区大会

もあとは地区協議会を残すのみ となつてお りますので今

後、皆さんの一層のご協力のほどをよろしくお願い申し

1996～1997年度ガバナー/ミニー挨拶

上げます。

次年度地区委員長会議ならびに次期会長セミナーで申

し上げましたが、次年度R.Iの テーマは「築け未来を

行動力と先見の眼で」でございます。また、R.I.会長

エレクトはルイス・ギセンテ。ジアイさんでございます。

ジアイ会長のエレクトのメッセージにはたくさんあり

ますが、やはりR.I.のテーマにのっとりまして、輝か

しい未来を築いていくためには次代の指導者たるべき青

少年をいかにして導いていったらいいのか。また、新世

代を育成するためにどうしたらいいのか、を考えようと

にヽうことです。

それから来年の1997年 1月 27日 は、われわれの先達、

ポール・ハリスの没後50年 目にあたります。

ご承知の通り、ポール・ハリスは1905年 に初めてロー

タリーをつくった人でありますが、「 奉仕と親睦」 とい

うビジョンを通して、いまやほとんど全世界に広がり、

クラブ数は2万7000余 りとなり、118万人余りのメンバ

ーが奉仕活動を行っております。ロータソーができまし

て91年にもなり、ポール・ハリス自身も「私たちは変化

しつつある世界に住んでいるのですから、ロータソーも

それとともに変化しなければなりません」と言っておら

れますが、何十年たちましても、ロータリーの原点には

変わりはないと思います。

われわれは、これまでのロータリーの歴史を振 り返 り、

そのうえで21世紀に向け、皆さんとともに奉仕活動を活

発に展開していくわけでございますが、行動を伴わない

奉仕はございませんので、先見の眼ぜもって奉仕活動を

いたしましょう。会長エレクトもおつしゃつているよう|こ 、

先見の眼のない奉仕活動であれば骨折り損に終わります。

私自身にとりましては、次年度におきまして本年度に

まさる奉仕i舌動を続けていきたいと思つておりますが、

熊澤ガバナーと同じように会員増強を皆様方にお願いし

ます。

そして新 しく入会された方々にはロータリーとは何

か、奉仕とは何か、などから新しい情報までを皆さん方

に提供いたしたい。そして今後の奉仕活動に役立ててい

ただこうと思つております。

最後に、熊澤ガバナーをはじめ各パストガバナーのみ

ならず会員の皆さん方のご指導、ご鞭撻をお願い申し上

げ、次年度一年、無事に務めさせていただきたいと思つ

ております。なにとぞよろしくお願い中し上げます。



高知県知事 特別‖濱

「21世紀へ向けての国づくり」 高知県知事  権レト  メぎ二良F

率先 して官官接待の廃上を宣言 し、県内の安寧を期 し行革行政の踏み台 として果

敢 に実行。素肌の旗手 と誰 もが その潜在の手腕 に惹かれているところである。

放送界出身の異色の知事 として高知県 より改革の発信基地た らん と、努力 してお

られる。特に高速道路の発達 と情報社会の変化は都市 も地方 も共 に栄 える方法があ

るとの構想を熱弁 された。

人都市と口合との思いのズレ
高知県知事の橋本でございます。きょうは国際ロータ

リーの地区大会にお招きをいただきまして、まことにあ

りがとうございました。早いもので、知事 |こ就任をして

もう5年目を迎えることになりますが、東奔西走 という

と少し大袈裟ですけれども、毎日あちこち飛び回るとい

った日々を送っております。

ですから、このような講演のお誘いを受けても、なる

べくご遠慮をするようにしておりました。が、きょうは

高知県の県立病院の経営改善の面で大変お力添いをいた

だきました熊澤先生―― きょうは熊澤ガバナーと言っ

たほうがとおりがいいと思いますが一― のお誘いでご

ざいましたので、喜んでお引き受けをしてこちらに飛ん

でまいりました。

地域連携軸|‡経済発展を促進する講 師プロフィール

昭和22年生 まれ。49歳。

昭和45年 3月 、慶応義塾大学製材学部卒業。同47

年 3月 、慶応義塾大学法学部を卒業の後、同年 4

月に日本放送協会入局、福岡放送局報道部、大阪

放送局報道部のそれぞれ記者、56年 8月 から報道

局社会部記者 として活躍。56年 7月 にはデスク、

平成元年に副部長を経て、平成36年 6月 報道局科

学文化部次長に就任の後、 8月 に退局、平成 3年

12月 高知県知事に当選、同 7年 12月 に再選。

代表的な役職 として、国土計画基本問題懇談会委

員、健康文化都市推進会議議長、中核工業団地開

発推進協議会議長、全国高速自動車国道建設期成

会副会長を努める。

主な著書に「破天荒、大二郎がゆ く」(講談社)「対

談 知事 として」共著 (毎 日新聞社) 「政治無用

論」 (講談社)等がある。

～ 5全総 で体 力強化～

大都市の方々に聞いていただきたい思いということで

一例申し上げますと、私などが東京や大阪へ行きますと、

必ずといっていいほど「 ようこそ遠いところからいらっ

しゃいました」と挨拶をされたり、また「はるばる高知

からお見えになった知事の橋本さんです」というご紹介

を受けたりします。きょうも早速、言われました。が、

私はそういう声をかけられたときには、なるべく「高知

はそんなに遠いところじゃありませんよ」という反論を

することにしています。

いま週 4便、高知―札幌の直行便が飛んでいます。そ

して残る週 3日 は札幌 と鳥取の米子を結ぶ直行便が同時

に開通いたしました。

なぜ高知のパー トナーに鳥取の米子が選ばれたかとい



うのには、一つ大きな意味がございます。それは何かと

言いますと、いま国では21世紀の国づくりの基本になり

ます第 5次の全国総合開発計画を検討中ですが、この 5

全総の検討の中で、目玉商品の一つとして出ている地域

連携軸 という構想に関係があるからでございます。

人間の体にたとえれば背骨一本で体を支えるという構

造でございました。これに対して大平洋 と日本海を結ぶ

軸をいっぱい作る。人の体にたとえれば、肋骨のような

ものをいっぱい作ることによって体力を、日本の国土を

もっと強くしようという発想が、この地域連携軸でござ

います。

いま、全国で十数ルー トが検討をされていますけれど

も、その中でも最も実現性が高いのは高知から香川、岡

山を抜けて鳥取、米子に抜けるラインでございます。 と

いいますのは、いま岡山県内で南北に抜ける最後の高速

道路の建設が進んでいますが、これが今年じゅうに完成

いたしますと、高知から香川、岡山を抜けて鳥取の米子

までが車で 3時間余 りで結ばれるということになりま

す。そうなりますと、たとえ話をすれlよ 朝、鳥取で温

泉につかりながら松葉ガニで朝飯を食い、昼は瀬戸内で

タイで昼飯を食い、夜は高知に来てカツオのたたきで一

杯やるということも可能になります。

高知では高知新港 という新しい港をつくっています。

そして鳥IIRの側は環日本海をターゲットにした貿易圏

を、また高知の側は環大平洋をターゲットにした貿易圏

を目指 して仕事をしていくということになれ|よ この 2

つが 3時間余りの連携軸で結ばれれば、また大きな経済

的な動きが出てくるのではないかというのが地方から見

た期待でございます。

そこでこの大都会 と地方との思いのずれというたとえ

として、 2つほどの例をあげてお話をしております。そ

の1つは高速道路の料金の値上げをめぐる議論でござい

ました。 もう1つ はGATT、 ウノングァイラウンドの農

業合意、その後の政府の出しました農業・農本サ寸策をめ

ぐる議論でございます。

都会と口合の意識革命
今、高速道路の料金の値上げの話が出てお りますが、

都市部の方々からいろんな批判や不満が出ました。それ

はどういう不満かと言えば、 もうこれ以上、人もあんま

りいなくなって採算性 もとれないような地域で高速道路

※GATT:〔 Genera Agreement of Tariffs and Trade〕

関税と貿易に関する一般協定
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を新しくつくっていくぐらいならば、高速道路 とは名ば

力つでノロノロ運転ばかりの者F市部の渋滞を解消するこ

とが先ではないかというご不満であったろうと思いま

す。このことはこのことで一理あるご不満でありますけ

れども、地方の傾llD｀ ら見るとまた別の思いがあります。

大都市部の方々は何度かの値上げに耐えながら料金を

納め続けておられるわけですが、その反面、高速道路が

ぞきたことによって、近 くに産業が立地をし、雇用の場

も開けた、また様々なものが手に入るようになったとい

うような形で、高速道路による利益も受けておられるこ

とになります。

つまり、これを保険にたとえてみれば掛け捨ての保険

ではなくて、一定保険料に見合った配当を受けておられ

るということが言えるんじゃないかと思います。これに

対して地方の側は、いまは需要もない、効率性も悪いか

らしばらく待ってなさいよと言って、そのうち20年、30

年がたってしまいました。そして、 tヽ まになって、 もう

お金にも限りがあるから、まだ計画力も0%し かいってな

いけれども、残 りの計画は御破算にしましょうねと言わ

れたのでは、なかなか納得できないというのが地方の思

いでございます。

もう一つ、GATT、 ウルグアイラウンド後の農業合

意をめぐる政府の農業・農村対策は6兆 100億円という

議論を振 り返つてみますと、それに対する大新聞やテレ

ビの論調、つまりそれは大都市部の論調 ということにな

りますが、すべてが批判的でございました。

また、農業に携わる方々も、従来の補助金浸けの農業

に慣れるのではなくて、経営者としての経営責任を自党

をしていかなければいけない時代でございます。

もちろん、農林業も産業の一つですから緻斉性、効率

性 という尺度で浪1れるような、そういう強い農林業を育

てていかなければいけないという命題は片方にありま

す。しかし、中山間など非常に地理的に不利な条件で頑

張っておられる農林業を見てみますと、 とてもそういう

物差しだけでは、いま測りきれないという時代になって

います。

では、その物差しから漏れる農林業はすべて意味がな

いのか、価値がないのかといいますと、地方から見る限

りそうぞはありません。

"
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―
―
―
―
―
―
劃

治療型社会から予防型社会ヘ

そんなことを考えているうちと言ってももう一昨年の

ことになるのです力
'、

ヨーロッパに出張する機会があっ

て、そのときスイスの連邦議会の議員、つまり日本でい

えば国会議員の方とお話をするチャンスがありました。

スイスは山国です。平地の少ない国です。そして、平

地の部分はベルンとかチューリッヒ、ジュネーブという

都市としても開発し尽 くされて、人目的にも飽和状態に

ある。そこに、また農オ寸から農業や酪農をやめて人が降

りてきたら、ますます者F市の環境が悪化してしまう。そ

して、その悪化した環境をさらに元通りに改善しようと

したら莫大な新しい社会投資が、治療代が必要になる。

だとすれば、その治療代の一部を予防注射代として農オ寸

の人が農村を離れないように直接補償 という形で税金を

使うことに、都市部の方からも何の批判 も不平も出ない

んだというご説明でございました。

さっき途中までお話をしましたように、 もうお金がな

くなったから、いままでの計画は御破算にして、残る

50%の地方の高速道路の建設はやめましょうということ

になったとしますと、そうした地方では今後の生産基盤

の整備だけではなくて、生活基盤の整備の見通しもなか

なか現実的には立てにくくなりますので、そういう地域

から再び人力ヽ充出し始めて大都市にまた人が集中するこ

とになりかねません。

そうなると、いまでも大都市部では住宅の問題、また

通勤ラッシュの問題、さらに交通渋滞、それに基づ くツト

気ガスの公害、そしてもっと問題なのはゴミ処理の問題

というように都市環境の悪化 という課題を抱えておられ

ます。ここに、さらに多くの人たちカツ充入してくること

になれば、いま申し上げたような土地環境が悪化して、

その改善のためにまた莫大な社会資本(治療代)が必要に

なるということになります。

だとすれば、こうした莫大な治療代の一部を予防注射

代として中山間の森林や田畑の維持管理にあてていくと

いうことは、決 して社会全体の長期的なスパンで見たお

金の使い方としては不合理なことではないんじゃないか

というのが、先ほど申し上げました「 ?台療型社会から予

防型社会への転換」という理屈でございました。

新曰合主義で都市と役曽!分ね

のずれということについてお話をいたしましたが、大都

会 と地方の間には思いのずれだけではなくて、様々な生

活レベル、また便利さ、不便さの格差 というずれもござ

います。この点についていま高知県内で、これからはひ

とつ新 しい田合をつくっていったらどうだろうか。「新

田合主義」ということを旗に掲げて県づ くりに取 り組ん

でいったらどうだろうかということを呼びかけていま

す。

その思いは何かと言いますと、これまでの地方という

のは都会に依存をし、都会の背中を追い続けるという存

在でございました。が、これからはそうした都会の富に

依存をし、都会の背中を追い続けるだけではなくて、地

方のよさ、田合のよさを生かして、者6会 と役割分担、住

みわけのできるような田合をつくっていかなければいけ

ない。そういう地方を目指そうよ、 という思いを込めて

おります。

そのような新田合をつくっていくためには、私は2つ

の条件整備が必要ではないかと思っております。その 1

つは、地方でも田合でも大都市に比べて、それほど不利

益ではない、不便ではないというような条件をつくって

いくということ。 そして、 もう1つ は、田合には大者陰

にはないよさがある。そのよさに気付き、それを磨 くこ

とによって大都市、大都会 と役割分担、住みわけのでき

る地方をつくっていくということでございます。

きよう、この場ではその第1の条件、つまり地方でも

田合でも大都市に比べそれほど不便ではない、不利益で

はない条件づ くりについてお話をしてみたいと思います

が、実際には様々な不利益、不便さがあるために、大都

会への′
1童れがやまない。また、地域へ、故郷へのあきら

めがやまずに、多くの若い人たちが大都市部へ大都会ヘ

出ていくという現象が続いています。そこで、地方にあ

ってはそうした不利益、不便さを少しでも格差是正をし

ていくということ力
'必要になります力

'、
できることから

そういうIIXり 組みを進めてみたいと思っています。

公設民営大学の設立
まず、私が知事になってから一つ取 り組みましたこと

は、高知県には工業系の大学がありませんので公の信頼

性 と私の機動性を生かした公設民営の工科大学をつくり

ました。来年 4月 より開校 します。また全国に先駆けた

いろんな試みのできる大学ができたと思つておりますけ

※公設民営大学 :県が敷地や建物の全部を出資し、運営は民営の形で行う

ということで、これまで大都会 と地方の間にある思い



れども、実際には新しくできる大学ですので、初年度で

ある来年度の受験生の募集には苦労するんじゃないかと

思っています。ですから「高知工科大学」という名前を、

きょうの機会にぜひ頭の片隅に入れていただいて、そう

いうやる気のある、有名大学ではなくても新 しい時代を

切 り拓いていくというパイオニア精ネ申をもった子供たち

がいたら、ぜひ高知工科大学 という名前を紹介していた

だきたいと思います。

ルー/L/違反の宣伝までさせていただきましたけれど

も、次に格差是正ということでぜひ考えていかなくては

いけないことは、公共交通の足の不便さということでご

ざいます。わが高知県の高知市、人ロカ弓2万人でござい

ますが、その32万人の地方の中小都市であっても、朝の

ラッシュ時は大変な混み合いになります。県庁のある中

心部まで6～ 7 kmの距離に40～ 50分 もかかってしまうと

いうこともしばしばでございます。

環境の定期券
いまヨーロッパの国々では、むしろ路面電車が見直さ

れてきているということを聞きました。フランスではパ

リの郊外で新しい路面電車が新設されましたし、またド

イツでは各都市で路面電車の拡充が行われているという

ことでございます。

きょうは、 ドイツのフランス国境にも近いフライブル

クという都市の話をたとえとしてご紹介してみたいと思

います。

人口19万程度の大学都市でございます。そこには路面

電車がありますが、今回「 レギオ環境定期券」という物

を始めました。これを利用しますと公共の乗物は全部に

利用でき、たとえばフライブルグの市内から40km離れた

町から通勤をしていた人が、それまでは lヵ 月の定期の

料金が200マ ノンク(1万5000～ 6000円 )だったものが、先

ほど言いましたように55マルク(4000円ほど)に なつた。

4分の 1に なったというような実例がいっぱい出てきた

ということでございます。

といっても、 もちろんいい話ばかりではなくて、そう

いうシステムを取れば赤字が出ますので、その赤字を行

政が支援をする、補填をしなければいけません。が、そ

こで注目すべきことは、そういうシステムを取る前も当

然、赤字の補填を行政がしておりました。そのシステム

以前の赤字の補填額 と新しいレギオの定期券ができたあ
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と、その後の赤字の補填額がほとんど変わらないという

ことでございます。

まだ高知県として具体的に取 り組もうということでは

ないのですが、大都市ではそういうことをすぐにはモデ

/L/実験できないのではないか。むしろ地方の中小の都市

だからこそ取 り組めるのではないかと思って、ぜひそん

なことも検討を進めてみたいと思っています。

格差の足工|‡情報機器∈ャド)で
もう一つ格差の是正ということで、これからの時代、

忘れてはいけないのは、情報化への対応ではないかと思

います。1青幸財ヒのもたらす教 のメリットは何かといえ

ば、】巨離の壁をなくしてしまう。地理的に不利な、i巨離

の条件 というものをゼロにしてしまうというところにあ

ります。

情報産業の商品はビデオの映像にしろ、またキャドな

どでつくった設計図や、データ処理のソフトや、コンピ

ューターのソフトなど、 トラックなどに乗せて運ばなく

ても電話の回線なり、光ファイバーなり、また通信衛星

の回線なりに乗せれ|よ たちどころに相手の注文先に届

くということになります。もちろん料金の格差の問題は

ございますけれども、距離的には全くどんなに離れたと

ころでも問題がないという時代になってきました。

実際に高知の山の中で造船の設計の仕事をしておられ

る方がいらっしゃいます。これも、昔のように紙に設計

図を書いて届けるという時代であれば、やはり高知市に

いたほうが便利がよかった。ところが、いまはさっきも

触れましたように、コンピューターのキャドを使って設

計図をつくっていけ|よ その製品は電話回線などを使っ

てどこにでもすぐ送れるということになります。ですか



特別講演

ら、ライフスタイ/L/と して自然の中で釣りでもしながら

暮らすほうがいいというその会社の社長さんは、山の中

に住んでそういう造船設計の仕事を始められました。

このように、情幸Mヒ とヽ う のは産業の面でもいろんな

大きな変化をもたらすと思いますが、生活の面でも様々

な格差の是正に役立つ。医療 とか教育、先ほど言いまし

た交通の問題、またショッピング、文イL教養、様々な

面の地方の格差の是正に役立つのではないかと思ってい

ます。

従来のように、需要のあるところから、効率性の高い

ところからという発想で情報通信の基盤整備が進んでい

くとすれ|よ 先ほど触れました高速道路 と同じように、

通信情報の基盤整備も大都市から始まり、だんだん地方

に行って高知に来るころにはもうお金がなくなったから

そろそろやめようかという話になりかねません。そうな

ると、先ほど言った理屈でもおわかりのように、本当に

地方というのは人の住みにくい場所になって、大都市に

ばかり人が集中して莫大な
｀
治療代

″が必要だという社

会をつくってしようことになります。

都市と地方の格差の是工|よ

通信の基盤整備から
そうならないためには、効率性、需要のあるところと

いう、これまでの高度経済成長の基準、物差 しを一たん

捨てて、これからはどの地方で もその地方が独自の知恵

で競い合っていける、自立できる、その基盤だけはまず

きちっとつ くっていきましょうという公正の原則に立っ

て、いま申し上げたような通信情報の基盤整備等をして

いくことが必要ではないか。そういうことに、ぜひ大都

市の方々にご理解いただきたいということを申し上げた

いと思いました。

ということで、 きょうは「大都市 と地方の思いのず

れ」また「様々な生活の格差のずれ」ということをテー

マにお話をさせていただきました。その中で触れました

中山間地域 というか、地方の森林、田畑をどのように維

持 していくかということは、これから21世紀以降、私た

ちの子孫の時代の国づ くり、国土のあり方 という面から

見るとたいへん大きな課題ではないか と思っています。

このことは、国や地方自治体ももちろん考えていかな

ければいけませんが、民間の皆さま方にも、たとえば地

域々 で々リーダー役を務めておられますロータリアンの

皆さま方にも、ぜひ何かそういう視点で都市部から地方

に向けて発信ができないだろうかということをお考えを

いただきたい。そんなことを、いまちょうど緑化月間で

すので付け加えさせていただいて、私からの話をしめく

くらせていただきます。本日はご静聴ありがとうござい

ました。 (1自手)



次年度ホストクラフ会長挨拶

1996～ 97年度地区大会

ホストクラブ会長 石 i源:琶誌た (大阪城南ロータリークラブ)

次年度地区大会ホストクラブのご指名をいただきまし

て、たいへん光栄に存ずる次第でございます。同時に責

任の重大さを痛感いたしてお ります。中川章二次年度ガ

バナーのご指示に従いまして、大阪城南ロータリークラ

ブのメンバー全員、一致団結いたしましてこの大任を果

たしたいと考えてお ります。

ただいまの ところ、次年度地区大会は来年の 4月 18、

19日 の 2日 間、上六大阪都ホテルおよびフェスティバル

ホールで開催予定をいたしてお ります。多 くのロータリ

アン、並びにご家族の皆様にご参集いただきまして、年

一度の楽 しい意義ある大会を開きたいと準備にとりかか

りたいと思います。

今年度、このように立派な内容の充実した地区大会を

挙行されました熊澤ガバナー、並びにホストを務められ

ました守ロロータリークラブ、コ・ホストクラブの皆様

方に対しまして、深甚なる敬意 と感謝を申し上げますと

同時に、来年度の大会にも種々ご指導賜 りますよう、よ

ろしくお願い申し上げます。

開会挨拶

1995～ 96年度地区大会

ホストクラブ会長 井_L幾之進

R.I｀ 1会長代理、スティーブ・ K・ ヨシダさまご夫妻

をお迎えいたしまして、昨日午後開会されました第2660

地区の地区大会もいよいよ閉会を迎えることになりまし

た。ここでホストクラブの守ロロータリークラブ、コ。

ホストクラブの門真ロータリークラブの会員一同を代表

いたしまして一言お礼を述べさせていただきます。

スティーブ・K・ ヨシダさまご夫妻には、ハードなス

ケジュールのところをご臨席賜りまして、まことにあり

がとうございました。また、地区内のガ′ヾナー、パスト

ガバナー、ガバナーノミニーのご臨席を賜 り、かくも盛

大な地区大会を開催できましたことは、われわれにとり

ましてたいへんな喜びでございます。厚くお礼申し上げます。

殊に守口WCSの事業でたいへんお世話になりました

オイスカ現地農業指導員の水野文雄さま、また毎年お世

話になっておりますバコロドロータリークラブのオクソ

ン・パストガバナーをはじめとして、ロータリアンの皆

様方にはビザの取 りにくいところをご出席いただきまし

て、この大会に花を添えていただきました。まことにあ

りがとうございました。

本大会を開催するにあたりましては、地区内外の約

3500人の会員さまの登録をいただき、皆様の熱き友晴に

深 く感謝いたしております。

また、われわれホストクラブ、コ・ホストクラブ会員

全員が一年がかりで準備いたしてまいりましたが、何分

にも不慣れでございまして、多々不備な点もあつたかと

思いますが、皆様方には、これもロータリーの寛容の精

神でお許しをいただきたいと思います。

最後に、本大会を開催するにあたりまして、お世話い

ただきました皆様方、また最後の最後までお付き合いい

ただきましたロータリアンの皆様に心から御礼申し上げ

まして閉会の言葉にさせていただきます。

あリカ
'と

うございました。



エンターテイメントの記
大会第 2日  フェスティバノンホーノン

大会 2日日、最終プログラムは、

やすらぎと寛ぎをもっていただけるようはからいました。

そこで
｀
大阪の役割

″
の側面から

『 エンターテイメントは大阪らしさを… 」との考えで、

最終的にはジャズオーケストラ(ビ ッグバンド)のサウンドで

楽しんでいただくことにしました。

聴きなれた曲、回ずさんだ曲、親しみのある曲、

リーダー格 自井克治氏もリラックス

などをお楽しみいただき、懐かしい青春のひとときに思いを馳せていただければと。

超豪華メンバーでビッグバンド編成
かつて私たちが聴 にヽていたビッグバンドの殆どが解散していま

すが、皆さんのご助力により、往年のスタープレーヤーが参集、こ

こに夢のようなメンバー編成が実現できたのです。メンバー名は別

に掲げておりますが、このメンバー構成は関西一の ｀
夢のサミット

バンド
クと申せましょう。これにヴォーカル・ダンスを加えました。

日本一のサウンド′を演奏するサミットの方々

楽しいお話を混えて…



ぁセッション

ダンスで躍動感満喫

―
′

■ミュ

の名手

タメ息のステージ
ベニーグットマン、カウントベーシー、グレンミラーなどスイン

グジャズの名曲にロータリーソングを編曲したり、日本の民謡をジ

ャズ風にアレンジしたり、 またロータリアン(大川氏と棟入氏)と の

シ`ング・シング・シング″のセッションなど、ちょつと欲張 りな

構成の 1日寺間。

昼間の疲れが解けてホットした気持ちとお祭 り気分を味わいつ

つ、あっという間のひとときでしたが、フィナーレを飾るにふさわ

しいステージではなかったかと思います。 (Ⅳl・ S  言己)

■曲  目

⑤ ]Moon Light Serenade

⑪ 2 Begin The Beguine

⑪ 3 Twilight Tinlc

⑪ 4 April in Paris

⑭ 5 スイング しなけ りゃ意味が Infぃ

⑭ 6ノ ーラン節

① 7 E l11lT二
11~l′

「p Solo rlり 日

⑩ 8 SingI Sing!剛 ng!「CI 大川&秋沢]

(D 9 センチメンタルノャーニー 2Cho～ Vo(エ リf]

⑭10 Night and Day[Vo 滝エリ fJ

C■ ]Unforgettable[Vo 占谷充&滝エリ「 ]

⑭ 12 Star Dust

⑪ ]3 1 uXedO」 unct on tDance 女性 3P]

⑬ ]1 君住も静j角 [Dancc りj性 3P(Tap)]

⑩ 15  Shiny St()cking

⑩
“

Sumn]er Tinlet

⑨ 7 Good Bye[Dancc イ1り ]

● ア ル トサ ッ ク ス

● ア ル トサ ッ ク ス

●テ ナ ー サ ッ ク ス

● テ ナ ー サ ッ ク ス

●バ リサ ッ ク ス

● トラ ン ^｀ ン ト

● トラ ンペ ッ ト

● トラ ンペ ッ ト

● トラ ン ペ ッ ト

● トラ ンパ■ン ト

● トロ ン ポ ー ン

● トロ ン ポ ー ン

● トロ ン ボ ー ン

● トロ ン ポ ー ン

● ギ タ ー

● ビ ア ノ

● ドラ ム ス

● ヴ ォー カ フレ エ ソ子

●ダンサー たLオす     らカ

小 澤  周 三

泉 五 十 四 郎  他



来資並びに招待者

簿
来賓
R.l.会長代理

大阪府知事

大阪市長

第2790地区ガバナー

第2500地区ガバナー

第2610地区ガバナー

第2640地区ガバナー

第2650地区ガバナー夫人

第2600地区ガバナー

第2710地 区ガバナー

第2550地 区パス トガバナー

第2640地区パス トガバナー

第2640地 区パス トガバナー

第2640地区パス トガバナー

第2640地区パス トガバナー

第2640地区パス トガバナー

第2640地 区パス トガバナー

第2640地 区パス トガバナー

第2640地 区パス トガバナー

第2640地 区パス トガバナー

第2640地 区ガバナーノミニー

ロータリーの友事務所

第2660地区パス トガバナー

第2660地区パス トガバナー

第2660地 区パス トガバナー

第2660地区パス トガバナー

第2660地 区パス トガバナー

第2660地 区パス トガバナー

第2660地区パス トガバナー

第2660地区パス トガバナー

第2660地区パス トガバナー

第2660地 区パス トガバナー

第2660地 区パス トガバナー

第2660地 区パス トガバナー

第2660地区パス トガバナー

第2660地 区ガバナーノミニー

ガバナー夫人

スティーブ K.ヨ シダ/脩子夫人

横山ノック (山田 勇)

磯村 隆文

石井亮太郎 。石井冨貴子 (松 戸 東)

橋立  昭 (東京東大和)

湯尻清一朗 。湯尻千鶴子 (加  賀)

楠  公延・楠  康子 (橋  本)

板橋 敏雄 。板橋 律子 (足 禾1東 )

坂部 郁子

松岡 通夫

山田  宏

飯沼  剛

東條 仁進

榎本 長平

大丸 昌譲

別所 直責

伊瀬 芳吉

(京都洛中)

(ネ申  戸)

(徳 山 東)

( 堺  )
(泉 佐 野)

(田   辺 )

(堺  南 )

(東京みなと)

(池  田)

中島治一郎 。中島 隆子 (泉 大 津)

鳴  良宗 (和歌山東 )

平岡 正己 。平岡 隆子 (高  石 )

大澤 徳平・大澤 康子( 堺  )
才門 二郎・才門 和子 (岸 禾日田)

中村 幸吉 。中村 順子 (富 田 林 )

種田 憲次 。種田 恵子 (大阪住吉 )

戸田  孝 。戸田  操 (八  尾 )

中本す 俊一 (東 大 阪)

坂東  宏・坂東 翠子 (吹  田)

松本 良諄 。松本史都代 (大 阪 東)

古田 敬三・古田 昌子 (大  阪)

武尾敬之助 (大阪西北 )

廣瀬勘一郎・廣瀬 ヨシ子 (大阪西南 )

菅生 浩三・菅生 和代 (大 阪 北 )

山中 文和・ 山中 延子 (大 阪 南 )

大森 慈祥 。大森 保延 (茨  木 )

中野 董夫 。中野ル ツコ(大阪阪南 )

中川 章三 。中川 桂子 (大阪城南 )

熊澤巴津子



招待者

研究グループ交換

Group Study Exchange

(D-4430ブラジル )

団 長 男 性
酒 井  清

一

(さ かい 。せいいち SEITI SACAY)

(サ ンパウロ・ ソベルダーデRC)
団員 女性 アリッセ・シゲコ・ ヒラノ

(ALICE SHIGEKO HIRANO)

(日 伯援護協会社会福祉部 。部長)

団員 男性 /L/イ ス・フジオ・サ トウ

(LUIZ FUJIO SATO)

(協和EXEO・ 部長)

団員 女性 ソランジェ 。ド・カルモ・ペレイラ

(SOLANGE DO CARMO PEREIRA)

(高校教師・科学生物/観光ガイド)

団員 女性 ジョルジア・アンドラーデ 。ジーアス

(GEOGIA ANDRADE DIAS)

(サ ンパウロ州血液センター研究室・製造責任者)

青少年交換学生
(枚方 くずは)

(大 阪 城 南)

(大 阪 東 南)

(大阪うつぼ)

(高 槻 西)

Paul, Jessica

Lemieux Anne Marie

Gantz, Kara Michelle

Hirsch David Leigh

Frichlinger, Christoph Nikolaus

ロー タ リー財 団学友

藤本  亮

米 山奨学生

(東 大 阪 中)

(門   真)

(大阪そねざき)

(大 阪 住 吉)

(吹 田 西)

(高   槻)

陳 婉 洋

バカンブラ 。ジャン 。ロジャー

李 玉 軍

ベ リンガー 。フランク

李   虎

張   隆

来賓並びに招待者

ロー ターア ク ト

地区役員

(寝 屋 川)

(大 阪 北 )

(大 阪 西 南)

(守   口)

クラブ代表

(東 大 阪 東)

(大   阪)

(大 阪 西 南)

(大阪天満橋)

(吹   田)

(豊中一大阪国際空港)

(守   口)

(守   口)

(守   口)

イ ンターア ク ト

浪速高等学校

<顧間>

<会員>

萱野 孝恵

米倉 寛美

若山宇一郎

神原  健

寺田 裕彦

湯木 尚二

松本 鉄也

山本 文雄

永田 英雄

道満 隆二

石川 順子

泉  富弓

森本 陽子

大阪教育大学教育学部付属高等学校平野校舎

本間 靖彦

島田 康平 小林 一樹

木村 茂樹

磯野 尚子 金子 摩紀

山川 義昭

杉山 由佳 山根 絢子

西田 哲也

成山 智江 中島 淳子

吉水 泰彦

松林  寛

谷川 俊一

<顧間>

<会員>

明浄 学 院 高 等 学 校

<顧間>

<会員>

大 谷 中・ 高 等 学 校

<顧間>

<会員>

Ro Y. L. A.
く大阪府青少年活動財団>

<大阪府立青少年海洋センター>

く大阪府立総合青少年野外活動センター>



ロータリー財団功労表彰〔1名 〕
村上  実 (池  田 Ro C。 )

意 義 ある業 績 賞 (1994～ 95年度)〔 1クラブ〕

大阪鶴見Ro C.

R.|。 会長賞(1994～ 1995年度)〔 9クラブ〕
(社会への思いやりに対する会長賞)

箕  面 Ro C。 大阪中央 R.C.

大阪堂島 Ro C。 大 阪 東 Ro C.

大阪本町 Ro C。 大 阪 南 R.C.

大阪うつぼRo C.高 槻 西 R.C.

八  尾 R.C.

ロータリー財団地区奉仕賞〔8名〕
(寄付累計6000ドル以上のマルティブル・ポール・ハリス。フェロー)

西オ十 一夫 (池  田)古 田 敬三 (大  阪)

倉林育四郎 (大  阪)丸 橋 博行 (大  阪)

高橋 忠介 (大  阪)増 山  博 (大阪堂島)

中鳴 或郎 (大阪柏原)吉 村 茂夫 (大阪難波)

上記以外 故・伊藤 恭一氏 (大  阪)

故・森藤 鉄治氏 (大 阪 東)

新居 克治氏 (豊 中―大阪国際空港)退会

ロータリー財団寄付優秀クラブ I

(年間。人あたり平均寄付額上位 3クラブ)

1位 寝 屋 りllRo C.492ド /L/

2位 東大阪東 Ro C。 404ドル

3位 大阪堂島 Ro C。 353ドノン

ロータリー財団寄付優秀クラブH
〔5クラブ〕

(年間ベネファクター認定者数優秀クラブ)

大阪東淀 R.C。

東大阪西 Ro C。 大阪平野 R.

大阪柏原 Ro C.八   尾 R.

米 山奨 学会寄付 5000万円達成クラブ

(1994～ 95年度)

大阪西南 Ro C.

米 山奨学会寄付 3000万円達成 クラブ

(1994～ 95年度)

大阪天満橋Ro C.守
八  尾Ro C.

日Ro C.

米 山奨学会寄付 2000万円達成 クラブ

(1994～ 95年度)

東大阪中R.C.茨
寝 屋 川 Ro C。

木 Ro C。

米 山奨 学会 寄付 1000万円達成 クラブ

(1994～ 95年度)

交  野Ro C。 大阪本町R.C.

大阪天王寺R.C。  大阪東南Ro C。

特別ガバナー賞(199507・ 1～ 1996・ 3・ 1)

1)会員増強賞
a)最優秀クラブ〔1クラブ〕
吹    田 Ro C.

b)優秀クラブ〔上位 7クラブ〕
大阪イブニングR.C.

大阪御堂筋 Ro C。

大 阪 北 Ro C.

大 阪 大 淀 Ro C.

大   阪R.C.

大 阪 城 南 R.C.

大 阪 中 央 R.C.

2)年長 会 員 (90歳 以上 )22名

鎌中喜代松  90歳  東 大 阪

多屋 良三  90歳  東 大 阪

倉内 勇吉  90歳 枚  方

伊瀬 芳吉  90歳  池  田

山口 次郎  92歳  寝 屋 り‖

土井 正治 101歳 大  阪

江藤 順蔵  95歳  大  阪

芦原 義重  95歳  大  阪

湯木 貞- 94歳  大  阪

藤阪 修美  94歳  大  阪

東畑 謙三  93歳  大  阪

表 敬 状
あなたは卒寿 を過 ぎて尚

赫灼 とされてお り地 区 口

― タ リアンに とって輝 か

しい目標であ ります。

これ偏 にあなたが健康 で

あ り且つ事業の発展 とロ

ー タ リー精神 の発露の賜

であ ります。盗 に深甚 な

る感謝 と敬意 とを表す る

次第であ ります。

願 わ くば益 々お健やかで

後 ltの ご指導 を賜 ります

よ うお願 い申 し上 げ表敬

意 を表 します。



岡田  実 91歳

津田  久 91歳

井狩爾治郎 91歳

井上 徳治 90歳

今里 英三 90歳

渡部 善信 90歳

柴田喜三郎 94歳

上田  忠 90歳

城野和三郎 93歳

小島  秋 94歳

歌川 照夫 90歳

大  阪

大  阪

大  阪

大  阪

大  阪

大  阪

大阪淀川

大阪城北

大阪阪南

高  槻

大阪心斎橋

3)青年会員 (30歳代 )57名

本田 真敏 37歳 大  東

真鍋  司 39歳 池  田

金子 真二 38歳 東大阪東

川島 吉博 34歳 枚方(ずは

片桐 公秀 36歳 枚方くずは

中村 雄策 39歳 枚方くずは

高岡 賢弘 39歳  茨 木 東

瀧川 理也 37歳 茨 木 東

秋田 典俊 38歳 茨 木 西

吉岡宜史朗 38歳 茨 木 西

棚原  稔 30歳  寝屋川東

甲田 将典 35歳 守  口

早鳴  茂 39歳 大  阪

VERDER,■

“

eic 38歳 大  阪

本船  貴由 39歳  大阪阿倍野

佐田 博之 39歳 大阪ちゃやまち

米田 秀美 39歳 大阪ちゃやまち

前田要之助 36歳 大阪ちゃやまち

菱川 大造 30歳  大阪ちゃやまち

古谷 裕子 36歳 大阪中央

原田  司 33歳 大阪イブニング

山田 雅 ,告  36歳 大旧ブニング

山西 美明 38歳 大阪イフニ`ング

米田 勝彦 37歳 大l14ブニング

吉田  雄  38歳 大田ブニング

山本 英樹 36歳 大阪城南

西谷 雅之 35歳 大阪城南

オ寸居 恒司 30歳 大阪北淀

顕 彰 状
あなたは青年 ロー タ リア

ン と して選 ばれて入会後

―意専 心貫 ロー タ リー ク

ラブの活動 に尽 力 され ク

ラプの活性 に大 いに寄与

され てお られ ます ことは

正 に ロー タ リーの発展 の

希望 の星 であ り、本 日を

一 つの節 目とされ更 なる

精神 を希 いつつ壺 に顕彰

いた します。

地区大会表彰

橋野 雅彦

安部 潤一

川崎 二郎

前田 陽義

宮岸  隆

澤田 祐幸

高鳴 秀行

清水 康市

藤原  亮

垣内 康弘

井原 悦司

山村 哲也

昼`馬洋一郎

芦邊 康徳

西尾 昌也

濱田 智志

片山 一歩

西  雅章

大代 光芳

平山 博史

野口 秀夫

土田 喜和

村上 正巳

木本 亮介

中村 富也

尾近 正幸

亀井 築美

高澤 俊也

木村 雅彦

38歳 大阪中之島

38歳  大阪御堂筋

36歳 大阪御堂筋

36歳  大阪御堂筋

38歳 大阪御堂筋

36歳 大阪御堂筋

35歳 大阪御堂筋

36歳 大阪御堂筋

35歳 大阪御堂筋

39歳  大阪みなと

39歳 大阪大淀

38歳 大阪咲洲

38歳 大阪心斎橋

37歳  大阪心斎橋

39歳 大阪大手前

36歳 大阪城北

32歳 大阪住之江

37歳  大阪住之江

36歳 大阪住之江

35歳 大阪梅田

38歳 大阪梅田

35歳 大阪梅田

39歳 高  槻

38歳  豊中一大阪国際空港

38歳 大 阪 Jヒ

39歳 大阪西南

34歳 大阪西南

34歳 大阪西南

34歳 大阪西南

4)広報活動賞 〔8ク ラブ〕

及び大阪市内全クラブ

a。 大阪鶴見R.C.第 2回留学生による日本語作文コンクール

実施 1995。 10。 3

掲載 1995。 10・  4  朝日新聞朝刊

b。 大阪梅田R.C。 この町・花の街。作戦

実施 1995年 秋

掲載  1995。 11・ 18 高知新聞夕刊

掲載  1995。 12・ 26 長崎新聞朝刊

Iθ3



地区大会表彰

C。 守 口Ro C。 ネグロス島WCS事 業

実施 1995。 11・ 16～ 20

掲載 1995。 12・ 14 産経新聞

掲載  1995。 12・ 14 Daily Star

(フィリピン)

阪 Ro C.ラ ジオ・トーク番組でのRo C.活 動

実施 1995。 2・ 4、 11、 25

d。 東 大

1996・  3 24 ラジオ大阪

e.大阪難波 Ro C.第 3回福祉ふれあい広場

実施 1996・ 2・ 10 ちらし配布

f。 高  槻 Ro C。 第 1回福祉。文化基金の表彰並びに

助成金授与式

実施 1995・ 11・ 22

掲載 1995012・ 10 1し大阪新聞他

1996・ 3・ 22

ワイワイユー・ シティライフ

g。 大阪心斎橋R,C. 東南アジア留学生に奨学金支給

実施 1995・ 10・ 20

創立25周年記念事業及び

社会奉仕委員会活動

実施 1995・ 11・ 24

掲載 1995011・ 25 朝 日新聞

h。 大阪市内全R.C.シ /L/バー・ボイスヘの協賛

実施 1995。 9。 12

掲載 1995。 9。 22 読売新聞朝刊

3)里親クラブ賞〔7クラブ〕

大阪中央 Ro C。 大阪大手前Ro C。

八 尾 東 Ro C。 大阪北淀 Ro C.

吹 田 西R.C.守  口Ro C。

大阪中之島Ro C.

ポール・ハ リスフェロー

(※ 印はマルチプル・ポール・ハリスフェロー ③はベネファクター)

大  東 東村  博 恩地  進 田中 祥介

加藤 敏明 橋本 忠男 北オす 正汎

金田  譲 高田  亨 谷中 清孝

川上 求宏 ※
大川進一郎

東 大 阪 地引  啓 河野 照秋 井上

坂井 孝彦 寺オ寸 定雄 上山

森  彰朗 清水 浩一 ※阪本

夫

秀

樹

和

欣

義

枚

東 大 阪 東

東 大 阪 中

東 大 阪 西

枚方くずは

茨 木 東

茨 木 西

池    田

池 田くれは

※岩佐 英雄

吉川登史江 貴島

伊藤英太郎 村上

※
春田 武光 ※沢村

※
福田  亨

※吉川

八木 利幸 切石
※安藤 二郎

※
野村

◎岡田早苗三

四宮 良弘 松尾
※竹内 剛治 ※大井
③高田富三男

三村雄太郎 松本
※宮田 久嘉 ※

高木
◎宮田 久嘉

平尾 /AA介 井口

JLオす    厖≧  flオす

宮田  明 ③松浦

菊山 逸夫 山根
※清野 耕作 ※小池
※大森 慈祥

※坂井
※水田  勉 ※上田
※
樋田 之宏 ※

沖原

橋本 善治 `馬場

小鳴 陽光※野地

東山 二郎

宮下 博支 大田

福田 公三 中堂
※押尾  清 ※

檀

柴田 員治 瀬越

丸山 安雄 堀内

中塚 一郎 吉村

正彦 小林 一成

雅治 梶原 孝彦

正勝 ※川口 淳三

忠章

博之 原口 隆夫

喜一 ※安達 直祐

治 吉江 慶晃

勝不1※樋口 貞治

康 三好 國司

一郎 ※大野 llk造

茨

清剛 野田

7台  ,可オ寸

甫 O徳田

信七 上野

明 ※野田

正純 ※寺野

英雄 ※川越

徹 ※
岡市

孝志 中竹

青ヨ夫 の
lヽi各

賢一

裕司

功

力

征夫

福男

喜平

正

正

三郎

均 石田 明正

武賢
※加藤 隆司

信義 ③加藤 隆司

長 大野 敏次

司朗 宇治 正孝

光弘



交  野 石田 俊夫

※
木下 久則

箕  面 林  喜英

小田 幸弘

伊原 昭雄

黄堂 慶雲

阪日 三身

※吉龍 資雄

※
神内 紘典

③庄司修三郎

箕 面 中央 植田 豊責

※黒木 義典

守  口 小野山 攻

※坂本 茂夫

寝 屋 川 紅露 政利

穂積 幸男

大  阪 松本 圭史

土井 洋三

山田 一郎

村井 正守

本川田 誠

※
竹中 統一

※谷川  正

大阪阿倍野 立石 泰教

○北畠嘉弥雄

大阪ちゃやまち 葛尾者6志樹

井上 喬雄

水野 昭典

佐田 博之

田中 豊造

※
前田 嗣吉

大 阪 中央 楊井 博枝

麦谷  実

※足立 陽一

※
和田 高明

※
高橋 昭男

③鎌倉 利行

大 阪 堂 島 藤田 勝康

※
藤井磯二郎

※
梅本  弘

大阪 阪南 畑  良隆

森  光雄 ※溝辺 明夫
※生内 良男

松本  勉 森岡  健

庄司修二郎 吉川  闊

水本 隆平 村田 勝彦

福井 重一 古河 潤一

※宮田 純夫
※
為永 清吾

※原  正己 ※片山 二郎
※
相原 正雄 ※長井 伸一

斉藤 貞夫 ※川村 智一

※浅井 敬一

※井上幾之進 ※
倉田  昭

⑬芦谷  光 ①井上幾之進

高木 二郎 奥野 喜好

※河瀬弥寿夫

東野 一爾 藤阪 利為

湯木 正徳 水野 明人

寺田 和之 柴田 弘文

森井 清二 豊島久員男

※
藤阪 修美 ※黒川 義春

※
木村 直樹 ※稲畑 勝雄

①原井龍一郎 ③島田 清隆

※山下 義一 ※山口 昭雄

林

石崎

西埜

新谷

戸嶋

※山根

古渡

※
柴谷

※
笹木

※
高木

※中西

誠一 飯村 佳夫

好洋 木岡 良郎

伊宜 尾崎健太郎

守 高橋 定郎

秀明 吉村  修

達雄 ※大槻 峡史

正記 田中富加資

一慶 ※新田 久治

秀雄 ※野村 英雄

義輝
※植村 甚久

一郎
※大堀 舜久

※
福光 道大 ※植出 明雄

※片岡亥一郎
※
梨本 幸男

※海原  旦 ③西尾 恒大

岡田 平一 中野 董大

地区大会表彰

酒井 偉雄 ⑤中谷 龍石

大阪イブニング 石村 伸人 加藤  勝
※古谷登士光

※庄野  昇 ※JL  耕一 〇松浦 純男

大 阪 東 C小松陽一郎 ⑬小崎 照夫

河内多喜和 若林 紀男 中西  滉

大森 富夫 池田 良雄 本田 良光

片桐 松薫 三門 通世 ※
村田 吉弘

大阪東淀 ※崎  一男 ※山縣 平蔵 ※藤井 邦夫

真下 豊一 ※細江  重 0飯田 常俊

大阪平野 ⑬中田 八朗 ⑬城村 幸治

尾川 雅清 瓦野 良幸 中庭 寿朗

須戸 弘昭 三原  展 川上 善司

大阪本町 ※東西田和夫

池田 敬子 河野 廣利 西岡  猛

岡本 米蔵 小野 一郎 瀬りll 正明

杉江 良三 杉田 順一 津田 憲治

大阪城南 ※長澤  亨
※首藤雄二郎 ③長澤  亨

北  恭一 山口  寛 柳生 佳洋

向井 秀文 片山 勝彦 津和 章雅

坂本 幸雄 ※岡倉 三郎 ※渡邊 邦雄

大阪城東 ※光信 昌明 ⑬石浜 雪大

城戸 宏敏 牛山淳一郎 大島 二郎

後谷  栄 水間美佐子 中谷 菊子

大島 宣子 照屋 育子 ※大島  進

大阪柏原 ※水間 義雄 ※
中谷  治 ③辻谷  弘

山西 建夫 松原 貞一 岩井田 洋

壇野 隆一 寺田 信正 柏元  勲
※隅谷 尚典 ※水上 兼三 ※竹田 幹雄
※
岡村 国継 ※吉村 源逸 ※田中 義男

大 阪 Jし ※植田  勤

松本 進也 黒田 恭年 田中 一朗

丸山 雅祥 井上 亮一 薩摩 卯一

木岡 良平 福光 尚次 大飼 保介

窪田  譲 古野 清賢 山本 公平
※呉  美憲 ※武田 恭一 ※古市  実
※埜田 孝文 ※山口 照雄 ※荒井敬一郎

大阪ヨヒ梅田 ※遠藤源太郎 ※飯田 正弥 ③後藤 二郎

⑬松本 進也

中條 雅嗣 門脇 義房 神田章太郎

大阪御堂筋 加藤 慶二 木下正二郎 水野 哲次

中神 秀明 中川 良夫 大西 久晴
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宮岸  隆

宇治 正雄

大 阪 南 宮川 征一

板山 勝奉

樋 口  学

花木 充夫

福田 耕作

國分 哲夫

※
岡田  敏

※
長谷り|1恵=

※
海堀 寅一

※
細川 益男

※山口多賀司

※越井  健

大阪中之島 ⑪阿部  武

大 阪 難 波 仲りII 裕之

高島 徳人

山田 誠一

※土屋  正

※布谷 勇之

③谷 口  勉

尾寄 彰廣 岡崎

来山  繁

濱口 廣海 黒川

今西 邦夫 藤り||

山口 賢一 藤井

土井  強 田村

石本 恵一 岩田

左藤  孜 田中
※
中川  清 ※白山

※更家 章大 ※高橋

※芝野雅亜規
※人見

※室井  誠 ※
〃

`谷※山田紘一郎 ※
中田

③中田 康仁 ③酒井

三谷 義典 上山

樫畑 寛治 植松

佐伯 尚男 北田

※望月 英成 ※飯島
※飯田 順雅 ※安部

桂司

益亘

克昌

脩幹

真二

宙造

義宣

隆

季義

威雄

政順

康仁

芳申

泰代

一良

好文

宏

正利

小川 嘉誉

※
池田  輝

※森   肇

※
佐伯 正也

※山田 武義

③重村美恵子

阿部 一彦

③入江真三郎

③斧原 秀夫

③山本昭三郎

宮里 欣也

澤邊  彰

大坪 武彦

※立山 澄夫

山田芙美江

新宅久美子

⑤中西 すゑ

大和  司

◎成山 博文

武曽  忠

小野 時雄

※
石田清和喜

※小室  甲

大塚三十四

山口 雄康

谷本 圭二

玉置 忠之

小倉  裕

河原  勉

※
岡田 恭三

※
高松 貞彦

北條 誠久

村上  信

※橋本 友三

⑬三野フサエ

長谷りII 正

武市 敏一

宮本  忍

内田 吉穂

③福地  悟

大 阪 船 場

大阪心斎橋

大 阪 城 北

大阪そねざき

大阪住之江

大 阪 住 吉

大阪天満橋

大 阪 東 南

秋夫 ※長谷り|1 進

敏幸
※久我 次郎

全 ※南光  優

九郎 ※下條  信

倖司 ③長谷りll 進

穣二

尚 ○森  昭典

英文 ③平田 昭夫

孝哉 ③岡田 富二

山本

※
池見

替寸石

※
崎島

※山口

⑤田中

山脇

⑬高岡

③徳永

大阪なにわ 梶田  惇
※
浅井 光二 ※槙野進一郎

※鳴田泰一良 ※瀧り|1弥州男 ※岡本 和治
※
熊田 壮一 ③柴田 俊明

大阪南西 野 原々喜久夫 角屋 正進 矢田 勝利

森川

杉岡

中西

中西

中辻

奥田

張
※種田

※
代田

1しオ寸

和田

柳原

冨田

小澤
※

Jヒオ寸

③
7ヨオす

森脇

朝田

※岡本

中鳴

市原

音在

横山

紀一 坂本 佐内

信清 中田  勝

英子 丼上サヱ子

すゑ 三浦恵美子

忠男 ⑥斉藤  昭

清 崎山 耕作

壁 東 土居  進

憲次
※渡部 常一

和一 ※
福田 幸一

弘一 小寺 一矢

守道 束田 俊夫

良一 中オ寸 健輔

昭夫 山崎  一

満 松田  稔

嘉宏 ※三好二郎丸

育雄

隆 木村 行雄

俊孝
※金田 明治

健治
※
竹渕登良雄

英貴 小山 義之

美香 村瀬 景三

秀信 竹内  準

助光 ※内田  廣

田口 史虫『

大 阪 西 井手野下秀守

近藤  徹

田中 孝男

③大倉  臭

大阪大手前 山本 陽三

八木  誠

⑬廣末 利男

大阪大淀 藤川 幸久

加登  孝

和栗 良成

※牧野 英一

大阪西北 川原  巧

久島 文彬

③白崎 龍男

大阪西南 今井 睦子

岡本 正春 河西 計介

田中 孝男 甲斐 克也

西川 幸雄 ※浅田 憲一

小川  清 井澤 正光

※
高折 忠大 ③犬伏  将

③下村 敏夫

橋本 佳明 束野 晃三

小谷 正勝 松浪 司明

吉田 悦治 ※一里山泰造

⑬矢野  厳

永井 忠雄 田中 潤治

※
武尾敬之助 ※

藤井 宏一

青木 達也 古里 青ヨー

大 阪 鶴 見



※
青木 郁二

高  槻 矢野精太郎 大関
※山口  誠 ※

米田

※服部 良治

高 槻 東 杉岡 宗雄 石井

小阪 謙造 北浦
※谷村 新平

和田 達也 土田 喜和 ※佐野千代造
※古澤 和三 ※野口 清隆 ※費田 重幸
※
葛原 忠知 ※塚本伊久男 ◎梶谷 健二

③仲庭 成和

木岡 良介 中瀬 令造

橋本 逸郎 中山 重積 野上 俊二

大川 篤美 押村 良三 島田 洋一

※川橋  豊
※大森  治 ※山田 和義

大社冨佐子 平田 具司
※
青山 昭雄

池口金太郎 松田 治和 中谷 良恭

新原 健市 松岡 俊治 葛原  寛

※川瀬甲子雄

岩城 邦廣 西本  勝 吉岡二三男

畑  正廣

安封 嘉一 佐藤

光吉  聖 小島

※川上 浩邦
※
稲本

③頭根 敏雄 ③澤田

栢木 義臣 平野

河邊 哲郎 澤井

郷上  勲
※
宮川

庄治 羽間 勝昌

義平 和田 弘毅

英治 ③羽間 勝昌

敏明

善次 仲辻  章

正寛 田中 忠正

定吉 ※藤田  明

道麿 ※
今堀  幸

誠宏 ※羽賀  孝

大 阪 梅 田

大阪梅田東

大阪 うつぼ

大 阪 淀 川

千   里

摂   津

四 条 畷

吹   田

吹 田 江 坂

吹 田 西

高 槻 西

豊   中

豊 中 南

豊中大阪国際空港

豊 中 千 里

東 富美雄 古澤 照清

勝本  保
※
木村  実

⑤一瓢 利男 ⑬森山 貞信
※柏木 義文 ※昆 健一郎

小田 泰義 笹部 義平
※下平  健 ※

杉本 博己

荒木  勲 奥田  旭

⑬小竹 正男 ③西島 修蔵

高橋 一郎 ※居相 英機
※松本新太郎 ※中西 啓詞

※大槻美佐夫 ※坂本 憲治

※田中 昌之 X吉 田 八郎

⑥中西 啓詞 ③中谷 武男

清隆 根岸 宏邦

信行 岡本 昌大

坂本 信人

※木村 高子

※本間 治夫

※羽渕 一司

※西島 修蔵

※
板倉典兵衛

※
仲谷 常次

※高木 優一

〇平野大太郎

③西海 元樹

地区大会表彰

⑬柴田

八尾 中央 時野

※
溝田

③〒ヨオ寸

八 尾 東 筒井
※松井
※
杉本

③藤田

英一 〇小倉 九蔵

猛 福家 克彦 柳  雄二

伍兵 ※瀧澤建之助 ①時野  猛

清明 ③小林 達夫

重之 ※池本 繁喜 ※
福本 昭三

謙之 ※八木清三郎 ※木村 久一

正義
※辻  吉和 ※森   昌

勇

米 山功労者 (1995・ 2・ 1～ 1996・ 1・ 31)

大  東 石丸 康一

東 大 阪 藤田 孝之 山中 政夫

東大阪東 加納 真治 田中 邦夫

東大阪中 安達 直祐 近藤  力 森田 和子

湯谷登来男

東大阪西 大井 勝利 龍田 宇内 吉江 慶晃

枚  方 喜多幅知郎 大矢 尚史

枚方くずは 浜野 庄作 土井 志郎

茨  木 橋本 陽二 河原崎 篤

池田くれは 藤井 保雄 石田 明正

交  野 谷島 淳郎

箕  面 原  正巳 稲治  清 高島 照夫

箕面中央 石田 博和 奥山 淳三

大  阪 森井 清二 阪本  穣 桜井 良文

植田 義明

大阪阿倍野 藤田誠一郎 盛本 孝司 立石 泰教

山下 義一

大阪ちゃやまち 大槻 峡史 山根 達雄

大阪中央 藤田 義人

大阪堂島 梨本 幸男 高宮 栄一

大阪阪南 能口 武雄

大阪イブニング 小松陽一郎 松浦 純男 小崎 照夫

大 阪 東 松本 良諄 大島 長造 張  哲彦

大阪東淀 飯田 常俊

大 阪 城 岡田 秀一

大阪城南 中川 章三 杉原  茂

大阪城東 辻谷  弘 若松  潔 山本  博

吉田  祀

大阪柏原 前川 良雄 高萩弥太郎

大 阪 北 江崎 正道 菊井 正三 中尾 善宜

大阪北梅田 岩田 淳一



地区大会表彰

大 阪 南

大阪み なと

大 阪 難 波

大阪なにわ

大 阪 南 西

大 阪 西

大阪大手前

大 阪 大 淀

大 阪 西 北

大 阪 西 南

大阪心斎橋

大 阪 城 北

大 阪 住 吉

大阪天満橋

大 阪 東 南

大 阪 鶴 見

大 阪 梅 田

大阪梅 田東

大阪 うつぼ

大 阪 淀 川

千   里

四 条 畷

吹   田

吹 田 西

高   槻

豊 中 南

豊中―大阪国際空港

豊 中 千 里

八   尾

花田 峰堂

高木 慶一

外上  孝

伊永 一郎

恵美奈博光

藤川健一郎

中村 正三

戸高 秀明

細谷  明

浅桐 紀元

田中 敏雄

長谷川英一

中島 仁作

平林 武昭

十河 元生

神島喜興一

松村  勉

細川 喜信

土居  進

下川 淑子

小澤  満

田中 敬一

発  剛士

古澤 和三

宇佐美善雄

谷澤  保

藤井 健蔵

平田 達男

羽田 祐三

奥野 善彦

木本十慎一郎

羽間 勝昌

橋本 保次

西村 忠雄

今堀  幸

古澤 照男

上田 卓也

羽渕 一司

西島 修蔵

今井  博

小川  寛

清 高田 卓郎

駒井 敏彦 大地 庸元

服部 勇治 小西 克彦

西田 忠平 佐  々 進一

大倉  臭

井澤 正光 宮竹  昭

八木  誠

井原  巌 箕浦  浩

川上 伸一 森   恕

柳野 隆生

岡田 吉弘

川村 一郎 村瀬 泰司

原野 圭司 オf上憲一郎

徳永 篤順

内田

日向

廣

昭 飯田 正夫

橋本 逸郎 奥山 泰弘

水田  茂 岡田 義昭

近藤 雅臣 沼田  尚

伊藤徳次郎 木村 俊之

橋本  治 毛利征一郎

入野 敏夫

平山  稔

吉田 日士光

尾形 理一

治男

松本新太郎 仲谷 常次

力石 恒夫 山畑 雅裕

八尾 中央 浅井 定和 岩本 昌造

杉本久仁一

八 尾 東 杉本 正義

米 山 功 労 クラブ (1994～95年度 )

大   東 東 大 阪 東 大 阪 束

東 大 阪 西 枚   方 枚方 くずは

茨 木 西 交   野 箕   面

守  口 寝 屋 川 大  阪

大阪ちゃやまち 大 阪 中 央 大 阪 堂 島

大阪イブニング 大 阪 東 大 阪 東 淀

大 阪 本 町 大 阪 城 南 大 阪 城 東

大 阪 lL 大阪北梅田 大 阪 北 淀

大 阪 南 大阪みなと 大阪中之島

大 阪 南 西 大 阪 西 大阪大手前

大 阪 西 北 大 阪 西 南 大 阪 船 場

大 阪 城 JL 大阪住之江 大 阪 住 吉

大阪天王寺 大 阪 東 南 大 阪 鶴 見

大阪梅田東 大阪 うつぼ 大 阪 淀 りll

摂   津 吹   田 吹 田 江 坂

高  槻 高 槻 東 高 槻 西

豊 中 南 豊中大阪国際空港 豊 中 千 里

八 尾 中 央 大 阪 難 波

米 山特別功労法人

大阪北梅田 一富士ケータソング帥

野 中 志郎

東 大 阪 中

茨   木

箕 面 中 央

大阪阿倍野

大 阪 阪 南

大 阪 平 野

大 阪 柏 原

大阪御堂筋

大阪なにわ

大 阪 大 淀

大阪心斎橋

大阪天満橋

大 阪 梅 田

千   里

吹 田 西

豊   中

八   尾



ありし日のご活躍を偲び

謹んでご冥福をお祈り申し上げま丸

(箕    面)

(大 阪 北 梅 田)

(大 阪 城 東)

(守    口)

(池 田 くれ は)

(大 阪 東 淀 )

(豊 中 千 里)

(東 大 阪 中)

(大    阪)

(大 阪 み な と)

(大  阪  北)

(豊 中 千 里)

(高 槻 東)

(大 阪 住 之 江)

(大  阪  西)

(大 阪 城 南)

(大    阪)

(八    尾 )

(大 阪 城 東)

(大 阪 梅 田 東)

(大    阪)

(吹  田  西)

(大 阪 梅 田 東)

(八    尾 )

(大  阪  東)

(大    東)

(吹    田)

(大 阪 東 淀 )

(茨  木  東)

(箕 面 中 央 )

'95。   2. 10

'95。   2. 20

'95.  3.  |

'95.  3. 20

'95。   3. 2:

'95.  3. 21

'95。   3. 21

'95。   3. 23

'95.  3. 30

'95.  4.  6

'95.  4.  9

'95.  4. 17

'95.  4. 17

'95.  4. 18

'95。  4. 22

'95。  5. 30

'95.  6.  l

'95。   6.  2

'95。   6.  6

'95。   6. 17

'95.  6. 19

'95。   7.  3

'95,  7.  8

'95。   7.  14

'95。   7. 15

'95。   7. 18

'95。  7. 23

'95.  8.  3

'95。   8. 15

'95.  8. 17

物故会員(1995・ 2・ 1～ 199601031)

(大    阪)

(大 阪 梅 田)

(守    口)

(大 阪 天 満 橋 )

(東  大  阪 )

(門    真 )

(大    阪 )

(千    里 )

(高    槻 )

(大    東)

(東 大 阪 中)

(大    阪 )

(吹    田 )

(大  阪  南 )

(大    東 )

(大 阪 梅 田 )

(大    東 )

(大 阪 住 吉 )

(大  阪  南 )

(高  槻  東)

(吹    田)

(大    阪 )

(守    口)

(大 阪 な に わ )

(大  阪  北 )

'95.  8. :8

'95.  8. 19

'95.  8. 30

'95.  8. 31

'95.  9.  |

'95。   9. 17

'95.  9, 25

'95,  9. 26

'95.  9. 29

'95. 10.  2

'95. 10。  :9

'95. 10. 27

'95.  10. 27

'95. 11.  3

'95。   !|。  4

'95。  ||.  7

'95. 11. 14

'95. 11. 14

'95。   ||.  17

'95。  ||. 26

'95. ||. 27

'95。  12.  2

'95.  12,  7

'95. 12. 19

'95.  12. 23

'96.  | .  3

'96.  | . 10

'96.  | . ||

'96.  l 。 24

'96.  | . 26
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大会役員

大会役員 (1995～ 9眸度)

大会委員長

大会副委員長

大会副委員長

大会副委員長

大会副委員長

大会幹事

大会副幹事

大会副幹事

大会副幹事

大会目1幹事

大会 S.A.A.

大会副 S.A.A.

大会副 S.A.A.

大会会計

大会冨1会計

ホス トクラブ会長

コ・ホス トクラブ会長

地区代表幹事

同補佐

熊澤 忠弱

横尾 定美

中オ寸  勲

高士  修

西原 房三

仲井 光夫 (F]真 )

横山 正憲

三浦 俊造

疋田 茂雄

仲井  守

秋山 哲夫 (F写真)

平井 秀興

岡村 晃明

吉川 憲男

仲井  守

多田 正司

井上幾之進

仲井 光夫〈F]真 )

小西 豊和

常盤 泰弘

大会委員会

プログラム委員会
委員長 三浦 俊造 (守   口)

委 員楠神  壽 (守   口)

永井 博之 (門  真)

西オ寸 五郎 (大阪城南)

信 任状 委 員会

委員長菅生 浩三 (大 阪 北)

委 員松本  恵(大阪阪南)

増山  博 (大阪堂島)

末オ寸  斉 (豊  中)

決 議委 員会

委員長 中野 董夫 (大阪阪南)

委 員中川 章三 (大阪城南)

松本  孝 (大 阪 西)

選 挙 委 員会

委員長 山中 文和 (大 阪 南)

委 員 品川  潔 (大阪西南)

鴻野員太郎 (大 阪 西)

長澤  亨 (大阪本町)

登録 委 員会

委員長高士  修 (守

委 員橋本 泰明(守

南野久米二 (守

藤原 明弘 (守   口)

田村  弘 (大阪阪南 )

宮田 久嘉 (枚  方)

西  正中(大阪城北)

倉田  昭 (守   日)

荒井敬一郎 (大 阪 JL)

北村 嘉宏 (大阪天満橋)

日)

日)自川 元昭 (守

日)末田  正 (門

日)

真 )



大会実行委員会

大 会 委 員長

大会副委員長

大会目1委員長

大会副委員長

大会副委員長

大 会 幹 事

大 会 副 幹 事

大 会 目J幹 事

大 会 副 幹 事

大 会 副 幹 事

総 務 委 員会

委員長西原

目1委員長 中西

委 員倉田

多田

玉井

喜多

横尾 定美

中村  勲

高士  修

西原 房三

仲井 光夫 (Fヨ 真)

横山 正憲

三浦 俊造

疋田 茂雄

仲井  守

秋山 哲夫 (F]真 )

元昭 南野久米二

晟吉 芳滝 直樹

秀男 大西 晃大

光 今井  勇

道夫 岡オす 晃明

宜史 岸 健次郎

将典 石山 芳和

精作

司

一二

満

洋

三

徹

昭

司

一房
　
　
　
　
正

宮内 勝夫

西宮 重和

永井 博之(F]真 )

伊藤 宜史

田オす  弘伏晰前

プ ログラム委 員会

委員長三浦 俊造

副委員長楠神  壽 藤原 明弘

委 員宮内 勝大 里田 百子

江端 将哲 石井 賢治

西オ十 五l良 5(大阪城南)

登 録 委 員 会

委 員長 高士  修

副委員長橋本 泰明 白り!|

末田  正 (F]真 )

委 員吉延 文大 小島

松本  皓 篠原

他谷冨美子 芦谷

山地 安夫 小浜

石井 賢治 伊藤

井上 正男 甲田

松尾 安彦 田代

大会役員

広報担 当

田中 修二

(F]真 )羽 生 文武

斎藤 正己

日紫喜基久

村田 敏秋

接 待 委 員 会

委員長 中村  勲

副委員長 家村 武秀 北村 正彦

中塚 一郎 (F]真 )

委 員三国 義雄 宮下  稔

池永 道彦 高橋 敏朗

木崎  正 川端 義孝

小野山 攻 山田多津子

里田 百子 阪日  明

西村 公大 坂井 賢二

(F]真)中塚 一郎 吉井 茂雄

宇治 正孝 須藤 直廣

SeA.A.
平井 秀興

副 岡オす 晃明 憲男

会計

仲井  守

副  多田 正司 石谷

会場委員会
委 員 長 常盤 泰弘

目1委員長 坂本 茂夫 大西

勝田 和行 (F]真 )

委  員 中オ寸 保生 中谷

北風 重夫 境

駒村 忠一 須山

江端 将哲 坂元

石橋 高夫 正本

西 日  勇

隆 一

中園 直樹

伊藤  廉

辻村  弘

久田 正一

土井池幸彦

佐谷戸安好

九山 安雄

弘 中道 均

隆三 佐治 信隆

克己 石谷 隆一

知行 辻本 啓次

克行 伊藤  博

一光 蔑り|1良太郎



晩餐 会 担 当

坂本

(F司真)今村

片桐

ソング

記録委員会

委 員長 吉中 光雄

副委員長秋山 憲敏

委 員江端 将哲

救護委員会
委 員長 舟橋  透

委 員秋山 憲敏

家族 のつ どい

lrnttRoCう 瀬越  曼

豊田  峻

吉村 光弘

侍口RoC。)他谷冨美子

看護婦 1名

清

(S.A.A.)

清一 藤原 明弘

壽

茂雄

口召

雄英橋一品
均
厳

道

野

中

大

夫

一
一
大

茂

洋

昌

子

隆

警

信

島

治

中

佐

朗

雄

司

菫

内堀

角

部門別懇談会

委 員 長 i架田

会長・幹事。増強

'架

田

職業奉仕部門柿■申

社会奉仕部門スE田

国際奉仕部門倉田

(記  録)

伊藤 宜史

佐谷戸安好

秋山 憲敏

西村 公夫

表 彰 委 員会

委員長倉田

委 員

'朱

田

三井

阪 日

耕
叡
に

田

藤

中

右

伊

田

財
際
欲

田

内

村

疋

宮

西

昭
　
一　
司

明

清

満



地 区外

バ コ ロ ドR.C。

三    田 R.C.

地区内

大   東 R.C.

東 大 阪 東 RoC.

枚   方 R.C。

茨 木 東 RoC。

池田 くれはR.C.

箕   面 R.C.

寝 屋 川 RoC。

大阪阿倍野 RoC.

大 阪 堂 島 RoC.

大 阪 東 RoC.

大 阪 本 町 R.C.

大 阪 城 東 RoC。

大阪北梅田 R.C.

大 阪 南 R.C.

大 阪 難 波 R.C.

大 阪 西 RoC.

大 阪 咲 洲 RoC.

大 阪 船 場 RoC.

大阪そねざきRoC.

大阪天満橋 RoC.

大 阪 鶴 見 RoC.

大阪 うつぼ R.C.

摂   津 RoC。

吹 田 江 坂 RoC。

高 槻 東 RoC。

豊 中 南 R.C.

八   尾 RoC.

一戸

良

松

奈

東RoC.福

西RoC.

井 南 RoC.

大 東 中 央R.C.

東 大 阪 中RoC。

枚方 くずはRoC.

茨 木 西RoC.

『]   真 RoC。

箕 面 中 央RoC.

寝 屋 川 東 RoC。

大阪ちゃやまちRoC.

大 阪 阪 南RoC.

大 阪 東 淀 RoC。

大 阪 城 R.C。

大 阪 柏 原 R.C。

大 阪 北 淀RoC.

大阪みなとRoC.

大阪なにわRoC.

大阪大手前R.C.

大 阪 西 北RoC.

大阪心斎橋RoC.

大阪住之江RoC.

大阪天王寺R.C.

大 阪 梅 田RoC。

大 阪 淀 川 RoC。

四 條 畷R.C.

吹 田 西 RoC。

高 槻 西RoC.

豊中―大阪国際空港R.C.

八 尾 中 央R.C.

東 大 阪 RoC.

東 大 阪 西 RoC.

茨   木 RoC.

池   田 RoC.

交   野 R.C.

守   口RoC。

大   阪 RoC.

大 阪 中 央 RoC.

大阪イブニングR.C。

大 阪 平 野 RoC.

大 阪 城 南 RoC.

大 阪 北 RoC.

大阪御堂筋 RoC。

大阪中之島 RoC.

大 阪 南 西 RoC。

大 阪 大 淀 R.C.

大 阪 西 南 RoC.

大 阪 城 北 R,C。

大 阪 住 吉 RoC。

大 阪 東 南 RoC.

大阪梅田東 R.C.

千   里 RoC.

吹   田R.C.

高   槻 RoC.

豊   中RoC.

豊 中 千 里 RoC.

八 尾 東 RoC.

出席クラブ



大会登録者名簿

大 東

榎本 光博  福井  寛

橋本 忠男  東村  博

樋口  茂  池田  賓

石丸 康一  伊藤 秀哉

川上 求宏  河村 孝正

松下  昭  見浪 光夫

永田  崇  中原  毅

中尾  等  西川 常一

大川進一郎  大西 寛治

三田 員作  佐藤勝次郎

杉井 清秀  高岡 政一

上田 陽造  上野山昌秀

米沢 貞夫  米沢 三吾

大 東 中 央

浅野総一郎  大東 橙子

伊泊 規子  今村  茂

柿木 清司  木村 博子

中島  勤  西田 富美

斉藤 基司  竹内  滋

内田 健彦  和気 英夫

東 大 阪

青木 嘉男  浅田 恒博

東   司  千種 恒宏

火伏 義純  本多  博

泉 昭二郎  地引  啓

河北 勝彦  川添 尭彬

河野 照秋  国宗 範彰

松本 駿二  松村 昌美

三宅 辰一  宮田 清士

森本  一  森脇 一弘

中オ寸 俊一  織田 宗輔

坂井 孝彦  阪本 義樹

清水 浩一  自石 光憲

竹中 照次  田中 健次

富岡 成夫  辻本 一義

山本 哲三  山崎 三東

吉沢 和夫  行松  実

東 大 阪 東

赤松 慶亮  朝田 全紀

春田 武光  市口 武志

大童 逸士  石田  肇

金子 真二  金子 泰輔

川口 淳三  喜田 敏雄

北川 忠嗣  北村 充彦

水守 俊明  水谷  弘

中西  昇  西尾 健二

奥林 繁一  表  康之

島  顕侑  須崎 洋一

山西嘉一郎  吉田 玄蕃

東 大 阪 中

出原 正秀  藤原 英夫

長谷川 厚  百済 洋一

宮田 照男  西川  毅

岡島 耕市  大畑  斉

瀧田 浩彦  坪倉 修吉

湯谷登来男

東 大 阪 西

樋口 貞治  井出 幸彦

角井 勝美  木村 豊吉

松尾  治  宮本 貞雄

村上 正治  村上 益子

岡本 長寿  大西 武治

鳴田  亘  杉野テル子

高田 容子  竹内 Hll治

辻尾 佳代  氏野 隆司

吉江 慶晃  吉城 鉄也

枚 方

安積 哩夫  1合越 三男

堀井 克之  堀岡  晃

岩阪 俊介  門前 武彦

倉内 勇吉  松平 重男

三代  博  宮田 久嘉

永井 琴一  中澤 利文

大谷 歓男  大矢 尚史

多田 高利  高本 一郎

山本 哲彦  吉田  弘

枚 方 く ず は

吾郷 泰廣  土井 志郎

原田 武夫  畑屋太一郎

今中 七郎  今西 義人

泉谷 楠夫  駕田  毅

片桐 公秀  片山 通夫

北川 llu清   北村 静子

小山 靖夫  前田 昌弘

長村  文雄    長村    ツ台

中村 雄策  中西 庸夫

小野 達郎  大谷 義雄

高島 叔孝  竹広  猛

山中  卓

茨 木

橋本  淳  橋本 秀雄

門谷  孟  簡  仁一

木本 保平  清野 耕作

水田 泰次  森安 朋之

中西  勝  中田 耕平

野口 健一  岡村 末雄

柴田  彰  柴田 鏡子

高島  健  竹脇 正秀

寺野 福男  鰐洲 栄一

茨 木 東

樋田 之宏  上方 圭子

石川 一彦  石川 京子

川越 栄子  川越 喜平

増本  猛  水田  勉

岡市 正規  阪上 博史

高見  孝  高岡 腎弘

辰見 博義  対馬 祥全

山本 武夫  矢野 克吉

渡辺 吉川 明宏
藤本 和俊

樋口 秀和

井上 忠信

角井 吉彦

木田 真敏

宮本 善史

中道 弘美

西オ寸  完

長田 定彦

重森 正三

田中 祥介

山中 政治

吉田 昭己

橋本 康夫

糸川千恵子

三ツ川卓生

西垣 文雄

辻川 覚志

渡辺 勝也

浅井 典夫

藤田 孝之

井上 和夫

樫根敬太郎

木室 清一

町野 英一

松下 一治

三善 康平

向井 伸大

大島 康弘

里見  博

竹村 秀雄

立岡 寛次

塚田雄一郎

山下 勝弘

出口 和義

池田 博信

伊藤英太郎

加納 真治

城戸 義雄

前田 昇治

森  幸雄

野村  禎口召

坂本  弘

寺田 秀興

吉川 謹司

後藤  弘

金子 誠二

野村 喜一

尾崎 弘昌

橋本喜八郎

樋 口 平和

石田 和清

加藤 敏明

北井 清文

森山 信一

中村 隆一

奥田 保幸

鷺森  董

清水  修

谷中 清孝

山崎 繁則

樋口 栄二

岩本 静江

森川恵美子

岡本 俊徳

上野 千秋

山本 育男

朝野 博文

古谷 勝紀

岩佐 英雄

川口 暢彦

河野  栄

松田 重夫

南  勝喜

水野 昌幸

中易善四郎

小崎 正雄

島岡 孝治

竹中 一良

寺村 定雄

上山 欣秀

安田 嘉雄

福井 秋雄

井上 家昌

梶原 孝彦

勝山  巖

木村 繁雄

溝畑 正信

中西 正美

岡田 耕治

沢村 正勝

寺西 太一

吉川 忠章

萩原 莞士

三宅 幸造

岡田早苗三

佐藤三千秋

岩本 昭利

栗和田榮一

宮永 憲一

西村 禎夫

大井 勝利

杉野 時雄

東瀬  博

米島 末次

吉城由紀子

畠山 武嗣

今仲  弘

神田 正昭

三村雄太郎

水尾 祥一

小野 俊文

執行 経世

竹安 真治

岩崎 旭人

松井  繁

森川 増男

岡本 益子

島田 直弥

高田富三男

辻尾 浩委

吉江 広美

月及吉F   l蓼

磯田 隆平

北本 健二

南  良明

森原 寛一

大野 順造

諏訪 正美

寺鳴 二郎

浜野 庄作

平尾 公介

岩本 昌治

刈米 重夫

川島 吉博

小北 英夫

宮田  明

中川 定雄

岡田日出男

田原 一繁

谷本  稔

藤原 和彦

林  祐弘

磯田 勝信

金子 憲一

河村 裕司

1ヒオ寸    厖遣

南   武

中  一皓

中野 保博

鳴中 完治

田中太一朗

橋本 陽二

金田 憲幸

小池  明

長澤 利治

中谷 泰康

大森 慈祥

島津 橙次

田中 義信

山口 和雄

上方 正英

貝本 年正

木本 誠一

西中  務

塩谷嘉太郎

竹オ|ル ミ子

上田 英雄

米花  豊

日野岡信太郎

菊山 逸夫

松尾 康弘

中村 憲次

野田 征夫

坂井 正純

高田 克明

辰巳 克平

井上 幸一

勝間  寿

越澤 弘昭

小椋 清詩

城谷  星

瀧川 理也

上原 秀和

吉田  操



茨 木 西

赤田 邦男

林  重三

加藤 英子

中井  稔

野地 龍夫

須川 就三

山本 高司

池 田

明石  巧

橋本 公宏

片山  央

橘高又八郎

真鍋  司

西村 一夫

十家 和弘

山本  格

池 田 く

檀  信義

林  克彦

北村 冨之

溝 口 雅貴

新田 耕平

田中 敏昭

門 真

秋永 俊彦

羽生 文武

堀内美津子

北野 武治

森本昭一郎

仲井 光夫

瀬越  長

末田 壽子

豊田  峻

昔村 光弘

交 野

青野  明

平田 至宏

小菓 照三

溝辺 明夫

中野 1参行

田中 達晃

渡邊 哲也

箕 面

相原 正雄

藤原 敏裕

石川  傑

川端 崇旦

村田 勝彦

小田 幸弘

佐伯 吉捷

瀧瀬 尚峻

吉龍 資雄

赤井ムツエ

岩井 久史

小鳴 陽光

中西 隆英

大森 保延

小路 二郎

別虎 了一

樹下  稔

都田 慶一

中竹  正

大槻  豊

竹林 敏彦

橋本 善治

角谷 真枝

オf田  昭

西尾 忠夫

佐々木良高

田村 英明

原  宜二

伊瀬 芳吉

北野 紀之

小俣 恒夫

オ寸上  実

篠原 克明

津川 正幸

古川  智

加藤 隆司

三好 洋二

中川 二郎

塩川 勝治

山内 邦夫

藤井昭二郎

堀内 司朗

片桐 昌夫

森本 充子

仲井 盈子

斎藤 正己

木田  正

億山 順一

吉井 茂雄

荒木久太郎

東山 二郎

岸上 宏司

小林 照幸

海邊 忠治

奥村 昌也

徳永 昭夫

柳谷徳次郎

れ は

藤井 保雄

堀  康廣

国司 禎相

森  茂寛

野入 邦彦

谷田 史朗

秋山 哲夫

羽生 和子

今村 洋二

熊西  勝

村田 敏秋

中塚 一郎

瀬越 洋子

角  竜雄

土田 進彦

吉オ寸 孝子

浅田 莞爾

加地 脩郎

古神子 壽

溝辺 和子

小川 幹雄

都築 武保

吉川 峰明

相原 和子

福井 重一

井内 照博

松本  勉

長井 伸一

尾上 克雅

阪口 三身

田村 徳郎

藤川 隆治

今北 利信

北林 成計

小島   ヤ台

松本  弘

小野 功雄

遠山 隆重

吉岡  崇

福田 清己

石田 明正

宮下 博斐

森   茂

大田  均

津田 昌信

藤井 貞夫

日紫喜基久

加納 次郎

丸山 安雄

永井 博之

大野 敏次

須藤 直廣

高橋 英雄

宇治 正孝

芦田  弘

加藤 秀逸

丸野  務

森  光雄

奥  嘉隆

冨田 利一

青  敬祐

林  喜英

亀岡 栄蔵

光岡 史富

中井満洲男

大槻 四郎

庄司修二郎

遠山 雅昭

後藤 治久

木下 久則

松本 道廣

中西  尚

大宮 力以

辻本 末廣

藤井 稔夫

稲治  清

片山 二郎

水谷 忠弘

中西 和也

佐伯 紀子

高島 照夫

吉川  闊

箕 面 中 央

浅井 敬一  東  良三

堀江 正巳  堀川  明

川村 智一  北島 清光

西田 隆昭  西村 是滋

奥山 淳三  柚  誠二

植田 豊賓  上野 弘之

山本  章

守  口

赤澤 正道  秋山 憲敏

江端 将哲  藤原 明弘

橋本 泰明  疋田 茂雄

家村 弘美  家村 武秀

池永 道彦  今井  勇

井上 康子  石橋 高夫

石山紀美子  石山 芳和

伊藤 史江  伊藤  博

木崎  正  岸 健次郎

小島 晟吉  小西日出子

甲田 将典  熊澤巴津子

倉田 峯子  楠神  壽

松本 充子  松尾 妙子

南野久米二  三浦 純子

宮内 勝夫  宮内 次美

中道  均  中オす  勲

中西  徹  中谷 隆三

西原芙佐子  西原 房三

岡村 順子  岡村 晃明

小野山 攻  佐治 信隆

坂井 賢二  坂元 克行

里田 百子  佐谷戸安好

須山 知行  多田富貴子

高橋 敏朗  高士  修

田中 修二  田代ヒサエ

常盤 泰宏  冨森 真‐

右田 尭雄  山田多津子

横尾 明子  横尾 定美

音川 悦子  吉川 憲男

吉延 文夫  芳滝 直樹

寝 屋 川

天野 昭一  藤井  修

東  平介  樋口 宗次

池田 政宜  乾  数匡

梶田 周作  木村 陸朗

前田  覚  前田 澄雄

森  時頼  椋本 精一

奥野 正男  大東 豊治

自井 清一  自井祥一郎

田中  稔  堤  重義

山口 次郎  山下  勇

由木 泰紀

寝 屋 l‖ 東

浜田 博章  樋口 宗廣

岩城 宏司  北本  明

南井 一彦  南井 恒治

西郵 智雄  大原  孝

大会登録者名簿

樋口  治

加藤 成一

宮野 康治

小倉  勲

常俊  章

浦川 光雄

土井池幸彦

舟橋  透

久田 正一

池永 房江

井上 正男

石谷 隆一

伊藤 宜史

川端 義孝

北村 正彦

月ヽ西 豊和

倉田  昭

松本  皓

三国 義雄

宮下  稔

中島 警子

中西知加子

西口  勇

小田佐和子

大西 晃夫

境  克巳

坂本ヨシ子

自川 元昭

高橋真理子

田中 広子

他谷冨美子

辻村  弘

山下 圭一

横山 正憲

吉中 光雄

原   唖

石田 博和

前川  茂

野村 正勝

芝  盛久

浦川 章子

芦谷  光

深田 清一

平井 秀興

池本  貴

井上幾之進

石井 賢治

伊藤  廉

桂田幸二郎

北風 重夫

小西 和実

熊澤 忠蝸

正木 一光

松尾 安彦

三浦 俊造

仲井  守

中村 保生

中園 直樹

西村 公夫

大西  弘

阪日  明

坂本 茂夫

島野 淳子

多田 正司

三井 満司

田代 精作

辻本 啓次

山地 安夫

横山 慶子

蔑川良太郎

合田真佐彦

平田 大一

石田 光徳

小西 直明

松島  磐

奥本 義昭

清水 茂賞

高木 二郎

内田 恵三

吉川  稔

生野 史朗

小林 道明

盛岡 建吉

尾崎 幸次

橋本  進

平田 正三

石山 憲雄

紅露 政利

水崎  勝

奥野 喜好

下牧 重彦

田辺 和宏

藁  幹展

好川 照一

井上 幸治

松本  勉

中野 栄一

坂元 照明



大会登録者名簿

桜井  敏  佐藤 敦俊

渡辺 亨次  山田  繁

大 阪

赤樫 卓爾  秋山 喜久

頴川 勉二  江崎 勝久

深川  誠  古林 徹也

濱田鉄之助  原井龍一郎

平田  豊  廣瀬 太一

井狩蒲治郎  生駒 一夫

川田 達男  木村 五郎

小林 龍三  小松 健男

黒田 章裕  黒川 義春

松島  裕  水兼 克介

森田  武  中村 精吾

西崎 保孝  能村光太郎

奥井  功  大西 正文

尾崎 敏紘  領木新一郎

阪本  穣  迫田  大

島田 清隆  下村正太郎

武貞 一彦  田邊  岡J

立松 敬一  立野 純三

辻本 朝男  辻本 光彦

上西 圭治  瓜生 道雄

山田 一郎  山上 武宏

山中 直樹  山崎  勲

吉村  明  吉オ寸員太郎

錢高 一善

大 阪 阿 倍 野

安藤 博元  青木 憲治

福田 浩一  池内 秀夫

木船 貴由  木村雅太郎

小西 浩二  河野 省三

櫛 田 雄一  前中  研

森  哲哉  盛本 孝司

中尾 吉延  中塚 昌宏

岡田 嘩昌  岡野 文雄

高橋 健三  武田 秀孝

武内善二郎  田村 栄子

寺本 俊一  得田 栄蔵

浦野 庸三  渡邊 純一

山下 義一  柳本悠紀子

青木 久夫

藤城 泰三

古田 敬三

早鳴  茂

廣瀬 吉彦

伊東 史郎

木村 直樹

小西 哲夫

松田 隆明

最上平太郎

成瀬  宗

緒方正三郎

大多 一雄

齋藤 守慶

佐谷戸正夫

自川 俊一

谷川  正

寺田 和之

上田 隆三

和田 亮介

山口 淳一

吉本 晴之

湯木 正徳

青野 秀治

石黒 篤三

北口 信雄

小谷 一郎

松下 文武

オ寸田 治彦

西田 恭三

酒井 泰男

竹田  勲

田村 信三

辻 久美子

山口 昭雄

大 阪 ち ゃ や ま ち

青木 民男  別所 克美  春次 政明

林  誠一  檜垣 誠次  菱川 大造

飯村 佳夫  井上 喬雄  石崎 好洋

伊藤 邦輔  神畑 純夫  河佐  浩

木岡 良郎  北島 圭二  小林  勝

小松 謙一  葛尾都志樹  前田 京子

前田要之助  松本 雅郎  真崎 貞夫

水野 昭典  水島 睦司  椋田 浩義

仲井 国夫  中尾 守成  西田  央

西埜 伊宜  西岡 芳樹  小川 慎司

大槻 映史  大塚  豊  尾崎健太郎

佐田 博之  沢村  修  新谷  守

杉山 1真一  田上 元一  田川 公造

田中 豊造  谷日 晴彦  寺島 通弘

大 阪 中 央

足立 陽一  福元 輝雄

林 紀三夫  茨木恵永子

石川寿二郎  片山 修二

越原 良忠  益田 照夫

西日 宗宏  新田 久治

佐古 忠司  笹木 秀雄

清水 安一  自井 教雅

田宮 秀雄  田中 久雄

上田 祐嗣  和田 高明

大 阪 堂 島

藤本員一郎  廣瀬 幸雄

川村 俊明  川崎 全司

幸田精一郎  前田  勉

中島  武  西野 公庸

佐藤太一郎  自井 義人

植出 明雄  海原  旦

大 阪 阪 南

阿部 文彦  綾井治一郎

後藤  稔  萩谷 博隆

服部 四郎  細田  寿

井上 隆智  和泉 俊治

菅野 省三  笠井 勝巳

小山 隆三  前田 忠蔵

松本  恵  仲野 欣弥

中尾  宏  中塚 春夫

能日 武雄  野間 寛治

岡島 義一  奥  剛典

酒井 偉雄  高橋 重光

田オ寸  弘  恒川  登

上島 育二  植鳴 稔郎

若宮 房受  山本研二郎

吉山 英次  四碇 行雄

大 阪 イ

足立 敏明

福田  守

濱村 太造

橋本 優也

池原 保三

界外  昇

北  耕一

小松 大三

岡本 耕二

小崎 照夫

新家 政延

玉井 教裕

坪内 敏剛

山口 慶仁

吉田 浩司

古渡 正記

茨木 壽男

川崎  壽

森  勝紀

大堀 舜久

佐藤 正夫

高木 義輝

鳥居 鋭徳

横山 守雄

石川 英二

川本 幹治

増山  博

西尾進一良

高宮 英一

横山 利夫

古田 鶴彦

橋本 和昇

細川壽太郎

城野和三郎

児島 孝紀

前山 克己

中野ルツ子

南部 高志

越智 宏暢

大野 定俊

費生孝七郎

津崎 正幸

馬越 正也

吉田  洋

ブ ニ ン グ

赤根 賢治  藤江 正謹

福井  章  古谷登士光

原田  司  原井 豊二

波多野幸造  平岡 博義

今北 吉久  石田  晃

神谷 明史  片山 久江

清原 鐵也  小松 幸代

松浦 純男  三木  優

奥  公男  大沢 昭二

坂井 直博  三埜  好

塩田 憲治  庄野  昇

田中 駿吉  田中 義信

植田喜保一  宇野 能史

山本 康隆  山西 美明

吉田  雄

上野 晴夫  鷲塚 昭夫

山根 達雄  山下  勝

安本 正明  米田 秀実

古谷 裕子

飯田 精三

月ヽ出 隆昭

麦谷  実

西東 茂之

芹川 明義

武田 直和

坪井 康修

吉山  公

片岡亥一郎

小林 保伸

オ1野  壽日召

小川 道雄

津本 洋一

古薮 盛三

畑  良隆

伯者 徳武

神末 雅博

金岡l 正和

増田  亨

中野 董夫

西埜 俊弘

岡田 平一

阪  秋廣

竹内 二郎

宇田 壽彦

和田  健

吉川 俊一

藤本加代子

儀間 義威

原野 昭夫

池田 静夫

石村 伸人

加藤  勝

小松陽一郎

西沢 彰敏

小崎 慶子

笹井 敏之

竹澤  登

壺井富士男

瓜本  肇

米田 勝彦

稔

直

原

澤

棚

柳

上野 章一

安田  修

文箭 安雄

藤田  温

古田 昌子

平岡 龍人

市川  宏

葛西 得男

木村 宗祐

倉林育四郎

松本 圭史

森井 清二

西川  潔

岡田 東一

長田 新平

阪日 英一

関根 恒雄

田淵 暉久

田代  和

螺良 英郎

植田 義明

若山  繁

山口格太郎

吉本 仁三

湯木 敏夫

戸鳴 秀明

山田 克明

山下 達雄

吉田 英志

辻  史行

山本 幸弘

柳瀬 悌二

吉オ寸   修

藤田誠一郎

亀井 龍彦

小室  樹

イヽ寺 恒男

三栖 昭明

永田 諄二

西川 雅雄

杉村 重子

竹中 恒雄

立石 泰教

辻井 良朗

山本 晴久

長谷 正孝

市オ寸 重俊

板倉  譲

川島 育也

小林  孝

前田 嗣吉

宮川 憲雄

榔川 善一

西オす  隆

小原 雅美

坂  治彦

杉山 則夫

高橋 定郎

鳥澤 泰敏



大 阪 東

秋吉  節  青井  隆

藤井 邦夫  藤本 鐵三

本田 良光  池田 良雄

伊藤 七郎  伊藤 貞男

北川 勝治  小濱 雅之

倉田 裕司  前岡 英一

松本史都代  三上 教道

本儀  純  村岡 秀雄

中鳴 博信  中オ寸育二郎

中田 尚文  西尾 忠朋

新庄 洋也  新堂 友衛

武貞 昌志  田中 経久

浦西 正雄  山懸 晴子

山本 達哉  山中  嵩

大 阪 東 淀

足立 博史  赤堀 精一

細川  潔  伊賀 修司

今村 周平  井上  武

釧崎 克己  北尻金二郎

森  國治  長洲  員

西村  賞  小原 正郎

坂本  旭  佐々木一幸

高田 直和  高野  隆

田村 順子  豊島 芳治

大 阪 平 野

地久里昌廣  平井 政博

金子 孝治  川上 善司

喜多 克己  喜多 敏明

国分 順一  小谷 義弘

松本 忠重  松島 速美

三好  宏  森  由雄

中庭 寿朗  中野 凱一

信根 勝一  尾川 雅清

大西  淳  尾崎 達郎

島田喜代司  杉本 浩一

友定 弘蔵  東西田和夫

植村宏一郎  山崎 啓一

依岡 孝明  吉原 保之

大 阪 本 町

安藤 康雄  田  晴重

平瀬  健  平田 良三

石橋 正紀  伊藤浩一郎

児島  満  河野 廣利

中森 英夫  中田 安彦

瀬川 正明  杉江 良三

富田  進  山口 英典

苦井 洋一

大 阪 城

生駒 純一  井上 教規

加藤  勉  宮阪  登

岡田 秀一  妙中 幹男

内海 浩之  和田 員実

張  哲彦

福家 達二

稲垣 邦弘

岩橋 貞雄

小池 宣之

松本  昭

宮岡  邁

村田 吉弘

中村  健

大原 健司

新谷 善典

谷口 吉弘

山懸 平蔵

苦岡 清輝

浅田  茂

飯田 常俊

石田 秀信

丸山 静雄

中  員一

大津 久直

菅本 泰助

竹田 明弘

辻  秀哉

井上 弘文

瓦野 良幸

小林 治夫

久下井 昭

三原  展

毛利  進

西川 修身

岡部 卓雄

佐野 元英

須戸 弘昭

津川 康三

米田 元雄

吉本 秀章

橋爪 博義

池田  正

金沢 忠昭

松村 榮一

岡本 米蔵

鈴木 儀雄

山本 兼右

土井 孝夫

林  輝久

伊藤 彰彦

片山  勉

小山 雄三

松本 良諄

森   勇

中島 博司

中西  滉

大森 富夫

杉浦 嘉功

辰野 元彦

山本 武男

吉澤 邦祠

細江  重

池田啓一郎

城オ寸  幸ツ台

真下 豊一

中オ1孝二郎

小澤アキ子

高井 利一

三井三貫男

石田 勝三

長友 滋尊

田中 俊男

伊藤 壽朗

木野 一信

孝橋  巖

的場 秀恭

三野 久光

中道 博文

西村  淳

大倉 國一

柴林俊二郎

太口登喜一

塚田 康策

米田 忠由

樋野 忠志

池田 哲男

岸 孝太16

長澤  亨

櫻井  勲

寺西 邦男

柳本 信雄

糸井 寅雄

西山 義信

辻中 明一

大会登録者名簿

大 阪 城 南

有光 事郎  朝倉  良  藤澤 省三

濱田 三弘  畑田  豊  林  正男

池田 義彦  今井賢二郎  今岡  巖

井上 大治  石田  馨  石浜 雪大

井谷  齊  伊東  征  泉 吉次郎

金田 勝弘  片山 勝彦  萱沢 進作

木寺彦二郎  小森 康雄  栗谷 貞義

三木 敏裕  三谷 貞和  光信 昌明

宮子 正意  向井 秀文  永井 正美

中川 桂子  中川 章三  中鳴 通雄

中村 喜英  中谷 佳正  南賀 勝之

西村 五15  西谷 雅之  西澤 正男

大東 敏男  岡部 泰鑑  岡田 繁雄

岡倉 二郎  岡本克持郎  大森 敬夫

境  高彦  坂本 孝司  坂本 幸雄

島本 博晃  島谷  清  新垣 善男

住田 新平  砂田 純男  鈴木 良造

田中 隆英  遠田 義昭  津和 章雅

上山 善紀  梅崎 道夫  渡邊 邦雄

藪内 清治  柳生 佳洋  山口  寛

山本 正夫  山崎 博史 山下 健三

横溝 美良  吉岡 光雄

大 阪 城 東

有山  茂  藤田 幸一  碇  義行

伊坂 泰治  石川 完二  和泉  豊

片山 雅和  桂  知良  城戸 宏敏

北村 寛治  北村  譲  清井 達夫

松村 光郎  松矢 浩司  水間 義雄

大西 真尚  頻口 琢巳  佐川 寛典

武内 克郎  田中 英和  田中 武夫

殿浦 嘉郎  辻谷  弘  上西 宏侑

渡辺 一雄  山田 喜吉  山本 芳朗

大 阪 柏 原

檀野 隆一  藤井 静光  原  栄子

早川清一郎  井上 喜一  石崎  昭

柏元  勲  岸  太郎  古賀 省三

松原 貞一  宮川 宗三  西尾 寛一

岡村 国継  阪口  勇  榊原 春枝

生津  清  庄野 嘉男  杉原 久史

高井 康伊  田中 義男  寺田 信正

植田  勤  山本 光則  山本 光勇

米田 久子  吉村 源逸

大 阪 北

荒井敬一郎  荒巻 恭士  土井 正裕

古市  実  古野 清賢  呉  美憲

原  員一  橋口文四郎  蓮尾 碩才

飯田 正弥  石田 豊司  石黒 時夫

菊井 正三  小林 治郎  小林林之助

古今堂 紘  小西 和一  鴻池 一季

國枝 幹司  枡田 圭児  松本 進也

望月 徹爾  中村 富也  鳴海 鉄一

大西 宏史  阪口 善雄  阪本 文子

笹田 泰秋  仙田 恒夫  渋谷 敏郎

清水 裕之  曽々木 勉  菅生 和代

高崎 貞夫  高月 葦介  武田 佳次

福本 穀平

本田  盛

今里 弘行

石浜 典子

耕川 爾吉

北  恭一

松井 将雄

三宅 一真

内藤 喬皓

中本 和洋

成瀬 俊昭

野中 一彦

岡井 正弘

大塚 孝哉

佐 木々正治郎

杉原  茂

武田 繁治

上  敏郎

渡邊 洋子

山本 英樹

八尾 嘉之

今津 一雄

角野 隆史

北濱 貞雄

小松 弘人

野村 裕二

住吉 正敏

照屋 貞夫

牛山淳一郎

吉田  證

原  博之

岩井田 洋

町野 勝康

西岡 哲也

榊原 正峰

隅谷 尚典

植田 幸子

安田千恵子

藤井 桑正

後藤 二郎

平川 恵一

上山 清治

小林  豊

小谷 泰造

森  輝彦

緒方  満

阪本 勝義

島田誠次郎

菅生 浩三

樽谷 清孝



大会登録者名簿

鳥飼 勢三  和中  裕

山本 公平  山下 和彦

吉田 譲次  吉治 仁義

大 阪 北 梅 田

芦野 徹司  出口 敏朗

濱浦 康水  平澤 久夫

井上 泰旭  岩田 淳一

加藤 慶二  木下正二郎

熊本 武史  黒田 勇司

松本 秀樹  三馬 忠夫

中神 秀明  中オ寸 晴雄

大西 久晴  斉藤 義博

自倉 孝雄  鈴木 忠夫

竹山 明宏  田辺 嘉之

坪内 憲治  辻本 俊彦

吉原 雅郎

大 阪 北 淀

安達  研  相原 一裕

稲田 正伸  伊藤 清一

川内 忠脩  木原 政和

小林 雄友  小塩 佳司

松尾  寛  村居 恒司

西田 恵吉  西村 淳一

大石 博雄  篠塚 隆弘

立川 隆蔵  田名瀬正直

辻本 嘉助  佃  作郎

山野辺理一郎  吉田 正則

大 阪 御 堂 筋

安部 潤一  東  芳機

井上 秀人  岩井伸太郎

影田 清晴  川崎 二郎

来山  繁  近藤 貞彦

丸本 泰生  右田 治彦

中川 憲育  野邊九州男

坂田 哲男  澤田 市幸

清水 康市  塩見 敏朗

高田  潔  高原 政巳

打垣内尚雄  打垣内恵子

氏原 毅士  山田 和義

山下 治源  山崎毅四郎

大 阪 南

相田 襄治  浅沼 健一

長谷川恵一  橋本 憲之

本田 和正  池田 一郎

海堀 寅一  菅野 那智

木村 正則  木下 秀行

小林 正人  國分 紀一

越井 英子  越井  健

楠岡 一雄  松本 晴次

中島恵美子  中島俊一朗

信垣  昭  大勝J  馨

奥井 末一  大迫 茂人

佐々木純一  薩摩 嘉弘

新開 信之  自山  隆

武田 太郎  田村 叡子

田中 三男  田中 善雄

植田 光子  植田 信廣

山中 延子  山野  茂

大 阪 み な と

千田 和則  江指  助

井上 隆晴  石田 圭一

小出 費一  松本 國泰

森  栄一  村尾 平馬

中山 正隆  岡田 哲男

清水忠治郎  高田 知彦

山本 社三

大 阪 中 之 島

阿部  武  安達 昌弘

長谷川 剛  橋野 雅彦

井戸本泰次  井上  明

小林 俊明  小竹 靖二

中道 正伸  中村 大作

大下 智敬  佐野 唯博

杉本 憲治  高野 博行

上田 久之  上野 弘也

山本  肇

大 阪 難 波

段  為梁  本田 龍三

石橋謙太郎  片岡 晴彦

北橋  保  小林 幹弘

久保  勇  久保 忠義

三谷 義典  森山 泰文

仲川 裕之  西森 喜一

佐イ自 尚男  笹岡 広造

竹内 英尭  棚原  薫

鄭  恵琴  寺本 年範

上田 修碩  植松 一良

山口 貞夫  山本 忠司

吉村 茂夫

大 阪 な に わ
浅井 光二  茶珍 恒彦

伯井  守  浜本志磨雄

北澤 高志  小鍛治雄皓

黒津 忠夫  損野進一郎

岡本 和治  岡本 光正

柴田 俊明  島崎進一郎

菅本 高美  諏訪 正三

時枝 博司  徳岡 佑造

上原吉太郎  上西 康治

大 阪 南 西

縣  荘一  赤坂  登

服部 勇治  葉山 泰弘

岩本 樹雄  加藤 毅夫

小林  力  小山 大輔

南  克昌  南  樹一

宮口 十吉  宮井  康

中丸 義昭  中松 修三

奈良 俊平  西田 忠平

野 原々喜久夫  イヽ長谷道人

江川 政之

細田喜代司

門脇 義房

岸本健之亮

黒木 基康

森本  大

越智 碩夫

清水 勝年

田島 信義

寺岡 音目彦

宇都宮信雄

八木 一雄

山下 嘉治

山川善一郎

安田  孝

江尻 晋策

稲葉  正

片山 俊博

講崎 元一

九毛 和博

長田信一郎

奥田大加幸

自石  章

高橋 一弘

冨岡 泰雄

初「原 賢治

津江 孝夫

植田 信男

様貯山順ツ台郎

藤井 武治

垣内 康弘

松井 素子

中北  清

奥村 保夫

外上  孝

本田 信正

東田 真治

大飼 直之

望月 公治

荻田  勇

志水 慶一

高島 凱夫

梅原 豊和

辻  達雄

山中 文和

藤田 正昭

神崎 友次

三本 文雄

中村 幸盛

奥中 克治

冨  道雄

針谷 紘一

堀口 利夫

岩坂 壽二

永井 俊行

岡本 吉富

下江 庄司

谷口 量一

牛鳴 奎宇

濱中 応彦

泉  幸夫

北  敏男

松川 雅典

中川 建司

岡田 孝司

副島 良廣

谷口 光夫

内田 頼泰

苦村 孝治

藤原  亮

岩津 陽介

北所啓次郎

近藤 建司

宮岸  隆

岡崎 桂司

茂田 文彦

祖父江一郎

高鳴 秀行

上野 博明

山田 耕司

矢本 博三

伊達  徹

樋口  学

井上  通

菅野保二郎

木下 貞三

近藤 浩司

小谷 公穂

三原 幸二

中田 康仁

及川 修市

酒井 芳申

島岡  司

城下 純一

田村 真二

花原 昭弘

片山 好郎

喜多村勲佑

松本 圭右

仲堅  勝

大橋  融

菅本憲市郎

辻  信次

渡辺 生児

飯田 順雅

貴島  普

国分 重昭

前田 信夫

村生 1見三

布谷 勇之

澤井  稔

谷口  勉

土屋  正

上山 照夫

苦田 尚司

井上 正典

北橋茂登志

駒井 敏彦

三谷 喜彦

長倉 吉宏

小田 雅義

高島 徳人

鄭  則之

津村  ツ台秀

藪噌 哲夫

由井  茂

古林 潤也

乾  繁夫

葛城 健二

増田良太郎

光満 寛守

長濱  晃

中山 寿一

農端政之助

奥村 丑松

原  孝彦

影田加津子

北村 憲一

蔵田 隆一

宮本  仁

尾寄 彰廣

島 甚一郎

鈴木 俊生

谷本 隆広

宇治 正雄

山田 良一

吉田 二郎

濱口 廣海

平岡 英信

伊藤 隆彦

木村吉弥太

岸田  功

小西 欣一

久我 二郎

南 喜代春

新田 精一

岡田  敏

更家 章太

清水  裕

高木 一見

田邊淳一郎

絵川 長昭

春木 洋次

熊田 壮一

餅野 法善

佐伯 崇邦

庄野  毅

瀧′‖弥り11男

辻   壽

山田 繁治

藤川健-15
林  一良

高井 重雄

前田 孝夫

三代 文夫

森  繁治

中山 治臣

西川 定男

岡原 栄造

恵美奈博光

堀家 太一

倉橋 忠男

森  正博

澤  貞雄

曽々木 敦

田中 寿秋

植田 順三

山本 和雄



小崎 健新

田口 史郎

矢田 勝利

大 阪 西

橋本 誠一

神崎  茂

鴻野員太郎

松本  孝

中川 泰伸

西浦 正勝

岡崎  忠

坂本  倍

高士 雅次

山田 祖二

吉田  賞

佐野 静夫

時岡 正光

山本東美雄

平田 晃祥

北方 龍一

熊谷 尚之

桃谷 晃平

中筋 一朗

小川 哲男

大塚 圭子

島田 頌三

田邊 純一

山上 和則

吉村  健

佐々木定彦

辻井 用一

細谷  明

北方百合子

前田節ノ助

村岡  大輔

新津 敬直

大橋久賀雄

大塚 道夫

塩田 一夫

田中 孝男

安盛 壽一

廣末 利男

石津 潤司

本田 賢治

松浦 貞男

大蔭 政勝

竹内 信美

立川 俊一

山本 博史

橋本 尚三

木村 勝彦

小谷 正勝

松尾 忠治

持田  力

大柱 公人

茂木 皓守

武富 貞敏

四方幸一郎

津江 正暉

井手野下秀守

小松 清吾

松中 修身

中川 恭子

二宮 敏明

岡本 正春

大富 國正

高木  寛

田中 孝男

横山  茂

大 阪 大 手 前

服部 昌美  速水 逸也

飯尾 幸司  今西 恭晟

井澤 正光  金高 好伸

草野 恒治  松本 重臣

中村富太郎  西尾 昌也

下村 敏夫  高折 忠太

田村 和之  田中 聰吉

自井 慶勝  八木  誠

山本 陽三  矢野 信夫

大 阪 大 淀

藤井 吉郎  長谷川英一

岩本 潤三  泉沢 哲史

北村 栄三  河野  烹

丸山 良一  松永 昭男

松下 修作  宮越  昭

中井  保  中村 暢秀

大田  寛  佐伯  洋

篠原 良洋  杉山 宗央

和栗 良成  矢野  厳

大 阪 咲 洲

荒石義一郎  有賀 一夫

浜本 芳彦  畑野 員次

釜日 正夫  釜中  明

小脇 敏春  松本  硼

西日 照雄  西村 敏之

大石田雄二  大久保 茂

島崎 公一  鈴木 邦彦

上田  彰  山本  誠

大 阪 西 北

足立 利夫  土井 清志

藤岡 靖夫  羽間 収治

岩城 本臣  井爪 民雄

ブヽオ寸  伎ツ台    /Jヽ わ卜  員Jりに

永井 忠雄  中村 光信

岡本 好孝  奥野 武久

島  安明  下村  裕

田中 潤治  築添  正

山下  勝  吉田 育弘

浅,召 善次郎

本多 至成

河部 悦子

水谷 幸孝

野村 卓三

大田 裕史

高松 伸伍

山村 哲也

藤井 宏一

平田 泰弘

勝亦 良彰

小松  清

中西  弘

尾下 千明

白井 治義

上田 宏二

吉岡 康雄

飯田  都

板野 員巳

小林 君夫

宮竹  昭

佐藤 良和

瀧内 氏重

徳崎 善信

山本 梁介

平野 茂夫

ブヽオ1  不Jを籠

牧野 英一

松之内温順

村岡 正啓

大石 正守

新海 研志

上野 義治

深り‖  護

籠池 靖憲

是永  明

成山  肇

大國 正直

崎島 克二

竹川 公三

藤井 進次

石高 治夫

河合 秀行

松山 恒大

中野 晴由

瀬田川昭俊

武尾敬之助

八幡 千秋

大 阪 西 南

青木 達也  藤井 格進

濱岡 正典  長谷川純二

廣瀬勘一郎  廣瀬 ヨシ子

稲田 増光  井上 良昭

神戸 鐵夫  河村 英之

宮川 和大  三宅不二子

森   肇  森下美恵子

村石  全  村上 秀夫

中西順一郎  中山登美子

野崎 弘毅  小田 員弘

沖中 栄子  大庭 萬三

崎島 九郎  佐野 吉延

品川  潔  四宮 孝郎

高木 正巳  高澤冨士子

田中 穣二  鳥井 潤二

上田 善信  若命 道生

山本 秋夫  弥谷左兵衛

大 阪 船 場

荒木幸之助  有村 善雄

伊藤 清一  井澤 武尚

河野 利一  小山 章松

松下 幸夫  森  昭典

斧原 秀夫  斧原 周子

卜 仁 涸  竜  吉弘

清水  明  清水 清一

高岡 英文  徳永 孝哉

渡辺 幹男  渡辺 忠之

大 阪 心 斎 橋

赤川 好央  朝田 由治

藤原 博満  福西 幸夫

広島 一光  昼馬洋一郎

岩田 行雄  河合 正行

黒川 辰蔵  松永  慶

村上 直樹  永通 明温

西本 洋子  西尾 修三

奥本 晋介  大前利太郎

助川 悦子  高橋 久三

竹田 正司  田窪 賢司

上野 好清  安田 忠壽

吉田 耕造

大 阪 城 北

濱田 智志  服部  貢

泉岡 久夫  川オ寸 一郎

西  正中  大西 康仁

大 阪 そ ね ざ き

藤田 弘子  春次 光子

市橋 了子  丼田 保子

井上 千明  井上サエ子

岩本 洋子  片本  邦

小湊 雅子  松本智津子

森本 和代  森本 隆子

岡本 孝子  竜  佳代

鳴村美津子  新宅久美子

鈴木たか子  多武 冴美

深田 英雄

平田 勝久

池田  輝

海堀 常夫

木村 雅彦

宮崎  正

毛利 哲三

オ寸」ヒ  距LiF

南光  優

岡本 恵年

大喜多克己

]昌オl  ζ圭青目

菅澤 龍二

高澤 俊也

辻  英明

八木 洋子

横井 英朗

浅川 幸保

北野 勝己

俣野富美雄

村木 正明

大磯 隆一

斎藤  満

自井 淳二

富本  亨

山脇  尚

芦邊 康徳

早川 謙一

市田 芳一

小鳴 秀夫

宮田 貴代

成田  尭

野口 政一

塩山 博之

高橋龍太郎

田中  等

米田 文郎

細川 喜信

桑原  潔

芝川 又彦

橋本亜生子

池中 国子

磯上 雅子

革鳴由利子

松本 一夫

中西 すゑ

佐藤 安子

首藤 忠正

竹之内 勲

大会登録者名簿

古里 龍一

平田啓治郎

今井達一郎

亀井 築美

神島喜興一

水野 豊黄

オ|リト  史良5

無量井典吉

丹羽 健二

沖見 圭祐

佐伯 正也

下篠  信

杉元 一幸

武田 元彦

露口 佳彦

山ロ ー儀

平山 明彦

北澤 弘武

松本 順作

岡田 富二

卜 永 中

斉藤 憲司

鈴木  肇

若原 一之

馬場 康彦

平岩 武雄

石原 正七

鴻池 精彦

森  泰輔

西本 康男

岡田 健一

助川 豊弘

高橋裕次郎

津乗 宏通

萬   満

伊藤 成幸

中山 卓三

上堀 博三

堀江 早苗

稲山 京子

伊藤 信子

岸本美智子

三浦恵美子

野村 浩司

澤田 典子

菅原 真一

竹尾  愛



大会登録者名簿

谷間 庸子  寺本美津子

山田芙美江  山本 和美

大 阪 住 之 江

安藤  弘  井川 重次

勝根 慶治  清川 忠義

李 景 昌  松本 経弘

村上 高児  中川 忠雄

成山 博文  西  雅章

乗光 孝明  沖蔦阿喜良

斉藤  昭  崎島 七郎

辻本 泰直  上川 興一

吉田 賢二

大 阪 住 吉

新井 文三  張 壁 東

藤浪 庸介  福田 幸一

飯原 弘章  板垣 美一

川上 富清  木村 英一

小松 俊雄  小室  甲

松本 博之  松村  武

中澤 章好  西日 幸雄

種田 憲次  奥田  清

大塚三十四  小浦  務

柴  吉一  住井 雅義

瀧口 利章  瀧口 富子

渡部冨士雄

大 阪 天 満 橋
足立 三朗  赤木 頌一

浅川 正英  衣斐 孝雄

城尾  登  貝塚  譲

川本  浩  岸本 良一

郡  悦清  小寺 一矢

南川 和茂  三好  勝

中川 政照  中村 健輔

小倉  裕  岡本 音晃

椎木  勇  高松 貞彦

寺柚伊左衛門  冨田 昭夫

和田 守道  山田 清隆

山本  誠  柳原 良一

保倉 賢造  吉谷  巌

大 阪 天 王 寺
土居原作15  福島 健治

八鳥 和久  林   潤

家田 成夫  磯崎 敏男

小西 祐謙  高妻 忠信

中村  弘  中野 正仁

大川 博道  大塚 陽三

杉本 源衛  高見篤志郎

辻  敏郎  牛場 一夫

吉田  進  吉田 章男

大 阪 東 南

荒木 彰一  朝田 俊孝

橋本 友三  林 銑吉郎

伊藤 武定  金田 明治

北田 耕一  近藤  功

古池 幹郎  花田  力

平尾 一平  平山  巌

川端 一倫  小林  明

松井 隆雄  中鳴平一郎

西原 好一  岡橋 研一

新見  葵  新屋 正富

武田 純三  田中 謙三

若宮 邦弘  柳川瀬隆夫

前田 義雄  松林 邦紀

三宅 一嘉  森  芳郎

内藤 雅敏  中川 浩孝

大島 伸雄  下宮 義弘

多田 昭三  多田 龍弘

田中 敬一  田中 研一

上田  尭  山口 雅民

山崎 正博

大 阪 鶴 見

阿部成之助  秋山 晴近

平林  昇  平山  件

川   忠  菊井 康夫

小山 義之  松岡 茂雄

水間 頼孝  村瀬 景三

西野 政治  岡  美里

音在 秀信  大内 昭男

清水 正憲  清水真知子

武市 敏一  武内 教治

津田 圭一  堤之柳太郎

浮舟 邦彦  宇野  滋

大 阪 梅 田

荒井 誠一  古澤 和三

賓田 重幸  井田  忠

梶谷 健二  柿田 仁司

川口 清高  北村  巌

三輪 史朗  森  康次

野口 秀夫  野添 泰男

折寄 武士  小笹 太郎

坂本 幸哉  坂内 二郎

篠原 耕一  柚  俊二

高原 新一  高岡 幸栄

戸石 泰司  徳山 喜昭

塚本伊久男  梅名 茂男

大 阪 梅 田 東
上井喜八郎  青柳 貞次

原田大七郎  市川 寛城

大伏 重忠  伊藤 栄一

木村 正紀  木岡 良介

前野 慶次  増田  満

皆川 長也  永田  稔

野田  宏  大野 忠雄

杉野 浩次  菅生  肇

谷澤  保  手塚 政一

宇津江信夫  山本平八郎

山野謹五郎  矢野 明三

大 阪 う つ ば

赤坂 信義  天22 邦照

羽生 一喜  橋本 逸郎

池田 英輔  今井 忠臣

梶  元英  片見冨士夫

川橋 都子  川橋  豊

豆村 賢治  松田 隆治

中山 重積  岡田 興亜

奥田 兼三  奥澤 邦彦

佐伯  徹  斉藤 隆二

鶴田 正信

柳田 恒明

池田 淳八

小池  貢

宮後  浩

中辻 忠男

西田 敦宜

大代 光芳

末永  咬

山戸  武

代田 和一

原野 圭司

片上 淑子

木曽英次郎

越野 保夫

三木 敏男

西尾 良一

小野 時雄

崎山 耕作

高橋  実

谷山 誠賢

赤松 照夫

橋本 謙三

金田 五郎

北川  哲

久保善九郎

三好二郎丸

成松 正和

大橋 敏之

谷本 圭二

束田 俊夫

山口 雄康

安田 一男

吉澤 秀夫

濱田  昭

北條 誠久

毛尾 武史

甲佐 史郎

上田 稚子

結城利江子

片山 一歩

栗田 仁宏

森口 晏宏

成田 重彦

西川浅太郎

佐賀原篤男

田邊 千尋

大和  司

松島 逸郎

森脇  隆

中造 和夫

杉浦 勝昭

高階 喜好

田中 義矩

山路 昌彦

藤原達治郎

林  善三

岩井 莞治

河  啓一

本村 一雄

松岡晃一郎

岡本 治人

大森  治

阪上  宏

三野 文男

村上  信

奥田  実

荘司 儀一

竹漱1登良雄

寺野 弘徳

山木 林三

福本 桂三

池田 周弘

城  守隆

川口大次郎

木下 明之

中西 克巳

岡崎 善久

蓮舎 勝克

鳴  隆治

福地  悟

岩本 博幸

小林 省三

光山 恵治

中鳴 英貴

岡   豊

佐藤 俊一

須田潤市朗

田中 信明

内田  廣

山田 秀雄

東山 輝一

飯田 正夫

上小澤敏行

高原 忠知

中西 正七

奥田 孝夫

李  安邦

佐野千代造

本多オ寸  不り5し

田オf  ツ台典

土田 喜和

吉田 和弘

船木 恒雄

井上 芳治

加古 康明

小湊  牧

増田 喜彦

中野 収二

芝川  敦

高橋 一郎

津田  宏

山本  毅

長谷川 正

梶  健一

小堀 浄孝

宮本  忍

中村 浩一

岡田  爾

澤見 和良F

高橋 正明

田沢 洋一

内田 吉穂

横山 助光

平山 博史

稲本 一夫

金子 光一

松田  晉

仲庭 成和

大西 祐造

坂本 好輝

佐野 和雄

田原祥一郎

谷田 隆一

辻中 昭一

吉田喜一郎

華学 昭博

井上 隆司

革鳴 恒徳

久保 勝彦

松原 倉敏

中瀬 令造

杉本 正広

谷本  明

津野 勝彦

山村 森一

土居  進

早原  瑛

川畑 徳幸

北川 雅詳

前川彦右衛門

村上憲一郎

種田 恵子

大田 敬紀

佐藤 道雄

高子 克之

辻本 友明

在本  茂

堀江 恭男

河原  勉

北村 嘉宏

鍬田 充生

永江  博

野口 幸助

大矢 平治

寺井 種伯

浦谷  朗

山本 喬一

安田 義治

榛木登司雄

乾  良次

木村 行雄

前田 敏弘



菅  晃生  杉本 誠二

田坂 正夫  堤  昌彦

大 阪 淀 川

青木  高  青山 昭雄

平田 達男  磯田 欣二

松尾 恵央  松山 恭三

野村 哲三  佐藤 輝男

杉本 忠博  杉村正三郎

田中 忠男  筒井 一大

千 里

安達 昌秀  天野  正

廣間 利隆  井上 嘆夫

岩崎 熙毅  川瀬甲子雄

近藤 敏之  神島 博昭

的場 延雄  三谷 裕康

中井 正信  中井 貞雄

新原 健市  仁村 泰治

西村 壮一  野中 高明

奥野 善彦  奥野 良臣

作田 正義  柴田多一郎

田オ1 福造  田オ寸 興作

上篠 二郎  自井 弘行

依田  平  吉村輝久雄

摂 津

荒川 義郎  茶橋 和夫

稲垣 俊文  岩城 邦廣

小林 一弘  小林  進

前田 暁信  三木 秀雄

門田孝三郎  森川 正幸

西田 文夫  西島 英信

埜固 定雄  奥野  賞

田中 美春  寺西 雄治

四 條 畷

畑  正廣  平井  一

貝阿弥一郎  木村1真一郎

中川 法政  西本  博

田村 成明  田村  賓

山内 紀之  柳本 久治

足達 忠利

坂東  宏

羽間 勝昌

本田 寿子

稲本 英治

伊藤徳次郎

井上 浩邦

北村 英一

光吉  聖

岡村孝次郎

大山 武司

四宮 員男

田中 信人

上本  博

山本  典

高田 省三

山田 和義

浅野 照雄

板野 桂吾

三島 紘一

自方 誠爾

杉田 幸視

内野 龍男

藤満 宣夫

伊藤  誠

木下 迪男

小谷 澄信

宮内 1雰平

中井 利隆

西田 泰曙

沼田  尚

坂口 治男

祖父江鎮雄

寺井 明納

矢橋 弘嗣

原田  肇

神田 保廣

小坂  勉

三好 一則

中川 広司

西川  保

大澤 勝哉

吉岡二三男

池村 弘一

松村 正毅

清水 勝美

築山 一男

足立 善信

堂前 善宣

平栗  勲

市川 徳明

井上 陽二

伊藤多恵子

本田 正六

小島 義平

中井  健

大枝  朗

佐々木伸行

曽呂利昌弘

田中和一郎

上野 貞夫

山村 利貞

竹田 雅則

横井  浩

芦原 義倫

松居 祥二

村上博太郎

自山 鴻鍵

瀧野 悟郎

羽田 祐三

岩知道寿夫

北垣 次彦

小谷  泰

門間  進

中谷 良恭

西形 文孝

岡本  弘

坂口  健

田橋 賢士

戸川 繁樹

山田  潔

樋上 幸夫

橿村 泰信

窪田 公男

望田 能弘

中井 清司

西本  勝

酒井 公明

景山 隆光

三原 初男

田原春 稔

山口 愛彦

有澤  潤

藤田 宗男

平山美智子

井村 卓治

井上 義信

紙谷弥一郎

木田 育伸

小阪 喜彦

中澤 保夫

大橋 弘一

里村  隆

竹内 良一

寺西 孝年

浦  政一

柳川 義行

吹 田

安封 嘉一

坂東 翠子

林  博子

平山 直樹

井波 静孝

石井 博章

金子 義高

木村雄次郎

古徳 幸俊

成尾 紹雄

大坪 秀男

柴田  仁

田辺 嘉穂

立木 靖子

和田 弘毅

吉 田

吹 田 江 坂

赤木 圭介  荒木 勝博

榎木 庄司  福田 博志

長谷川 清  速見  憲

今村 啓志  金ヶ江裕之

木下 喜昭  北村 康栄

栗  義数  米谷 正夫

長澤 義雄  中村 利男

西日 隆三  西村 義博

大井  清  大井  倍

杉本 全司  田畑  勉

田中 茂晴  飛田 昭男

辻村 保雄  内田  正

吉澤 欣一

吹 田 西

青木 郁二  新井  清

藤井 清樹  藤田  明

橋本  治  平野 富義

池永 洋宣  井上 昌美

梶山  高  河邊 哲郎

小林  哲  前田  博

宮川藤一郎  水間 正一

永田 昌範  中濱  巌

難波 恒則  西垣  哲

小川  勉  大谷  壽

鈴木 基弘  習田  豊

碓井 雅詔  山本 隆一

吉岡 五郎

高 槻

浅野 正之  土井 文雄

細谷 光彦  生駒 俊雄

入江 輝彦  入野 敏夫

梶田 政直  神田 敏夫

牧  正治  舛井 英二

永井 利彰  中島 好信

尾崎 貞親  齋藤  修

園田 昭治  高戸 敬一

米田 誠宏  善積  章

高 槻 東

有馬 敏晴  近森 信人

長谷川暉郎  橋本 房利

樋口 道夫  平賀  正

堀江 義明  石井 清隆

川村  俊  岸本 忠男

松野  稔  松浦 寛法

森山 鐵男  オ寸上 元昭

中村 隆一  根岸 宏邦

西川 豊蔵  岡村 勝之

妹尾 四郎  下岡 一廣

高木 荘輔  高谷 敏雄

大会登録者名簿

延  秀恵

芳賀  洋

堀田  稔

栢本 淑子

國澤 靖之

水谷 善博

西上 博幸

小野 雅章

杉本英一郎

田中 襄吉

鳥辺 甚吉

八橋 志夫

榎谷 忠治

萩尾 宗樹

家村 武志

石崎 克弘

木下 通之

宮川 定吉

村井 正雄

仲辻  章

野尻  弘

澤井 正寛

田中 忠正

吉田 一雄

波 伯々部廣行

入江 和夫

岩崎 皓二

岸田喜八郎

村上 正巳

大関 道麿

清水 利男

梅原 正見

浜田 実男

林 敬次郎

疋田 和希

甲斐 敏晴

北浦 信行

森本  章

中島 二郎

西原  漸

堺  常一

杉岡 宗雄

谷村 新平

東  秀夫

古川 久好

林  貞夫

金子 武夫

北山 陽一

宮前 賢一

中山 安信

西山 俊明

澤田 敏明

田日長兵衛

頭根 敏雄

和田 貞雄

浅井 勇夫

郷上  勲

平野 善次

井上  隆

本田 壽雄

三村 昌平

毛利征一郎

中田 武美

西村 忠雄

阪本 勝彦

田原 憲治

山村 幸明

平野 富一

今堀  幸

岩井 祐造

木下 建三

村上 秀雄

西田 直弘

佐藤 公世

津田 孝美

藤田 圭吾

橋本 雅央

一ツ橋 昭

岩田 喜義

北田他実夫

光本 賀一

長野美喜知

西田  実

斉藤 昇男

自藤 清一

瀧井  理

西

雄

徹

槻
餞

高
東
勁

古澤 照清

五十嵐重行

長谷川博之  畠埜 泰夫

片山  直  川合 宏宣



大会登録者名簿

木原  隆  菊池 祐生  古畑 時夫

近藤 員道  河野 通貞  高津 嘉夫

桑内 義雄  間石 成人  三好  誠

森本  茂  奥井 敬之  坂本 信人

下園 義明  白神 正夫  荘田  司

谷知 義昭  和三弘磨呂

豊 中

青木禎一郎  浅原 啓由  馬場 一雄

千葉 隆造  竹玄 賢司  橋田  進

一瓢 利男  門  宏明  柏木  尚

木村  実  清永 兼弘  小林 英志

近藤 俊夫  牧本 利夫  南川 豊治

森本 健二  森山 貞信  中井  稔

野竹 邦弘  小川 正彦  小川 1多平

坂本壽三夫  渋谷 有策  末村  斉

田中 正一  日中勇之祐  内田 徳彦

渡部  威

豊 中 南

秋川 藤次  榎原 嘉之  藤原 俊彰

八田 昌三  平山  稔  堀内 彦仁

飯野 敏雄  亀田 八良  柏木 義文

北村 恭一  小林 春市  昆 健一郎

栗本  武  三田  裕  宮内 敏光

森田 治男  中村 恵英  西川 治男

大野 昭一  大田比登史  酒井 千秋

柴野 悦子  柴野  貴  重野  剛

高野 賢二  豊田 宏三  上田 卓也

山中 久男  山西 保正  吉崎 弘明

豊 中 ― 大 阪 国 際 空 港

有馬 啓祐  道満  隆  藤野 茂安

羽渕 一司  濱田 英機  平林 初夫

池田 正義  板垣 周男  木本 亮介

草野  保  町田 秀宇  松田  隆

村井 健三  永野啓之介  永田 利篤

中川 邦介  中尾 正三  中山 厳雄

尾形 理一  大久保博泰  齋城 正之

笹部 義平  清水 敏之  下平  健

武田  昭  田オf 茂樹  田中 竹二

上西 利三  植野 郁太  渡邊 源治

山本 二郎  行岡 義蔵

豊 中 千 里

雨森  健  荒木  勲  藤原 安雄

井元  弘  稲田  紘  伊藤 一弥

梶本 良治  河崎 守男  小西池淳一

村井 兼一  長澤  彰  西田 尚道

西島 詩子  野原 嗣久  奥田  旭

大井 皓二  阪口 恵子  笹山 利雄

東松 孝臣  内田 裕康  内田真由美

ノヽ 尾
力石 恒夫  後藤 孝吉  原田 正義

畑中 由雄  平松 秀一  平野大太郎

今川 憲治  今井  博  稲田 明人

板倉典兵衛  岩田 良三  加藤  隆

木村 義一  久保川省悟  増田  鼎

松村 匡浩  森 慶太郎

中川  特  中島 孝夫

仲谷 常次  那須 郷麿

小川  寛  岡田 祖一

坂上 節哉  坂本 憲治

下城  園  杉本 一三

正野  憲  高田 吉治

田中 純吉  田中 昌之

戸田  孝  営内  斉

山口 幸雄  山畑 雅裕

吉田 八郎  吉川 鹿雄

八 尾 中 央

福家 克彦  橋本 道夫

片岡 哲玄  木村  信

村上 槙一  長浜 彰男

小倉 郁夫  斉藤  茂

瀧澤健之助  玉井 利宏

矢島 正孝  山倉  登

吉村 清明  吉岡 憲二

人 尾 東

藤田  勇  藤田 橙子

福本 昭三  原田 隆光

香川 健二  川密  真

桑  増秀  桑田タア子

松田 憲夫  松井 謙之

森下 慶治  森田 時男

岡田 徳一  奥田 長二

大熊千賀子  鹿田 秀雄

杉本 正義  鈴木  洋

辻  吉和  筒井 重之

安井 和隆  吉川 日出子

松 戸 東

渡辺 多夫

東 京 銀 座

大沢 静夫

小玉 誠三

栗田 忠一

森本 栄三

澤田 順司

武山 茂樹

枇椰 五郎

林   董

勝本  保

小玉 信義

南坂 和一

西山 敏之

佐伯 清彦

田中 啓次

渡辺 宏道

古澤 照男

兵庫  廣

加藤 照雄

熊谷 常一

森口 武史

岡本 員弘

坂本 英一

鈴木 寿道

山本 和市

藤原  明

本間 治夫

木下 俊作

松下十二雄

長渡  寛

小田 泰義

坂戸 照雄

杉本 博己

築山 一夫

山吹  壽

森川  勝

中西 啓詞

西久保博康

奥田 勝啓

佐野  清

鈴木 脩弘

高木 優一

谷村 安脩

渡辺  祥

山本 義治

吉成 敏行

廣瀬 悽計

小林 達夫

中井 敬和

阪口  理

田中 利和

山分 義一

永井  忠

中谷 武男

西海 元樹

大槻美佐夫

柴田 英一

正田 常雄

高井 栄爾

戸田  操

山口 智士

横井 憲二

泉  寛治

松田 一良

沼井 義一

杉本久仁一

猛

一
一

雄

野時

柳

福家 才助

池本 繁喜

萱村 信造

真野 鐵生

松本 智幸

長沢 徳治

大橋 秀造

清水亀三夫

武村 健一

和田 輝夫

福井 茂行

井上 早苗

木村千爾子

増田  潔

松村 栄三

岡田 卓三

大熊  実

杉本 初美

谷岡 慶一

八木清二郎

南

治
　
　
　
巳

井

健

　

田

克

島

　

　

下

福

前

　

一二
松

前島貴久子

福島蓮二郎

甚田 倫弘

前川 好弘

西島 修蔵

奥野 照夫

高橋 貞夫

横山 昌弘

橋本 雄司

池尻  誠

居相 英機

河田 道雄

松本新太郎

西

彦

良

秀

奈

林

林

男

田

武

富

矧

京 都 伏 見
三井 公詞



国際ロータリー第2660地区 1995～ 1996年度地区大会収支報告

《本会計》収入の部

科  目 金  額 適 用

大 会 登 録 料 43,141,000 会員  13,000× 3,265名

家族  8,000×  87名

大 会 分 担 金 16,470,000
会員  前期 5,368名

新期 5,612名

地 区 補 助 金 1,090,000 R.I.会長代理記念品。歓迎費

直前ガバナー記念品代。補助費

雑  収  入 668,572 お祝金・利虚、等

出店費用

収 入 合 計 61,369,572

《別会計》R.I.会長代理ご夫妻歓迎晩餐会収支報告

収 入 の 部 支 出 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

登  録  料

(20,000× 339名 )

6,780,000 宴 会 費 6,584,694

雑 収 入 20,000
余 興 費 1,200,000

補助費 (本会計 ) 984,694

合 計 7,784,694 合 計 7,784,694

地区大会 員   3265

族    87

51

50

来  賓

招 待 者

合 計   3453

来 賓

員    251

族    62

49

登録人員 :会

家

合  計   362

1995～ 1996年度地区大会収支報告

会  計  仲

会計監査  石

井

谷 隆

守
　
一

《本会計》支出の部

科 目 金 額

総  務  費

印   刷   費

交 通 。 通 信 費

会   合   費

登   録   料

口己 録 誌

人 件 費

記 念 品 代

事 務 用 品 費

事 務 機 器 費

雑 費

20,675,726

5,114,515

409,260

995,896

1,329,326

7,000,000

4,415,200

484,000

66,841

520,523

340,165

プ ログ ラ ム

シ ン ポ ジ ウ ム

家 族 の つ ど い

余 且
（

記 念 講 演 費

舞 台 進 行 費

13,098,370

1,200,000

420,000

3,596,858

500,000

7.381.512

会  場  費

フェスティバノン・ホーノン

ロ イ ヤ /L/ホ テ 7L/

5,954,101

3,229,101

2.725,000

会場 設 営 費 15,203,909

接 待 費

般

賓

接
　
接

待

待来

3,536,035

1,216,241

2.319.794

事後処理準備金 350,000

晩餐会補助 984,694

余 剰 金 1,566,737

支 出 合 計 61,369,572

余剰金は地区資金に繰 り入れます。



地区大会を終えて

地区大会を終江

地区大会委員長

横尾 定美

1995～ 1996年度R.I。 第2660地区大会は、熊沢忠期ガバナーの主宰の下に、 5月 10～ 11日 の

両日にわたって、ロイヤ/L/ホ テル とフェスティバルホールで開催され、盛会の裡に幕を開じ

ることが出来ました。

本大会は、R.I.会長代理 としてアラスカより日系二世のスティーブ・K・ ヨシダ氏ご夫妻

をお迎えし、参加者は来賓、地区会員 とそのご家族、その他関係者あわせて3453名 にのぼ り

ました。

スティ K・ ヨシダ氏は本会議 その他で、 自らロータ リーの処女地 シベ リアで幾つか

のロータリークラブを倉1立 したいきさつを、淡々としかも感動をこめて語 られました。これ

は当年度のR.I.テ ーマ、真心、慈愛、平和を地でゆ くお話で、感銘深いものがあ りました。

地区大会の呼び物である大会シンポジウム「アジアと大平洋地域における大阪の役割 り」

と、大会記念講演、橋本大二郎氏の地方自治からみた都市 と地方のあり方についての示唆に

とんだ講演は、聴衆に大 きな反響を呼びました。また、家族の集いでの浜オす淳氏の「人・街・

夢」 というお話、そして私たち守ロロータリークラブの手作 りとも言える歓迎晩餐会、また

最後の諦めのエンターテイメント、Osaka Easy Jazz Bandの 幸やかなジャズi寅奏 とダンスな

ど、それぞれ満足 して頂けたのではないかと思っております。

手続要覧を見ます と、地区大会の目的は交歓 と感銘深い講演 と、地区内クラブおよび国際

ロータリー全般に関する問題の討議云々となっています。本大会を顧みて、 この目的はほぼ

達せられたのではないか と自画自賛 しています。これも第2660地区の各クラブの会員の皆様

のご指導 とご協力のお陰であります。また私業を地って奔走された地区大会幹事横山正憲氏

をはじめ、大会実行委員会の諸兄姉の献身的なご努力の結果であることは申すまで もあ りま

せん。有難 うございました。またここに改めまして地区内全関係者に対 し、厚 く御礼申しあ

げます。





編集後記

1995～ 1996年度国際ロータリー第2660地区大会は、去る

1996年 5月 10日 ～11日 の 2日 間、多数の皆様のご協力に

より盛大に開催され無事に終了できました。

記録誌の編集にあたってはできるだけ客観的に、正確に、

又皆様に見やす く、読みやすくをモットーに努め、そし

て記録誌として末永 く座右に置いていただけるようなも

のをと念じ作製 しました。

編集にあたりお力添えをいただいた地い の皆様

に厚 くお礼を中し上げます。

記  録  委

委員長

副委員長

雄

敏

哲

光

憲

将

会

中

山

端

員

吉

秋

江

Iπ


